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    OP/Last wish ‐遺志‐


    



    



    　古びた木造の礼拝堂は、冷たい月明かりと、むせ返るような血けつ臭しゆうで満たされていた。


    　礼拝堂だけではない。その教会で、鮮血に塗まみれていない箇所はどこにもない。


    　寝室も、食堂も、中庭も、地下室も──仲間たちとの温かな思い出に満たされたそれらの場所には、冷たい死と、骸むくろと、静寂だけが横たわっていた。


    「お願いです……誰か、返事をして下さい……」


    　ひとり無事だった少女は、状況もわからぬまま、不安と恐怖に身をすくませつつ教会の中を彷徨さまよい歩く。返事などあるはずもない。


    　幼くして愛する両親を奪われた少女が、ようやく手に入れたふたつ目の《家族ペルヘ》。


    　それはたった一夜にして、無む惨ざんに踏み躙にじられ、跡あと形かたもなく破壊されていた。


    　その時、少女の耳にふと聞きなれた穏やかな声が響いた。


    「愛情には正しき愛情を。悲哀には正しき悲哀を。憎悪には正しき憎悪を示せ。魂の救いは、他者の心を正しく理解した、その向こう側にだけしか存在しないのだから──」


    　その地獄を生み出した張本人は、天井に嵌はめ込まれた硝子ガラスから差し込む僅わずかな月明かりに照らされて、返り血に濡ぬれた姿のまま凜りん然ぜんと救いを唄うたう。


    「……スノウ？」


    　殺さつ戮りく者の足下では、その教えを皆みなに授けたひとりの女性が、瞼まぶたを開けたまま息絶えていた。


    



    　　　◇


    



    「────！」


    　ベッドから跳ね起きた椚クヌギ茴ウイ香カは、荒い呼吸を繰り返していた。全身が嫌な汗でべっとりと濡れている。昔のことを夢に見たのは久しぶりだった。


    「──お風ふ呂ろ、入らないと……」


    　苛か酷こくな訓練から戻って早々、茴香は着替えも終えぬまま、いつの間にか泥のような眠りに落ちていたのだ。


    　湿った衣服と下着をベッドの上に脱ぎ捨て、バスルームでシャワーを浴びる。


    　緩ゆるやかな曲線を描えがく裸ら身しんを、熱い水滴が滑り落ちていくたび、嫌な記憶が洗い流されていくような気がした。


    　曇った鏡に映る茴香の貌かおは、凍り付いたような無表情だった。


    　対照的に、右のピアスに嵌め込まれた一粒の宝石だけが、儚はかなくも厳おごそかな輝きを放っている。


    　遺い灰はいダイヤだ。遺灰や遺骨から抽出した炭素を高温高圧にかけることで、自然界で生成されるものとまったく同じ化学組成を持つダイヤモンドができあがる。


    「スノウ……」


    　熱い湯の滴したたる薄桃色の唇くちびるが、かつての恩人の名をそっと口にする。


    　ふたり目の母──そう呼ぶべき彼女は、もうどこにもいない。すべてを失った茴ウイ香カに、新たな《家族ペルヘ》を与えてくれたその人は無む惨ざんに殺され、ちっぽけな人工ダイヤに成り果てた。


    　着色処理を一切施していないにもかかわらず、そのダイヤは淡い赤色に染まっていた。それは憎しみと死の色だ。無念と憎悪の念を表す、死者の怨おん念ねんだ。


    　──憎悪には、正しき憎悪を。


    　彼女が遺のこした教えは、今も茴香の中に息づいている。


    　なのに、その憎悪を突き立てる相手だけが、もうどこにもいない。どこにも──。
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    01/Calamity ‐災さい禍か‐


    



    



    　寂せき寞ばくと広がる夜空の色を映す水みな面もが、静かな波音を立てていた。


    　真夜中の大海原を行く大型貨物船の甲かん板ぱんの端では、若い男性の船員がふたり、手すりに体を預けながら煙草タバコを吹かしている。


    「航海生活ももう一〇日目かぁ……愛しい我が家まで、あと半日ってとこかね」


    「ああ。早いとこコロニアに戻って、美う味まいもんでも食って、イイ女でも抱きてえよ」


    　コロニア──人類の新たな生活圏たる海上都市。巨大な人工浮島の通称である。


    　約三年前に、多大な犠牲を払いながらも退しりぞけた敵──レヴナントの再来と増ぞう殖しよくによって版はん図とを奪われた人類は、安住の地を本格的に海上へと移していた。


    　そして今、この大型貨物船は、他のコロニアに物資を送り届けるという使命を果たし、ホームであるコロニア──《セブンス》への帰路を急いでいるところであった。


    「ん？」


    　船員のひとりが、何の気なしに夜空を仰あおいだ瞬間、ふと異常に気付いた。


    「おい、ちょっと。あれ見ろ……」と、傍かたわらの同僚に向けて呟つぶやく。ふたりは頭上を凝ぎよう視しする。


    　船体に備え付けられた、巨大なデリッククレーンの頂点部。


    　二〇メートル頭上に、ひとりの少女が腰掛けていた。華きや奢しやなシルエットを夜空に融け込ませ、オレンジ色の長い髪を冷たい風に躍おどらせている。明らかに船員ではない。


    「誰だよ、あれ。つーか、どこから？　密航者か？」


    「……最後に接岸したの何日前だと思ってんだ。セキュリティに感知されるだろうが」


    「おい、おまえ！　そんなところで何やってんだ！　今すぐ下り」


    　頭上に向かって叫んだ船員の声が止まった。彼の指に挟まれていた煙草の吸い殻が、ぽとりと落ちる。


    「おい──どうし」


    　もうひとりの船員の叫びもまた途切れる。大柄なふたつの体が、へなへなと床に崩れ落ちた。


    　倒れたふたりの船員の首には、黒い塊かたまりが突き立っていた。フルタングのスローイングナイフ。首の中心に深々と突き刺さった黒い刃やいばは、筋肉の隙間を縫ぬって頸けい骨こつをも叩き割り、ふたりを即死させていた。少女が、目にも留まらぬ手際で投とう擲てきしたのだ。


    「おい、どうしたッ！」


    　一分も経たないうちに、死亡した船員たちのバイタル異常を報しらされた船員たちが、船内から甲板に飛び出てくる。人数は七人。いずれも自動小銃で武装している。


    　少女はデリッククレーンから飛び降り、猫のようにしなやかな動作で甲板に着地した。


    　前髪の隙間から覗のぞく少女の両の眼は、鮮血のごとき紅あかい光を携たずさえて船員たちを捉とらえている。


    「レ───レヴナント!?」


    　船員たちは信じられない思いで叫んだ。


    　レヴナント──『再び来る者』の意を持つ、生ける屍しかばねの名を。


    「どうして船に!?　いつ侵入した！」


    「いいから撃て、撃ち殺せ！」


    　闇やみ夜よに閃ひらめくマズルフラッシュ。フルオートの間かん隙げきなき銃声が、弾ける波音を塗りつぶす。


    　少女型レヴナントの体たい躯くが、獣けものそのものの機敏さで弾けた。甲かん板ぱん上を駆け回り、殺到する銃弾を回避する。一発の弾が少女の腿ももを抉えぐったものの、その損傷は瞬きの間に修復されていく。


    　レヴナントの常じよう軌きを逸いつした身体能力・再生能力は、生身の人間とは比較にもなりはしない。


    「────」


    　少女型レヴナントは華麗に舞いながら、その両手に新たな武装を造り出した。まるで粘土細工をこしらえる工程を早回しで再生するかのように、二挺ちようのナイフが瞬時にして手の中に出現する。その両手が閃き、放たれたナイフがふたりの船員の喉のどと心臓をそれぞれ引き裂いた。


    　これがレヴナントの有するもっとも凶悪な能力──一度、視界に収めたあらゆる無機物を無む尽じん蔵ぞうに複製再現する『物質構築能力』である。投とう擲てきされたナイフは、少女型レヴナントが過去に目にし、そして記憶した武装なのだ。


    　さらに、少女型レヴナントがいる方とまったく別の場所から、船員たちの悲鳴が上がった。


    「うわぁッ！　く、来るな！　来るなァ！」


    「──キ────キィイ──……」


    　軋きしむ金属のような不気味な声は、最初に殺されたふたりの船員が発したものだ。彼らは頸けい部ぶにナイフを突き立てたまま起き上がると、理性なき紅あかい瞳ひとみを輝かせ、かつての仲間たちへと歩み寄っていく。生ける屍と化した彼らの手に、無ぶ骨こつな自動小銃が複製された。


    「に、二名がレヴナント化！　排除を───ぎぃッ」


    　そんな警告を発した船員の全身を、フルオートの銃撃が舐なめ回し、血霧が爆はぜる。


    　──レヴナントに殺害された者はレヴナントと化す。敵はそうしてネズミ算式にその数を増やし続けることで、人類から領土を奪い取ったのである。


    　果たして、数分で決着はついた。突然のレヴナントの襲来に、船員たちはなすすべもなく皆殺しにされていた。


    　哀れな犠牲者たちは次々と起き上がり、不気味な奇声と共に徘徊を始めている。船内からは、悲鳴と銃声が断続的に響き渡っていた。


    　その地獄絵図の中心には、ナイフ使いの少女型レヴナントが悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいる。


    「畜……生……」


    　かろうじて生きていた船員が、手にした自動小銃を持ち上げ、少女型レヴナントの後頭部に銃口を合わせた。


    　しかし引き金を引くよりも速く、銃を把は持じする腕は肘ひじから寸断されていた。光の速度で振り向いた少女型レヴナントの手には、巨大な刃やいばが内反りに湾曲したククリナイフ。


    　絶叫し転げ回る船員を、少女型レヴナントはじっと見下ろす。


    　美しい面おも立だちをしていた。白い肌と通った鼻筋に、真っ赤な唇くちびると瞳ひとみが鮮あざやかな花のように咲いている。その左側そく頭とう部ぶには銃創のような古傷がひとつ、刻まれていた。


    「ねえ、憎い？　あたしが」


    　不意に少女型レヴナントが発したその問いに、船員は苦痛も恐怖も一瞬忘れて驚愕した。


    　本来、レヴナントは思考能力を持たない。あるのは禽きん獣じゆうめいた殺さつ戮りく本能のみ。


    　──だというのに、船員を見下ろす少女型レヴナントの紅あかい瞳には、信じられないことに、嗜し虐ぎやくに濡ぬれた知性と理性の色がありありと浮かび、明確な言葉まで発している。


    「訊きいてるんだ。あたしが憎い？　その手で殺したい？　ねぇったら？」


    　未だ混乱の極みにありながら、船員は血に濡れた奥歯を砕けんばかりに噛かみ締めた──憎いに決まっている。人類はレヴナントによって全てを奪われた。そして今、大切な仲間たちを無む惨ざんに殺された。


    　その憎悪を悟ったのか、少女型レヴナントは嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。


    　それはまるで、愛する父親に褒ほめられた幼おさな子ごのように無む邪じや気きな笑みだった。


    



    　　　◇


    



    　三〇メートル四方の格闘場で、ヘッドギアを装着したふたりの男女が格闘訓練に勤いそしんでいた。


    　片や、小柄な少年。冷静な闘志を宿した、鷹たかのそれを彷ほう彿ふつとさせる鋭い眼。


    　片や、可か憐れんな少女。吊り目がちの瞳を細め、艶つやめく漆黒の髪は首の後ろでざっと束ねられている。


    　両りよう脇わきを締めた構えから連続して繰り出される少年の拳こぶしを、少女はろくな構えすらとらないまま、子供をあしらうように躱かわし続ける。


    　この格闘場は、コロニア《セブンス》内に設置された対レヴナント即応執行浄化機関──略称《Ｒ・Ｅ・Ｖ》の有する訓練施設である。


    　そして、そこでこうしてスパーリングに励む少年たちは、若き身でありながら世界全土にひしめくレヴナントを討とう伐ばつする役目を与えられた戦闘要員だった。


    「有効打にはほど遠いですよ、吹スイ芽ガ。これでは日が暮れてしまいますが……」


    　少女──椚クヌギ茴ウイ香カは世間話をするような口く調ちようで、少年──円マドカ吹芽を挑発した。


    　吹芽は構わず、刺すようなリードジャブを連続して放つ。しかし茴香は両腕を蛇へびのごとくうねらせ、ことごとくその拳を捌さばく。いくら攻めても隙が生じない。


    　しかし、吹スイ芽ガの打撃が二〇を数えた次の瞬間、茴ウイ香カの視線が一瞬足下に落ちた。同時に、その右足が鋭い弧こを描えがく。吹芽の左足を狙ったローキック。


    　前回の立ち合いではこれにやられた──だからこそ吹芽は即座に反応できた。すかさず左足を下げ、茴香の一撃を回避する。茴香が目を見開き、その姿勢が一瞬、崩れた。


    　──今だ。吹芽は左足を再び強く踏み込み、渾こん身しんのジョルトブローを放つ。体重を乗せた強烈な一撃が、茴香の無防備な左頬ほほに突き刺さる。


    「───!?」


    　しかし、驚愕したのは打ち込まれた茴香ではなく、打ち込んだ吹芽の方であった。手て応ごたえがない。まるで、空中に浮かぶ風船でも殴ったかのような手応え。──受け流された。


    　無ぶ様ざまに伸び切った吹芽の右腕が、茴香の細腕によって絡め取られた。流れるような動作で懐ふところに飛び込んだ茴香が、その拳こぶしを吹芽の鳩尾みぞおちに叩き付けていた。


    「──かはっ」


    　最小限のモーションから繰り出された一撃にもかかわらず、筋肉を突き抜けて背骨まで浸透するかのごとく強烈なインパクト。吹芽はたまらず膝ひざをついてうずくまった。呼吸が一瞬止まる。


    「焦あせりすぎです。これで私の三〇勝〇敗ですね、吹芽」


    「……茴香。もしかしなくても、ローキックはずした時に体勢崩したのって、わざと？」


    　茴香はにっこりと頷うなずく。息も絶え絶えな吹芽とは対照的に、呼吸ひとつ乱していない。


    「実力差が歴然としている相手に対してあんなテレフォンパンチ、ぜひカウンターを入れてくださいとねだっているようなものです」


    「実力差があるから、ここぞの一撃に懸けるしかないんじゃないか……」


    「そんなのは捨て身の発想です。吹芽は体格に恵まれていないですし……だいたい駄目じゃないですか、あんな安い挑発に乗っては！」


    　茴香は両手を腰に当て、子供でも叱るように眉まゆ根ねを寄せた。


    「吹芽の最大の武器は、狙撃手として培つちかわれた驚異的な集中力です。生じた一瞬の隙を逃のがさず狙うのがあなたの本分でしょう？　それがスパーリングになったとたん、なぜこうも好戦的になってしまうんです……」


    　茴香の言う通り、兵士としての吹芽の本分は後衛──すなわち、狙撃手である。


    「戦場では何があるかわからないのですから、近接戦の技術もしっかり磨いてくださいね」


    「……ありがとう、茴香。肝に銘めいじるよ」


    「よろしい。でも、随分上達していますよ」


    　素直に答える吹芽に、茴香が微ほほ笑えみながら手を差し伸べた。


    　その手を掴んで起き上がった吹芽は、改めて茴香の全身を見つめた。


    　一見して華きや奢しやな四し肢しは、その実、限界まで鍛え抜かれ凝ぎよう縮しゆくされた筋きん繊せん維いのワイヤーである。比して、幼さを残した可か憐れんな面おも立だちと、黒絹のように艶つややかな長髪は充分以上に女性らしい。ヘッドギアの隙間から覗のぞく右耳の赤いダイヤが、少女の気品に華を添えている。


    「さて、お次は誰が相手です？」


    　はつらつと告げた茴ウイ香カの視線の先では、ふたりの少女と青年がぐったりと壁にもたれていた。反応はない。ふたりともすでに、茴香と一戦交えた身であった。


    「一回立ち合ったくらいでヘバってるんですか？　珊サン瑚ゴもザイシャも、だらしがありません！」


    「……お兄さん軟弱だからよ、顔面にあんだけ綺麗な一発食らったら、もう動けねっての……」


    　明るい茶色に染めた髪を後ろで縛った長身の青年──倉クラ守モリ珊瑚が、力なく片手を振って答える。平和な時代でなら映画俳優としても通用するであろう甘く端整な面立ちだが、今はその両の鼻の穴に丸めたティッシュが押し込まれており、悲ひ愴そうたる有様である。


    「──毎度のことですが、珊瑚が一番お話になりませんでした」


    「あー、スライムがどう頑張ったところで、勇者には太た刀ち打うちできねえのよ……」


    「ゲームのお話はよくわかりませんが、普段生身で戦闘する機会がないからといって、フィジカルをおろそかにしているといつか絶対に後悔しますよ？」


    「へいへい、ご忠告痛み入るっす。あとたまには、その見た目通りのお淑しとやかさを見せてくれるとお兄さん嬉うれしいなって」


    「余計なお世話です。……あなたもですよ、ザイシャ」


    　不機嫌そうな茴香の瞳ひとみが、じろりと珊瑚の傍かたわらの少女へと向いた。


    「……うるさいわね」


    　ザイシャと呼ばれた少女は、いじけたように唇くちびるを尖とがらせてぷい、とそっぽを向く。吹スイ芽ガや茴香も兵士としてはかなり若いが、ザイシャの小柄な体たい躯くや無む垢くな顔立ちは〝若い〟を通り越して〝幼い〟の範はん疇ちゆうにある。レヴナントのごとき紅あかい瞳と、穢けがれひとつない純白の髪──そして、その頭頂部に備わった一対の突起物は、まさしく雪ゆき兎うさぎといった様相である。その姿はどこか非現実めいていて、麗しくも異質な雰囲気を醸かもしている。


    　それも当然だ。この場において、彼女だけは純粋な人間ではないのだから。


    「……触しよく肢しの使用を禁止されてるからよ。あれが使えれば、ウイカなんかに、負けない」


    「だからといって、素手での戦闘がこれではいくら何でも……」


    　攻撃的なザイシャの態度に、茴香は困ったように表情を曇らせる。


    　ザイシャはその身に、いくつかの特殊な兵装を宿している。現代科学の粋すいと超常の技術を結集させた、強力無比かつ危険な力を。


    「茴香の言う通りだよ。観測手の君がそんなじゃ、僕だって不安だ」


    　膝ひざを抱えてむくれているザイシャに歩み寄りつつ、吹芽は言った。


    　作戦時において、ザイシャと吹芽は基本的にツーマンセルでの行動を余儀なくされる。彼女に内蔵された最強の兵装は、吹芽という狙撃手ユーザーがいてこそ性能を発揮する代しろ物ものだからだ。


    「……まあ、茴ウイ香カや君より弱い僕が偉そうに言えた立場じゃないけど」


    　ザイシャを見下ろす吹スイ芽ガの表情が、ふと優しさを帯びた。その場に膝ひざをつき、ザイシャの目線に合わせて告げる。


    「頑張ろう、ザイシャ。お互いの身に何が起きても、絶対にお互いを守れるように」


    「よくも真顔で、そんなことが言えるものね」


    　どこまでもストレートな吹芽の決意を受けたザイシャが、頬ほおを薄く染めつつ視線を逸そらす。


    　そんなふたりの様子を、傍かたわらの珊サン瑚ゴがニヤニヤと笑いながら見比べていた。


    「……珊瑚、なに？」


    「いやいや、さすが凄腕スナイパーじゃねえの。レヴナントの脳核だけじゃなく、ザイシャのハートまで見事スナイプしやがって──って痛ェ！　何しやがる茴香！」


    「今の史上最低に低俗な発言を撤回してくださいっ！　何かもういろいろ最悪です！」


    「紅潮しながら人のアタマ全力でド突くんじゃねえ！　ウブか！」


    「いや。別に、僕に他意はないんだけど……」


    　吹芽は頭を掻かきながら弁明するが、言い争う茴香と珊瑚の耳にはもはや入っていない。諦てい観かんの溜ため息いきをつきながら、自みずからの表情が自然と緩ゆるんでいることに吹芽は気付いた。


    「……何が可お笑かしいの？」


    　と、我関せずといった様子で遠くを見つめていたザイシャが訊ねてきた。


    「居い心ごこ地ちがいいなと思って」


    「そうかしら。無駄に騒がしいだけだと思うのだけど」


    「うん。それが良いんだ」


    　四か月前にザイシャと出会い、この班に配属されて茴香や珊瑚たちと出会い──そしてある戦いを終えるまで、吹芽の魂は過去という鎖でがんじがらめに縛り付けられていた。


    　ようやくそれを振り払った今の吹芽にとって、かつての愚かな自分を知りながらも、変わらず受け入れてくれる仲間の存在は、他のどんなものにも代えがたいものだった。今のような取るに足らない和やかな一時の中で、日ひ溜だまりのように温かな充足感を、吹芽はいつも自覚する。


    　──その時、吹芽たちの背後から静かな足音が響いた。新たな来訪者に、弛し緩かんしかけていた場の空気が緊張を取り戻す。茴香が姿勢を正して言った。


    「ヘルカ班長。〝調整〟は済んだのですか？」


    「ああ」


    　現れた妙齢の女性は、小さく頷うなずいて答える。


    　白い肌や通った鼻筋、鋭く尖とがった顎あごが北欧の血統を感じさせる。髪は落ち着いた金砂色に彩られ、隙のない佇たたずまいは研ぎ澄まされた刃物のようだ。髪と同じ色の瞳ひとみは底の見えない虚のごとく冷たい光だけを携たずさえ、秘めた感情の欠片かけらすら窺うかがえない。


    　ヘルカ・カーリアイネン。この場の四人を束ねる班長である。


    　立ち上がった部下四人の姿を一いち瞥べつしたヘルカは、それだけで各自の状態を即座に把握した。静かな足取りで格闘場の中心へと向かうと、視線を茴ウイ香カに向けて言った。


    「来い、椚クヌギ。退屈していたんだろう？　稽けい古こをつけてやる」


    「──ありがとうございます」


    　茴香は間かん髪はつ容いれず、吹スイ芽ガたちに背を向けて駆けていく。


    　こと徒と手しゆの格闘戦において、この場で茴香に太た刀ち打うちできる者はヘルカ以外に存在しない。それを知るヘルカ自みずからが、練習相手として買って出たのだ。


    「いいねぇ。あのふたりのスパー、アクション映画観てるみてーで手に汗握るんだよな」


    　珊サン瑚ゴは嬉き々きとして顎あごに手を当て、すでに観戦の体勢をとっている。


    「珊瑚、真ま面じ目めに見学した方がいいよ。一番軟弱な人が一番余裕でどうするんだよ」


    「……言うようになったね、おまえ。配属当初の可愛げはどこに置いてきたコラ」


    　そんな吹芽たちのやり取りをよそに、ザイシャはヘルカに向けて剣けん呑のんな眼まな差ざしを送り続けている。


    「ザイシャ。僕ら、ここに配属されてもう四か月だよ。いい加減ヘルカに慣れようよ」


    「信用できるはずないでしょう。あんな、何を考えているのかわからない人間」


    　極度の人見知りであるザイシャだが、ぎこちなくとも協調の姿勢を示しつつある他の班員と違い、ヘルカにだけは一歩たりとも歩み寄ろうとしないのが現状である。


    　──と、そのヘルカが、突然信じられないことを口にした。


    「椚。《エミュレイター》の使用を許可する」


    「え……？　ですが──」


    　驚いた表情を浮かべる茴香に、ヘルカは掌てのひら大のケースを投げ渡しながら平然と続ける。


    「調整後の慣らしをしたい。付き合え。許可はとっている」


    　──吹芽や茴香、珊瑚といった年若き者たちが、レヴナントひしめく戦場の最前線に立てる最大の理由は、通常武器とは一線を画かくする新型兵装──通称・エミュレイターの希少な適合者として選ばれたからに外ほかならない。


    　吹芽たちの所属は、正式名称を技術試験部隊──。


    　埋まい葬そう官かんと呼ばれる、エミュレイターの使い手のみで構成された精鋭部隊である。


    「……了解しました」


    　茴香は静かな声で答えるとヘッドギアを外した。緊張の面おも持もちでケースを開き、中に収まっていた特製のグローブを両手に装着する。


    　その光景を見守っていた吹芽が、表情を硬くする。


    「──駄目だ。医療班も待機してない状態でエミュレイター同士の戦闘訓練なんて、いくら何でも危険すぎる」


    　茴香たちに向かって駆け出そうとする吹芽の肩を、珊瑚が掴んで止めた。


    「大丈夫だっての」


    「でも……」


    「茴ウイ香カはエミュレイター適性が出た二年前から、班長直々に鍛え込まれた秘蔵っ子だぜ。そうそうヘマなんかしねえさ」


    　吹スイ芽ガは小さな溜ため息いきと共に引き下がる。あくまで気楽な様子の珊サン瑚ゴであるが、その言葉には有能な上官に対する確かな信頼が伴っていた。


    　周囲も、そして自分自身ですらすでに頭打ちであると測っていた吹芽の戦闘能力は、ヘルカ班に配属されて以降、再び飛躍的な伸びを見せていた。ヘルカの指導の賜たま物ものである。


    　ヘルカには他者の得え手て不ふ得え手てや肉体的な特性──本人でさえ気付いていない潜在能力を見抜く類いまれな観察眼がある。その指導を二年もの間受けてきた茴香が無類の強さを誇るのは、当然といえば当然の帰結であった。


    「──ヘルカって、Ｒ・Ｅ・Ｖに配属される前はどこで何をしてたんだろう」


    　吹芽が疑問を口にする。


    　教官としての有能さとは裏腹に、ヘルカの経歴は一切が謎に包まれていた。


    「さあねえ。データベースにもまったく情報がないからな」


    「……どうせ、まともな経歴ではないわ」


    　ザイシャの辛しん辣らつな一言を皮切りに、三人は再び格闘場へと向き直った。
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    「起動ステイク・ドライヴ」


    　茴ウイ香カとヘルカの声が重なる。エミュレイターの発動を促す音声コード。宙に掲げたふたりの手の中に淡い燐りん光こうが宿り、その瞳ひとみが紅あかく染まる。微かすかなスパーク音が響き、ふたりの手の中にそれぞれの兵装が構築された。細かな粒子が高速で結集し、無から有を創り出していくその様は、レヴナントが有する物質構築能力そのものである。


    　一瞬の後、茴香の右手に現れた兵装は巨大な『剣』だった。鉈なたを刀剣大までスケールアップさせたような、反りを持たない矩く形けいのシルエット。茴香自身の二の腕ほどの厚みを有する刀身は、もはや剣と言うより巨大な鉄てつ塊かいと呼ぶにふさわしい。


    　対するヘルカの両手に現れたのは、白銀色に包まれた二挺ちようの拳銃である。アンダーマウントレール部にはブレードが、弾倉部には鋭いパイルがそれぞれ装備されている。茴香のエミュレイターのような派手さこそないが、ヘルカ自身が纏まとう冷たい殺気を凝ぎよう集しゆうさせた一対の凶器は、見るものに本能的な恐怖を抱いだかせる。


    　エミュレイター──埋まい葬そう官かんのみに与えられた、死者を無に還かえす特別製の杭くい。


    　それらが顕けん現げんする光景を見つめていたザイシャは、ぽつりと吹スイ芽ガに向かって訊ねた。


    「エミュレイターは、ユーザーの思考や想像力によって形状や機能を変えるのよね？」


    「そう聞いてる。だから、まったく同じエミュレイターは存在しないって」


    　埋葬官の体内には、《擬似核》と呼ばれる特殊装置がインプラントされている。そのメモリー内にユーザーが構築した兵装データをコンパイルし、レヴナントの物質構築能力のように瞬時にして兵装を呼び出す──それがエミュレイターと呼ばれる兵器体系の基本的な構造である。


    「……それなら、いったいどのような感情が、あんな兵装ものを形作るのかしらね」


    　小さな両手を握り、澄んだ声こわ音ねに微かな恐れを滲にじませるザイシャの呟つぶやきに対し、吹芽は答えに窮した。対たい峙じするふたりの、禍まが々まがしいまでの形状をした武器をじっと見つめる。


    「……僕にはわからないよ」


    　吹芽は短く答えた。今さらのように気付く。


    　ふたりのことを──仲間の過去や境遇を、吹芽は何ひとつ知らない。


    　触れてはならないものに触れてしまいそうな、漠ばく然ぜんとした恐れと躊ちゆう躇ちよがあった。


    　かつての吹芽が、他人に踏み込まれることを恐れていたように。


    「行きます──ッ！」


    　先に仕掛けたのは茴香だった。相当の質量を誇るはずの得え物ものを、茴香は小枝でも振り回すかのように軽々と扱い、牽けん制せいの突きを繰り出した。その一撃をヘルカのブレードが薙なぎ払う。


    　よもや訓練で銃撃を行う愚行はすまい。そしてその条件下であれば、リーチにおいては茴香の大剣が圧倒的に勝っている。たった一振りでバランスを崩しかねない超重量を持つ自みずからの得物を、茴香は巧たくみな足あし捌さばきと慣性を活かして使いこなしている。


    　が、一方のヘルカは顔色ひとつ変えない。得物の重量差など存在しないかのように、彼女が握る二振りの凶器は変へん幻げん自在の軌道を描えがき、さながら蝶ちようが舞い蜂はちが刺すかのごとく、重い茴ウイ香カの斬撃を軽々と捌さばき続ける。ふたつの体たい躯くと三挺ちようの刃やいばが絶え間なく交差し、斬り結び、弾け合う。


    「……あっ」


    　茴香が声を上げる。これまでの連撃よりも、コンマ数秒の溜ためを置いた一撃──茴香がそれを繰り出す一瞬の間際に、ヘルカは右手の銃を高く放り上げると同時に距離を詰めていた。左手のブレードで茴香の刃を受け止めつつ、ヘルカは徒と手しゆとなった右手で掌しよう底ていを繰り出す。


    　さして力を込めたようには見えないヘルカの一撃であったが、それは十全の威力をもって茴香の体を後方に吹き飛ばしていた。その手から大剣が滑り落ちる。


    「茴香ッ！」


    　吹スイ芽ガは思わず叫んでいた。仰あお向むけに倒れ伏した茴香の無防備な喉のど元目がけて、先ほどヘルカが放り上げた銃のブレードが猛回転しつつ落下していた。


    　白銀の凶器が茴香の喉を抉えぐる直前、ヘルカの右手が銃を再び掴み取った。マウントを取りつつ、ブレードの先端を茴香の喉元に突き付ける。


    「……参り、ました」


    　茴香は荒い息を吐き出しつつ、絞り出すような声で自みずからの敗北を宣言した。


    　無言で立ち上がったヘルカの両手から、二挺の銃が無数の粒子と化して消えていく。床に突き刺さっていた茴香のエミュレイターも同様に霧む散さんし、やがて跡あと形かたもなくなった。


    「──君の、《スノウドロップ》」


    　ヘルカは、底知れぬ虚を宿した金砂色の瞳ひとみで茴香を見下ろしながら、そんな単語を呟つぶやいた。スノウドロップ──茴香のエミュレイターに付けられたコードネームである。


    「むやみに肥大化した刀身は、君の妄もう執しゆうと雑念の顕あらわれだ。あれは君の体格で扱うには向いていない。燃費も悪すぎる。武器としては欠陥品だ」


    　よろよろと半身を起こした茴香に手を貸すこともなく、ヘルカはそう告げて踵きびすを返した。


    「訓練を続ける。ひとりずつかかってこい」


    　残された茴香は、鬼気迫る表情で肩を小さく震わせる。その右手の指先は、まるで転んだ幼おさな子ごが親にすがるかのように、右耳のピアスへと伸びていた。


    



    　　　◇


    



    「例の一件から、すでに二か月が経過した」


    　数時間に及ぶ訓練を終えた直後、ヘルカの口から不意に放たれたその一言に、吹芽たちは全身の疲労も忘れて緊張の面おも持もちを濃くした。


    　珊サン瑚ゴは息も絶え絶えな様子でドリンクを一気に喉に流し込むと、肩をすくめて言う。


    「《セブンス》に帰港した輸送貨物船の乗員が、ひとり残らず忽こつ然ぜんと消えていたってやつだよな。怪談としちゃあ二流の類いだが──」


    「怪談であってくれればまだ良いですが、船内には戦闘痕や血けつ痕こんが残されていたのでしょう？」


    　茴ウイ香カの指摘を、吹スイ芽ガが切迫した表情で引き継ぐ。


    「戻ってきた貨物船のシグナルを《セブンス》が受信してから、接岸するまでのプロセスは正常通りに行われていたんだよね。その時の無線での、乗員とのやり取りも記録されてる」


    「つまり、だ。海上で乗員を排除した何者かが、その事実をあらゆる手段で偽装しつつ《セブンス》に着岸したっつーことだ。そんな器用な真ま似ね、フツーのレヴナントにゃあ無理だよな」


    「──普通のレヴナントなら、ね」


    　ザイシャの一言が意味するところは、この場の全員が事件発生当初から予期しているものだ。


    　この場の埋まい葬そう官かんたちは知っている。


    　これまで相手取ってきた、どんなレヴナントとも一線を画かくする存在を、彼らは生命いのちを懸け、多くの犠牲を払いながらも一度は退しりぞけてみせた。


    　重苦しい沈黙が横たわるなか、ヘルカは意に介したふうもなく髪を掻かき上げて言い渡す。


    「現在も、《セブンス》に張り巡らされたセキュリティに異常はなく、周辺海域においても未だ手掛かりは発見されていない」


    　現在、《セブンス》内は静かな緊張状態で満たされている。パニックを避ける意味で民間人には事件の内容は伏せられているが、各地で何が起きても即座に対応できるようＲ・Ｅ・Ｖの全隊員を導入した配備体勢が維持されている状態だ。


    「明日正午より、我らヘルカ班が緊急待機要員として配備される。期間は七日間。──以上。解散し、各自明日に備えろ」


    　乾いた声でヘルカが告げる。いつもならば心躍おどるはずの、自由時間の到来であるにもかかわらず、吹芽たちが浮かべる表情は一様に沈ちん鬱うつなものだった。


    



    　その後、班員たちと別れた吹芽とザイシャは自室に戻り、交代で汗を洗い流した。


    　吹芽たちが日々を過ごす場所──Ｒ・Ｅ・Ｖが有する各種施設と、コロニアの中枢システムの数々を幾層にも亘わたって内包された超高層巨大建築物は、名を《シャフト》と言う。


    　約二〇平方キロメートル、上下二層構造を持つ広大な《セブンス》の中心に位置する、文字通りの心臓部である。


    「ねえザイシャ。今回の件、どう思う」


    　吹芽は洗いたてのシャツに袖そでを通しながら、ベッドの上でドライヤーを当てているザイシャに向かっておもむろに訊ねた。


    「どう思うって、何が？」


    「《セブンス》の港湾周辺のセキュリティは生なま半はん可かな厳重さじゃない。もし〝何か〟が貨物船の乗員を殺害して船内に潜ひそみ、首尾よく接岸できたところで、そう簡単には上陸できないはずだ」


    「そうね」


    「仮に上陸できたとしても、今度は島内に張り巡らされた様々なセキュリティが目を光らせてる。各地に張り巡らされた異常検知システムや高度情報リンクシステム……登録情報のない異物の存在なんて、一瞬で検知されてしまうはずだ。──現に、あの出来事からもう二か月が経つけど、今のところ異常はない」


    「……素直に受け止めれば、『侵入者なんていなかった』っていう結論になるわね」


    　もっとも、それがただの希望的観測であることはふたりとも理解している。


    　ふたりには予感があった。近いうちに必ず何かが起きる。重大な何かが──。


    「ザイシャ。もしも次に対たい峙じするレヴナントが、君のよく知っている誰かだったら──」


    「撃つわ」


    　吹スイ芽ガが言い終えるのを待たず、ザイシャは決然とした口く調ちようで答えた。


    「撃つ。あなたと私で。それが私たちの責務でしょう？」


    　胸の前で手を握り、一点の曇りもなく断言するザイシャに、吹芽は微かすかな笑みを向けた。


    「そうだね。……と、さっさと食事済ませないと。食べたいものある？」


    「オムライス」


    　ザイシャが即答した。そうなるとシャフトを出て、行きつけの飲食店まで向かう必要がある。


    　時刻は一八時を過ぎている。身支度を簡単に調え、自室から通路に出た瞬間だった。


    「あ……」


    　そんな間の抜けた誰かの声が、ふたりを出迎えた。


    　格闘場で別れたばかりの茴ウイ香カが、両手の指をもじもじと組みながら曖あい昧まいな笑顔を浮かべていた。下ろした長い黒髪に、シンプルなブラウスとスキニージーンズといった普段着。石せつ鹸けんのほのかな匂においが、吹芽の鼻腔に香る。


    「あ、こんばんは……吹芽、ザイシャ。き、奇遇ですね……」


    「いや、奇遇っていうか、ここ僕たちの部屋だし……何か用があったんじゃないの？」


    　茴香は明らかに吹芽たちが出てくるのを待っていた様子である。先ほど夕食に誘った時、今晩は用事があるからと断ことわられた吹芽は、思わず首をかしげる。ちなみに珊サン瑚ゴは、先ほどまでの訓練で容よう赦しやなくヘルカに叩きのめされ、疲れ果ててすでに自室に引きこもっていた。


    「ああ、いえ、そうなんですけど……その……おふたりの邪魔ではないかな……と……」


    「……？　あなた、さっきから何だか要領を得ないけど」


    　外出用の服装に身を包んだザイシャが、怪け訝げんそうに目をすがめる。白いダッフルコートも、頭部センサーを隠す大きなベレー帽も、もとは茴香のお下がりである。


    「いえ……最近、吹芽とザイシャの仲が非常に良好だなぁ、と切に感じていて……」


    「……珊瑚の冗談なんていちいち真に受けてたら、身が持たないよ？」


    　ふたりの平然とした反応に茴香はしどろもどろな様子であったが、やがて気を取り直したように息を吐くと、いつもの優しげな微ほほ笑えみと共に言った。


    「……おふたりとも、今晩少し付き合っていただけませんか？」


    　そんな唐突な申し出に、吹スイ芽ガとザイシャは不思議そうに顔を見合わせた。


    



    　シャフトを後にした吹芽たちは、コロニア全域に走路レールを張り巡らされたモノレールに乗車した。夕刻を過ぎた車内に利用者はほとんどいない。


    　窓の外はすでに日が落ちている。地上を満たす文明の光が、藍あい色の夜空を薄く照らしていた。ソーラーパネルで覆われた高層建築物が林立する近代的な街並みが高速で通り過ぎていく。


    「──児童養護施設？」


    「ええ。正確には心的外傷を負った、身寄りのない子供たちの療養所といったところですが」


    　静かなモノレールの車内で、茴ウイ香カはようやく行き先を口にした。


    「保護されているのは、三年前のレヴナントの再出現によって全てを失った子供たちです」


    　レヴナントの発生時期は、大きくふたつに分けられる。


    　一〇年前に発生した一度目の死者蘇そ生せい現象──第一次レヴナントショック。約一年間に亘わたる生者と死者による未み曾ぞ有うの戦いは、後に《大戦》と呼ばれ、地球人口の約七割を失いながらも、元げん凶きようである外宇宙由来の無機生命体──《プシュケ》の破壊によって鎮ちん圧あつされた。


    　そして、三年前に発生した二度目の死者蘇生現象──第二次レヴナントショック。これは現在も解決しておらず、再び地上に溢あふれ返った大量のレヴナントの脅威は、疲ひ弊へいしきった人類をついに海の彼方かなたへと追いやった。


    「コロニアへの避難が叶わず、地上に取り残されていたところを奇跡的に保護された子供たちです。彼らの心身に刻まれた傷の重さは、吹芽にならよくわかるでしょう？」


    「……うん」


    　吹芽は拳こぶしを強く握った。埋まい葬そう官かんとなりヘルカ班に転属してくる前の吹芽は、地上に取り残された生存者を救うため奔ほん走そうする一兵士だった。


    　その際、警護対象であった子供たちを守りきれず、一度は狙撃手として再起不能になった吹芽にとって、大切なものをすべて失った生存者たちが抱いだく絶望は、察するに余りある。


    「それで、その養護施設とあなたとどんな関わりがあるの？」


    　窓の外の景色を眺めていたザイシャが、そんな疑問を口にした。暗く染まった特殊プラスティックの窓に、退屈そうな鳶とび色の瞳ひとみが映り込んでいる。──市民の混乱を招く恐れがあるため、ザイシャは外出時、紅あかい瞳の色をごまかすカラーコンタクトを装着している。


    「ささやかですけれど、資金援助をさせてもらっているんです」


    「資金援助って……茴香が？」


    　予想外の返答に、吹芽は驚いて顔を上げた。ザイシャも不思議そうに首をかしげる。


    「ええ。小さな慈善施設で、維持には限界がありますから。普段、わたしが直接足を運ぶ機会はほとんどないのですけど……今日はお誕生日会があって、ご招待にあずかったんです」


    「……いつもお金を使ってる様子が全然ないわりに、外食に誘っても来ないことがあったから、妙だなとは思ってたんだ。大丈夫なの？」


    　高給取りの埋まい葬そう官かんの身であるにもかかわらず、茴ウイ香カは無駄な出費を避ける傾向が常にあった。


    「そこまで困ってはいませんよ。珊サン瑚ゴのように趣味に費やすわけでもないですし、それに……仕送りをするような身内も、わたしには残っていませんから」


    　あっけらかんとした返答。思わず口を噤つぐむ吹スイ芽ガの肩を、茴香が軽く叩いて微ほほ笑えむ。


    「吹芽、そんな顔しないでください。この時代では珍しくもない境遇でしょう？」


    　茴香がすでに家族全員を失っていることを、吹芽は以前より聞いている。


    　しかし、彼女の過去を──慈愛と優しさに溢あふれた穏やかな少女がひとりの埋葬官となるに至った理由を、吹芽は今まで何ひとつ聞けずにいた。


    「──その資金援助は、あなたの過去と関わりがあるの？」


    　代わりに口を開いたのはザイシャだった。視線は窓の外に向けたままだ。


    「どういう意味ですか？　ザイシャ」


    「だって、その施設に身内がいるのならまだしも、そうじゃないあなたが他人のためにそこまで身を切り崩せるのは、何か動機があるからでしょう？」


    　茴香の表情から、ふと笑顔が消えた。


    　会話が途絶え、重苦しい沈黙が車内を満たしていく。


    「……わたしが埋葬官に配属されて、初めて救出した生存者が保護されているんです。だから、どうしても誕生日を祝ってあげたくて」


    　そう告げる茴香の瞳ひとみに、ごまかすような色は微み塵じんもない。


    　にもかかわらず、吹芽とザイシャが求める答えとはどこかズレがあるような、そんな気がした。


    「どうして今日、僕たちを誘ってくれたの？」


    　吹芽が質問を変えた。茴香が気を取り直すように微笑む。


    「……吹芽たちは、自分が何のために戦っているのかわからなくなる時がありませんか？　日々の訓練をこなして、レヴナントを倒して──そこに、どんな意味があるのか」


    　膝ひざの上で重ねた両手を見つめながら、茴香は静かな声で告げる。


    「時おり確かめたくなるんです。私や仲間が傷付いて、時には生命いのちを落として……そんな戦いの中で、この世に残ったものがどんなに尊とうとくて、愛しいものか」


    「…………」


    「わたしたちＲ・Ｅ・Ｖが、終わりのない戦いの中で救った確かなものを、ふたりにも見ておいて欲しいと思って。それだけです」


    　吹芽たちに向けた言葉というよりは、自分自身に言い聞かせるような口く調ちようだった。吹芽とザイシャは口を噤つぐんだまま、返すべき言葉を探して茴ウイ香カの瞳ひとみを見つめ続ける。


    「あ、着いたみたいですね」


    　やがて、どこかわざとらしい茴香の声と共にモノレールが停止した。


    「行きましょう。まずは予約してあるプレゼントを受け取りに行かないと」


    「うん。急ごう」


    　努めて明るい声こわ音ねで告げる茴香に、吹スイ芽ガもごく自然に応じた。


    　一方、疑問をはぐらかされてむくれるザイシャの鼻先に、茴香が人差し指を当てる。


    「ザイシャも、そんなむっつりしていないで。子供たちが怖がりますよ？」


    「……じゃあ最初から私を呼ばないで。地顔なんだから、これは」


    　鬱うつ陶とうしそうに払われたザイシャの手を、茴香の手がいとも簡単に掴み取る。


    「いーえ。今日こそはあなたの笑顔を見せてもらいますから。ほら、早く！」


    「ちょっと、引っ張らないで……！」


    　茴香に手を引かれて、ザイシャがたたらを踏みながらモノレールを降りていく。


    　吹芽から見たふたりの後ろ姿は、まるで仲睦むつまじい姉妹のようだった。


    



    　件くだんの養護施設は、《セブンス》の湾港からほど近い居住区の片隅にひっそりと建っていた。人工芝で覆われた庭を挟んで、二〇メートル四方ほどの平屋建ての窓から明かりが漏れている。


    「椚クヌギ茴香です。コード〇八三二」


    　大きなプレゼントの包みを携たずさえた茴香を先頭にして、三人は出入り口の前に立つ。ドアに備え付けられたセンサーが茴香の声とパスコードを認識し、ロックが解除された。


    　建物の中に入ると、奥からひとりの女性が姿を現した。


    「ごめんなさいね、茴香さん。お仕事もあるのにこんな夜遅くに……」


    　玄関口で三人を出迎えた施設職員は、二〇代後半ほどの白人女性だった。薄いアッシュブロンドの髪。すらりと背が高く、深い青色の瞳に柔にゆう和わな光を湛たたえている。


    「ハンナさん、遅くなってしまってすみませんでした」


    　申し訳なさそうに頭を下げる茴香に、ハンナと呼ばれた女性は気にしたふうもなく笑う。


    「子供たちがお待ちかねよ。それで……噂うわさのゲストさんは、そちらのお二方かしら？」


    「円マドカ吹芽です。こっちはザイシャ」


    　吹芽は小さく頭を下げた。ザイシャは相変わらず仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、そっぽを向いている。


    　吹芽とザイシャを交互に見比べていたハンナが、相そう好ごうを崩した。


    　この施設が彼女ひとりの手で切り盛りされていることは、すでに茴香から聞いていた。


    「もう準備は済んでいるわ。上がってちょうだい」


    　ハンナが踵きびすを返し、三人を施設内に招き入れた。


    「妙に静かね」


    　狭い通路を進みながら、ザイシャがふと呟つぶやいた。ベレー帽の下に隠れたセンサーが小刻みに動いている。確かに、何人もの子供が集まる施設にしては静かすぎると吹スイ芽ガも感じていた。


    　ザイシャたちの疑問に、ハンナは前を向いたまま重い声こわ音ねで答えた。


    「ここにいる子たちはね、例外なく〝声〟を失ってしまっているの」


    「──失しつ声せい症しようですか？」


    　硬い声で呟かれた吹芽の質問に、ハンナは振り返って「ええ」と頷うなずいた。


    　わからないといった様子で首をかしげているザイシャに、吹芽は説明する。


    「深刻な心的外傷が原因で、声が出なくなってしまうんだ。大切な人をレヴナントに奪われたり、レヴナントと化してしまったり──そんな恐怖の中に、長い時間晒さらされたせいで」


    　同じ症状に蝕むしばまれた生存者を、これまでにも何人か目まの当たりにしたことがあった。


    「そう……」とザイシャは短く答え、再びそっぽを向いた。


    「今は心因性疾患のリハビリ専門職やカウンセラーは希少だから、身寄りのない子供たちが満足な治療を受けられる環境が整っていないの。だから私が引き取って、ここで一緒に暮らしながら療養しているのよ」


    「ハンナさんは三年前まで、言語療法士として各地で活動していたんでしたよね」


    　茴ウイ香カがそんな補足を挟んだ。ハンナが片手を振りながら、可お笑かしそうに笑う。


    「正式な資格を取得していたわけではないけどね……現に今も勉強中だし。それにね、茴香さん──この施設の一番の功労者は私なんかじゃなくて、あなたなのよ？」


    「わたしは別に……あまり顔も出せませんし。全部ハンナさんの努力のおかげです」


    「そんなことないわ。茴香さんの厚意がなければ、こんな慈善事業は本来成立しない。……だから感謝しても、し足りない」


    　惜しみない感謝の言葉に、茴香は謙けん遜そんするでもなく自みずからの行いを誇るでもなく、ただ曖あい昧まいで、どこか空虚な微ほほ笑えみだけを浮かべていた。


    



    　ホールに続く扉をハンナが開けたとたん、子供たちの視線が集まった。人数は二〇人ほど。性別も人種も年齢も様々だが、最年長でもせいぜい七～八歳といったところだ。ホールの内装は慎つつましやかながらも、温かみのある手作りの飾りで彩られている。


    「皆、こんばんは。久しぶりです。それと、遅くなってしまってごめんなさい」


    　様々な料理の並んだテーブルに行儀よく腰掛けていた子供たちは、茴香の登場に嬉うれしそうな笑顔を浮かべたものの、その後ろに控えていた吹芽とザイシャに気付くと表情を強こわ張ばらせた。見知らぬ人物が現れたことで、明らかに警戒していた。


    「……ザイシャ。優しく笑えとは言わないけど、もうちょっとリラックスしよう」


    「そ、そんなこと言ったって、いきなり連れてこられただけなんだから……」


    　不毛な相談に明け暮れる吹芽とザイシャをよそに、一歩前に出た茴香は子供たちをぐるりと見渡して、花のような笑顔を浮かべた。


    「怖がらないで大丈夫ですよ。ふたりともわたしの大切な友人ですから、皆もぜひ仲良くしてあげてくださいね」


    　その一言で、ホールに漂ただよう緊張感が幾分かは和らいだ。


    　と、ひとりの女の子が立ち上がり、茴ウイ香カの傍そばに駆け寄ってきた。年の頃は七歳ほど。ボブカットに切り揃そろえられた黒髪が愛らしい。あどけない面おも立だちは、吹スイ芽ガや茴香と同じ日本人のものだ。


    「実里ミノリ。お誕生日、おめでとうございます」


    　その少女に、茴香はプレゼントの包みを手渡した。中から現れたのは茶色の毛並みのテディベア。実里と呼ばれた少女はテディベアを大切そうに抱き締め、瞳ひとみを輝かせて茴香を見上げた。


    「────」


    　しかしその唇くちびるは、その喉のどは、一切の音を発しない。嬉うれしそうだった実里の顔が僅わずかに曇る。


    　代わりに実里はテディベアを置き、両手を素早く動かした。


    「どうしたしまして。喜んでもらえて、私も嬉しいです」


    　茴香が実里の頭に手を置いて言う。ふたりのやり取りを見て、瞳をぱちくりとさせているザイシャに向かって、ハンナが補足する。


    「手話よ。『ありがとう。とても嬉しいわ』と実里は言ったの」


    「ふぅん……」


    　ハンナは仕切りなおすように小さく手を叩くと、明るい声で言い放つ。


    「さあ、もう食事にしましょう。茴香さんもあなたたちも、ぜひ楽しんでいってちょうだいね」


    



    　その後、吹芽とザイシャに向けられていた子供たちの警戒心は、食事を共にし、バースデーソングやゲームといった定番のイベントをこなすうちにすっかり解けていた。


    　午後九時を回った現在は、各々が自由な時間を過ごしている。


    「皆、落ちないようにちゃんと掴まってないと駄目だよ」


    　子供たちは吹芽の両腕や背中にしがみつき、ぶんぶんと振り回されては無む邪じや気きな表情を浮かべている。生存者の救出任務を担っていた当時から、元々子供には好かれやすい性質である。


    「ちょっと、くっつかないで……！」


    　一方のザイシャもまた、複数の子供たちに纏まとわり付かれて揉みくちゃにされていた。


    「あ、ちょっと……！　何をするの、帽子を返してっ！」


    　ザイシャは一瞬の隙を衝つかれて、子供のひとりにベレー帽を剥はぎ取られていた。頭頂部から突き出た一対のセンサーが露あらわになる。ザイシャは慌あわてて両手で隠すが、時すでに遅しである。子供たちはザイシャの頭を物珍しそうに眺めていた。


    　しかし、やがて彼らは誰からともなく広げた両手をこめかみの横に付け、天井に向けた指を小さく動かし始めた。皆、瞳ひとみを好奇心で輝かせている。


    「……これは、何の真ま似ねなの？」


    　突然の光景に、口の端を引き攣つらせて訊ねるザイシャに、絵本を読み聞かせていた茴ウイ香カも同じ仕草をしながら可お笑かしそうに笑う。


    「『兎うさぎ』を表す手話です。ザイシャのことを兎みたいで可愛いって、皆言っていますよ」


    「……馬鹿みたい」


    　などと言いつつ、不ふ承しよう不ぶ承しようといった様子で彼らの仕草を真似るザイシャの様子は、端はたから見ている吹スイ芽ガにとっても新鮮で、微ほほ笑えましいものだった。子供たちはザイシャのセンサーをアクセサリーか何かと勘違いしており、特に不審がる様子はない。吹芽と遊んでいた子供たちも、そちらに気を引かれてザイシャの方へと駆け寄っていく。


    「最初は少し怖い娘なのかなと心配したけれど……優しい娘なのね、ザイシャさんは」


    　取り残された吹芽の傍かたわらに立っていたハンナが、小型のビデオカメラで子供たちの様子を撮影しながら、くすくすと笑って言った。吹芽は頷うなずく。


    「初めて会った時から、随分変わったと思います」


    　──ザイシャは一〇年前の大戦勃ぼつ発ぱつ後、レヴナントに対する切り札として造り出された生体兵器だった。四か月前に吹芽と出逢った当時の彼女は、自分自身を人間ではなく兵器として規定しており、機械じみた冷淡さと無機質さを剥むき出しにしていた。


    　無む邪じや気きな笑顔に囲まれるザイシャたちの姿を眺めながら、吹芽は目を細める。


    「どんなに辛つらい過去があっても、生きていく意味を見つけることができれば、人は立ち直れるんだと思います。僕もザイシャも、そうだったから」


    　二年前、吹芽は自身の力不足と慢心から、救えるはずだった幾つもの生命いのちを失った。


    　それでも再び狙撃手として──ひとりの人間として立ち直ることができたのは、ザイシャと出逢い、目を背そむけ続けてきた自みずからの過去と向き合ったからだ。


    「いいえ。傷は癒いえても、その傷きず痕あとは永遠に残るわ」


    　ハンナが呟つぶやいた。慈愛に満ち溢あふれた彼女の、らしからぬ物言いに、吹芽は思わず目を見張る。


    「刻まれた傷が深ければ深いほど、その傷痕は醜みにくく、いびつになってそこに残り続ける……以前の自分には、もう二度と戻れないほどに」


    「…………」


    「あなたが乗り越えたと思い込んでいる傷痕は、あなたの目の届かないところで今も膿うんでいるかもしれない。どうか気を付けて」


    　返す言葉を失って立ち尽くす吹芽に、ハンナは「ごめんなさいね、変なことを言って」と、元の穏やかな表情で笑いかけた。


    



    　平穏な時間はあっという間に過ぎた。午後一〇時を回ったところで、吹芽たちは後片付けもそこそこに帰り支度を整えた。


    　子供たちはハンナと共に、吹スイ芽ガたち三人を玄関口まで見送りに来てくれた。彼らは押し寄せる眠気に目を擦こすりながらも、名な残ごり惜おしそうに手を振っていた。


    　子供たちに別れを告げ、踵きびすを返した茴ウイ香カが、ふと歩みを止めた。


    「……実里ミノリ、どうしたのですか？」


    　今日のパーティの主役の少女──実里が、茴香の服の裾すそを片手で掴んで引き止めていた。


    「ごめんなさい。私たちはお仕事があるからもう戻らないと。……必ずまた来ますから」


    　茴香は困ったように笑いながら諭さとす。しかし実里は唇くちびるを固く結んだまま、何かを訴えるような視線だけを注ぎ続けている。贈られたテディベアを抱き締める片腕が、小さく震えていた。


    「こぉら、茴香さんを困らせたらだめでしょう？」


    　見かねたハンナが、実里の肩にそっと手を置いてたしなめた。


    　吹芽はふと気付く──微ほほ笑えむハンナの瞳ひとみに一瞬、どこか冷ややかな光が宿った気がした。しかしその違和感はすぐに消え、元の優しげな表情へと立ち戻る。


    「…………」


    　実里は一瞬泣きそうな顔になったものの、やがて諦あきらめたように茴香から手を離す。


    　後ろ髪を引かれるような思いを重く引きずりつつ、吹芽たちは今度こそ施設を後にした。


    



    　帰路のモノレールの車内は、相変わらず静かだった。乗客は吹芽たちを除いて誰もいない。


    「吹芽、ザイシャ。……ごめんなさい。任務の前日に無理やり付き合わせてしまって」


    　正面のシートに腰掛けた茴香が、申し訳なさそうに口を開いた。


    「最悪よ……子供なんかによってたかって懐かれて、センサーまで引っ張り回されて……」


    　隣でぐったりしているザイシャの様子に苦笑しつつ、吹芽は微笑んで言う。


    「楽しかった。久しぶりに、あの年頃の子供と触れ合えて」


    　生命いのちを踏み躙にじられることが常の世の中で、奇跡的に救うことのできた生命は、埋まい葬そう官かんとして戦い続ける吹芽たちにとって何よりも尊とうといものである。


    「往路で話しましたが──わたしが初めて救出した生存者が、あの実里なんです。もっとも実里本人は気を失っていたので、何も憶おぼえていないでしょうけれど──」


    　そう告げる茴香の表情からは、先ほどまでの安あん穏のんとした雰囲気はすでに薄れていた。


    　代わりにあるのは、優しい夢から現実に引き戻されたかのような、どこか虚うつろな眼まな差ざしだ。


    　先ほどの訓練を、吹芽はふと思い出した。ヘルカに叩きのめされ、唯一の武器エミユレイターすら否定された茴香の瞳には、言葉では言い表せない悲壮と絶望が込められていたように感じた。まるで今の彼女のように。


    「ねぇ、茴香。僕は君のことをもっと知りたい」


    「吹芽……？」


    　茴ウイ香カが顔を持ち上げる。往路の車内でザイシャが口にし、そして中断された話題だった。


    「まだ僕がヘルカ班に配属されたばかりの頃……僕を最初に受け入れて、支えてくれたのは茴香たちだったから。だから、もしも何かを抱えてるなら、少しでもいいから力になりたい」


    「──私はそんなつもり、毛頭ないけれど」


    　吹スイ芽ガに続いて口を開いたのはザイシャだった。彼女は不服そうに視線を逸そらしながら、


    「それでも、私は今日あなたに付き合わされて、とても迷惑を被ったわ。……それを今さらどうこう言うつもりはないけれど、あなたがあの施設にこだわる理由──埋まい葬そう官かんとして戦い続ける理由。それくらいは、教えてくれてもいいと思う」


    　ザイシャの愚痴が本心でないことは、吹芽にも茴香にも伝わっている。ザイシャは決して子供たちを突き放そうとしなかった。


    「……そうですね。その通りかもしれません」


    　数秒の沈黙を置いて、茴香は観念したように薄く笑い、そして言った。


    「わたしは一〇年前──七歳の頃に、家族を失いました」


    　車内の微かすかな揺れに身を任せるように両の瞼まぶたを閉じながら、茴香は右の耳に着けたピアスに指先で触れた。


    



    　　　◇


    



    　一七年前──大手の外資系企業に勤める父と、由緒正しい良家の一人娘である母との間に、椚クヌギ茴香は生を受けた。


    　裕福な家庭だった。何不自由なく、すべてが過不足なく満たされた理想的な家庭。かと言って茴香の両親は驕おごりも過か剰じような欲もなく、誠実で心優しい人物だった。


    　自己に厳しく、他者を敬うやまい、そして尊重する──そんな茴香の人格の基盤は、両親の掛け値ない愛情と正しい躾しつけによって培つちかわれたものであった。


    　幸福な家庭であり、満ち足りた子供時代だった。


    



    　茴香が七歳の頃、長期海外出張中の父に会うため母と共に訪れた北ヨーロッパの地で、彼女たちは戦せん禍かに巻き込まれた。


    　第一次レヴナントショック──レヴナントの発生。


    　レヴナントに対抗するためのノウハウなど持ち合わせていなかった当時の人類は、瞬またたく間に窮地に立たされた。一挺ちようの銃で撃てば一〇挺の銃で撃たれ、一基のミサイルを放てば一〇基のミサイルが降ってくる。ひとり殺されれば、蘇よみがえった屍しかばねが十の生者を生ける死者へと変える。


    　たった一日で、世界全土は焦しよう熱ねつと混こん沌とんに包まれた。


    



    　避難中、父は茴香を庇かばって銃撃を受け、レヴナント化した。


    「──パパ！　ママに酷ひどいことしないで……やめて。やめてぇ──ッ！」


    　蘇そ生せいした茴ウイ香カの父による最初の犠牲者は、一番近くにいた母であった。


    　生ける屍しかばねと化した父に臓ぞう腑ふを引き裂かれながらも、泣きじゃくる茴香に向かって母が叫んだ最期の言葉は、今も茴香の耳の奥に染み付いている。


    「───生きて、茴香」


    　命からがら逃げ出した茴香は、幸運にも現地の国防軍によって保護された。


    　生き残りの人々がひしめき合う薄暗いシェルターの中で、茴香は失意と絶望のままに膝ひざを抱え、大戦が終結するまでの時間をじっと過ごした。


    　死にたいとは思わなかった。


    　犠牲になった父に報むくいるために、母の言葉を守るために、生きなければ。


    



    　大戦勃ぼつ発ぱつから一年の月日が流れ、レヴナント発生の中ちゆう核かくたるプシュケが撃墜されたことによって、地上からは全てのレヴナントが一いつ旦たんは消え去った。


    　しかしそれは、茴香にとって地獄の始まりでしかなかった。


    　数多の国家が滅ほろび、焦しよう土どと瓦が礫れきの世界と化した地上で待っていたのは、残された食料と水、そして資源の奪い合いだった。政府も法もなく、ただ力ある者が奪い、力なき者が奪われる、弱肉強食のシンプルな世界だ。


    「お願いします。食べ物を分けてください……」


    　切り裂くような寒さに耐えて歩き回り、覚えたばかりのたどたどしい異国語で糧かてを乞こうか、瓦礫の中に埋まった食料を探し求める日々。何も手に入らない時は泥水を濾こして啜すする。夜は廃はい墟きよの陰で毛布にくるまり、ひたすらじっとする。


    　そこには、惜しみない愛情を一身に受けて育った幸福な少女の姿はすでになく、薄汚れ痩やせこけ、身も心も枯れ果てた哀れな子供がひとりいるだけだった。


    　それでも茴香は、悲しみも痛みも、孤独感すら心から締め出して、ただ日々を生き延びることだけに必死になった。亡き両親の願い──生きなければ。


    



    　異国の地で孤立した幼い少女が、半年もの間自力で生き延びることができたのは、もはや執念と呼ぶにふさわしい感情の賜たま物ものだった。しかしその執念も、ある日ついに底を尽いた。


    「───痛い」


    　茴香の意識を眠りから引き剥はがしたのは、激しい轟ごう音おんと衝撃だった。瞼まぶたを開けても視界は暗くら闇やみに閉ざされたままだ。全身が酷く痛む。


    　雨風を凌しのぐために身を潜ひそめていた廃墟が、強風によって運悪く崩ほう落らくしたのだ。瓦礫に押しつぶされることこそなかったものの、起き上がろうとしても全身を挟まれていて、まったく身動きがとれない。


    　降りしきる雨の雫しずくが、瓦が礫れきの隙間から茴ウイ香カの全身を濡ぬらしていく。とても寒かった。切れた額ひたいから流れ出す血だけが温かかった。


    　もういい、という諦てい観かんだけが、茴香の冷めゆく頭の中を占めていた。もとより限界だった。栄養失調と感染症に蝕むしばまれた茴香の体は、どのみちあと数日も保もたない状態だった。


    　自分は充分に頑張った。必死に生きようともがき続けた。これ以上生きていても、ただ辛つらいだけだった。なのに──。


    「──だれか、たす、けて」


    　ひびだらけの乾いた唇くちびるから漏れたのは、そんな懇こん願がんだった。


    　両親のために生きなければ。──違う、そうじゃないと茴香は今さらのように気付いた。


    　生きたい。死にたくない。


    　誰か助けて。ただそれだけの願いを、茴香はうわ言のように繰り返す。絶え間なく滴したたってくる雨の雫で枯れた喉のどを潤うるおしながら、何度も、何度も。


    「……そこに、誰かいるの？」


    　延々と響き続ける雨音の中、不意にそんな声が混じった。


    「ねぇ、こっちに来て、スノウ！　誰かが瓦礫に埋もれてる！　早く！」


    　そんな、切せつ羽ぱ詰まった誰かの叫び声を耳にしながら、茴香の意識は途切れた。


    



    　再び目を覚ました茴香は、清潔なベッドに寝かされていた。木造の素そ朴ぼくな内装が、アルコールランプの柔らかな光に照らし出されている。ここがどこかという疑問よりも、全身を包む温かな感触の懐かしさに、自然と涙が溢あふれた。


    「なかなか目を覚まさないから心配したわ。言葉はわかるかしら？」


    　ベッドの傍そばにはひとりの女性が腰掛けていた。灰色の瞳ひとみと褐色の髪を持つ、二〇歳前後の若い女性だった。優しげな眼まな差ざしが、茴香の亡き母を思い起こさせた。


    「こんなに痩やせてしまって、可哀想に……」


    　茴香にもかろうじて聞き取れる、わかりやすい言葉遣いで女性は言う。


    「……ここ、は？　あなた、誰？」


    「私はスノウ。大丈夫……ここは安全よ。ゆっくり休みなさい」


    　スノウと名乗った女性が、痩せ細った茴香の手をそっと握る。怪け我がは手当てされていた。


    「ここはね、あなたのような子供たちが安心して暮らせる場所だから」


    　その時、ノックもなくドアが開き、ひとりの少女が入室してきた。


    「その娘やっと目を覚ましたんだ、スノウ」


    「ノックくらいなさい、ケルフィナ。お行儀が悪いわ」


    「はいはい。こんなご時世に『お行儀』なんて悠長なこと言ってんの、あなただけだよスノウ」


    　少女は片手をひらひらと振りながら、茴香の顔をじろじろと無遠慮に見回す。腰まで届く長い髪は、目に鮮あざやかなオレンジ色をしている。シャープな目鼻立ちながらも、ソバカスの浮いた、あどけなさを残す気の強そうな風ふう貌ぼうは一二～一三歳程度のそれだった。


    「あなたをあの瓦が礫れきから見つけたの、あたしなんだよ。食料を探してたら、足下から人の声が聞こえるんだから、びっくりしちゃったよ。……あなた、名前は？」


    　グラスに注いだ清潔な水を茴ウイ香カに差し出しながら、少女が口早に訊ねてくる。


    「……茴香」


    「よろしく茴香。あたしはケルフィナ。ケルフィナ・オズロワ」


    　オレンジ色の髪を掻かき上げながら、少女──ケルフィナは、傍かたわらのスノウと顔を見合わせると、愛らしく膨ふくらんだ唇くちびるを開いて無む邪じや気きに笑った。


    



    　　　◇


    



    「……スノウは、わたしたちにとっての希望でした」


    　凄せい絶ぜつな過去であるにもかかわらず、スノウという名を口にする茴香の声は慈いつくしみに溢あふれていた。


    「まだ《オクルス》システムも開発されていない当時、限りある食料や薬を惜しげもなく与えてくれたおかげで、わたしは一命を取り留めることができたんです」


    「《オクルス》って、確か……」


    　自信なさげなザイシャの相あい槌づちに、吹スイ芽ガが答える。


    「大戦の終結から二年後に開発された、大規模資源生産ユニットの名称だよ。今、人類に必要な食料と資源の五割以上は、《オクルス》が生産することで賄まかなわれてる」


    　世界規模の大だい飢き饉きんに晒さらされたことで崩ほう壊かいした秩序を、人類が再び取り戻すことができたのは、この《オクルス》の完成があったからこそである。


    　現在、《セブンス》のどこかに厳重に格納されているとされる《オクルス》は常時稼働し、海底ケーブルを通じて各地のコロニアに資源とエネルギーを送り続けているのだ。


    　現状、唯一の切り札たるザイシャたちが、数あるコロニアを差し置いて《セブンス》に配属されているのは、人類にとっての生命線である《オクルス》の警護を兼ねているのだろうと吹芽は推測する。


    「聞くだに胡う散さんくさいシステムね。まるで、レヴナントの物質構築能力だわ」


    「……そうですね。《オクルス》の詳細についてはわたしたちにすら伏せられていますが──少なくとも、プシュケ由来の技術であることは間違いないのでしょう」


    　およそ三〇年前、中欧の大国・オディルによって古代氷河より発掘された外宇宙由来の無機生命体──プシュケ。あらゆる分子構造を再現するという超常の特性を有していたその物質は、人類の科学史にブレイクスルーをもたらした。


    　が、人類を大幅に発展させたのがプシュケなら、壊滅させたのもまたプシュケであった。


    　世界規模の死者蘇そ生せい現象──レヴナントは、プシュケの暴走によって生み出された存在だ。


    「それでも、人類は目の前の技術にすがるしかないんです。わたしたちのような人間を、ひとりでも少なくするために」


    　茴ウイ香カが拳こぶしを強く握る。過去を追想し、その痛みごと押しつぶすように。


    「ごめんなさい、話が逸それましたね。……スノウたちが拠点としていた場所は、朽ちた教会でした。そこにはわたしの他にも、大勢の子供たちが保護されていました。わたしのように、家族も居場所も失い、自分ひとりの力では生きることのできない……そんな子供たちを、スノウは保護し、家族として迎え入れてくれたんです」


    「……まるでさっきの養護施設ね。それが、あなたがあの場所にこだわっている理由？」


    　ザイシャが訊ねる。茴香は肯こう定ていも否定もせず、懐かしむように瞼まぶたを閉じる。


    「……その集まりを、わたしたちは《ペルヘ》と呼んでいました」


    「《ペルヘ》？」


    　同時に疑問を口にする吹スイ芽ガとザイシャに、茴香が肩をすくめて答える。


    「『家族』という意味です。わたしたちは紛まぎれもなく家族だった。──スノウや仲間たちと過ごした一年間、わたしは傷も痛みも忘れて、平穏に暮らすことができた」


    　吹芽は返答に詰まった。


    　茴香は言げん外がいに、その生活がたった一年しか続かなかったことを告げていたからだ。


    「スノウたちは、どうなったの？」


    　ザイシャの物言いは単刀直入ゆえに嫌みがない。茴香は小さく息をつき、再び右耳に触れる。


    「殺されました。スノウも、わたし以外の子供たちも全員……」


    　車内の空気が凝ぎよう固こする。


    「──皆殺しに、されました」


    　答える茴香の瞳ひとみに、声こわ音ねに、初めて明確な殺意が滲にじんだ。固く閉じた鉄の蓋の隙間からじわじわと溢あふれ出るような、静せい謐ひつで、そして強烈な殺意が。


    



    　結局それきり、茴香は黙り込んでしまった。


    　先ほどまでの慌あわただしくも楽しかった一時の余よ韻いんは跡あと形かたもなく消え去り、シャフトに辿たどり着いた三人はぎこちない空気を引きずったまま、それぞれの部屋へと戻った。


    「ねぇ。さっき、スイガは気付いた？」


    　消灯しようとした吹芽に、ベッドに寝転がっていたザイシャが声をかけてきた。


    「さっきのウイカ……一瞬だけど、出逢った頃のスイガと同じ目をしていた」


    「……茴香が、僕と？」


    「そう。二年前、スイガの護衛対象だった子供たちを殺した《九尾ナインテイルズ》への──アルキュオネへの妄もう執しゆうと憎悪に駆られていた、あなたと同じ目」


    　三か月間、死闘の末に吹スイ芽ガとザイシャが葬ほうむり去った仇きゆう敵てきたるレヴナントの名を、彼女は口にした。それは同時に、兵器としてのザイシャにとって〝姉〟の名でもある。


    「無理に話を聞き出そうとしたのは、失敗だったかしら。きっと彼女に嫌なことを思い出させてしまった。……やっぱり私、人付き合いは向いていない」


    　珍しく消沈した様子のザイシャに、吹芽は首を横に振る。


    「君は仲間のことを、自分なりに理解しようとしたんだろ。偉いと思う」


    「……詭き弁べんでしょう」


    「そんなことないよ」


    　部屋の明かりが落ちる。当初は暗くら闇やみに対して強いトラウマを持っていたザイシャも、吹芽が近くにいるという条件付きではあるが、今では随分と落ち着いていた。


    　しかしザイシャも吹芽も、しばらくの間眠れなかった。


    　──幼い茴ウイ香カが暮らしていた《ペルヘ》の人々を殺害したのが何者なのか、茴香はついに語らなかった。しかし、それは七年以上も前に遠い地で起きた出来事だ。もしも茴香が復ふく讐しゆうを望んでいたとしても、それが遂げられる望みは限りなく薄い。


    　矛ほこ先さきを失なくした憎悪の念は、褪あせない呪じゆ詛そとなって本人の中に刻み付けられる。そのことを、吹芽は我が身をもって理解している。


    　もしもその呪詛に茴香の心が耐えられなくなった時、自分にいったい何ができるのか──意識が微睡まどろみの中に落ちるまで、吹芽はそんなことを考え続けていた。


    



    　　　◇


    



    　吹芽たちが養護施設で過ごした夜から、三日が経過していた。


    　ヘルカ、吹芽、ザイシャ、茴香、珊サン瑚ゴの五人はシャフトを離れ、《セブンス》の各地に点在して敷ふ設せつされたＲ・Ｅ・Ｖの簡易基地にて待機任務を命じられていた。二か月前の貨物船の一件以来、《セブンス》内でいつ発生するかもしれない事態に即応するためである。


    「なぁ吹芽。こんなところで野郎ふたりが缶詰めなんて、いい加減息が詰まるよなぁ……」


    　狭いふたり部屋のベッドに座っていた珊瑚が、個人的なコレクションであろう、古びた携帯ゲーム機をプレイしつつぼやく。その全身は漆黒のパイロットスーツで覆われている。時刻は午後九時を回っていた。


    「何言ってるんだよ、珊瑚。充分快適じゃないか」


    　眉まゆ根ねを寄せて答える吹芽も、戦闘用装備に身を包んでいた。防弾コートだけを脱ぎ、両手のダンベルを小刻みに上下させている。


    「遠征任務に慣れてる吹芽クンはたくましいねぇ。せめてモニターでも持ち込めりゃ、ふたりで映画の鑑賞会と洒しや落れ込めたんだがな」


    「任務中だよ。そんなに退屈なら、基地内でも歩いてきたら？」


    「自分から面倒事増やしてどうすんだよ。特殊精鋭部隊ＳＥＦの連中ときたら、埋葬官おれらと顔突き合わせるたびガン飛ばしてきやがるし……」


    　ＳＥＦ──Ｒ・Ｅ・Ｖの主戦力を担う戦闘部隊である。


    『ユーザーの思考を具現化する』というエミュレイターの特性上、適正者となれる者は希少である。圧倒的な戦闘力を持つ反面、量産配備には未だほど遠い。


    　そこで埋葬官のサポート及び露つゆ払はらいとしての役目を担うのが、従来装備に身を固めた精鋭で構成されたＳＥＦである。彼らもまた、簡易基地内での待機を命じられていた。


    「仕方ないよ。埋葬官の力は、端はたから見ればレヴナントの能力そのものだし、忌き避ひする気持ちは僕にもわかるから」


    「差別ってのは根深いね。三か月前の《九尾ナインテイルズ》戦で共闘した時は、一定数の支持は受けたと思ったんだがなぁ……」


    「あの時の人たちは別区域で待機中。そうそう都合良くはいかないよ」


    　珊サン瑚ゴは渋い顔で溜ため息いきをつくが、やがてぱちんと指を鳴らすと、吹スイ芽ガに耳打ちしてきた。


    「──なぁ吹芽。隣の女子部屋に遊びに行かねえ？　修学旅行の必須イベントだろ？」


    「ごめん、言ってる意味がよくわからない。修学旅行って何？」


    　確かに珊瑚の言う通り、すぐ隣の部屋では茴ウイ香カとザイシャが待機しているはずだった。


    「というか、不必要な部屋の出入りはヘルカに禁止されてるじゃないか。殺されるよ」


    「その冗談笑えねえよ……班長、キレたら本気で殺しにかかってきそうだしよ。実際、こないだ任務中にダベってたＳＥＦの新米どもの惨さん状じようと来たら……」


    「──思い出したくもない。そういえばあのふたり、あれ以来見かけない気が……？」


    　その時ふと、吹芽の聴覚が、空調の稼働音以外の微かすかな音を捉とらえた。


    「珊瑚。今、何か聞こえなかった？　遠くで何か爆発したような──」


    「ああ」


    　顔を見合わせたふたりの表情に緊張が走る。


    　次の瞬間、基地内にけたたましい警報音が鳴り響いた。ふたりは素早く支度を整え、部屋から飛び出す。すぐ隣の部屋から出てきたザイシャと茴香と鉢合わせした。


    　四人は互いに頷うなずき合い、次々と駆け抜けていくＳＥＦ隊員たちを追ってホールへと急いだ。


    



    　駆け付けたホールの壇上にはヘルカが立っていた。その両りよう脇わきには、ヘルカ班をサポートする役割を担うＳＥＦ第一七・一八分隊の各分隊長たちの屈強な体たい躯くが並んでいる。


    　ヘルカは怜れい悧りな金砂色の瞳ひとみで、整列した吹芽たち埋葬官とＳＥＦ隊員たちを見渡して告げた。


    「二二一四時、《セブンス》内・上層Ｂ-５区域のマークグランド・ビルにて大規模な爆発が発生した。総員、《ＥｙＳアイス》に表示された情報を確認しろ」


    　周囲に倣ならって、吹芽は視界の隅にオーバーレイ表示されているアイコンをタップする。とたん、視界内に当該区域のマップ情報や被害範囲、監視カメラ映像が次々と表示された。


    　彼らの眼球に装着された角膜型ディスプレイ《Eye-Screenアイ・スクリーン》──略称・ＥｙＳは、あらゆる情報を装着者の視界に直接投影し、部隊内の連携を円えん滑かつにする多機能デバイスである。


    「ここは──」


    　情報を目まの当たりにした吹スイ芽ガは思わず絶句した。慌あわてて隣を見る。


    「……そんな」


    　茴ウイ香カは顔面蒼そう白はくとなり、表情を痛々しく歪ゆがめて呟つぶやく。


    　事故が発生した現場は、茴香が援助を行っている養護施設から目と鼻の先の区域であった。


    　ヘルカはさらに告げる。


    「現場の状況から、何らかの爆発物によるものと推測される。すでに多くの死傷者が出ているが──つい先ほど、犠牲者のレヴナント化が確認された」


    「なんだと……!?」


    　周囲から大きなどよめきが上がる。確かにＥｙＳに送信されてくる監視カメラ映像では、街を包む火の海に紛まぎれて、生ける屍しかばねと化した犠牲者たちの姿がはっきりと映り込んでいた。


    　珊サン瑚ゴが慄りつ然ぜんと目をすがめて呟く。


    「……つまりこいつは事故なんかじゃなく、レヴナントによる攻撃か」


    　珊瑚の言う通り、ただ死亡しただけでは人間はレヴナントにはならない。


    　レヴナント化の条件は、レヴナントの直接攻撃による死亡──及び、レヴナントによって構築された兵装による死亡である。


    「ヘルカ班、ＳＥＦ第一七・一八分隊はこれより至急現場に急行、速やかにレヴナントを制圧する」


    「──了解ッ！」


    　使命感に駆られたＳＥＦ隊員たちの闘志が、怒号と化してホールの空気を震わせる。唯一たる人類安住の地を最悪の形で踏み躙にじられたことへの怒りは、埋まい葬そう官かんに対する忌き避ひの念などとうに上回っていた。


    　周囲が騒然となるなか、吹芽はもう一度隣を見やる。


    　茫ぼう然ぜんと虚こ空くうを見つめる茴香だけが、景色から切り取られたように浮いていた。


    



    　装甲車両に揺られて駆け付けた現場は、目を背そむけたくなるほどの惨さん状じようであった。


    　吹芽たちの移動中にも、自動封ふう鎖さシステムによって隔かく離りされたＢ-５区域周辺での爆破は相次ぎ、現在では計七棟のビルが激しく炎上し、真っ黒い煙をもうもうと噴き上げている。炎は爆破地点の周辺にまでその猛威を広げており、夜や闇あんに沈んだ街を鮮あざやかに照らし出していた。


    　夥おびただしい数の遺体や肉片がそこかしこに転がっている。レヴナントとして活動するのに必須な脳を損傷したり、飛び散ったガラス片などの二次被害で死亡したことで、レヴナント化を免まぬがれた犠牲者たちだ。


    　先んじて到着していたＲ・Ｅ・Ｖの救急部隊が、逃げ惑う人々の先導と救助に奮闘しているものの、事態はますます混こん沌とんの様相を呈している。炎上する街の奥からは、切り裂くような悲鳴や怒号が断続的に響いてくる。燃え上がるビルの中に取り残されている人々も多い。


    　ヘルカは全員が装甲車両から降りたのを確認すると、素早く指示を飛ばす。


    「総員散開、速やかに鎮ちん圧あつに当たれ。じきに各地から応援が駆け付ける。ＥｙＳに送信されてくるナビゲートに従い、レヴナントの侵攻を何としても押しとどめろ。一体見逃せば、奴らはネズミ算式に増え続ける」


    　被害範囲が広すぎると踏んだヘルカは、ＳＥＦに自みずからの班の援護ではなく散開を命じた。


    「それと、もしも知能を有していると思しきレヴナントと遭そう遇ぐうした場合、速やかに報告しろ。事前のブリーフィングでも説明したが、そいつらは《七姉妹プレイアデス》、ないしはそのユーザーだ」


    　ヘルカがその単語を口にした瞬間、畏い怖ふと緊張が隊員の間に伝染していく。


    　三か月前、吹スイ芽ガとザイシャをはじめとした埋まい葬そう官かんたちやＳＥＦが多大な犠牲と引き換えにようやく討とう伐ばつした、常じよう軌きを逸いつした戦闘力を持つ特殊なレヴナントたち。


    「奴らは通常のレヴナントとはまったく異なる。諸君の手には負えない。──状況開始」


    　統一された足並みで散っていくＳＥＦたちの背中を見送り、通信機に向かって言う。


    「倉クラ守モリ、《ランブルフィッシュ》を出せ」


    『了解──』


    　吹芽たちの無線機から珊サン瑚ゴの声が響くと共に、装甲車両に接合されていたコンテナが開いた。ごがん、と重い足音を立てながら、全長三メートルもの鋼鉄の巨人がその威容を現す。明滅する複数のカメラアイが、カメレオンの眼球のごとく周囲をくまなく睥へい睨げいする。


    　二脚型機動兵装──ＦＭＳ。プシュケ由来の新技術によりもたらされた合成樹脂装甲と磁じ性せい粘ねん性せいアクチュエータ人工筋肉により、極めて高い出力と機動性を両立した人型車両。


    　珊瑚の乗機は、最新鋭機・ランブルフィッシュ。ただし白と灰の都市迷彩にカラーリングされた一般機と異なり、珊瑚機は全身を鴉からすのごとき漆黒で覆っている。他にも細部の仕様──特に右う掌しよう部ぶを大きく改修された特殊仕様機だ。


    『起動完了。いつでも出られる』


    　珊瑚が告げる。埋葬官としての彼の本分は、生身ではなくＦＭＳを駆るパイロットである。


    　ヘルカは背後に向き直り、吹芽とザイシャに命じる。


    「円マドカとザイシャは狙撃地点で周囲の状況を監視し、逐ちく次じ報告。被害拡大を防ぐため、この区域から抜け出そうとするレヴナントを優先して排除しろ」


    「了解」


    　吹芽とザイシャは同時に答え、踵きびすを返して移動を開始する。


    　と、依然として青あお褪ざめている茴ウイ香カの顔が目に入った。


    「茴ウイ香カ、落ち着いて」


    「…………」


    　茴香は答えない。車両での移動中も、そして今も、茴香は明らかに集中を欠いていた。


    「きっと大丈夫。避難しているよ」


    　吹スイ芽ガは気休めを口にする。施設の子供たちの身を案ずる気持ちは吹芽とて同じだった。しかし、ここで自分たちが無ぶ様ざまに動揺していたら、救えるものも救えなくなる。


    　不意に、ぱん、という鋭い音が鳴り響いた。片かた頬ほほを赤く染めた茴香が、驚いた様子で相手の顔を見つめる。


    「……ザイシャ？」


    「しっかりなさい。あなたは埋まい葬そう官かんでしょう」


    　ザイシャは毅き然ぜんとした表情で告げ、今度こそ迷いのない足取りで疾駆する。その行動に面食らいつつも、吹芽は慌あわててザイシャの後を追った。


    



    　とうに無人となった高層デパートの階段を駆け上がりながら、吹芽は先を行くザイシャの背中に向かって声をかけた。


    「ありがとう、ザイシャ。茴香に喝かつを入れてくれて」


    「……仲間に戦場で呆ほうけられたら、危機に陥おちいるのは私たちだもの」


    　ザイシャは素そっ気けない口く調ちようで答え、さらに足を速める。吹芽も必死に後に続く。


    　ふたりは屋上に到着する。閑かん散さんとしたイベントスペースを駆け抜け、強化硝子ガラスの安全柵で囲まれた屋上の縁へりに辿たどり着く。


    「どいて、スイガ。柵を排除するわ」


    　言うやいなや、ザイシャの背中から、きちきちと軋きしむような音が鳴ると共に、二対四本の触しよく肢しが生成された。甲こう殻かく類るいの脚部を連想させる長く鋭いそれは、ザイシャの接近戦用武装だ。


    　銃弾すら阻はばむ強化硝子を、光の速度で振るわれた触肢がバターのように引き裂き、破片を背後に放る。これで地上への射しや線せんを隔てるものはなくなった。


    「ザイシャ、ライフルを起動」


    　吹芽はＥｙＳのアイコンをタップし、右手を前に掲げた。胸の中に熱が奔はしる。


    　同時にザイシャの胸の中心から、燐りん光こうを纏まとった粒子が迸ほとばしった。放出された粒子が蜜に群がる蝶ちようの群れのごとく、吹芽が伸ばした右手の先で収束し、ザイシャの体内に隠されていた兵装が徐々に実体を成していく。


    　吹芽の右手に長銃が形成される。外観はシグ社のブレイザーＲ93ボルトアクション。特徴的な形状のシャーシとグリップ・ストック、前方に長く伸びたバレルと先端に装着されたハイダーが鋭角的なシルエットを形作り、それは白い外装と相まって骸がい骨こつを連想させる。


    　これが埋葬官としての吹芽の武器。


    　蘇よみがえった死者を再び冥めい府ふの底へと叩き落とす、白はく亜あのスナイパーライフル。


    　吹スイ芽ガはその場に膝ひざをつき、ライフルのバッドストックを肩に押し付けると、展開した二脚バイポツドを屋上の縁へりに固定した。膝射ニーリングの射撃姿勢。


    「……スイガ。ポイント２９０２１１に敵てき影えい三。生存者が襲われている」


    　ザイシャの目が、遥はるか先の光景をいち早く捉とらえる。吹芽は決然と頷うなずくと、深く息を吐いてスコープを覗のぞき込んだ。


    　──三か月前のあの日。レヴナント化した最愛の恩人を撃ち抜いた瞬間、吹芽は長らく自身を縛り続けていた亡霊とついに決別した。


    　かつて吹芽が守り切れなかった子供たちの亡霊。狙撃手としての吹芽を蝕むしばみ続けてきた、実像を持った罪悪感と後悔。


    　──それは今や跡あと形かたもない。迷いはもう振り切った。


    　ザイシャの言った通り、広い路地を必死に逃げ惑う人々を、三体のレヴナントが追いかけている。いずれも爆発と火災で死亡した《セブンス》の民間人たち。蘇そ生せいして間もないため動きがぎこちなく、運動性はさほどではないものの、パニックとなった生存者が追い詰められるのは時間の問題だった。


    「目標までの距離、約七八〇メートル。風速、南西一三ノット。弾が流されるわ、補正して」


    「了解」


    　吹芽は呼吸を止める。人差し指をトリガーガードから外す。焦しよう燥そうも、この惨劇を引き起こした何者かへの怒りも、すべてのノイズを、射撃の瞬間だけは精神からシャットアウトする。


    　極限まで研ぎ澄まされた吹芽の肉体は、無機物のごとき精密強固な発射台と化していた。脳のう髄ずいだけが猛然と火花を上げて回転し、確実に標的を排除するための弾道計算を行い続ける。


    　現在の距離と風速では、弾丸が僅わずかに右に逸それる。吹芽は全身の筋きん繊せん維い一本一本の動きをはっきりと認識しながら、照準の微調整を行う。


    「撃ってフアイヤ」


    　ザイシャの声。彼女の肉体の一部であるスナイパーライフルは、彼女自身の感覚とリンクしている。スコープを覗く吹芽の視界を共有していたザイシャが、発砲を命じる。


    　吹芽は引き金を絞った。耳元で炸さく薬やくの爆はぜる音が鳴り響く。強烈な反動が、肩に押し当てたストックを通して吹芽の体を突き抜けた。


    「──命中ヒツト。標的の活動停止を確認。次弾、急いで」


    　果たして、放たれた二五〇グレイン弾頭は、逃げ惑う生存者を追って先頭を駆けていたレヴナントの頭部を精確に打ち砕いていた。レヴナントの急所は、《脳核》と呼ばれる中枢器官を収めた頭部である。


    　吹芽はライフルの直動式ボルトを引き排はい莢きよう、次弾を装そう填てん。地面に落ちた空から薬やつ莢きようが一度だけ乾いた金属音を立て、やがて粒子へと霧む散さんして消えていく。


    　吹スイ芽ガは呼吸を再開する。先ほどまで生きていた者たちを射抜く行為に、躊ちゆう躇ちよなど一片もなかった。躊躇は優しさではなく甘えであり、死者への冒ぼう涜とくだ。


    　その代わり、ひとりでも多くの生命いのちを救う。今、自身が撃ち抜いた者の無念を胸に刻み込みながら、生ける屍しかばねをこの世から排除する。


    　揺るぎない決意と共に、吹芽は再び引き金を絞った。


    



    　　　◇


    



    　荒れ果てた路面を猛然と走行するランブルフィッシュの背面装甲で、茴ウイ香カは早まる鼓こ動どうを必死に数えていた。心臓が今にも張り裂けそうだった。


    　炎はこの短時間でみるみる延焼を続け、すでに周囲一帯が紅ぐ蓮れんの海に包まれている。いったい何人が死んだのか。茴香には想像すらつかない。


    　傍かたわらのヘルカは、相変わらず何の表情も浮かべていない。金砂色の髪と瞳ひとみは眩まばゆい炎に照らされて、彼女の怜れい悧りな美び貌ぼうを激情の色に染め上げている。


    　茴香にとっては幸か不幸か、彼女たちが進攻している道路の先には例の養護施設が位置している。あと数百メートル。どうか無事でいて──茴香はひたすら願うしかない。


    「椚クヌギ、呆ほうけるな！」


    　突如響いたヘルカの怒声によって、茴香の意識は現実に引き戻された。


    　ＦＭＳの進行方向から、夥おびただしい数の紅あかい眼光──レヴナントの群れが現れていた。


    『俺が薙なぎ払う！　班長と茴香は撃ち漏らしを片付けてくれ！』


    「了解した、倉クラ守モリ。生存者に気を付けろ」


    『おうよ──起動ステイク・ドライヴッ！』


    　珊サン瑚ゴが起動コードを叫ぶと共に、ランブルフィッシュが巨大な右腕部を掲げ、そのマニピュレーターから一際激しい燐りん光こうが灯ともる。


    　現れたのは巨大な機関砲である。珊瑚にインプラントされた《擬似核》は乗機の中枢部とリンクしており、機体専用の様々なエミュレイターを形成するのだ。


    　フルオートで連射された二〇ミリ機関砲弾の嵐が、立ち塞ふさがるレヴナントの群れを貫通し、容た易やすく引き裂いた。破片と血ち飛沫しぶきが塵じん芥かいのごとく飛び散り、融ゆう解かいした道路を汚していく。


    「起動ステイク・ドライヴ！」


    　茴香とヘルカの声が重なり、その瞳が紅く染まっていく。ふたりの手の中に、瞬時にしてエミュレイターが形成される。


    　ヘルカのそれは、白銀色の二挺ちよう拳銃──ニグレド／アルベド。


    　茴香のそれは、肉厚の巨大なブレード──スノウドロップ。


    　ヘルカはＦＭＳから飛び上がり、黒い防弾コートをはためかせながら、空中で拳銃を連射する。放たれた計六発の・四五口径弾が、六体のレヴナントの頭部を精確に撃ち砕いた。


    「はぁ──ッ！」


    　一方の茴ウイ香カも機体から飛び降りると同時に、両手で把は持じした大剣を薙なぎ払い、三体ものレヴナントの胴体を一撃で両断する。《脳核》が無事であるにもかかわらず、その肉体は一向に再生の兆しを見せない。エミュレイターによる攻撃は、レヴナントの再生能力を無効化するのだ。


    『茴香、七時方向から二体接近！　警戒しろ！』


    　通信機から珊サン瑚ゴの警告。


    「わかっています……ッ！」


    　茴香は絶叫と共に背後を振り返り、すでに目と鼻の先まで迫っていたレヴナントたちの鼻先に、ブレードの先端を突き付けた。柄の引き金を引き絞る。


    　激しい激発音と共に剣先が跳ね上がる。放たれた大量の散弾が、二体のレヴナントの上半身を消し飛ばした。巨大なブレードと、ショットガンのハイブリッド。その過か剰じようなまでの火力こそ、茴香のエミュレイターの真しん骨こつ頂ちようである。


    　たった三人の埋まい葬そう官かんが織りなす暴ぼう虐ぎやくの嵐に、レヴナントたちは木こっ端ぱのごとく駆く逐ちくされていく。


    　強力な武器が目の前にあるにもかかわらず、彼らは茴香たちの兵装を複製しない。


    　否いな、できないのだ。エミュレイターは『レヴナントに複製されない』という特性を有する。埋葬官は武器を奪われるリスクを負うことなく、その戦闘力を存分に行使することができる。


    「そこを──どきなさいッ！」


    　炎の中から次々と現れるレヴナントを、茴香は片っ端から斬り裂き、銃撃し、排除する。自みずからの見知った者たちの屍しかばねが現れないことを願いながら、ひたすらに倒していく。


    『落ち着くんだ、茴香！　そんな戦い方じゃ持たない！』


    　茴香の通信機から響いたのは吹スイ芽ガの声。狙撃地点から茴香たちの戦闘を見守っているのだ。


    「吹芽！　施設は──あの子たちは!?」


    『黒煙が酷ひどい。目視できないんだ。今から狙撃地点を変えるから、それまで──』


    　──待てない。茴香は立ち塞ふさがる最後の一体をショットガンの銃撃で肉にく塊かいへと変え、燃え盛る炎の先に向かって駆け出していた。


    「椚クヌギ、先行しすぎだ！」


    　ヘルカの声も、焦しよう燥そうに駆られた茴香の耳には届かない。


    



    　　　◇


    



    　みるみるうちに小さくなっていく茴香の背中を、珊瑚はＥｙＳとリンクした機体のカメラアイで見つめていた。舌打ちが漏れる。


    「ったく！　俺が止める！　班長、いいか！」


    　珊瑚がたまらず叫び、ヘルカが許可を告げようとした次の瞬間だった。


    　耳をつんざく爆発音。茴ウイ香カとヘルカたちの間に位置していた一棟のビルの根幹部が、突如として爆発を起こしたのだ。支柱を失った建物がゆっくりと傾き、崩れていく。


    　まるで、何者かによって計られたようなタイミングであった。


    「嘘うそだろ、おい……ッ！」


    　珊サン瑚ゴの判断は瞬時だった。左マニピュレーターでヘルカを抱え上げると、茴香とは反対方向に向かって全速で機体を走行させる。


    　十数秒を置いてビルは完全に崩ほう落らくした。巻き上がる大量の粉ふん塵じんと、飛び散る破片からヘルカを庇かばいながら、珊瑚は機体のシェル内で、茴香が消えた先を茫ぼう然ぜんと見つめる。


    　珊瑚は奥歯を強く噛かみ締める。分断された──。


    



    　　　◇


    



    　瓦が礫れきの豪雨が容よう赦しやなく降り注ぐ道路を、茴香は全力で疾駆していた。一瞬でも足を止めればビルの崩落に巻き込まれる。


    　落下してきた破片のひとつが、茴香の側そく頭とう部ぶを掠かすめた。衝撃で視界がぶれる。鋭い痛みに呻うめきながら、それでも足は止めない。


    　やがて安全圏まで辿たどり着き、茴香は呼吸を整えながら、ようやく背後を振り返った。大量の瓦礫と舞い上がる粉塵によって、退路は完全に塞ふさがれている。


    「珊瑚、ヘルカ班長！　無事ですか!?　応答を……！」


    　分断された仲間たちに向かって通信機に呼びかけ──茴香は歯噛みした。通信機が反応しない。先ほど瓦礫の破片を受けた時に損傷したのだ。側頭部から、一筋の血が垂れ落ちる。


    　ビルの倒壊は、どう見ても偶発的に発生したものではなかった。何者かが、爆破解体の専門的な手順を踏んで、わざとそうなるよう仕向けたのだ。


    　茴香は拳こぶしを握ってしばらくその場に立ち尽くしていたが、ガラクタと化した通信機をむしり取り、意を決して再び駆け出した。


    　今は前に進むしかない。周辺一帯を包む炎は、まるで茴香を誘いざなうように道を空けている。敵てき影えいは今のところ確認できない。焦あせりに胸を締め付けられながら、茴香はひたすら走る。


    「……ハンナさん！　皆っ！」


    　ようやく塀に囲まれた目的地に辿り着いた茴香は、思わず泣き笑いの表情を浮かべて叫んだ。


    　十数メートル先──養護施設の庭に、施設長であるハンナと、二〇人ほどの幼い子供たちが行き場もなく佇たたずんでいた。


    「う、茴香さん……？」


    　ハンナが茫然とした表情で茴香を見つめていた。恐怖と諦念に満ちていた子供たちの表情が、驚きと微かすかな安あん堵どを帯びていく。


    「良かった……皆、無事で……」


    　茴ウイ香カは子供たちを怯おびえさせないよう笑顔をつくって答える。


    　子供たちの中心には、ハンナに肩を抱かれて立ち尽くす実里ミノリの姿もあった。他の子供たちと違い、彼女の表情は怯えの一色に凝こり固まったまま微動だにしない。


    「今、そちらに行きますから！」


    　茴香は夢中で駆け出す。ハンナと子供たちを保護し、速やかに仲間と合流しなければ──。


    　その時、実里の唇くちびるがゆっくりと動いた。声にならない声。


    



    　来　ちゃ　だ　め。


    



    「────え？」


    　次の瞬間、茴香は無ぶ様ざまに転倒していた。足下の人工芝に膝ひざをつく。


    　遅れて、激しい痛みが押し寄せてくる。茴香の右大だい腿たい部ぶには、フルタングのスローイングナイフが深々と突き刺さっていた。


    「……全然変わらないな、茴香は。冷静なフリして猪ちよ突とつ猛もう進しん。直しなよ、そのクセ」


    　嘲ちよう笑しようと共に告げたのは、ハンナだった。その右手がいつの間にか宙に掲げられている。


    　──茴香の右脚は、ハンナが投とう擲てきしたナイフによって貫かれていた。子供たちの表情が、いっそうの恐怖によって引き攣っていく。


    「……？　どう、して」


    　茴香の頭の中を疑問が乱舞する。なぜハンナが自分を攻撃する？　どうして──。


    「この二か月間で、茴香があたしと会ったのは三回だったかな？　……まったく笑っちゃうよ。顔と声を変えて、ちょおっとそれらしく振る舞っただけで、コロっと騙だまされちゃってさ」


    　呆あきれた様子で肩をすくめるハンナの顔が、砂細工のように崩れ、新たな貌かおが形作られていく。肩を掴まれている実里の表情が歪ゆがみ、声なき悲鳴を上げる。他の子供たちも同様だった。


    　その様子を、茴香は凝ぎよう然ぜんと見つめる。


    「あなたは……まさか」


    「そのまさかって言ったら、茴香は喜んでくれる？　そうだよね。だって──」


    　茴香はよろよろと立ち上がった。慕したっていた人物が、忌いむべき怨おん敵てきの姿に変へん貌ぼうしていく光景を、愕がく然ぜんと見つめ続ける。


    「大切な家族ペルへをひとり残らず奪ったあたしのことが、茴香は憎くて仕方ないはずなんだから」


    　アッシュブロンドの髪色が鮮あざやかなオレンジ色へと染まっていく。顔色は蝋ろうのように青あお褪ざめ、その左側そく頭とう部ぶに古い傷きず痕あとが浮かび上がっていく。彼女は顔に手を伸ばし、カラーコンタクトを無む造ぞう作さに引き剥はがす。


    「あ、あ──」


    　目の前の少女は、茴香が最後に目にした時から幾分の成長を遂げている。コンタクトの裏に隠れていた真っ赤な瞳ひとみだけが、記憶とは異なる。


    　それでも、忌いむべきその姿を見間違えるはずがなかった。


    「久しぶり。とても会いたかったよ、茴ウイ香カ」


    　不気味な笑顔だった。底なしの悪意が、人の姿形を得たかのような。


    　茴香は腿ももに突き立ったナイフを無む我が夢む中ちゆうで引き抜いた。記憶のフラッシュバックがもたらす激しい目眩めまいを、傷の痛みで塗りつぶす。無む惨ざんに変わり果てた仲間たち。血ち塗まみれの礼拝堂。その中心で笑う殺さつ戮りく者しやの少女。茴香にとっての第二の家族ペルへを奪い去った──。


    「ケルフィナ────！」


    　限りない憎悪を滲にじませた絶叫と共に、茴香は全力で飛び出していた。


    「起動ステイク・ドライヴ……！」


    　収納していたエミュレイターを再び呼び出す。疾駆しながら、茴香は敵の姿だけを見つめる──子供たちを人質にとる隙など与えない。即殺する。


    「へぇ、それがエミュレイター？　レヴナントあたしらみたいだっ」


    　敵レヴナント──ケルフィナは愉快そうに言うと、実里ミノリを乱暴に横に突き飛ばした。


    　金属同士のけたたましい衝突音が響く。


    　茴香の刃やいばは、敵の急所に届いていない。無防備なケルフィナの顔面目がけて突き出した茴香の刺し突とつは、交差した二挺ちようのファイティングナイフによって容た易やすく受け止められていた。
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    「皆、ここから離れて！　隠れていてください！」


    　握る柄に力を込めながら、茴ウイ香カは子供たちに向かって叫んだ。


    　しかし地面にへたり込んでいる実里ミノリも、それに他の子供たちも、凍り付いた表情のまま一向に動こうとしない。恐怖で動けないのだ。


    「みぃんな化け物は怖いってさ。あたしと、あんたが！」


    「────！」


    　馬鹿な、という反はん駁ばくを茴香は飲み込む。確かに、どこからともなく凶悪な武装を呼び出し、瞳ひとみを血の色に染めた茴香の有様はレヴナントそのものだ。そもそも子供たちは埋まい葬そう官かんという存在を知らない。


    　実里たちの怯おびえは紛まぎれもなく、ケルフィナと茴香──両者に向けられたものだった。


    　茴香自身ですら正体のわからない感情が、可か憐れんな容よう貌ぼうを醜みにくく歪ゆがめる。


    「……美人に成長したねぇ茴香。その目、あたしとそっくりだ！」


    「黙りなさい──本物のハンナさんをどうしたんですかッ！」


    「あたしの首を掻かっ捌さばいて聞き出すといいさ」


    　茴香はブレードを力任せに突き出す。ケルフィナの体たい躯くが後退し、子供たちと距離が離れる。


    　茴香は間かん髪はつ容いれず接敵し、ブレードを振り下ろした。敵の脳天から真っ二つに引き裂く唐から竹たけ割りを、ケルフィナはダンスのステップでも踏むかのようにやすやすと躱かわす。


    　すかさず茴香は武器を構え直し、柄の引き金を絞った。轟ごう音おんと共に剣先から放たれた散弾が、ケルフィナの長い髪を虚むなしく掠かすめ、背後にあった施設の壁を破砕した。


    　茴香は怯ひるまない。息つく暇もなくケルフィナに追いすがり、回り込み、斬り付け、斬り上げ、薙なぎ、刺し突とつし、発砲する。


    　一撃。たった一ひと太た刀ち浴びせるだけで、趨すう勢せいは決するはずであった。それだけの過か剰じような威力を、茴香のスノウドロップは秘めているのだから。


    「……ッ！」


    　だというのに当たらない。掠かすりもしない。ケルフィナが握るたった二挺ちようのファイティングナイフが、蝶ちようが舞うかのごとく幻げん惑わくし、蜂はちが刺すかのごとく閃ひらめき、攻め続ける茴香の全身を逆に削そぎ取っていく。炎で紅あかく染まった夜空を、舞い散る血霧がなおも彩る。


    「────？」


    　茴香は攻勢の手を止めぬまま、ふとある違和感に気付いた。


    　ケルフィナと刃やいばを交えたのは初めてのはずだ。


    　にもかかわらず、敵の繰り出す華麗なまでの剣捌きを、茴香の体は知っていた。


    　見れば、対するケルフィナの表情も、茴香と同様の違和感を抱いだいている様子であった。


    「その太刀筋──茴香。いったい誰に鍛えられた？」


    「何を……」


    「いや──まさかね。生きてるはずがない」


    　ケルフィナは自己完結しつつ、ナイフの刃を閃ひらめかせた。奇術師のごとき変へん幻げん自在な軌道で斬り上げられた刃先が茴ウイ香カのコートを貫通し、脇わき腹ばらを抉えぐった。悲鳴を噛かみ殺す。


    　出血と苦痛で視界が霞かすむ。もはや茴香に余力はなかった。


    　突き出されたナイフの刃先を、茴香はあえてブレードで弾かず、突き出した左の上腕で受け止めた。肉を斬らせて骨を断つ──予想外の茴香の行動に、ケルフィナの表情が一瞬硬直した。傷も痛みも無視して踏み込み、ついにケルフィナを壁際まで追い詰める。


    「──ああああッ！」


    　裂れつ帛ぱくの気合と共に、最後の一撃を放った。逃げ場はない。ケルフィナは受けるほかないが、大質量の刃による全身全霊の斬り下ろしは、ちっぽけなナイフなど容た易やすく砕くだろう。


    　──仇かたきを取る。スノウの、仲間たちの無念を晴らす。


    　憎悪には正しき憎悪を──それを、今日こそ遂行する。


    「…………え？」


    　しかし、渾こん身しんの一撃を放ったはずの茴香は両目を愕がく然ぜんと見開き、放たれたはずのケルフィナは余裕の薄笑いを浮かべていた。


    「残念」


    　茴香のブレードは、ケルフィナが逆さか手てに構え直したナイフによって受け止められていた。


    「あたしの物質構築能力は特別でね──頑丈さなら、エミュレイターとやらにも劣らない」


    　自みずからの心が折れる音を、茴香ははっきりと聞いた。消しよう耗もうは限界を迎えていた。全身を膾なます切りにされ、出血が酷ひどい。レヴナントのそれに迫る回復能力すらもはや機能していない有様だ。茴香の意志と関係なく、エミュレイターが粒子と化して霧む散さんする。


    　ついに力尽き、がくりと膝ひざをついた茴香の首を、ケルフィナが右手で掴んで持ち上げた。


    「が……」


    「まぁ、そうでなくったって茴香の武器は無駄が多すぎるよ。人の形した敵と戦うのに、あんなデカイ刃は過か剰じようすぎる。それとも、戦車かＦＭＳとでも戦おうってつもり？」


    「スノウドロップあれは……私の、憎悪の形……」


    　喉のどをぎりぎりと圧迫されながら、それでも茴香は声を絞り出す。


    「──？」


    「矛ほこ先さきを、失なくして……膨ふくらみ続けた……あなたへの、〝正しき憎悪〟の、結晶です……」


    　茴香は血に濡ぬれた歯を食いしばりながら、目の前の怨おん敵てきを睨にらみ付ける。


    「正しき憎悪、か。スノウの言葉だね……懐かしいな」


    　紅あかい瞳ひとみがせせら笑う。茴香の愚ぐ直ちよくさを責め苛さいなみ、そして愛玩するように。


    「──でも、さっきのが茴香の憎しみの結晶だと言うのなら、まだまだ全然足りてない。もっと憎めるはずだ。あたしのことを、もっと……」


    　そう言って夜空を仰あおぐケルフィナの声に宿るのは、まるで何かに祈るような、どこか陶とう然ぜんとした響きだった。


    「ところで……その右耳の宝石、遺い灰はいダイヤモンドだろ？」


    　茴ウイ香カのピアスを見つめながら、ケルフィナは世間話でもするかのような口く調ちようで言う。


    　挑発的な態度に、茴香の瞳ひとみが憤ふん怒ぬの一色へと染まる。その怒りすら弄もてあそぶように、ケルフィナはくつくつと笑って言った。


    「もしかしてスノウの骨で作ったのか？」


    「あなたが……あの女性ひとの名を、呼ぶな……ッ」


    　茴香は必死にもがくが、レヴナントの膂りよ力りよくによって締め付けられた手は決して外れない。


    「この施設に、茴香がこだわっていた理由がよぉくわかるよ」


    　ケルフィナが視線を背後へと向ける。その先にあるのは、震え、怯おびえ、絶望し、一歩たりとも動けなくなった実里ミノリたちの姿だ。


    「《ペルへ》と重ねていたんだろ？」


    　玩がん弄ろうするようなケルフィナの問い掛けが、茴香に過去の出来事を想起させる。


    　──ハンナや施設の子供たちと茴香が出会ったのは、一年前のある日のことだった。


    《セブンス》の自然公園をひとりで歩いていた茴香は、ハンナと共に戯たわむれる子供たちの姿を偶然目にした。無む邪じや気きな表情とは裏腹に、決して声を発さぬ幼い子供たち──彼らが心に深い傷を負っていることは、茴香にも一目でわかった。


    　その平穏ながらも哀しい光景の中で、ひとりの少女の姿が、ふと茴香の瞳に飛び込んできた。


    　実里──埋まい葬そう官かんとなった茴香が、初めて生命いのちを救った少女だった。生ける屍しかばねがひしめく荒れ果てた地獄の片隅で、深く傷付き、大切なものを根こそぎ奪われ、心も体も限界まで擦すり切れていたはずの──。


    　数か月ぶりに再会した実里は、輝くような笑顔を取り戻していた。


    　奇跡だと思った。家族や仲間をレヴナントに奪われ、声さえも失いながら、快活に笑う彼女の全身からは、生きようとする気力が満ち溢あふれていた。


    　全てを失い絶望していたかつての茴香が、《ペルへ》という確かな拠より所を得た日のように。


    　守りたいと──その儚はかなくも尊とうとい奇跡を見届けたいと、その時、強く思った。


    「茴香はさ、あのチビたちとかつての自分とを重ね合わせてたんだよな？　……今度こそ守ってみせる、ってぇ？　健けな気げすぎて笑えるね」


    「黙って……ッ」


    　ケルフィナへの怒りは秒刻みで膨ふくれ上がり続けている。茴香はかろうじて呼吸だけを確保しながら、掠かすれた声で言った。


    「どうして……あなたが、レヴナントに……」


    　それもただのレヴナントではなく、生前の記憶と人格を保持した、特別製のレヴナントに。


    「つい最近までは、有う象ぞう無む象ぞうなゾンビのうちの一体だったんだけどね。見み初そめられたんだよ。とても意地悪で可愛らしい悪魔ペルケレに──《七姉妹プレイアデス》のお嬢さんに、ね」


    　やはりと言うべきか。ケルフィナの口から発せられた《七姉妹プレイアデス》という単語を、茴ウイ香カは慄りつ然ぜんと聞き届けた。


    「二か月前の、貨物船の件も……この惨さん状じようも……あなたたちの、仕業だったのですね……」


    「まあね。さて、能書きはこの辺にして」


    　ケルフィナの視線が茴香を通り過ぎる。怯おびえすくむ子供たちの姿が、その瞳ひとみに映り込む。


    「よぉく聞け。あたしはこれから、あの子供たちを一人ひとり嬲なぶり殺しにする」


    「…………は」


    　不意に放たれたケルフィナの宣告に、茴香は怒りすらも忘れて目を見開いた。


    「その光景を見ながら、茴香は自分の〝罪〟をよく噛かみ締めるんだ」


    　茴香は自問する。罪。罪とは何だ。


    　凝ぎよう然ぜんとする茴香に、ケルフィナがにたりと嗤わらう。


    



    「あの日、《ペルへ》の礼拝堂で──あたしを殺せなかった罪を想い続けるんだ」


    



    　次の瞬間であった。


    　茴香の首を締め上げていたケルフィナの右腕が、突如として肩の付け根から爆はぜ飛んだ。少し遅れて、遥はるか遠くから銃声が響く。支えを失った茴香の体が床に叩き付けられる。


    「吹、芽……？」


    「長距離狙撃──再生しないってことは、例のスナイパーか」


    　右腕を失ったケルフィナは憎々しげに表情を歪ゆがめ、足下で咳せき込む茴香を見下ろした。


    「ごめん茴香。今日はここまでみたいだ」


    　言うやいなや、ケルフィナは懐ふところから端末を取り出して操作する。


    　養護施設内部から、耳をつんざく轟ごう音おんが響き渡った。施設は一瞬にして炎上し、噴き上がる爆炎と粉ふん塵じんが庭一帯を覆い隠していく。ケルフィナが踵きびすを返す。


    「待ちなさい……！」


    　動けない子供たちに向けて歩を進めていくケルフィナの背中に、茴香はサブアームのハンドガンを抜いて全弾叩き込んだ。しかし、与えた損傷はみるみる再生していく。


    　茴香はホールドオープンした銃を取り落とす。体はもはや言うことを聞かなかった。


    「憎いのは、わたしでしょう……？　子供たちに……手を、出さないで……」


    「ふふ──お断ことわりだよ」


    　振り向いたケルフィナの横顔が、妖よう艶えんな悪魔の笑みを形作る。


    「わざわざ他人に化けてまで仕込んだ茶番だ。こんな中途半はん端ぱで終わらせない」


    　そう言い残し、再び歩を進めるケルフィナの背中に、茴ウイ香カは必死に問い掛ける。


    「なぜあなたは……スノウを……皆を……大切な家族を、踏み躙にじった……。どうして、あの夜……わたしひとりだけを、あなたは殺さなかった……ッ」


    　ケルフィナの姿が見えなくなった。子供たちの姿も何もかも、広がっていく黒煙と粉ふん塵じんが容よう赦しやなく覆い尽くしていく。


    「そんなにも、憎いのですか……約束を果たせなかったわたしのことが……ッ！」


    　叫びはほとんど声にはならなかった。それでも茴香は虚こ空くうに向かって問い続けた。悪夢であってほしかった。同時に、どうか夢ではありませんように、と願った。


    　憎悪には、正しき憎悪を──。


    　もはや決して叶わぬと諦あきらめていた復ふく讐しゆうの好機は、颶ぐ風ふうのごとく唐突に訪れていた。
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    　スノウという女性が、《ペルヘ》に集つどった子供たちにとって母であったのなら、ケルフィナ・オズロワという少女は、頼りになる姉のような存在であった。


    「ほぅらチビたち、ご飯だよー。茴香もさっさと運んだ運んだ」


    「今行きます、ケルフィナ……わぁ、お肉！　いったいどこから？」


    「秘密だ。……ってこらこら、おまえら、しがみ付くなこぼれるから！　あんまり聞き分けないと、全員ロールキャベツの具にするぞぉ」


    　当時、八歳の子供だった茴香の記憶の中にあるケルフィナは、年少組の子供たちにいつも纏まとわり付かれて、困ったように──けれど幸せそうに笑っている姿だ。


    　幼い子供が集まる《ペルヘ》では、スノウを除けば、一二歳のケルフィナが一番年上だった。


    



    「わたしたち、天国へいかなきゃならないの？　どうやったら、そこからでてこられる？」


    「よし。発音だいぶよくなったね。茴香は頭がいいよ。将来有望だ」


    「えへへ……ケルフィナのおかげです」


    　ケルフィナはよく、現地の言葉を茴香に教えてくれた。ケルフィナは他にも様々な語学に精通していて、ややたどたどしくはあったが日本語も喋しやべることができた。教科書はもっぱら、擦すり切れて薄汚れた文庫本や絵本だった。


    　血の通った思い出は、数えきれないほどあった。


    



    　スノウとの付き合いがもっとも長く、彼女の信頼を受けていたのもケルフィナであった。


    　ケルフィナは時おり数日間も教会を空けては、どこからか食料や燃料を仕入れて戻ってくる。茴ウイ香カたちが飢えずにいられたのは、間違いなく彼女のおかげだった。


    「ねぇケルフィナ。サルミアッキって、傷んだお肉の臭み消しに使えないかしら？」


    「いや……余計に臭くしてどうするんだ。他の子供らはともかく、茴香が絶対泣くよ」


    　成人しているとはいえまだうら若く可か憐れんなスノウと、大人びた美び貌ぼうのケルフィナが並んでいる様子は、まるで仲の良い姉妹のようだった。幼くして家族を失った茴香にとって、いつでも毅き然ぜんと立ち振る舞うふたりの姿は何よりも心強く、そして温かな存在だった。


    



    「……ケルフィナ。ありがとう」


    　ある夜、真っ白に色付いた教会の中庭で、茴香はケルフィナに向かって告げた。


    「どうした、急に」


    「あの時、ケルフィナが助けてくれなかったら、わたしはこんなに幸せになれなかった」


    　たどたどしい言葉で気持ちを伝えた茴香に、ケルフィナは素そっ気けなかった。


    「あたしは、茴香が思っているような人間じゃないよ」


    　そう言って、ケルフィナは笑った。それはどこか空虚な笑みだった。


    



    　　　◇


    



    《セブンス》内Ｂ-５区域で発生した爆破事件から、すでに五時間以上が経過していた。


    「大規模な爆発と火災、避難時の混乱や犠牲者のレヴナント化により、《セブンス》内の死傷者はすでに莫ばく大だいな数に上っている」


    　シャフト内医療センターの一画にて、ヘルカは治療・補給を受けている吹スイ芽ガとザイシャ、そして珊サン瑚ゴに向かって現状を告げた。周囲では大勢のＲ・Ｅ・Ｖ隊員たちが治療を受けている。ヘルカ班の四人は消しよう耗もうこそあるものの、負傷自体は軽微であった。


    「が、Ｒ・Ｅ・Ｖの迅速な対応と島内のセキュリティシステムによって、被害の拡大は最小限に留められている。島内で活動中のレヴナントも、鎮ちん圧あつ完了はすでに時間の問題だ」


    　Ｒ・Ｅ・Ｖ本部や、たった一基のみしか存在しない資源生産システム《オクルス》といった重要施設を擁ようする《セブンス》は、最悪の事態に備えたセキュリティによって守られている。


    　具体的には主要道路の自動封ふう鎖さシステム、各地に張り巡らされた異常検知システム、Ｒ・Ｅ・Ｖ隊員たちの迅速な対応を実現する高度情報リンクシステム。


    　加えて、事態に備えた隊員たちが厳重に配備されていたことが功を奏した。


    「が、事態はそう楽観できたもんでもねえよな。何せ、敵の目的がはっきりしてねえ」


    　水分補給をしつつ、珊サン瑚ゴはうんざりした様子で舌を打つ。


    　吹スイ芽ガは険けわしい表情で頷うなずく。


    「……やっぱり、二か月前に《セブンス》内に侵入していたのは《七姉妹プレイアデス》だったんだ」


    「現状を鑑かんがみれば、そう判断するほかあるまい。一〇年前の大戦においてレヴナントに対抗するため、プシュケの解析データをもとに、強大な戦闘能力を付加された強化人間部隊《七姉妹プレイアデス》──その成れの果て。奴らを排除しない限り、根本的な解決にはならない」


    　ヘルカの説明は実に端的である。


    《七姉妹プレイアデス》は対レヴナント用の生体兵器として一〇年前に開発されたものの、大戦において全機が機能停止。しかし約三年前に、彼女たちの残ざん骸がいが原因不明の再起動──すなわちレヴナント化を果たし、それと同時に第二次レヴナントショックが発生した。


    「ザイシャ。今回の敵に心当たりはあるか」


    　冷然としたヘルカの瞳ひとみが、吹芽の傍かたわらに無表情でしゃがみ込むザイシャを見下ろした。


    「まだわからないわ。あの程度の破壊行動なら、レヴナント化している《七姉妹プレイアデス》なら誰にでも容た易やすいはずだもの」


    「──《七姉妹プレイアデス》の中で、レヴナント化していないのは君ひとりだけだ。どんな些さ細さいな情報でも構わない。元同僚だろう」


    「情報が足りないって言ってるの！　私だって全員のスペックを把握しているわけじゃない」


    　歯に衣きぬ着せぬヘルカの物言いに、さしものザイシャも声を荒らげた。


    　ヘルカの言う通り、ザイシャは一〇年前にプシュケ由来の強力な兵装を体内に埋め込まれた《七姉妹プレイアデス》のうちの一体である。


    　当時から存在を危険視されていた《七姉妹プレイアデス》は、安全性保持の観点から、兵装を体内に搭載された本体であるサイロと、それを使し役えきするための制御核をインプラントされたユーザーに機能を分割されていた。


    　ザイシャは前ユーザーである吹芽の母──円マドカ燦サン華カと共にプシュケを撃墜。その際、相打つ形で死亡した燦華の計らいによって自発的に休止状態スリープモードへと突入したことで、四か月前に吹芽に発見されるまで、レヴナント化することなく眠っていた。


    　そして現在ザイシャの兵装を扱うための制御核は、亡き母から吹芽へと受け継がれている。


    「私もスイガも、《七姉妹プレイアデス》本体じゃなくてユーザーを遠目から見ただけよ」


    《七姉妹プレイアデス》は、レヴナント化した後もユーザーによる制御を必須としている。


    　そこで彼女たちは、他のレヴナントに制御核を埋め込むことで死者の生前の記憶と人格を再現し、自みずからの能力を使役させているのだ。


    《七姉妹プレイアデス》、もしくはそのユーザー。生者と変わらぬ知性を有する特殊なレヴナントは、基本的にその二者しかありえない。


    「奴らの目的としてまず考えられるのは、ザイシャの奪還……ないしは始末だよな」


    　顎あごに手を当てながら推論を述べる珊サン瑚ゴに、吹スイ芽ガは小さく頷うなずいてみせる。


    「僕もそう思う。レヴナント化してないザイシャは、《七姉妹プレイアデス》に対する唯一のカウンターかつ、イレギュラーだ。ただ、アルキュオネのようにザイシャを懐かい柔じゆうしたいのか、それとも排除したいのか──それがわからない」


    「もしくは、現人類の生命線を担う《オクルス》の破壊ってとこか──《七姉妹プレイアデス》がそんなまどろっこしい手段を取るってのも、どうも不自然に思えるんだよなぁ」


    「そうね。それなら、この島ごと沈めてしまった方が遥はるかに手っ取り早いわ。なぜ二か月も、じっと身を潜ひそめていたのかしら……」


    　ザイシャの疑問を聞き届けたヘルカの瞳ひとみが、ふと横に向いた。


    「では、直接《七姉妹プレイアデス》のユーザーと交戦した本人に助言を求めてみるとしよう」


    「────」


    　ヘルカの視線の先には、虚うつろな表情をした茴ウイ香カが立っていた。ようやく治療を終えたのだ。全身を包む包帯は痛々しいが、いずれも致ち命めい傷しようには至っていない様子であった。


    「独どく断だん専せん行こうしたあげく、殺されもせず良いように嬲なぶられ、助けようとしていた子供まで拉ら致ちされた気分はどうだ？　椚クヌギ」


    「……申し訳ありません」


    　茴香は肩を震わせ、絞り出すような声でうな垂れる。


    　養護施設の敷地に取り残された茴香のもとにヘルカたちがようやく駆け付けたのは、ケルフィナが去ってから五分後のことだった。


    　現場からは敵だけではなく、三人の子供たちの姿も消えていた。その中には、先日誕生日を迎えた実里ミノリも含まれている。拉致されたのだ。島内には依然、異常検知システムが張り巡らされているにもかかわらず、その行ゆく方えは未だにわかっていない。


    「ま、そうピリピリすんなよ、班長。ひとまず敵さんにはキツイの一発くれてやったんだ」


    　苦笑と共にフォローする珊瑚には構わず、ヘルカは冷然と茴香に向かって言う。


    「円マドカとザイシャに感謝しろ。彼らの援護がなければ、君は今この場に立っていない」


    　先ほどケルフィナの右腕を撃ち抜いたのは、吹芽とザイシャによる狙撃である。


    「ごめん。僕は、ユーザーを仕留められなかった」


    　吹芽が悔しさも露あらわに歯は噛がみする。


    「スイガに落ち度はないわ。あの狙撃地点から、敵の《脳核》や《制御核》が収まっている頭部や胴体を狙ったら、ウイカまで巻き添えにする可能性が高かった」


    「ザイシャの言う通りです。……本当に、申し訳ありません」


    　悄しよう然ぜんと告げる茴香の表情は、まさに心ここにあらずといった様子である。


    　当然だった。大半の子供たちは無事保護されたものの、実里ミノリを含めた三人の子供たちは拉ら致ちされた。それに、本物のハンナの安否も未だ知れない。


    　ザイシャは床で膝ひざを抱えたまま、茴ウイ香カに向かって小さく訊ねる。


    「……あの敵が、ウイカのふたつ目の家族を奪った張本人なのね？」


    「────」


    　茴香は答えなかった。しかし口に出さずとも、どす黒い憎悪に満ちたその瞳ひとみが、言葉よりも雄弁に肯こう定ていの意を示していた。


    「椚クヌギ。あのレヴナントについて、君が知っていることを全て話せ」


    　ヘルカが短く命じる。茴香はぎゅっと瞼まぶたを閉じた後、乾いた声で自みずからの身の上を語り出す。


    　一〇年前、北ヨーロッパの地で大戦に巻き込まれ家族を失ったこと。


    　終戦から半年後、スノウと呼ばれる人物に保護され、《ペルヘ》の一員となったこと。


    　そこで出会った少女がケルフィナであり、とても慕したわれていた人物であったこと。


    　そして──。


    「七年と半年前──ケルフィナは、わたしを除く《ペルヘ》の人間、計二三名を突如として殺害し、逃亡しました。動機は不明。以後の消息も……わかりません」


    「つまり、だ」


    　顎あごに親指を当てていた珊サン瑚ゴが、話を整理する。


    「第二次レヴナントショックが起きた三年前まで、少なくともケルフィナは生き長らえていた。で、どこかのタイミングで死んでレヴナント化。さらに《七姉妹プレイアデス》から目を付けられて《制御核》を埋め込まれ、生前の人格を取り戻して今に至る──って時系列だな」


    「なぜ当時、椚だけが殺されなかった」


    　酷ひどい過去を語り終えた茴香に、ヘルカは斟しん酌しやくの欠片かけらも見せず訊ねる。


    「わかりません」


    「彼女が《セブンス》へ潜入した目的について、心当たりは？」


    「ヘルカ班長……その前に、わたしからひとつ聞かせてください」


    　茴香は強引に話題を断ち切った。毅き然ぜんと表情を引き締めて、ヘルカの瞳を見み据すえる。


    「──班長はかつて、《サラーブ》と呼ばれる組織で活動していた経歴がありますか？」


    　場の空気が凍り付いた。予想外の発言に吹スイ芽ガと珊瑚が絶句する。


    「サラーブ──？」


    　ひとり首をかしげているザイシャに、吹芽が声を殺して説明する。


    「……かつて中東方面を中心に運営されていたっていう、少年兵養成機関の通称だよ」


    「少年兵養成機関──」


    　呟つぶやくザイシャの表情に、色濃い嫌悪感が滲にじんでいく。


    　少年兵・少女兵──それは絶え間ない戦争と紛争、テロリズム、子供の学習能力の高さと純粋さ、そして兵器の軽量化といった要因が折り重なって生み出された兵士の形態のひとつだ。


    　ある意味では吹スイ芽ガたち埋まい葬そう官かんの存在も、少年兵というカテゴリーの到達形といえる。


    　吹芽は小声で続ける。


    「《サラーブ》から輩はい出しゆつされた少年兵や少女兵は吸血鬼ムブタズと呼ばれて畏い怖ふされ、卓越した戦闘能力と生存能力を兼ね備えていたって言われてる」


    　その組織が果たしていつ生まれ、何者によって、どのように運営されていたのかを知る者は、少なくとも表向きには存在しない。《サラーブ》という通称は、戦闘を生なり業わいとする当時の兵士やテロリストたちの間で知られていたものの、その実像はついに白はく日じつの下もとに晒さらされることなく、大戦の戦せん禍かと共に歴史の闇やみへと消え去っていった。蜃気楼サラーブという名を体現したかのように。吹芽もその存在のみを情報で知っているだけだ。


    　ヘルカはその表情を微み塵じんも揺らがさぬまま、黙って茴ウイ香カを見つめ返している。


    「椚クヌギ。君の質問の意図を図りかねる」


    「ケルフィナ・オズロワは、《サラーブ》出身の元少女兵──吸血鬼ムブタズです」


    　吹芽とザイシャ、珊サン瑚ゴの表情が硬直する。


    「わたしと知り合うよりも以前の経歴です。幼少期から、大戦の勃ぼつ発ぱつまでの数年間──ケルフィナは相当に本格的な戦闘訓練を受けています」


    　敵の常じよう軌きを逸いつしたナイフ捌さばきを、吹芽は戦せん慄りつと共に思い出していた。


    「……ケルフィナの太た刀ち筋すじは、班長との共通点が多すぎました。あなたがわたしに叩き込んだ戦闘技術は、既存の格闘術の中には存在しません。向こうも、わたしの太刀筋に心当たりがあった様子でした」


    「────」


    「一〇年前……いえ、それよりも以前に、あなたはケルフィナと何らかの関わりを持っていたのではありませんか？」


    　ヘルカの経歴は依然、謎に包まれている。しかし彼女が全身に纏まとう、冷気とも殺気ともつかない異様な空気の理由がそれならば、少なくとも吹芽の腑ふには落ちる。


    「わたしのＥｙＳに記録された映像は、すでに目を通しているでしょう？　班長は、ケルフィナのことを知っているのではないですか？」


    　数秒の沈黙が落ちる。ヘルカの鉄てつ面めん皮ぴは微み塵じんたりとも揺るがない。


    「私の経歴について、君に話す義務はない。無論、ケルフィナという人物のことも知らない」


    　ヘルカの返答は冷淡だった。追究すら許さない、疑念ごと斬り伏せるような泰たい然ぜんとした声こわ音ね。


    　茴香は二の句を継げぬまま、床を見つめて黙り込む。


    「僕の、ただの勘だけど……今回の《七姉妹プレイアデス》とケルフィナの目的は、必ずしも一致していないような気がする」


    　ぽつりと発した吹芽の言葉が、脱線していた話を本題へと引き戻した。


    　立ち去る間際、ケルフィナは意味深な発言を茴ウイ香カに残していった。


    〝あの日、《ペルへ》の礼拝堂で──あたしを殺せなかった罪を想い続けるんだ〟


    　ＥｙＳの記録でケルフィナを目まの当たりにした時、彼女の紅あかい瞳ひとみの中に得え体たいの知れない感情が込められているように感じたのだ。


    「どうしてケルフィナは、あそこまで茴香に執着してるんだろう」


    「復ふく讐しゆうですよ」


    　吹スイ芽ガの疑問に、茴香は冷笑と共に答えた。


    「──彼女は、わたしのことを憎んでいます。あの日の礼拝堂から今日という日まで、呪いのように、ずっと……」


    「ケルフィナが、茴香を憎んでる……？」


    　吹芽の問い掛けに、茴香はもう答えなかった。


    　沈黙する一同を尻目に、ヘルカは迷いのない足取りで歩き出した。


    「……二時間後、ブリーフィングの後、再出動する。目的は《七姉妹プレイアデス》及び逃亡したユーザー・ケルフィナの捜索。各自、それまで休息をとっておけ」


    　金砂色の瞳が茴香に向く。


    「椚クヌギ。次の作戦、君は敵を引き寄せるための囮おとりとなってもらう。ユーザーを取り逃がした責任はとってもらうぞ」


    　慈悲もなく言い残し、ヘルカは毅き然ぜんとした足取りで医療センターから出ていった。


    



    　その場で一時間ほど仮眠をとった吹芽は、未だ眠り続けているザイシャと珊サン瑚ゴを医療センターに残して通路に出た。


    　とたん、見知った姿が目に入った。茴香が通路の窓際に佇たたずみ、外の景色を見つめていた。


    「……茴香。怪け我がはもう大丈夫？」


    　ゆっくりと振り返った茴香が、力ない微ほほ笑えみと共に頷うなずいた。


    「ええ。輸血もしましたし、今は補充した擬ぎ似じ粒子が傷を塞ふさいでくれています」


    　レヴナントは、物質構築能力を行使する際、一〇年前から地球全体を満たしている、プシュケの微細な体組織──Ｐ粒子を媒ばい体たいとすることで様々な物質を複製し、損傷を回復する。戦闘と回復に用いる材料が、周囲一帯に無む尽じん蔵ぞうに存在するようなものだ。


    　対して茴香たち埋まい葬そう官かんは、Ｐ粒子を人工的に再現した擬似粒子によってエミュレイターを形成する。埋葬官の体内に充填された擬似粒子は、身体能力や治ち癒ゆ能力の大幅な増強といった恩恵をもたらす反面、エミュレイターの発動や戦闘行為によって激しく消費されてしまう。


    「先ほどは、本当に助かりました。……ありがとう」


    　強がるような茴香の微笑みが、血の滲にじんだ包帯と相まって痛々しかった。


    「……今になって思えば、実里ミノリは薄々気付いていたのでしょう。ハンナさんがすでに、まったく別の存在とすり替わっていることに。あの子は人一倍、勘の鋭い子でしたから」


    　バースデーパーティの終わり際、実里ミノリは去ろうとする茴ウイ香カを引き止めようとしていた。必死に何かを訴えるような彼女の表情は、漠ばく然ぜんとした恐怖と不安を湛たたえていた。


    「ハンナさんはいつも、子供たちの様子をムービーに収めていました。ケルフィナはそこから情報を収集したのでしょう。わたしは気付けなかった……」


    「茴香が責任を感じることじゃない。僕も、ザイシャだって疑いもしなかった」


    　ケルフィナが、そうまでしてハンナになりすましていた理由はわからない。


    　しかしあの晩、吹スイ芽ガたちは滅するべき敵と顔を突き合わせ、平穏に笑い合っていたのだ。今さらになって吹芽は悪お寒かんを覚えた。


    「一時間後の作戦、本当に大丈夫？　ヘルカは君のことを──」


    　吹芽は思わず言葉を飲み込んだ。ケルフィナを誘おびき寄せるために、茴香を囮おとりに使うと──ヘルカは確かにそう告げていた。


    「問題はありません。むしろ好都合です」


    　茴香は小さく頷うなずいて口の端を曲げた。数秒前の作り笑いではない、臓ぞう腑ふの底から迫せり上がるような剥むき出しの感情が形作る、いびつな笑顔だ。


    「──次こそケルフィナを倒します。私の手で、必ず」


    　思わず息を呑のんでいた。その表情を、吹芽はよく知っている。


    　昏くらい歓喜。果たせるはずのなかった復ふく讐しゆうをようやく果たせるという、ほの暗い悦よろこび。


    　吹芽は、かつての自分自身と対たい峙じしているような錯さつ覚かくに囚とらわれる。それは、かつてザイシャという力を手に入れた時の吹芽と同じ貌かおだったからだ。


    「駄目だ、ひとりで戦おうとしたら。今のままじゃ君は勝てない」


    　茴香の表情が強こわ張ばる。ケルフィナと遭そう遇ぐうした時点ですでに消しよう耗もうしていたことを差し引いても、茴香とケルフィナの間には相当な力量差があった。


    「……それでも、それはわたしの責務なんです。わたしは……」


    「冷静になってくれ。君だけじゃない、さらわれた実里たちの生命いのちだって懸かってる」


    「わかっています。わかっていますから……」


    　首を横に振って目を逸そらす茴香の手首を、吹芽は掴んで引き寄せた。


    「わかってない。君が死んだら、どれだけの人が悲しむと思ってるんだ……！」


    「吹芽──」


    　思わず声を荒らげた吹芽に、茴香は意外そうな目を向ける。


    　それはすぐに嘲あざけりの色へと変わった。


    「あなたが、それを、このわたしに言うのですか？　同じ穴の狢むじなにすぎなかったあなたが？」


    　容よう赦しやのない反はん駁ばくに、今度は吹芽の表情が苦く渋じゆうを浮かべる番だった。


    「かつて《九尾ナインテイルズ》への復讐心に囚われて、狙撃手としての任務を幾度となく放棄し、最前線で死ぬような傷を幾度も負って、それでも本ほん懐かいを遂げたあなたが──そんな空くう疎そな説得を、わたしに押し付けるのですか？」


    　睨にらみ付ける茴ウイ香カの瞳ひとみに、いつもの温和な光は微み塵じんもなかった。不気味なほどに怜れい悧りなその表情からは、一切の感情が消え失うせている。


    　紛まごうことなき正論だった。埋まい葬そう官かんになった当初の吹スイ芽ガは、ザイシャも仲間も、あらゆる者たちを巻き込み、そして最愛の人を失って、ようやく自みずからの過ちに気が付いた。目の前の茴香もまた、それが原因となって生死の間を彷徨さまようほどの傷を負った。


    「……茴香はさっき、ケルフィナに憎まれてるって言ったよね」


    　怒りと憎しみに満ちた茴香の瞳を、吹芽は真っすぐに見返しながら問うた。


    「かつての君とケルフィナの間に、いったい何があった？」


    　吹芽は再びその質問を口にしていた。茴香は微かすかな戸惑いと罪悪感の入り混じった表情のまま、絞り出すように言った。


    「幼い頃のわたしは、ケルフィナとの約束を守れなかった。彼女はその報復として、わたしからスノウを──《ペルへ》の仲間を残らず奪い去ったのでしょう」


    「約束……？」


    「もとより、果たせるはずのない約束でした。ケルフィナは所しよ詮せん、骨の髄ずいから血に飢えた吸血鬼ムブタズだった。……化け物の心が、人間に理解できるはずなんてなかったんです」


    　これ以上語ることはないと告げるように、茴香の表情が鋭さを取り戻す。


    「とにかく、あなたは口を出さないでください。これは、死者の尊そん厳げんを取り戻すための──わたしの戦いです」


    　黙る吹芽の手を、茴香は振り払った。逆に吹芽の胸ぐらを掴み、勢いよく引き寄せる。


    　互いの額ひたいが、鈍い音を立てて衝突する。


    「───ケルフィナは、わたしの手で倒します。そして実里ミノリたちも取り戻す。必ず」


    　どす黒い憎しみと怒りに彩られた醜みにくい相そう貌ぼうが、吹芽の目前にあった。


    「わからないわ」


    　その時、呆あきれたような声がふたりの間に割って入った。


    「ザイシャ……」


    　茴香が手を放す。いつの間にか目を覚ましたザイシャが、ふたりの傍そばに立っていた。


    「ウイカ。あなた自身がしつこいくらいに何度も繰り返し言っていたことよ。わたしたちは仲間だって。力量差を自覚しているのなら、私たちは協力する努力をするべきだと思う」


    　ザイシャは足音を立てて茴香の前に歩み寄り、大きな瞳で見上げた。


    　茴香は一歩後退しつつ、動揺を隠すように表情を和らげる。


    「……協力をしないとは、誰も。ザイシャのことも、吹芽も、わたしは信頼して──」


    「そう。それなら、あなたは陽動に徹して。ケルフィナは私たちが仕留める」


    　茴ウイ香カが両目を見開いた。


    「私たちの狙撃が敵に有効なのは、さっきの一戦でわかった。それなら新たな手を講じられる前に、次の一撃で今度こそ確実に倒さないといけない」


    「……それは、不確実ですよ。ケルフィナは戦闘のプロです。同じ手はもう──」


    「その裏をかくのが狙撃手の仕事よ。一撃必殺ワンシヨツト・ワンキルは失敗した。だからこそ次は必ず仕留める。……でも、それにはきっとウイカたちの力がいる」


    「ですが、それでは──」


    「あの子供たちを無事に救い出すんでしょう!?」


    　ザイシャが激した。両りよう拳こぶしを握り締め、憤然と眉まゆ根ねを寄せて茴香を睨にらみ付けていた。


    「戦いにつまらない私情を挟まないで！　拉ら致ちされた子供たちだけじゃない。自分が今、数千万人の生命いのちを握っていることに……」


    　ぱん、という乾いた音が通路に鳴り響き、ザイシャの言葉が中断した。周囲をちらほらと往来していた隊員たちも、何事かと目を見張っている。


    　茴香は右腕を振り下ろした体勢のまま、荒い息を吐きながらザイシャを見下ろしていた。


    「つまらない……？」


    　声こわ音ねに激しい憤ふん怒ぬを滲にじませて、茴香は絞り出すように叫んだ。


    「自分が過去に犯した過ち……それを贖あがなう唯一の好機を他人に奪われても、あなたはそうやって涼しい顔をしていられるのですか……ッ！」


    　殴られたザイシャの白はく貌ぼうから、一切の表情が失うせた。そして、叫んだ茴香自身からも。


    　それを見ていた吹スイ芽ガもまた、ふたりにかける言葉を見つけられずただ立ち尽くす。


    「……あ」


    　茴香は我に返ったように、首を横に何度も振った。立ち塞ふさがる吹芽を思いきり突き飛ばして駆け出し、通路の奥へと走り去っていく。後には、粘つくような不快な静寂だけが残された。


    「青春だねぇ、若わこ人うどたちよ。──気は済んだかよ？」


    　言葉もなく立ち尽くす吹芽とザイシャの背中に、そんな暢のん気きな声が降りかかってきた。


    「……珊サン瑚ゴ。起きてたなら出てきてくれよ」


    「冗談。あの状況じゃ、俺が出たところで火に油だろ」


    　表情を曇らせる吹芽の背中を、珊瑚はぽんと軽く叩いた。


    「あんま気にすんな。おまえもザイシャも、間違ったことは言っちゃいないさ」


    　ザイシャは床を見つめたまま、消え入りそうな声で言う。


    「……私にはわからない。どんな形であれ、犠牲を最小限に抑えたうえで敵を排除できるのなら、それは……最善の結果のはずでしょう」


    　その頭部センサーが、落らく胆たんを示すように下を向いていた。


    「嫌な役を任せてごめん。ザイシャ」


    　ザイシャの肩に手を置いて労ねぎらいながら、吹スイ芽ガは表情を曇らせる。


    「──でも僕は、茴ウイ香カの気持ちも、痛いほどわかる」


    「スイガ……？」


    「決して果たせるはずのなかった復ふく讐しゆうの相手が突然、目の前に現れた。その唯一の機会を、僕たちが奪ってしまったら──茴香の心はきっと一生救われないままだ」


    　吹芽は自みずからの胸に手を当てながら、囁ささやくように言う。


    「心の、救い」


    　ザイシャは口の中で、ぼんやりとその言葉を繰り返した。


    　珊サン瑚ゴがばりばりと頭を掻かきながら言う。


    「つまるとこ、叶わない願いは呪いなのさ。挫折した願いってのは、古傷みてぇにその人間の中に一生残り続ける」


    「呪い……」


    「消したい過去ってのは、誰にだってあるもんだろ」


    　珊瑚の問い掛けに、ザイシャは瞳ひとみを曇らせて肯こう定ていを表す。


    　九年前、ザイシャを使ってプシュケを撃墜した吹芽の母──円マドカ燦サン華カは、多くの罪なき人々を道連れにした。そしてその殺さつ戮りくは、ザイシャ自身の力によって成された行為でもある。


    　やむなき判断であったとはいえ、その出来事は今もザイシャの心の奥底に、忌いまわしき罪の記憶として刻まれている。


    　黙り込むザイシャを気遣うように、珊瑚は軽けい佻ちように笑いながら言う。


    「どうにもならなかった罪や後悔……もしもそれを清算するチャンスが突然目の前に現れたら、誰だって冷静じゃいられねえ。どういった形であれ、本人の意志で折り合いを付けない限り、心の傷ってのは癒いえねえもんさ」


    「……ウイカにとって、その清算の方法が、自らの手で復讐を果たすこと？」


    「それは手段のひとつでしかねえさ。方法は一人ひとり違う」


    「サンゴ。あなたも、そういう傷きず痕あとを抱えているの？」


    　恐る恐るといった様子で訊ねるザイシャに、珊瑚は肩を上下させて笑っていた。


    「はっ、可愛いコト言ってんじゃねえよウサギちゃん！　よりによってこの俺様に、吹芽や茴香みてえなシンコクな悩みなんざあるように見えるかぁ？」


    「……愚問だったわ」


    　ザイシャは不機嫌そうに鼻を鳴らした。


    「さぁて、俺はへそ曲げちまったウチのアイドルを慰なぐさめてくるわ」


    　珊瑚は苦笑を返すと、踵きびすを返して歩き出した。吹芽はその背中に慌あわてて声をかける。


    「ありがとう。頼むよ、珊瑚」


    「おまえもだぜ、吹芽」


    　振り向いた珊サン瑚ゴが、ぴっと人差し指を吹スイ芽ガに向け、たしなめるように言う。


    「どっちを選ぶか、まだ迷ってんなら今のうちに整理を付けとけ。状況は待っちゃくれねえ」


    「……わかってる」


    　吹芽は苦く渋じゆうに満ちた表情で頷うなずく。


    　狙撃手としての責務か。それとも、茴ウイ香カの心の救済か。


    　選び取れるのは、どうあがいてもいずれか一方のみ。


    　小さくなっていく珊瑚の背中から視線を外し、吹芽は広げた掌てのひらを見下ろした。


    　誰かを救う──その行為の本質と意味。四か月前、多くの大切なものと引き換えにしてようやく掴みとったはずの答えが、まるで蜃しん気き楼ろうのように頼りなく揺らぐ感覚に襲われる。


    　吹芽は固く瞼まぶたを閉じ、開いた掌を強く握り締めた。


    



    　一時間後、早朝五時──淡い朝日が微かすかに差し込むシャフト最上部の作戦会議室には、吹芽たちヘルカ班のメンバーの他にも、所属班の異なる五名の埋まい葬そう官かん、そして二分隊・計一六名のＳＥＦ隊員たちが集つどっていた。


    　正面の大型モニターの前に立つヘルカは、温度のない瞳ひとみで一同を見渡して告げた。


    「すでに諸君も報告を受けていると思うが、今から約七時間前、爆破事件の発生したＢ-５区域において、《七姉妹プレイアデス》のユーザーと思おぼしきレヴナントが確認された」


    　正面スクリーンに、茴香のＥｙＳに記録されていたケルフィナの姿が表示された。鮮あざやかなオレンジ色の髪と、猫類を彷ほう彿ふつとさせるシャープな風ふう貌ぼう。


    「現在《セブンス》内全域の異常検知システムを総動員して捜索が続けられているが、逃亡したユーザー──ケルフィナ・オズロワの行ゆく方えは依然として掴めていない。また、拉ら致ちされた三名の児童についても同様だ」


    「…………」


    　最後列の席に座っていた吹芽は、そっと隣を見やる。


    　茴香の表情は、垂れ落ちた黒髪に隠されていて窺うかがえなかった。膝ひざの上に乗せられた小さな手だけが、痛みに耐えるように震えている。


    「侵入した《七姉妹プレイアデス》の正体も目的も依然不明であるが、そのユーザーであるケルフィナは生前、椚クヌギ茴香大尉と面識を持っていたことが判明した。さらに対象は椚大尉に対して、強い執着を抱いだいている可能性が高い」


    　その場の全員の視線が、茴香に集中した。


    　──また埋葬官のせいで。


    　──疫やく病びよう神がみの化け物どもが。


    　──奴のせいで俺たちの島セブンスは。


    　ＳＥＦの隊員たちが囁ささやいた罵ののしりが、澱おりのごとく室内を漂ただよい、どろりと沈んでいく。恨みを向けられた茴ウイ香カも、同じく埋まい葬そう官かんである吹スイ芽ガもザイシャも、唇くちびるを引き結んで黙るほかない。


    　プシュケ由来の技術をその身に宿し、レヴナントと酷こく似じした能力を扱う埋葬官は、味方にすら蔑さげすまれる傾向にある。希少な人材である埋葬官をフォローするため、多くの戦闘員が犠牲になっているという現状も、その差別意識に拍車をかけていた。


    「あーあー……大の男どもが揃そろってみっともねェなァ。ヒヒ」


    　他班に属する埋葬官の少女だった。ツインテールに括くくった金髪の毛先を指先で弄いじりながら、無む邪じや気きさの目立つ相そう貌ぼうにＳＥＦを挑発する冷笑を浮かべている。


    「ＳＥＦっつーのは女め々めしい雑ざ魚こどもの寄せ集めかよォ？　怖ェなら降りてもいいぜ？」


    「──然しかり。女子ひとりにたかって責を押し付けるその傲ごう岸がん……歴戦の猛も者さが聞いて呆れる」


    　その隣に鎮ちん座ざしていた、同じく他班の埋葬官が追つい随ずいする。綺麗に剃そり上げた頭と彫りの深い顔立ちが、その巨きよ躯くと相まって武僧のごとき静せい謐ひつな迫力を醸かもしている。


    　あからさまな罵ば倒とうを返されたＳＥＦ隊員たちの表情が苛いら立だちと怒りを帯びていく。


    　会議室を満たしていく一触即発の空気など意に介さず、ヘルカは淡々とした口く調ちようで続ける。


    「そこで我々は、《七姉妹プレイアデス》及びケルフィナを炙あぶり出すため、椚クヌギ大尉を囮おとりにする」


    　場が騒然となった。予あらかじめそれを知っていた吹芽たちだけが、じっと黙っている。


    「椚大尉には通常の作戦を装よそおい、私とツーマンセルで行動してもらう。諸君は各地に散って待機、常時監視──対象の出現を確認次第、全力をもって制圧しろ」


    「────」


    　当の茴香は身じろぎひとつしない。ただ黙って、時が過ぎるのを待っている。


    「今回の作戦において、特に隠おん密みつ行動に秀ひいでた諸君を選えりすぐった。対象に作戦を悟られないよう、細心の注意を払え」


    「質問いいすかねー、ヘルカ班長」


    　珊サン瑚ゴが静かに起立し、両の掌てのひらを天井に向けた。


    「俺はどうすれば？　俺にゃあ、連中みたいな忍者の真ま似ね事はできかねますけども」


    「倉クラ守モリは後方に配置した装甲車両のコンテナ内で待機だ。ＦＭＳの図体は目立つ。ただし、いつでも動かせるよう機体はスタンバイ状態モードを保っておけ」


    「仰おおせのままに」


    　珊瑚は肩をすくめて着席した。ヘルカは再び全体を見渡し、毅き然ぜんと告げ渡した。


    「ユーザーの存在が確認された以上、親元である《七姉妹プレイアデス》も近くにいるはずだ。奴らの戦闘能力は通常のレヴナントなど比較にならない。現状、事態は徐々に収束へと向かっているが、奴らを撃滅しない限り根本的解決にはならない」


    　燃えるような戦意と闘志で室内が満たされていくのが、吹芽にも肌で感じ取れた。疲ひ弊へいした世界を追い詰めている元げん凶きようの一角たる存在が今、目と鼻の先にいるという実感──そして、それを自みずからの手で討ち取れるかもしれないという興奮と歓喜だ。


    「作戦開始だ。──諸君の健闘に期待する」


    　隊員たちは一斉に立ち上がり、決意の面おも持もちで移動を開始する。


    　茴ウイ香カだけが死人のように動かない。その肩に向かって吹スイ芽ガはそっと手を伸ばしたが、結局、触れることも、声をかけることもできなかった。


    



    　　　◇


    



    　ケルフィナを誘おびき出すための作戦が開始された。


    　事前の命令通り、吹芽とザイシャはＥｙＳのマップデータに、リアルタイムで表示され続ける茴香おとりの位置情報をチェックしつつ、潜せん伏ぷくと移動を繰くり返していた。


    　茴香とヘルカの移動ルートは事前に決められている。今作戦に抜ばつ擢てきされた埋まい葬そう官かんとＳＥＦの面々は周辺各地に散らばりつつ、虎こ視し眈たん々たんと機会が訪れるのを待っている。


    　周辺一帯の民間人の避難はすでに済んでおり、閑かん散さんとしていた。街の所々から時おり銃声が響いている。Ｒ・Ｅ・Ｖの隊員が各地でレヴナントを制圧しているのだ。


    「来るかしらね、ケルフィナは」


    　ザイシャの疑問に、吹芽はコートのフードを深く被り直しながら眉まゆをひそめる。ザイシャもまた、漆黒の防弾ケープに身を包んでいた。


    　ふたりは今、茴香がいる地点への射しや線せんを確保できるビルの一室に身を潜ひそめていた。出入り口は同行しているＳＥＦ隊員二名が固めている。


    「囮おとり作戦としては、お粗末すぎる気がするわ。ましてケルフィナは対人戦闘訓練を受けていると言っていた……むざむざ出てくるかしら」


    「ケルフィナはわざわざ子供たちを拉ら致ちした。それはもちろん、茴香を追い詰める意図があるんだろうけど──それ以上に人質の存在は、茴香を誘い出すための絶対的な材料になる」


    「……？」


    　腑ふに落ちない様子で瞬まばたきを繰り返すザイシャに、吹芽は説明する。


    「ケルフィナは何としてでも、茴香と再び接触しようと目もく論ろんでいるはずなんだ。《七姉妹プレイアデス》の強力な力を得ている今なら、撒まいた餌えさに食い付いてくる可能性は充分にあると思う」


    　ザイシャは納得したように頷うなずくと、不意に吹芽のコートを掴んで握り締めた。大きな紅あかい瞳ひとみが、上目遣いで見つめてくる。


    「スイガ。もしも次ケルフィナが現れたら、あなたは撃てる？」


    「……撃つよ」


    　吹芽は瞳を伏せて答えた。おそらく茴香は、ケルフィナに勝てない。力量差以上に、怒りと憎しみで曇った精神が茴香の剣技からキレを奪っている。


    　だというのに、吹芽は自身の胸の奥で、無視できない迷いが滞とどこおっているのを自覚する。


    〝刻まれた傷が深ければ深いほど、その傷きず痕あとは醜みにくく、いびつになってそこに残り続ける……以前の自分には、もう二度と戻れないほどに〟


    　不意にハンナの──否いな、彼女になりすましたケルフィナの言葉が、吹スイ芽ガの脳裏に響いた。


    〝あなたが乗り越えたと思い込んでいる傷きず痕あとは、あなたの目の届かないところで今も膿うんでいるかもしれない〟


    　育ての恩人を自みずから倒して吹芽が得た、狙撃手としての在り方。


    　それが微かすかに揺らぎ、軋きしむ音が、耳の奥で鳴り響いている実感があった。


    「スイガ……私ね、よく考えてみたの」


    　吹芽の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、ザイシャは吹芽のコートを握ったまま、ぽつりと言った。


    「自らの手で復ふく讐しゆうを果たしたいっていうウイカの意志を、私はやっぱり承服できない。叶えてあげたくても、それと引き換えにあなたや、無関係の人たちの生命いのちが失われてしまうなら、そんなこと、私は絶対に見過ごせない」


    　正論だった。普段は起き伏ふくの少ないザイシャの表情が、今は怯おびえた子供のように弱々しい。


    「……なのに、未だに迷っている自分がいるのも確かで。ひとりの心と、大勢の生命──以前の私なら秤はかりにかけるまでもなかったはずなのに」


    　吹芽と出逢ってからのザイシャの変化は、紛まぎれもなく兵器としてのブレであった。


    　それを心から嬉うれしく思う反面、彼女を厳げん然ぜんたる武力として扱わなければならない役割を担う吹芽の肩に、その変化は重くのしかかってくる。


    「──ごめん、ザイシャ。君に、そんなことを悩ませてしまって」


    「今さらすぎる物言いじゃないかしら。──そろそろ移動しましょう、スイガ」


    　冗談めいたザイシャの口く調ちように促され、ＥｙＳのマップデータを確認する。そろそろ茴ウイ香カたちが捕ほ捉そく圏内から外れる。


    　ふたりは気配を殺し、護衛のＳＥＦ隊員たちと共に、何度目かになる移動を開始した。


    



    　　　◇


    



    　遭そう遇ぐうした数体目のレヴナントを、ヘルカの白はく刃じんが造ぞう作さもなく斬り伏せた。一ひと太た刀ちのもとに頭部を切断され、地面に打ち捨てられた屍しかばねには目もくれず、ヘルカはエミュレイターを解除し、何事もなかったかのように歩き出す。


    「行くぞ、椚クヌギ」


    　師の鮮あざやかな手並みに寒気とも怖おぞ気けともつかぬ戦せん慄りつを覚えながら、茴香は降り注ぐ朝日に寝不足の瞳ひとみを細めた。ソーラーパネルを張り巡らされた高層ビルが建ち並ぶ《セブンス》の街並みには、一見すればいつもと変わらぬ朝が訪れている。


    　作戦開始からすでに二時間──今のところケルフィナが現れる気配は一向にない。


    「あの、ヘルカ班長」


    　艶つやのない漆黒の防弾コートと、朝日を受けて淡く輝く金砂色の髪がアンバランスな背中に、茴ウイ香カは恐る恐る声をかけていた。


    「やはり、班長とケルフィナの戦い方はあまりに酷こく似じしています」


    　茴香から見た両者の戦闘技術は互角──いや、技のキレと巧たくみさにおいては、むしろヘルカに分ぶがあった。今の茴香には到底届かない、朧おぼろの彼方かなたにある力の境地。


    「わたしには、それがどうしても偶然とは思えません」


    〝その太た刀ち筋すじ──茴香。いったい誰に鍛えられた？〟


    　昨夜、茴香と交戦したケルフィナは、確かにそんなことを口走っていた。


    〝いや──まさかね。生きてるはずがない〟


    　偶然の一言で片付けるには、あまりに意味深なケルフィナの言葉。


    「……班長はその戦闘技術を、誰から、どのようにして手に入れたのですか？」


    　言葉には疑念を、声こわ音ねには憧しよう憬けいを乗せて、茴香はヘルカの背中に問うた。


    　ヘルカは兵士としては相当に若い。年齢は未だ二〇代前半であるはずだ。にもかかわらず、彼女の瞳ひとみに宿る虚無的なまでの殺気は、歴戦のＳＥＦ隊員すら可愛らしく思えるほどだった。それは幾度も死線をくぐり抜けた者だけが纏まとえる、絶対的な力の片へん鱗りん。


    「わたしは……班長のようになりたいです」


    　高いエミュレイター適正を持つと判明した二年前──通常の兵士育成コースから外された一五歳の茴香に、新たに教官としてあてがわれたのが、ヘルカ・カーリアイネンという女性であった。未熟な茴香にとっては遠い憧あこがれであり、目標であった。


    「わたしは、あなたのことを知りたい」


    　これまで幾度も口にしてきた言葉。答えが返ってきたことは一度もない。


    「私語は慎つつしめ。作戦行動中だ」


    「気を緩ゆるめなければ相手の油断を誘えます。……それに、情報によってはケルフィナ捜索の手掛かりに繋つながる可能性もあるかと」


    　ヘルカは振り返りもせず、歩む足を止めない。茴香は構わず続ける。


    「それとも、答えたくない理由があるのですか」


    　生前のケルフィナはある日、幼い茴香だけに、自身の過去を打ち明けた。


    　自分はかつて、戦場を駆ける《サラーブ》の吸血鬼ムブタズであったと。


    　あのケルフィナの告白にどのような意図があったのか、茴香にはもう知れない。その数日後に、彼女はスノウを含めた《ペルヘ》の人々を殺害した末に姿を消した。


    　頑かたくなさを崩さない茴香に対し、やがてヘルカは冷ややかな声と共に答えた。


    「以前、ある人物に師事していた」


    「それは、何者ですか」


    「《サラーブ》の教官だ。それ以上答える気はない」


    　茴香は息を呑のむ。やはり線は繋がっていた。ヘルカの生い立ちは依然として不ふ明めい瞭りようだが、その教官とやらがケルフィナを育成した人物でもあるのなら、ふたりの技術が似通うのは自明の理と言えるだろう。


    「その人物は、今……」


    「一〇年前の戦せん禍かでおそらく死亡している。そうでなくても、すでに老齢だった」


    　呆あつ気けないヘルカの答えに、茴ウイ香カは継ぐべき言葉を失った。


    　戦場を駆ける幼き吸血鬼ムブタズの生みの親──唾だ棄きすべき存在だ。今の世の中であればまだしも、無む垢くな子供を利用し、戦いの道具とするなど決して許される行為ではない。


    　だというのに、茴香は落らく胆たんしている自分に気付いた。もしもその人物が存命であったのなら、教えを請こうことができればヘルカやケルフィナに迫る力を手に入れることができたかもしれない。それはもはや叶わぬ絵え空そら事ごとと化した。


    　矛む盾じゆんするふたつの感情が折り重なり合いながら胸に絡み付き、痛いほどに強く締め付ける。


    『こちら円マドカ。ヘルカ、応答を』


    　その時ふたりのもとに、周囲の索敵を行っていた吹スイ芽ガからの通信。その声は切迫している。


    『ポイント５９３３２１の路上に二名の民間人を確認。ひとりは拉ら致ちされた男児。外傷は見当たらない──』


    　唐突な報告に、茴香の心臓がどくん、と跳ねる。


    『そしてもうひとりは……ハンナだ。相当以上の怪け我がを負ってる──』


    　ハンナ──養護施設の唯一の職員であり、《セブンス》に侵入していたケルフィナがなりすましていた人物でもある。本人の安否は未だ不明であったが、まさかこんな形で──茴香の表情が怒りと焦しよう燥そうに歪ゆがむ。


    『現状、周囲に敵てき影えいなし。明らかに罠わなだ──どうする？』


    「私と椚クヌギが向かう。総員、待機状態を維持」


    　ヘルカの判断は早かった。今作戦に参加している隊員全員に命じて駆け出す。


    　追って茴香も飛び出した。向かった先に、倒すべき宿敵が現れることを願いながら。


    



    　ふたりが辿たどり着いたのは、周囲を高層ビルに囲まれた交差点だった。


    　茴香たちの五〇メートルほど前方──交差点の中心には、吹芽の報告通り、行ゆく方え不明になっていたふたりの姿があった。ひとりは失しつ声せい症しようの幼い男児、もうひとりは成人の白人女性。ふたりとも、両手を縛られ、その場に膝ひざをついている。


    「…………っ」


    　慕したっていた人間の、あまりに変わり果てたその姿に、茴香は目を背そむけたくなった。


    　痩やせ細ったハンナの手の指は、全てがあらぬ方向へと捻ねじ曲げられ、微かすかに開かれた唇くちびるから覗のぞく口こう腔こう内に歯は残っていない。皮ひ膚ふはところどころ焼け爛ただれ、斬り裂かれていた。


    　紛まごうことなき拷問の痕こん跡せきである。ケルフィナがなぜ、ああも巧妙に別人として振る舞うことができたのか、茴ウイ香カはようやく理解した。


    　単純だった。ハンナ本人から聞き出したのだ。子供たちの様子を録画したムービーだけでは、ハンナ本人や子供たち一人ひとりの性格を把握するには限界がある。ケルフィナはハンナを拷問し、彼女の有する情報を奪い取ることで、子供たちを──茴香すら騙だましおおせてきたのだ。


    　ハンナたちに駆け寄ろうとした茴香を、ヘルカが片手で制止した。


    「……班長？　早く救助を──」


    「あれがケルフィナの変装でない保証は？」


    　ヘルカの指摘に、白熱していた茴香の頭が一片の冷静さを取り戻す。目の前のハンナが偽にせ者ものでないという確証はどこにもない。仮にそれが杞き憂ゆうであろうとも、この状況自体、敵によってつくられたものであることは変わらない。むやみに先手を打てば、墓ぼ穴けつを掘る羽は目めになる。


    「…………！」


    　男児は力なくうな垂れていた顔を持ち上げ、現れた茴香にようやく気付いた。怯おびえた瞳ひとみを大きく見開く。ハンナと違って外傷こそ見当たらないものの、泣き腫はらしたであろう瞳は真っ赤に充血し、恐怖で憔しよう悴すいしきっている。


    　一方のハンナは、かろうじて以前の面おも影かげを残している青い瞳で茴香たちを見つめていた。その唇くちびるが何事かの言葉をなぞるが、それは声にならない。喉のどをつぶされているのだ。首をゆっくりと何度も横に振り、何かを訴えている。しかし、血ち塗まみれの相そう貌ぼうからは彼女が茴香に何を伝えようとしているのかが読み取れない。


    「周囲を警戒しろ」


    　彼女たちのもとにすぐにでも駆け付けたい衝動を、茴香は抑えた。冷静になれと、必死に自分に言い聞かせる。その思考は秒刻みで、耐えがたい憎悪に塗りつぶされていく──。


    



    　　　◇


    



    　この状況──敵の狙いはいったい何だ。


    　約三〇〇メートル離れた交差点の光景を、吹スイ芽ガはスコープ越しに監視しつつ思案する。新たな潜せん伏ぷく先さきは、すでにもぬけの殻となっているマンションの一室だった。窓際に寄せたデスクの上に陣取り、微かすかに開けたカーテンの隙間から銃口を覗のぞかせて、五階から地上を俯ふ瞰かんする。


    「……ザイシャ。あのハンナが偽者かどうか、判別できないか」


    「否定。放熱パターンは通常の人間と同様だけど、《七姉妹プレイアデス》やそのユーザーならその程度は簡単に偽装できる。……私もこの間、養護施設で子供と遊ぶ時に似たようなことをしたわ」


    　吹芽の覗くスコープ越しの視界が、青色や黄色、橙だいだい色で構成された映像に切り替わった。ザイシャの瞳は高性能な熱画像計測装置サーモグラフイとしても機能する。その視覚情報を、吹芽のスコープに投影したのだ。


    　ザイシャは苦い顔で告げる。


    「……敵がレヴナントとしての能力を行使すれば、励れい起きした脳核が特有の放熱パターンを放つことで判別できるけれど、現状では特定は無理よ」


    「……くそ」


    　吹スイ芽ガは呻うめくように言う。敵の思惑が読めない以上、下へ手たな手出しはできない。地上の茴ウイ香カたちも、各所で息を潜ひそめているＳＥＦや他の埋まい葬そう官かんたちもそれは同様だ。


    　誰も手出しできぬまま、ただ時間だけが過ぎていく。


    「……!?」


    　二分が経過した頃、焦じれる吹芽たちの内心を測ったように、膠こう着ちやく状態は唐突に変転した。


    　続く恐怖と緊張についに耐えられなくなったのか、男児がよろよろと立ち上がったのだ。彼は頼りない足取りで、茴香たちに向かって歩き出している。


    　ハンナが悲痛な表情をつくり、慌あわてて後を追おうとするが、立ち上がろうとした瞬間、地べたに倒れ込んでしまう。もはや満足に動くこともままならぬほど消しよう耗もうしているのだ。


    　男児はゆっくりと、足を引きずるような歩みで、茴香に向かって歩み寄っていく。場に満ちた息苦しいまでの緊張が、急速に高まっていく。


    「……？」


    　その時──男児の動きを追っていた吹芽は、ある違和感に気付いて眉まゆ根ねを寄せた。


    「スイガ、どうしたの」


    「……あの子の動き、妙にぎこちない。それに衣服が不自然に盛り上がっている」


    　あれは、まさか──。最悪の想像が吹芽の頭を支配した。思考もまとまらぬまま、吹芽は通信機に向かって警告した。


    「ヘルカ、茴香！　その子に近寄ったら駄目だッ！」


    



    　　　◇


    



    「マリク……ッ！」


    　茴香は、助けを求めて歩み寄ってくる男児の名を呼びながら、思わず一歩踏み出していた。


    「待て、椚クヌギ」


    　その背中に、ヘルカの声が再び降りかかる。


    『ヘルカ、茴香！　その子に近寄ったら駄目だッ！　彼は──』


    　ヘルカが気付くのとほぼ同時のタイミングで、通信機から吹芽の逼ひつ迫ぱくした叫びが響き渡る。矢継ぎ早に告げ渡された推測は、茴香にとって悪夢のような内容であった。


    「……椚、今から彼に、私が言ったことをそのまま伝えろ」


    　それを聞き届けたヘルカが、茴香に命令する。この場で男児を説得するにあたって、一番適切な人員であると判断したのだ。


    　嘘うそだ、何かの間違いだ──錯さく乱らん寸前となっている精神の舵かじをどうにか取りながら、茴香は男児に向かって声を上げた。


    「止まってください、マリク……ッ！」


    　茴ウイ香カの突然の剣幕に、男児がびくりと身をすくませて立ち止まった。茴香は強こわ張ばる筋肉を無理やり制御して、微ほほ笑えみの表情をつくる。まるでうまく笑えていない。


    「……マリク。大丈夫ですから、わたしの言うことを、よく聞いてください」


    　制止を告げられた男児は、茫ぼう然ぜんと立ち尽つくしている。茴香はゆっくりと言い聞かせる。


    「上着を、脱いでください。ゆっくりと……大丈夫……必ず助けますから……」


    　男児はぎこちない動きで頷うなずくと、震える指で上着のボタンを一つ一つ外していく。コートが地面に落ち、男児の上半身と、その胴体に巻き付けられた物体が露あらわになった。


    「───あ」


    　果たして悪夢は現実となった。


    　男児の胴体に括くくり付けられていたのは、大量の可か塑そ性爆薬──そして、電子制御された信管であった。すでにタイマーは起動しており、赤いランプが静かに明滅を繰り返している。


    「自爆ベスト──いや」


    　ヘルカが眉まゆ根ねを寄せる。そのおぞましい光景に、茴香の表情がみるみる青あお褪ざめていく。


    　自爆ベストなどと、生なま易やさしいものではなかった。いかなる手段を用いたというのか──爆弾一式は、男児の肉体に直接埋め込まれていた。まるでいびつな肉にく腫しゆのように。


    　常に冷然としているヘルカの表情に、今は微かすかな感情の片へん鱗りんが入り混じっている。その感情の正体が何なのか、茴香には計り知れない。


    　この鬼畜の所業が誰の仕業か、もはや考えるまでもない。姿の見えない相手に向かって、茴香は頭ず蓋がいの中に満ちていく激しい怒りと共に吐き捨てる。


    「……ケルフィナ。あなたは、どこまで──！」


    　男児と茴香たちの距離は、すでに二〇メートル。起爆すれば男児はもちろん、茴香たちも、ハンナも無事では済まない距離であった。


    



    　　　◇


    



    　吹スイ芽ガの心臓は無ぶ様ざまに暴れ続けている。激しい鼓こ動どうで視界がブレる。スナイパーライフルの銃じゆう把はを握り締める手が震えそうになる。


    「スイガ、落ち着いて」


    　傍そばに寄り添うザイシャが諭さとすように言う。


    　落ち着いてなどいられるはずがない。吹芽の中で、未だ明確な輪りん郭かくを得ていなかった敵への感情が急速に凝ぎよう結けつしていく。それは限りない怒りであり、吐き気を催すほどの憎しみだった。


    　何も知らない子供に爆薬を仕込み、その子供の生命いのちもろとも、目標に甚じん大だいな被害を与える──俗に『自爆テロ』と呼ばれるテロリズムの中でも、もっとも卑ひ劣れつかつ残虐な行為だった。


    『あー、もしもし。Ｒ・Ｅ・Ｖの皆さーん、聞こえてますかー？』


    　突然、周辺一帯に何者かの声が響き渡った。音源は街の各地に設しつらえられた放送用スピーカーだ。わざわざ回線を乗っ取り、Ｒ・Ｅ・Ｖ隊員たちに呼びかける声の主ぬしが何者なのか、もはや問い質ただすまでもない。吹スイ芽ガは口の中で、怒りを吐き出すように呟つぶやく。


    「……ケルフィナ・オズロワ」


    『はいはーい、誰も動いちゃだめだよ。そこから一歩でも動いたら即ドカンだ。君たちは黙って、あたしの企画したゲームに付き合うしかない』


    　スピーカーから響くケルフィナの声は、玩具で遊ぶ無む邪じや気きな子供じみている。それがいっそう吹芽の神経を逆さか撫なでする。


    『──さて皆、よく聞いてね。その子の爆弾の信管は〝ある人物〟のバイタルとリンクしている。まあつまり、その人物の息の根を止めれば、信管は無効化されるわけだ』


    　唐突に告げられた奇妙な事実に、吹芽とザイシャは疑念の表情を浮かべる。各地で事態を見守っている他の隊員たちも同様である。


    『ただし、ただ殺しただけじゃあ駄目だ。即死させることが絶対条件。致ち命めい傷しようを負ってから死ぬまでに一秒以上経過しても起爆する。つまり脳幹を吹き飛ばすしかない』


    「────」


    　動どう悸きがやまない。吹芽の中で、とてつもなく嫌な予感が膨ふくれ上がっていく。


    　ケルフィナの言うところはつまりこうだ──ひとり殺せば皆助かる。


    『簡単なミッションだよ。どうせまたどこかに潜ひそんでるんだろう？　そう、君にしかできないよ。円マドカ吹芽』


    　ケルフィナに名前を呼ばれ、吹芽はびくりと身を震わせた。急激な悪お寒かんが背筋を這はい回り、背後を振り返りそうになる。ザイシャは凝ぎよう然ぜんと、何もない空間の一点を見つめている。


    『君がひとり射殺すれば、茴ウイ香カも上官も助けられるし、その子供だって解放できる。慈悲深いと思わない？』


    　どこまでも無む垢くな声こわ音ねが、吹芽の耳の奥に絡み付く。ケルフィナは嬉き々きとして告げる。


    



    『円吹芽──君の狙撃でハンナを殺せ。それが爆弾解除の唯一の条件だ』


    



    　時間が凍り付いた。吹芽もザイシャも目を見開いたまま、絶句するしかなかった。


    　ザイシャが悲痛な声で言う。


    「対象……ハンナの脳幹部に、不審な熱源の発生を確認。何か小さな、発信装置のような物を埋め込まれてる」


    　吹芽も気付いた。不可視の導火線に、たった今、火が点ともったのだ。


    『先に言っておくけど、これは昨日の八つ当たりだよ円吹芽。──あれねぇ、実はかなり怒ってる。せっかくの旧友との再会に水を差されて、あまつさえ右腕ふっ飛ばされて、怒らない奴がいるとしたらそいつは人間としての心が欠けてるよ』


    　昨夜、吹スイ芽ガの狙撃はケルフィナの右腕を破壊した。


    『……それに実を言うと、あたしは狙撃手ってやつが大嫌いだ。ガキの頃に一度やり合ったことがあるけど、あいつらは生命いのちの重みを全然わかってない』


    　常に飄ひよう々ひようとしていたケルフィナの声こわ音ねが、初めて敵意らしきものを帯びた。


    『自分の手で殺した人間の苦痛も、怒りも、悲しみも、憎悪も、あんたらは一切感じようとしない。人の魂が一番光り輝くその瞬間に──あんたらはただ遠くから悠々と、次の的に狙いを絞ってる。それは、人の生命を侮ぶ辱じよくする行為だ』


    　今、こうして他人の生命を弄もてあそんでいるおまえが何を言う──吹芽の胸中で渦巻くその反はん駁ばくは、決してケルフィナには届かない。


    『愛情には正しき愛情を。悲哀には正しき悲哀を。憎悪には正しき憎悪を示せ。魂の救いは、他者の心を正しく理解した、その向こう側にだけしか存在しないのだから──』


    　ケルフィナが唄うたうように諳そらんじる。その言葉はまるで賛美歌のような神聖ささえ湛たたえて、人ひと気けのない街の中にこだましていた。


    『さあ、起爆まであと二〇秒。一九──一八──動く死体レヴナントならいくら撃てても、生きている人間だったら果たしてどうだ？　愚ぐ鈍どんな狙撃手きみが、少しでも生命の重みを理解できることを、あたしは祈るのみだよ』


    『──撃て、円マドカ』


    　通信機からヘルカの声が聞こえる。


    『……吹芽？』


    　茴ウイ香カの声が聞こえる。


    「スイガ──」


    　ザイシャの声が聞こえる。誰も、何も、響かない。


    　吹芽の精神は相変わらずフリーズしたまま、ライフルを把は持じする体だけが、プログラミングされた機械のように動いていた。即座に姿勢を立て直し、左腕に乗せたライフルを制御する。


    「スイガ、駄目。撃ったら相手の思う壺つぼだわ──」


    　ザイシャが悲痛な表情で制止する。が、言葉とは裏腹に決して狙撃手の体に触れようとしないのは、観測手として彼女の身に沁しみついた習性か。


    　三か月前──吹芽は父親代わりでもあった最愛の人を撃ち抜いた。すでにレヴナント化していたとはいえ、生前の誇りも、強さも、優しさも、彼は失ってはいなかった。


    　そんな彼を、吹芽は撃った。ザイシャを救うために。より多くを救うために。自分が助かるために。


    　その人に誓ちかった。例外はない。甘えなどない。もう二度と迷わないと、吹芽は自分の魂に誓ちかったのだ。大切なものを切り捨ててでも、守るべきものを守っていくのだと。


    　呼吸を止める。アイピースを覗のぞき込み、三〇〇メートル先の〝標的〟を見つめる。


    　丸く切り取られた空間の中に浮かぶ十字線クロスヘアに、ハンナの頭部を照準する。ケルフィナの言った通り、頭部をただ撃ち抜いても人間は即座には絶命しない。脳幹を狙うしかない。


    　スコープに拡大されて映り込んだハンナの容よう貌ぼうは無む惨ざんに破壊されており、その表情は喜怒哀楽の判別すらつかない。それでも諦てい観かんしたような青い瞳ひとみを見れば、自分の生命いのちがこうして弄もてあそばれるのは、すでに理解していたであろうことが窺うかがえた。


    「無理だ」


    　狙撃姿勢を保ったまま、吹スイ芽ガは呟つぶやいていた。


    「罪のない人を撃つなんて、できない……」


    　吹芽は、本物のハンナと会ったことが一度もない。


    　知っているのは、ケルフィナが再現した偽にせ者もののハンナだけだ。


    　しかし、茴ウイ香カでさえ騙だましおおせていたケルフィナの芝居を目まの当たりにすれば、ハンナという人物の性質は充分に理解できた。ハンナは子供たちを心の底から愛していたはずだ。全てを失った彼らを、その慈愛で優しく包み込んでいたはずだ。


    　吹芽の全身に汗が滲にじむ。ハンナは、死んではならない人間だ。多くの子供たちが彼女の帰りを待っている。彼らが慕したうふたり目の母を、彼らのために戦っているはずの自分がなぜ奪えようか。それは、すべてに絶望した子供たちがようやく掴んだ新たな希望を踏み躙にじる行為だ。


    　カウントダウンはすでに残り五秒を切っている。撃てない。


    「……！」


    　その時、吹芽は気付いた。血に塗まみれたハンナの唇くちびるが、懇こん願がんの言葉をなぞっていた。


    



    　お願い。撃って。


    



    「──────」


    　瞬間、吹芽の頭から全ての雑念が消し飛んだ。それは決然たる意志の力か、それとも罪悪感からの単なる逃避か──吹芽自身わからぬまま、引き金に掛けた指にゆっくりと力を込めていく。暗夜に霜が降るごとく。どこまでも精密に、ターゲットを確実に破壊するために。


    　そして轟とどろいた銃声は、悲鳴のように、晴れ渡った朝空を切り裂いていた。


    



    　　　◇


    



    　吹芽の放った銃弾が、ハンナの頭部を吹き飛ばした。路面に鮮血と、それ以外の何かが放射状に散らばり、痩やせ細った傷だらけの体が崩れ落ちて、それきり動かなくなる。ビルの壁面を震わせる銃声の残響だけが、不気味な余よ韻いんとなって周囲を包み込んでいた。


    「────────」


    　スローモーションのように瞳ひとみに映ったその光景を、茴ウイ香カは木で偶くのように立ち尽くしながら、ただ傍ぼう観かんしていることしかできなかった。右手で無意識のうちに握り締めた左上腕から、血が溢あふれ出しては地面に垂れ落ちている。


    　今、茴香の頭ず蓋がいの内側を蝕むしばんでいるものは、もはや怒りを通り越した別の何かだった。《ヘルペ》のみに飽き足らず──あの殺人鬼は、吹スイ芽ガの心さえ弄もてあそんだのだ。


    　爆弾を埋め込まれた男児もまた、母代わりの人物の頭が跡あと形かたもなく砕け散る瞬間をつぶさに見届けていた。その瞳が、表情が、恐怖よりも色濃い喪失感と絶望で上書きされていく。明滅のサイクルを速めていた信管はすでに沈黙していた。


    『はい、よくできました』


    　ケルフィナの声が再び周囲に響いた。


    『少しは理解できた、狙撃手？　それが生命いのちを殺あやめることだ。今、ハンナの魂はこれまでの生涯の、どんな瞬間よりも輝いていた。それを実感するんだ』


    　その声はどこか陶とう然ぜんとしていた。まるで偉いことをした子供のように。


    　茴香はさらに力を込めて二の腕を握り締める。皮ひ膚ふを裂く痛みで、今にもおかしくなりそうな精神をどうにか抑え続ける。確かにハンナは身を賭として男児の生命を救った。しかしその高潔なまでの決意は、ケルフィナ自身が崇あがめていいものでは決してない。それこそハンナの生命に対する侮ぶ辱じよくだ。


    『──それじゃあ約束だ。今、その子を爆弾から解放してあげる』


    　が、一転して冷酷に響き渡った声こわ音ねは、そんなハンナの決意すら踏み躙にじるものだった。


    「……やめて」


    　茴香は茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。ケルフィナが意図するところは、もはや明白だった。


    『おやすみなさい、マリク。お調子者のあなたは、皆のムードメーカーだった』


    　ピ、という、身の毛もよだつような短い電子音。


    　忘ぼう我がして立ち尽くす男児の胴体と一体化した爆薬──そのコードが伸びる先の信管に、再び赤い灯が点ともっていた。


    『大丈夫。だって跡あと形かたもなく吹き飛んでしまえば、もう何も怖くないからね』


    「……！　……っ！」


    　声を失った彼の口が、恐怖の形に大きく開かれる。助けを求める視線が茴香に向いた。


    「マリク──！」


    　男児に向かって茴香が飛び出すよりも先に、その手をヘルカが掴んで止めていた。放して、と叫ぶ声も虚むなしく、ヘルカは即座に踵きびすを返し、茴香の手を引いて全力で離脱しようとする。


    　次の瞬間、空気を引き裂く轟ごう音おんと共に、男児を中心点として急速に膨ふくれ上がった爆炎が、辺り一帯を包み込んだ。男児の小さな体たい躯くがこの世から消滅する。周囲のビルの壁面が粉砕され、無数の破片と化して飛び散り、轟ごう然ぜんと周囲を震わせる。


    「くぅ───！」


    　茴ウイ香カの視界が、激しい熱波と衝撃によって暗転した。一瞬の加速感と浮遊感を置いて、地面に全身を叩き付けられた。受け身すら取れず転がる。


    「────あ」


    　急速に薄れていく意識を、茴香はすんでのところで引き戻した。頭部を含めた全身を強打しており、しばらくは動けそうになかったが、致ち命めい傷しようは負っていない。あの爆発を至し近きん距離から浴びたにしては奇跡的な被害だった。しかし──。


    「……ヘルカ、班長？」


    　茴香の目と鼻の先には、ヘルカがうつ伏せで倒れていた。黒い防弾コートはすでに半分方焼け爛ただれており、直撃した瓦が礫れきの破片が足や背中に突き刺さっている。赤い血溜まりが、ゆっくりと路面を濡ぬらしていく。ぴくりとも動かない。


    　たった数秒前の記憶を、茴香は思い出していた。爆発の直前、ヘルカは全身で茴香を庇かばったのだ。信じられない思いだった。──庇った。あのヘルカが、他人を。


    「素晴らしい。体を張って部下を救うなんて、上官の鑑かがみだ」


    　爆音によって麻ま痺ひしかけた茴香の耳に、誰かの声が飛び込んできた。


    　いったいどこに潜ひそんでいたというのか──もうもうと噴き上げる炎と黒煙の中から、ひとりの少女が悠然と姿を現していた。


    「やあ。無事で何よりだよ、茴香」


    「ケル、フィナ……！」


    　紅あかい瞳ひとみが嘲あざ笑わらう。オレンジ色の髪と、吹スイ芽ガに破壊された右腕を覆い隠すように着けた防弾素材のマントが、爆風の余波に煽あおられて激しく躍おどっている。


    　どうにか立ち上がろうとする茴香の頭を、ケルフィナのつま先が蹴けりつけた。脳のう震しん盪とうを起こした茴香は、エミュレイターを呼び出す暇いとまもなく行動不能に陥おちいる。


    「茴香ぁあ」


    　ケルフィナは地面に膝ひざをつき、倒れ伏す茴香の前髪を鷲わし掴づかみにして無理やり顔を持ち上げた。


    「あたしが憎い？　憎い？　憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い？」


    　ケルフィナはひたすら同じ単語を連呼しながら、茴香の顔を何度も地面に叩き付ける。鈍い音が鳴り、茴香の口こう腔こうや鼻から大量の血が溢あふれ出た。意識が霞かすんでいく。


    「ぁ……ぁ……」


    「本当は誰よりも繊せん細さいで弱いくせに、そうやって強い振りをして、必死に自分を騙だましてる。……ああ、くれぐれも誤解しないで。必死の嘘うそは、歪ゆがんだ真実よりもずっと綺麗で尊とうといよ」


    　愛いとおしむように慈いつくしむように、ケルフィナは茴香の裂けた頬ほおを優しく撫なでた。


    「そんなだから、あたしは茴香が好きなんだ」


    



    　　　◇


    



    　ライフルは、いつしか吹スイ芽ガの手から霧む散さんして消え失うせていた。


    　後に残ったのは、スコープを覗のぞく眼球の奥に焼き付いた光景──自みずからの選択によって救われたはずの子供が最期に浮かべた、恐怖と絶望の表情。それが巨大な爆炎に飲み込まれ、跡あと形かたもなく砕け散る瞬間だ。三〇〇メートル先の路上から上がり続ける巨大な炎と黒煙が、今は墓ぼ標ひようのように見えた。


    「スイガは、責務を果たしたわ。……自分を責めないで」


    　座り込んだまま茫ぼう然ぜんと硬直する吹芽の肩に、ザイシャの手がそっと置かれた。しかしその指先は小さく震えている。吹芽を落ち着かせようとするザイシャもまた、明らかに動揺していた。


    「許せない……」


    　床に爪つめを立てながら、吹芽は愕がく然ぜんと呟つぶやく。許せない。ハンナの決意を無に帰きし、ふたりの生命いのちの尊そん厳げんを踏み躙にじり、茴ウイ香カの心をどこまでも弄もてあそぶケルフィナが──。


    　そして何よりも、まんまと敵の奸かん計けいに乗せられて人を殺あやめた自分自身が。


    　本当に、他に手はなかったのか──。悔かい恨こんに蝕むしばまれた思考だけが延々とループする。


    「あなたは悪くない。あの状況では、ああするしかなかった」


    　吹芽は肯こう定ていも否定もせず、肩に置かれたザイシャの手を握り返した。温度のない冷たい手の存在感が、今は何よりもありがたかった。吹芽は顔を上げて立ち上がると、コートの下に携行していた自動小銃を把は持じし、ザイシャに振り向く。


    「……移動しよう。ヘルカたちの状況を確認しないと」


    「ええ」


    　ＥｙＳに表示されたヘルカのバイタル情報は、爆弾で致ち命めい傷しようを負ったためか、急激な低下を見せていた。それに続いて、茴香のバイタルまでが異常を示し始める。断続的な痛覚反応。これは爆弾によるダメージではない。敵と交戦しているのだ。


    　一刻も早く状況を打開しなければならない。吹芽は自分に言い聞かせる──悲しむのも後悔するのも後にしろ。ふたりは確かめるように視線を交わして出口へと向かう。


    「大丈夫か？　おまえたち」


    　出入り口近くで吹芽たちの護衛を務めていたＳＥＦ隊員の青年が一名現れ、気遣うような声をかけてきた。吹芽はどうにか頷うなずいて答える。


    「そうか……」


    　ＳＥＦ隊員は安心したように微ほほ笑えむと、手にした自動小銃をおもむろに構え、


    「──そいつぁ良かったぜ、おふたりさんよ」


    　躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いた。薄暗い室内をマズルフラッシュの眩まばゆい光が照らし出し、立て続けに三発撃ち出された銃弾が余さずザイシャの胴体を直撃する。


    　ザイシャの小柄な体が後ろに大きくよろめき、背後のクローゼットを破壊しながら倒れた。爆はぜた炸さく薬やくの臭気が室内を包み込んでいく。


    「ザイシャッ！」


    　吹スイ芽ガは叫びながら、自動小銃を目の前のＳＥＦ隊員の鼻先に向けた。相手もまた、硝しよう煙えんの立ち上る銃口を吹芽の額ひたいにポイントする。


    「──あのじゃじゃ馬アルキユオネを倒したっていうから、そこそこ期待してたんだが」


    　目の前のＳＥＦ隊員の声が、幼い少女のそれに変わった。やがて砂像が崩れるようにして、その全身がぐずぐずと崩ほう壊かいしていき、人型の曖あい昧まいな輪りん郭かくだけを残した無数の粒子と化していく。


    　吹芽の瞳ひとみが驚愕の一色に染まる。その光景は、ハンナに化けていたケルフィナが正体を現した時とまったく同一のものであった。


    「たかだか人間ゴミ一匹殺した程度で、天下の《七姉妹プレイアデス》とそのユーザーが傷の舐なめ合いか？　眠てぇことしてんじゃねえよ、甘ちゃんどもが」


    　数秒後には、ザイシャを撃ち抜いたＳＥＦ隊員の姿はそこになく、代わりに現れたのはひとりの少女であった。外見はザイシャと同年齢程度。


    　頭部からぴんと生えた一対の短いセンサー。獰どう猛もうな笑みを浮かべる口元から覗のぞく鋭い牙。野生動物のごとく引き締まった小柄な体たい躯くを、ザイシャのそれと酷こく似じした《拘こう束そく衣い》で覆っている。尾部に装備された尾のような器官は、狼のそれを彷ほう彿ふつとさせる。


    　銃口は吹芽に向けたまま、そのつぶらな紅あかい瞳が、吹芽の背後で倒れているザイシャに向く。


    「つくづくテメエにゃ反へ吐どが出るぜ──アステロペ」


    　アステロペ。それは一〇年前、《七姉妹プレイアデス》として生み出されたザイシャに与えられた本来のコードネームである。ザイシャという名は、かつて吹芽の母が与えたものだ。


    　そして今の状況において、ザイシャを本来の名で呼ぶ者はひとりしかありえない。


    　彼女と同じように、《七姉妹プレイアデス》として生み出された者しか──。


    「……侵入して、いたのは……あなただったのね」


    　ザイシャは口の端から血を垂らしながら、首だけを持ち上げて少女を睨にらんだ。弾頭自体は防弾ケープで防がれているとはいえ、至し近きん距離から放たれた銃弾がもたらす強大なストッピングパワーはザイシャに多大なダメージを与えており、一時的な行動不能状態に陥おちいらせていた。


    　それでもザイシャは明確な敵意を剥むき出しにして、自みずからを見下す少女の名を呼んだ。


    「……エレクトラ」


    「こうして会うのは大戦以来だな。会いたかったぜぇ、可愛い妹よ」


    　愛らしい外見にそぐわぬ粗暴な口く調ちようで、エレクトラと呼ばれたレヴナントがにやりと笑った。


    「で。テメエが愚妹の新しいユーザーか」


    　エレクトラは突き付けていた銃口を不意に下ろした。優雅な足取りで吹芽の眼前に歩み寄り、つま先立ちになって、キスでもするかのように至近距離で覗のぞき込んでくる。紅い瞳をじぃっと細め、牙を剥むき出して笑う。


    「ビビんなよ？　そんな仔犬みたいな目ぇされたら、今すぐにでも喰い殺したくなっちまう」


    　吹スイ芽ガの全身から、止めどなく汗が滲にじみ出す。すでに相手は武器を構えていない。にもかかわらず、自動小銃の引き金に掛かった吹芽の人差し指は、見えない針金でがんじがらめに固定されているかのようにぴくりとも動かなかった。心臓の鼓こ動どうが耳元まで迫せり上がり、秒刻みで吹芽から冷静な思考を奪っていく。


    　少女──エレクトラが放つ強大な殺気に、全身の自由を絡め取られているのだ。室内を隙間なく満たす重圧に、肉体が怯おびえ、意識すら遠のきそうになる。


    　出入り口で見張りを務めていたはずのＳＥＦ隊員たちがどうなったかなど、もはや問うまでもない。吹芽たちが狙撃を終えてから立ち上がるまでのたった数秒間で、彼らは音もなく始末され、その内のひとりがエレクトラに姿形を取って代わられたのだ。


    　ザイシャが倒れたまま、掠かすれた声で言う。


    「スイガから──離れ──」


    「うるせえよ」


    　エレクトラの自動小銃が再び火を噴いた。横よこ薙なぎの掃そう射しやを浴びたザイシャの悲鳴が響き、砕けた床材や壁の破片が室内に飛び散る。


    「おまえ……ッ！」

  


  [image: ]


  
    　恐怖に凍り付いていた吹スイ芽ガの体と指がようやく動いた。吹芽は無防備な少女の顔面目がけて、至し近きん距離からフルオートの嵐を叩き込む。


    　精せい緻ちな少女の容よう貌ぼうが一瞬にして砕け飛び、華きや奢しやな体たい躯くが床に崩れ落ちる。


    　吹芽は空の弾倉を交換しながら口元を歪ゆがませる。──倒せない。この程度では、不死の屍しかばねと化した《七姉妹プレイアデス》を滅することはできないのだ。


    　それを吹芽は、三か月前のアルキュオネとの死闘で身をもって知っている。


    「あンシンしロ。まダ殺さネエヨ」


    　下した顎あごだけになったエレクトラが、喉のどの奥から奇妙な声を出しながら言った。


    「殺スノは、オレが存分に愉たのシンでかラだ、円マドカ吹芽。──ダカら、地獄ノ果てマで追っテコい」


    　倒れたエレクトラの体がみるみる原形を失っていき、床に溶けて消滅していく。


    　吹芽は構わず掃射を叩き込んだものの、数秒後に残ったのは銃撃によって荒れ果てた室内と、弾切れの銃を手に立ち尽くす吹芽──そして、傷付いたザイシャのみであった。


    



    　　　◇


    



    「起ステイク──動ドライヴ」


    　すでに意識を失っている茴ウイ香カをなおも嬲なぶり続けるケルフィナの背後から、今にも途切れそうな声が響いた。エミュレイターの起動コード。


    　ケルフィナは即座に振り向き、左手にファイティングナイフを形成した。グリップを逆さか手てに握り、黒塗りの刃やいばを眼前に構える。


    　がぎん、と金属同士の衝突音が鳴り響いた。ケルフィナのナイフの峰みねに刻まれた鋸刃セレーシヨンは、相手が振り下ろしたブレードをがっちりと噛かんで固定している。


    「すごいな。まだ生きてたんだ」


    「…………」


    　どこにそんな余力が残っていたのか──左手にエミュレイターを携たずさえたヘルカが、その白はく刃じんをケルフィナ目がけて振り下ろしていた。空いた右手は完全に折れており、だらりと力なく胴体からぶら下がっているだけだ。金砂色の髪は真っ赤に濡ぬれそぼり、微かすかに開いた唇くちびるから弱々しく掠かすれた呼吸を繰り返している。重傷であった。


    「無理しない方がいいよ、お姉さん。美人が形かたなしじゃないか」


    　膝ひざをついた姿勢のまま、余裕の面おも持もちを崩さないケルフィナに、ヘルカは悪態ひとつ返さない。ただ底知れぬ虚無を湛たたえた、レヴナントよりもよほど死人めいた一対の瞳ひとみで、目の前の敵を睨にらんでいる。


    「────？」


    　それを正面から見つめ返したケルフィナの表情から、嘲あざけるような笑みがふと消えた。


    「おかしいな、あなたどこかで──？　いや、でも──ありえない──」


    　血ち塗まみれのヘルカの顔をじっと見み据すえながら、ケルフィナは訝いぶかしげに目を細めて独りごちる。やがて、合が点てんがいったとでも言いたげに唇くちびるの端を吊り上げた。


    「でもその眼……見間違えようがない。──本当？　嘘うそだろう……ッ！」


    　刃やいばをぎりぎりと押し返すケルフィナの瞳ひとみに、歓喜と殺気──二色の相あい反はんした感情が宿っていく。拮きつ抗こうしていた両者の力が、徐々にケルフィナの側へと傾いていく。


    「ああ、なんてこと。まさかあなたと刃を交えられるなんて！」


    「黙れ」


    　ヘルカが初めて応じた。同時にエミュレイターを把は持じした手首が翻ひるがえり、ナイフの鋸刃セレーシヨンに完全に絡め取られていたはずの白はく刃じんがあっさりと外れた。


    　意表を突かれたケルフィナが目を見開く。力点を失い、体勢を崩したケルフィナの胴体に、ヘルカのエミュレイターの銃口がぴたりと据えられる。


    　ケルフィナが反撃に転じるよりも速く、白銀の拳銃が火を噴いた。撃発音と共に吐き出された弾丸は、即座に後退したケルフィナの脇わきを虚むなしく擦さつ過かしていく。


    「く……」


    　ヘルカが呻うめく。多量の出血がもたらす激しい目眩めまいが、絶好の好機を無む為いとしていた。


    　すかさず追い打ちの二撃目を放とうとしたヘルカであったが、その気力と体力がついに底をついた。血塗れの体が膝ひざをついて崩れ落ち、担い手を失ったエミュレイターもまた跡あと形かたもなく霧む散さんしていく。


    　しかしその銃声を合図としたように、周辺各地の建物内や物陰で待機していたＳＥＦと埋まい葬そう官かんたちが一斉に姿を現していた。ケルフィナの表情から余裕が消える。


    「撃てフアイア！」


    　ＳＥＦ隊員のフルオート射撃が一斉に火を噴いた。ケルフィナが飛び退のいた隙に、後方から現れたＳＥＦ隊員が意識を失った茴ウイ香カとヘルカを回収する。


    　ケルフィナは舌打ちしつつ、未だ燃え盛り続ける炎の渦中に身を隠そうとする。


    「キャハハハハッ！　やっと出番だぁ──起動ステイク・ドライヴッ！」


    　甲かん高だかい哄こう笑しよう。飛び交う銃弾をものともせず飛び出してきた別班の埋葬官の少女が、金髪のツインテールを翻ひるがえしながら、エミュレイターの起動コードを口にした。


    　瞬時にして構築されたのは、長いワイヤーであった。ただしその鋼こう線せんには、五〇センチほどの間隔を置いて小さな〝瘤こぶ〟が無数に備わっている。そのシルエットは幾つもの卵を飲み込んだ蛇へびのような不気味さを醸かもし出している。


    「死ィイねェ──やァ！」


    　少女が腕を振るうと同時に放たれたワイヤーは、慣性を無視して二度、三度、四度と中空で直角に反射しながら、標的目がけて襲いかかる。ケルフィナは左手のナイフで斬り上げて迎撃するが、軌道を変え続けるワイヤーの先端はその一いつ閃せんをも器用に掻かいくぐり、ついに彼女の半身を覆うマントに絡み付いた。


    「ブチ爆はぜろ害虫！」


    　少女がトリガーを引くと同時に、複数の〝瘤こぶ〟が次々と連れん鎖さするように爆発した。けたたましい炸さく裂れつ音おんがネズミ花火のように間かん隙げきなく響き、激しい炎と白煙がケルフィナを包み込む。


    　少女のエミュレイターはただのワイヤーではなく、その内部に強きよう靭じんな人工筋肉の束と、複数の小型爆弾を内蔵した爆ばく導どう索さくであった。標的に巻き付けて起爆すれば、人間大の物体程度ならば一撃で灰かい燼じんと化す威力を秘めている。しかし──。


    「あっ？」


    　白煙を引き裂いて飛翔してきたスローイングナイフが、勝ち誇る埋まい葬そう官かんの少女の額ひたいに深々と突き立った。即死である。


    「くそ、厄やつ介かいだな埋葬官。既存の武器と違って対処法がまるでわからない」


    　ぼやきつつ爆炎の中から姿を現したケルフィナは、ダメージらしいダメージを負っていない。その右半身を覆い隠していたマントが灰と化して崩れていき、下に隠れていた〝それ〟が露あらわになった。その異様な有様に、取り囲む隊員たちが無言の驚愕を示す。


    　吹スイ芽ガに吹き飛ばされたケルフィナの右肩には、新たな腕が据すえ付けられていた。


    　否いな、それは腕と呼ぶにはあまりに粗雑な代しろ物ものである。関節を動かすたび、黒塗りの金属同士が軋きしみ、擦こすれ合う耳障りな音が響く。その節々からは、まるでハリネズミのように無数の刃やいばが突き出しており、凶悪なシルエットを形作っている。


    「どうかな？　ふっ飛ばされた右腕の代わりにこしらえてみたんだけど」


    　それはまさしく、刃物という刃物によって構成された義手であった。ただし五指にあたる部位は全て、鷹たかの爪つめのごとく湾曲したナイフの刃に置き換えられている。


    「撃てッ！」


    　ＳＥＦの制圧射撃が再開される。粉ふん塵じんで覆われた空間にマズルフラッシュが閃ひらめく。


    　殺到するフルオートの銃弾を、ケルフィナは背転を繰り返して回避。義手に左手を伸ばし、突き出した刃の幾つかを引き抜くと、ひと薙なぎで投とう擲てきした。


    　光の速度で放たれた三挺ちようのナイフ、その全てがＳＥＦの隊員たちの喉のどを抉えぐった。


    「畜生！」


    　別の隊員が惜せき別べつの面おも持もちを浮かべつつ、犠牲者たちの頭部をすかさず撃ち抜いた。蘇そ生せい前まえに脳を破壊すれば、レヴナント化だけは阻止できる。


    「御ご免めん──ッ！」


    　禿とく頭とう巨きよ躯くの埋葬官が粉塵を割ってケルフィナの死角から現れ、手にしたエミュレイターを突き出した。三さん叉さ槍そうのような形状であるが、三つに分かれたその穂先はそれぞれが蚯蚓みみずのごとく激しくうねり、対たい峙じした者を幻げん惑わくさせる。


    　その奇槍による必殺の刺し突とつを、ケルフィナは右の義手一本で迎え撃っていた。インパクトの瞬間、扇のごとく展開した無数の刃やいばがシールドと化して三刃の穂先、その全てを受け止め、トラバサミのように噛かみ付いて固定する。


    「シィ──！」


    　無防備となった相手目がけて、ケルフィナが左手のナイフによる刺し突とつを繰り出す。禿とく頭とうの埋まい葬そう官かんは顔面を何度も串刺しにされ、その相そう貌ぼうは瞬またたく間に赤黒い肉にく塊かいへと変じた。


    　応戦する隊員たちの間に、冷たい戦せん慄りつが暗雲のように広がっていく。


    　その奇妙な義手は、無数の刃を収納した武器庫であり、同時に強固な盾たてでもあった。真正面から挑んでどうにかなる相手ではない。


    「焦あせるなッ！　総員、遮しや蔽へい物ぶつに隠れながら撃ち続けろ！」


    　──が、無む双そうの戦闘力を有するケルフィナをしても、この状況は多勢に無ぶ勢ぜいである。両りよう脇わきをビルに囲まれた路地の中心にケルフィナの逃げ場はなく、四方に展開している埋葬官とＳＥＦによる制圧射撃は、確実に彼女を追い詰めていく。


    　思わず舌を打ったケルフィナの肩を銃撃が掠かすった。他にもすでに幾か所か被弾している。いずれも致ち命めい傷しようには至っていないが、エミュレイターによる攻撃が直撃すれば無事では済まない。


    「……そろそろ潮時か」


    　ケルフィナは絶えず疾走と跳躍による回避を続けながら、不機嫌そうに呟つぶやいた。


    「手伝って、エレクトラ」


    「了解しましたご主人さま──っと」


    　頭上に向けて発されたケルフィナの呼びかけに、何者かが応える。


    　刹せつ那な──鼓こ膜まくを裂くような雷鳴と共に、一帯に激しい雨が降り注いだ。


    「うわあぁあッ!?」「何だ……ッ！　まさか──」


    　Ｒ・Ｅ・Ｖ隊員たちの悲鳴と怒号が上がる。


    　頭上から襲いかかる無数の雨粒が、強固なビル壁を容た易やすく粉砕していた。その後ろに身を潜ひそめていた幾人かが、自みずからの死を知覚するよりも疾とく、原形を留めぬ肉塊と化して四散する。


    「エレクトラ。ストップ、ストーップ。茴ウイ香カたちに当てたら承知しないぞー」


    「んなヘマするかよ、バァカ」


    　そんな悪態と共に雨がやむ。


    　ケルフィナが振り仰あおいだ遥はるか上空には、ひとりの少女が立っていた。まるで魔法のごとく、空中を軽やかな足取りで歩いている彼女こそ、たった今、死の雨を降らせた張本人だった。


    「ああ──ゾクゾクする。コイツのシャウトはいつ聞いてもシビれるねェ」


    　少女──エレクトラが恍こう惚こつの表情で悶もだえる。その傍かたわら──中空に制止している全長約六・四メートルもの巨大な兵器は、間違っても個人携けい行こうできるような代しろ物ものではなかった。


    　ゼネラルエレクトリック社製・航空機関砲──ＧＡＵ-８アベンジャー。『復ふく讐しゆう者しや』の名を冠し、銃口初速一〇六七[image: ]・毎分三九〇〇発もの連射速度を誇るガトリング砲。円柱状の砲身に並ぶ七つの銃口が、殺さつ戮りくの叫びの余よ韻いんたる硝しよう煙えんを静かにくゆらせている。


    　先ほど地上に降り注いだのは、雨粒などではなく三〇ミリ弾による超威力の砲撃であり、響き渡った轟ごう音おんは、炸さく薬やくがフルオートで爆はぜる音だったのだ。


    「……あれが、《七姉妹プレイアデス》……」


    　かろうじて難を逃のがれていた隊員のひとりが、その姿を仰あおぎ見ながら茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。通常のレヴナントとは一線を画かくする異質な気配が、歴戦の猛も者さたちをも怯おびえすくませる。


    「怯ひるむな──じき応援が来る！　絶対に逃がすなッ！」「畜生ぉオ──！」「死ね、死ねえッ！」


    　次々と押し寄せてくる恐怖と理り不ふ尽じんによって、隊員たちはすでに冷静さを失っていた。生き残りのＳＥＦ隊員と埋まい葬そう官かんたちは決死の形ぎよう相そうを浮かべ、半ばパニック状態に陥おちいりながらも、各おの々おのの銃をエレクトラに向けて撃ちまくった。


    「痒かゆいんだよ、雑ざ魚こどもがァ」


    　自らを目がけて殺到する大量の銃弾を、エレクトラは羽虫の群れでも眺めるような冷めた視線で眺めていた。命中した箇所は、損傷した傍そばから急速に再生していく。


    「いい加減、散らばれ」


    　エレクトラが獰どう猛もうに笑い、その小さな両手を広げた。同時に、彼女の臀でん部ぶに装備された尻しつ尾ぽのような器官が蠢うごめき、淡い輝きを放つ。


    　次の瞬間、先ほど猛威を振るったばかりの巨大なガトリング砲が再び宙に形成されていた。


    　しかし一基だけではない。空中のエレクトラの周囲をぐるりと取り囲むように現れた長大な砲身は──優に七基。その全てが、凶悪な獣けものの顎あぎとのごとき銃口を地上へと向け、咆ほう哮こうの時を今か今かと待ちわびている。


    　にわかには信じられない現象を目まの当たりにした隊員たちは、かろうじて残っていた戦意の最後の一片すらたちどころに失い、もはや間抜けに立ち惚ほうけるほかなかった。


    「嘘うそだ……あんな大質量の物質構築を、一瞬で……！」


    　レヴナントの物質構築能力は決して万能ではない。


    　大気中に蔓まん延えんするＰ粒子を利用して行われる物質構築は、形成する物体の体積が大きければ大きいほど、その収束までには時間を要する。


    　しかし今、エレクトラは総和一四トンにも上る大質量の兵器群を一瞬にして構築したのだ。文字通り、瞬またたきほどの間もなく、である。


    「さあ──死を凝ぎよう視ししろ」


    　エレクトラが宣告する。同時に、彼女を中心として衛星のごとく浮遊する七つの砲口が、一斉に猛回転を始めた。たった一基でさえ轟ごう雷らいとも聞き紛まごうガトリング砲の銃声が無数に折り重なり合いながら響き渡り、隊員たちの悲鳴すら磨すりつぶしていく。弾頭重量四二五グラムもの対装甲用焼しよう夷い徹てつ甲こう弾だんの嵐は、一帯を薙なぎ払い、路面を穿うがち、遮しや蔽へい物ぶつを砕き、隊員たちの肉体を塵じん芥かいへと変えていった。


    



    　　　◇


    



    　先ほど、エレクトラの銃撃をもろに受けたザイシャの損傷は、数分でほぼ回復した。身を包む防弾ケープと、特殊な体構造を持つザイシャ本人の仕様が最大限に機能した形である。


    「ごめんなさい……もう平気」


    　ふらつく足で立ち上がろうとするザイシャに手を貸しながら、吹スイ芽ガは窓の方に視線をやる。


    　外からは激しい戦闘音が断続的に響いていた。先ほどの爆弾によって、戦場全域は分厚い煙と炎の壁に覆われている。どのみち狙撃位置を敵に知られた今となっては援護も何もない。


    「……地上との通信も繋つながらないわ。ジャミングかしら」


    「移動しよう、ザイシャ」


    　吹芽とザイシャは頷うなずき合い、潜せん伏ぷくしていた集合住宅の一室を後にする。


    　とたん、出入り口付近で警戒にあたっていた本物のＳＥＦ隊員たちが、壁にもたれかかって絶命しているのを発見した。二名とも頭部に一撃ずつ、小口径の弾丸を叩き込まれている。


    　吹芽は悲痛な表情で目を逸そらし、未だにふらついているザイシャに肩を貸し階段を駆け下りていく。


    「ザイシャは、あの《七姉妹プレイアデス》を知ってるんだね」


    「ええ。一度だけ同じ戦場で戦ったわ。彼女は二番目に完成、実戦投入された《七姉妹プレイアデス》……」


    　ザイシャは険けわしい表情で、先ほど相あい対たいした敵の名を呟つぶやく。


    「──コードネーム・エレクトラ。内蔵された能力は、『資源生成能力』」


    　かつて古代氷河よりプシュケを発掘・隠いん匿とくし、そのオーバーテクノロジーを手にした中欧の大国・オディル国は、ある計画を立ち上げた。


    《プレイアデス計画》──人類永続のための新技術を題目に掲げた、七つの革新技術の実現を目的とした開発プロジェクト。


    　技術的限界により開発半ばで凍結されたそれらの技術を、プシュケの暴走にあたって兵器として転用されたのが《七姉妹プレイアデス》という存在の発端である。


    「資源生成能力……レヴナントの物質構築能力とは違うの？」


    「出力と処理能力、応用力で比較にならないわ。無機物だけでなく、有機物も生成できる。エレクトラは、超高速かつ無む尽じん蔵ぞうの物質構築を実現していた。それこそ戦車だろうと核ミサイルだろうと、彼女の手にかかれば一瞬で再現できてしまう。──彼女自身の、異常に好戦的な性格と合わせて、当時も相当に危険視されていた」


    　吹芽の背筋を震えが奔はしる。あの小さな体たい躯くに、エレクトラはイージス艦もかくやという莫ばく大だいな火力を内包しているのだ。


    「……でも、私も彼女のスペックを全て把握してるわけじゃない。他にも何かあるはず」


    「ああ。でないと、いとも簡単に《セブンス》に侵入したうえ、二か月間も潜せん伏ぷくできていた理由が説明できない」


    　問題なのは、なぜ彼女たちがそんなにも長期間、息を潜ひそめていたかである。


    　ケルフィナが茴ウイ香カの心を嬲なぶり追い詰めるように、エレクトラにも何かしらの目的があるはずだった。それを突き止め、何としてでも阻止しなければならない。


    　その時、一際激しい銃声が響き渡り、ふたりは思わず戦場の方向を仰あおいだ。


    　獣けものが唸うなるような間かん隙げきなき銃声──大型のガトリング砲の銃声である。今、茴香たちの身を襲っているであろう危機を想像し、吹スイ芽ガの胸が焦しよう燥そうで満たされていく。


    「急ごう」


    「待って、スイガ」


    　と、階段を降りて地上に辿たどり着いたところで、吹芽はザイシャに腕を強く掴まれていた。その場で立ち止まり、ザイシャの顔を見つめる。


    「あなた……大丈夫？」


    　上目遣いでそう問うてくるザイシャの瞳ひとみは、訝いぶかしむような、そして慮おもんばかるような、相あい反はんする両方の感情を讃えて吹芽をじっと見つめている。額面通りの質問でないことは明白だった。


    「──大丈夫だよ」


    　罪なき人間ハンナを撃ったことの罪悪感と動揺も、新たな《七姉妹プレイアデス》相手になすすべなく屈しかけた敗北感と後悔も今は忘れている。麻ま痺ひしている、といった方が正しいかもしれなかった。


    「強がらないで。……こんなに、震えてるのに」


    　ザイシャの手に力が込められ、吹芽の手首を痛いほど強く握り締めた。その心がどこへも行かぬよう、必死に繋つなぎ止めるように。


    「ありがとう。でも、今は強がらなくちゃいけない場面だろ」


    　吹芽の胸の奥で疼うずき続ける得え体たいの知れない炎は、じりじりと火勢を増し続けている。今立ち止まれば罪悪感と後悔で焼き尽くされ、二度と立ち上がれなくなる。


    『吹芽、ザイシャ！』


    　その時、ふたりの通信機が近距離通信モードに切り替わり、聞き慣れた青年の声が響いた。


    　同時に、路地の隙間を音もなく走行してきたＦＭＳの巨大な機影がふたりの前で急停止する。漆黒に彩られた装甲は、珊サン瑚ゴが駆るランブルフィッシュの特殊仕様機である。


    「珊瑚！　どうしてここに」


    　吹芽が機体を見上げて訊ねる。今作戦中、珊瑚機は後方で待機し、有事に限って戦闘に参加する手て筈はずだったはずだ。


    『……いいか。ふたりともよく聞け──』


    　通信機越しの珊瑚の声は、らしくもなく切迫していた。


    『数分前、《セブンス》の中枢制御システムが、何者かに乗っ取られた。現状、島内のあらゆるセキュリティや諸システムがまともに機能してねえ状態だ』


    　吹スイ芽ガとザイシャが同時に目を剥むいた。それはつまり、強固なセキュリティによって守護されていた《セブンス》が、《七姉妹プレイアデス》という脅威を腹の中に抱え込んだ状態で丸まる裸はだかになっていることを意味する。


    　考えるまでもなくエレクトラたちが招いた事態である。吹芽は呻うめくように言う。


    「通信障害の理由はそれか──でも、いったいどうやって……」


    『わからねえ。俺が出遅れたのも、本部や班長たちとの通信が封じられたからだ』


    　珊サン瑚ゴ機が、その場で器用に旋回して背部装甲を吹芽たちに向ける。


    『とにかく乗れ！　まずは俺らで状況を確認して──』


    　瞬間、先ほどまでの銃撃音とは比較にすらならない轟ごう音おんが、周囲の空気を乱暴に揺らしていた。まるで何基もの大型ガトリング砲を束ねて発砲したかのような、悪魔の咆ほう哮こうめいた音。


    　大量の粉ふん塵じんが次々と舞い上がる遠方の戦場を、三人は戦せん慄りつの面おも持もちで見つめるほかなかった。


    



    　　　◇


    



    「どうして、どうしてだよ……！」


    　建ち並ぶ住居ビルの一棟、その一階ロビーに退避していたＳＥＦ隊員の青年は、ビルの外から猛然と鳴り響く破壊の音を聞き届けながら、フロアの隅で頭を抱えて震えていた。すぐ傍かたわらには、彼に保護された茴ウイ香カとヘルカが、意識を失ったまま床に転がされている。


    「どうして、なんで応援が来ないんだ……！」


    　先ほど保護対象の男児が発見された時点で、状況はシャフト内の作戦本部に伝達されたはずだった。本来であれば、すでに増援が駆け付けていなければおかしい状況である。数分前から、どういうわけか本部との通信も繋つながらなくなっていた。


    『──……ガガ──……ちら──コン、──ル。──応──せよ……ガガガ──』


    　その時、長らく沈黙していた通信機が激しいノイズと共に音声を吐き出した。青年は伏せていた顔を慌あわてて持ち上げ、通信機に向かってがなり立てる。


    「こ、こちらハスキー６！　《七姉妹プレイアデス》及び当該ユーザーと交戦中！　味方は壊滅、繰り返す、味方は壊滅！　至急応援を──！」


    『ガガ──移、の……応、部隊──ガガ──連絡──途絶────す──』


    「おい、よく聞こえない！　どうしたッ！」


    『──……セブ、ス──全域──システムが──暴……すで──甚じん、犠牲──ガガ、ガ──』


    　通信はそこで途切れた。ＥｙＳに表示された回線状態は原因不明のエラーを示している。何度試しても、二度と繋がらない。


    「どういうことだ」


    　青年は茫ぼう然ぜんと呟つぶやくほかなかった。根の合わぬ奥歯をがちがちと鳴らしながら、断片的に聞き取ることのできた単語から、先ほどの報告の意味を組み立てる。必死に思考することで、押し寄せる恐怖を紛まぎらわすかのように。


    　──急行していたはずの応援部隊との連絡が途絶。


    　──そして、《セブンス》全域のセキュリティシステムが、暴走？


    「見ーつけた」


    「……ひ」


    　不意に響いた悪戯いたずらっぽい少女の声に、青年は短い悲鳴を上げながら自動小銃を構えた。


    　逆光を背に受けたケルフィナのしなやかなシルエットが、薄暗い室内に浮かび上がっていた。均整の取れた美しい体たい躯くの、右腕だけが禍まが々まがしき異い形ぎようと化している。


    「かくれんぼハンターは苦手なんだよ。手間かけさせるな」


    「うわあああああッ！」


    　ケルフィナの軽口に応じる余裕などもはやあるはずもなく、青年は絶叫と共に自動小銃を撃ちまくった。


    　その掃そう射しやを、ケルフィナは地を這はうように掻かいくぐって接敵し、火柱を上げ続ける銃口を左手で掴み上げつつ、右腕の義手を一度だけ振るった。五指の代わりに突き出したナイフの鋭利な爪つめが、青年の顔面を膾なますのように深々と斬り裂く。


    　物言わぬ骸むくろと化して倒れた青年には目もくれず、ケルフィナは床に寝かされている茴ウイ香カに視線を落とした。目を覚ます様子はない。


    「よいしょ」


    　気絶している茴香の体を肩に抱え上げ、ケルフィナはもう一度、足下を見つめる。


    　先ほど爆発から茴香を庇かばったヘルカは、未だ物言わず倒れ伏している。もはや負傷していない箇所などなく、血と煤すすに塗まみれたその姿はボロ雑ぞう巾きんもあわやといった風ふ情ぜいであった。


    　ケルフィナの瞳ひとみが、ヘルカの姿を凝ぎよう視しする。


    　右手にスローイングナイフを生成し、ヘルカの心臓目がけて静かに振り上げた。昏こん倒とうしている標的を屠ほふるなど、赤子の手をひねるよりも容た易やすいはずであった。


    「────」


    　しかしケルフィナは酷こく薄はくな笑みを浮かべただけで、握ったナイフを放り捨てていた。床に落ちたそれは一度だけ乾いた音を立て、無数の粒子と化して霧む散さんしていく。


    「そいつ殺さねえのか、ケルフィナ」


    「ええ。今はまだ、だけど」


    　背後からの声に、ケルフィナが振り返って答える。つい先ほどまでけたたましく響き渡っていたガトリング砲の咆ほう哮こうはいつの間にかやんでおり、周囲の壁や自動ドアごと破砕されたビルの出入り口に、エレクトラが退屈そうに佇たたずんでいた。


    「寝首を一掻き──なんて味気なさすぎるからね。せっかくの再会だ。次の機会でじっくりと相手してやるさ」


    「何だか知らねえが、テメエも酔狂だな」


    「エレクトラにだけは言われたくないね。……で、どう？　可愛い妹に無事会えた？」


    「期待はずれも大たい概がいだ。相変わらずユーザーともども、とんだ甘ちゃんだった」


    「そう？　そのわりには会えて嬉うれしいって顔してるけどね、お姉ちゃん？」


    　からかうように微ほほ笑えむケルフィナを、エレクトラの剣けん呑のんな視線が睨にらみ付ける。


    「口が過ぎんぞテメエ。今すぐバラバラに喰い裂いてやってもいいんだぜ？」


    「怖いなぁ、狼ちゃん」


    「誰のために、わざわざこんな茶番仕組んでやったと思ってやがる」


    　エレクトラが厭いとわしげに鼻を鳴らしつつ踵きびすを返す。その背中を追って、気絶した茴ウイ香カを肩に抱えたケルフィナも軽い足取りで歩き出した。


    　一歩先に外に出たエレクトラが、虚こ空くうの一点を睨む。


    　その尻しつ尾ぽが微かすかな輝きを放つと同時に、荒れ果てた道路上に、大きな車両が出現した。Ｒ・Ｅ・Ｖが正式配備している軍用装甲車両である。全面を厚い装甲に覆われた車体は相当の質量を有しており、仮に通常のレヴナントがこれを形成しようとしたならば、優に十数秒は費やすであろう。それをエレクトラは、先ほどのガトリング砲と同じく、瞬時にして構築していた。


    「いつ見ても神かみ業わざだね」


    　ケルフィナとしては見慣れた光景ではあるが、やはりその妙技は幾度、目まの当たりにしても感嘆する。端はたから見ている者にとっては、巨大な武器やら車両やらが何もない空間から突如として現れるのである。同じレヴナントであるケルフィナさえ、童話の中の魔法でも見せ付けられている気分になるというものだ。


    「馬鹿言え。これでも全盛期の一〇分の一以下の性能だ」


    　エレクトラが不機嫌そうに吐き捨てる。全盛期──すなわち一〇年前、《七姉妹プレイアデス》として実戦投入された生前時点での話である。


    　エレクトラは車両後部のカーゴベイを乱暴に蹴けり開けると、顎あごで車内を指した。


    「さっさと茴香ソイツ突っ込んで、テメエは運転席行け」


    「あたしが運転するの？　まあいいけど──ってちょっと待って、エレクトラ」


    「あ？」と目をすがめるエレクトラに、ケルフィナは率そつ直ちよくな疑問をぶつける。


    「なんでわざわざ車出した？　いつもみたいにセキュリティごまかして、こう、スマートに離脱しないわけ？」


    　エレクトラは質問に答える代わりに、遥はるか遠方に視線をやった。その先から微かに聞こえてくるのは、ケルフィナたちの現在地目がけて猛然と迫り来る音。


    　その音の正体に気付いたケルフィナが、はっとする。


    「──ＦＭＳの走行音。あの黒いランブルフィッシュ乗りか」


    「二か月間も禁欲生活で、いい加減はち切れそうなんだよ。ちょっとはオレにも遊ばせろ」


    　鋭い犬歯を覗のぞかせて笑うエレクトラに、ケルフィナは思わず眉まゆをひそめる。


    「……この局面で、それ言う？」


    「地獄のカーチェイスの始まりだ。ドライバー役はテメエに譲ゆずってやるよ」

  


  
    03/Chase ‐追跡‐


    



    



    　気を失っていた茴ウイ香カは、激しい震動に揺り起こされて目を覚ました。


    　霞かすむ視界で現状を確認する。装甲車両のカーゴベイ内だった。手足は手錠で厳重に拘こう束そくされ、さらに背後の壁に固定されている。高速走行中の車内が揺れるたび、頭の傷がずきずきと疼うずく。


    　茴香はＥｙＳに表示された現時刻を確認する。意識を失ってから数分しか経っていない。


    　どうにか脱出しようともがくが、消しよう耗もうが激しく、ろくに力が入らない。


    「目が覚めたかよ、埋まい葬そう官かん？」


    　身動きできない茴香の横顔に、さも愉快げな声が振りかかった。


    　カーゴベイの隅にひとりの少女が腰掛けていた。茴香の記憶にはない人物であるが、その異様な風体を目まの当たりにすれば、正体は自おのずと理解できた。


    「《七姉妹プレイアデス》……」


    「ご名答。次女のエレクトラでぇす。よろしくな、可愛らしい赤ずきんちゃん」


    　顔中真っ赤に血塗られた茴香の有様を小馬鹿にするように、エレクトラがにやりと笑った。ぴんと突き立ったふたつの短いセンサーと鋭い牙、そして臀でん部ぶに装備した尻しつ尾ぽのような器官が、皮肉にも赤ずきんを捕食しようとする狼を彷ほう彿ふつとさせる。


    「起ステイク──！」


    　茴ウイ香カは即座にエミュレイターを呼び出し、無理やりにでも拘束を破ろうと試みる。が、スノウドロップは一向に召喚されない。ＥｙＳの表示が認証エラーの警告を示している。


    「残念。エミュレイターとやらは使えない」


    「どうして……」


    「テメエの体内の《擬似核》にハッキングを仕掛けてある。構造を理解するのに少ォし手間取ったが、そういう小細工はお手の物だ」


    　エレクトラが両手の指を不気味に蠢うごめかせる。


    「大戦の時にゃ無用の長物に終わったが、あいにくオレの特技は電子戦でな。現に今、このコロニアを統括する中枢システムの五八・七三％をこのオレの《脳核》がすでに掌しよう握あくしてる。今は抵抗されてるが、それも時間の問題だ」


    「そんな、馬鹿な──！」


    　平然と告げられた信じられない事実に、茴香は慄りつ然ぜんと目を見開いた。この巨大な人工浮島メガフロートを統括する中枢システムの乗っ取り。それがどれほど途方もないことなのか、言葉で聞いただけではまるで実感ができない。


    「いったい、どうやってそんな真ま似ねを……」


    「二か月もありゃ充分だよ。テメエらゴミどもは、オレという致命的なウイルスに感染したことに気付かないまま二か月間、のうのうと日常を謳おう歌かしていたワケさ」


    「それが、あなたたちが長らく沈黙していた理由ですか……！」


    「島内にくまなく張り巡らされた通信システムもセキュリティも各所の防衛装置も、今やほとんどがオレの手の内だ。もう誰もオレたちを止められない。──チェックメイトってヤツだ」


    　茴香の胸を焦しよう燥そうが支配していく。情報を遮断された軍事機構など、もはや烏う合ごうの衆も同然である。事態はすでに取り返しのつかない領域にまで及んでいた。


    　茴香は揺るぎない敵意を視線に込めて訊ねる。


    「……あなたたちの目的は、何ですか」


    「それをテメエに説明して、オレらに何の得がある？」


    　エレクトラはにべもなく言い放つ。


    「だがこれだけは言っておく。オレとケルフィナの目的は別だ。人質をとる、だなんて小こ賢ざかしい真ま似ねをすると思われんのは心外だからな」


    　ケルフィナの目的──茴香の脳裏に、昨夜対たい峙じした時の彼女の言葉がリフレインする。


    〝あの日、《ペルへ》の礼拝堂で──あたしを殺せなかった罪を想い続けるんだ〟


    　罪。その言葉は、償つぐないという行為と対となって、初めて意味を持つ。


    　激しく痛む頭で、茴香は考える。ケルフィナが求める償いとは何だ。


    　かつての茴香はケルフィナを信じていた。家族として深く愛していた。スノウも、《ペルヘ》の他の子供たちも、それは同じだったはずだ。その想いを、絆を、彼女は一夜にして踏み躙にじった。自分の心はすでに壊れていると、そんな言い訳がましい妄もう言げんを盾たてにして。


    　茴ウイ香カは自問する──そんなケルフィナに対して、自分が犯した罪とはいったい何なのだと。


    「かつての親友の亡霊と対たい峙じする気分はどうだ？」


    　エレクトラの嘲あざ笑わらう声が、茴香の思考を中断させた。


    「──子供たちを、今すぐ解放しなさい」


    　あからさまな挑発を無視して、茴香は憤然とエレクトラを睨にらみ付ける。


    　答えの出ない疑問から、茴香は目を背そむけることを選択していた。目の前の敵を撃滅し、そして拉ら致ちされた実里ミノリたちを救い出す。それが自分たち埋まい葬そう官かんに課せられた責務であると、心に言い聞かせる。少年──マリクは無む惨ざんに殺された。これ以上、犠牲を出すわけにはいかない。


    「あの子たちを、これ以上傷付けたら、許さない」


    「……虫カゴに放り込まれた虫ケラの分際でよ、さっきから口の利き方がなってねぇな」


    　エレクトラは目の端を引き攣つらせ、茴香の眼前に歩み寄る。おもむろに顎あごを大きく開き、唇くちびるから覗のぞく鋭い牙を、身動きできない茴香の肩口に突き立てた。


    「うぁ……っ！」


    　激しい痛みに、茴香が悲鳴を上げる。肉を穿うがち、溢あふれ出した血を啜すする生々しい音が、激しく揺れる車内に響く。


    　茴香は必死に身を捩よじって抵抗するが、そのたび皮ひ膚ふにいっそう深く牙が食い込み、さらなる苦痛を呼び起こす。


    「あんまりトンガってっと、その綺麗なお顔を活け造りにして喰っちまうぞ？」


    『──エレクトラ』


    　スピーカーから、ケルフィナが冷然とたしなめる声。運転席から、車内カメラでカーゴベイの様子を窺うかがっていたのだ。


    「なんだよ。オレ様に指図しようってか？」


    『じゃなくてさ、敵が追いついてきたから。ご自慢のコレクションで迎撃して』


    「ようやく来やがったか」


    　エレクトラは嬉き々きとして立ち上がると、茴香の鮮血で汚れた口周りをべろりと舌で舐なめた。


    「見てみろよ、お姫様。──素敵な騎士ナイト様たちのご登場だ」


    　茴香の意思と関係なく、ＥｙＳに車外カメラの映像が表示された。茴香たちを乗せた装甲車両は、高架橋のハイウェイを猛スピードで走行している。


    　そしてその遥はるか後方から、漆黒の機影が徐々に迫り来ていた。


    　見間違えようもない。珊サン瑚ゴの操縦するランブルフィッシュ。上半身を前傾姿勢に折り畳んだラプターモードで、広い車道の中心を猛然とホバー走行していた。


    　そしてその背面装甲に設しつらえられたハンドルに掴まり、鋼鉄の戦馬を駆る騎手のごとく、こちらを睨にらみ据すえる小さな人影が──ふたつ。


    「吹スイ芽ガ、ザイシャ……」


    　茴ウイ香カは信じられない思いで、彼らの名を口にしていた。


    



    　　　◇


    



    　吹芽とザイシャは激しい空気抵抗に晒さらされながら、前方だけをひたと見据えていた。


    「前方約一二〇メートル地点に敵車両を捕ほ捉そく！」


    　吹芽の叫びに、コクピットの珊サン瑚ゴが『了解！』と応じる。追走を始めて八分──高架橋の上を堂々と高速走行する装甲車両の姿を、三人はようやく捕捉していた。


    　不幸中の幸いと言うべきか、昨夜の騒動と共に発令された非常事態宣言により、一般車両の姿は一台も見られない。


    『島内の監視システムは現状、ほぼダウンしてる。今俺たちが奴らを見失ったら発見はまず不可能になる──どうにか追いすがるぞ！』


    　さらに速度を上げる装甲車両に対抗して、ランブルフィッシュもまた加速する。両者の走行速度はすでに時速一三〇キロを超えていた。


    『吹芽、ザイシャ。敵車両の機関部を狙えるか？』


    「……否定。私たちの火力じゃ、装甲に守られた機関部は破壊できないわ」


    『俺のエミュレイターは逆に威力がありすぎる。下へ手たすれば茴香を巻き込んじまう』


    　その時、遥はるか遠くを走る装甲車両の上部ハッチが開き、ひとりの少女が姿を現した。幼い相そう貌ぼうに不敵な笑みを湛たたえ、両腕を組みながら長い髪をはためかせ、追ってくる吹芽たちを仁に王おう立だちで見つめている。


    「エレクトラ……！」


    　ザイシャの声が一気に緊張を帯びる。


    「サンゴ、警戒して！　さっきも言ったけれど、彼女の物質構築にはタイムラグがほとんど存在しないわ！　何を仕掛けてくるかわからない……！」


    『無茶振りどうも。だがうちの可愛いお姫様が囚とらわれている以上、泣き言は言ってられねえんだなァ──吹芽、奴を叩き落とせるか！』


    「……いけるさ」


    　吹芽が掲げた右手の中に、燐りん光こうと共に白いスナイパーライフルが形成される。


    「ザイシャ、支えて」


    「了解」


    　ザイシャの背中から、甲こう殻かく類るいの脚部にも酷こく似じした触しよく肢しが一本、生成された。彼女の接近戦用装備でもあるそれが、機体と吹芽の体を挟み込んで固定する。


    　両手が自由になった吹芽は、展開したバイポッドを機体肩部に固定し、スコープを覗のぞき込んだ。標的までの距離は約一〇〇メートル。普段であれば造ぞう作さもない距離だが、絶えず震動するＦＭＳの機体上では、普段以上に慎重な照準を要する。


    　その時、スコープの中に映し出されたエレクトラの腕の中に、瞬時にして巨大な銃が形成された。その銃口が吹スイ芽ガたちに向けられる。


    「珊サン瑚ゴ、来るッ！　対物アンチマテリアルライフル……いや、重機関銃だ！」


    　エレクトラが軽々と掲げたそれは、ショットガンをそのままスケールアップしたかのような、無ぶ骨こつなシルエットを有する汎はん用よう機関銃マシンガン──グロスフスＭＧ[image: ]機関銃マシーネンゲヴエーア・ツヴアイウントフイアツイヒ。


    『回避する！　振り落とされるなよッ！』


    　珊瑚の叫びと同時に、重機関銃の巨大な銃口が凄まじい銃声と共に火を噴いた。


    「ぐぅう……！」


    　機体が速度を保ちつつ、右側に大きく横滑りする。急激な方向転換に吹芽とザイシャが呻うめく。


    　回避する機体を追って、ラッパのような形状のマズルブースターから吐き出された七・九二×五七㎜モーゼル弾の火か線せんが迫り来る。人体なら痛みを感じる間もなく弾け飛び、ＦＭＳの装甲であっても甚じん大だいな損傷を被る威力──胴体部に直撃すれば、パイロットは即死である。


    『顔を出すなよ、おまえら！』


    　フェンスに追い詰められた機体が左斜め後ろに後退──そのすぐ前方の路面を弾丸が砕き、弾け飛んだ破片が装甲に衝突してけたたましい音を立てる。

  


  [image: ]


  
    　距離が一五〇メートルまで離れた時点で銃撃がやむ。フルオートで放たれた重機関銃のドラムマガジンは、ものの数秒で尽きていた。


    　エレクトラは新たな弾倉を形成することなく、飽きた玩具を放り出すようにして弾切れの銃を放り投げた。路面を何度も跳ねながら迫り来るその鉄てつ塊かいを、珊サン瑚ゴが機体のマニピュレーターで振り払い、落とした速度を再び上げる。


    「……？」


    　その時、遥はるか上空からヘリのローター音が鳴り響き、吹スイ芽ガとザイシャが視線を持ち上げた。


    　上空に現れたのは二機の戦闘ヘリだった。指揮系統を失ったＲ・Ｅ・Ｖ本部が哨しよう戒かいのために飛ばした機体が、状況を察知して急行してきたのだ。


    　ヘリのスピーカーから、操縦者が珊瑚たちに呼びかける声が響く。


    『下がれヘルカ班、我々が追跡する！』


    『駄目だ、退避しろ！　狙い撃ちにされるぞ！』


    　珊瑚が外部スピーカーを通して警告するが、時はすでに遅かった。


    　エレクトラの両腕に、円えん筒とう形けいの物体が一本ずつ現れた。内部にミサイルを格納した発射筒──携帯式防空ミサイルシステムだ。


    　エレクトラがトリガーを引く。同時に撃ち出されたＦＩＭ-92・スティンガーミサイルのロケットモーターに火が点ともり、ブースターから白煙を吐き出しながら上空に向けて飛翔する。


    　撃ち放し機能フアイア・アンド・フオーゲツトを備えた二基のミサイルは、標的の熱源をいとも容た易やすく自動追跡し、二機のヘリを同時に爆砕していた。バランスを失ったヘリが回転しながら市街地に墜つい落らくし、轟ごう音おんと共にふたつの火柱を上げる。吹芽は目を背そむける──犠牲者の数は想像もつかない。


    「おまえは……ッ！」


    　吹芽は激しい怒りと共にライフルを構え直す。今の一瞬でエレクトラに隙が生まれた。


    　とどめは刺せなくとも、エレクトラを高速走行する車上から叩き落とせば、ユーザーであるケルフィナは援護のために停車せざるをえないはずである。吹芽は呼吸を止め、慎重に照準を合わせる。


    「───!?」


    　しかし、狙撃はまたしても失敗に終わった。


    　標的の姿が車両ともども、スコープの視界から消え去っていた。ケルフィナの運転する車両が、カーブを曲がらずにフェンスを突き破り、高架下に飛び出したのだ。


    「くそ……！」


    『追跡を続行する！　吹芽、ザイシャ、衝撃に備えろ！』


    　ランブルフィッシュが速度を落とさず、装甲車両が突き破った穴から跳躍した。高度二〇メートルから機体が急降下し、臓ぞう腑ふの浮き上がるような感覚を吹芽たちにもたらす。


    　一秒後、機体が市街地の車道に難なく着地する。姿勢制御ソフトのプログラム動作だけでは成しえない、卓越した操縦技術。並のパイロットであれば機体は空中で横転し、頭から地面に叩き付けられて今頃は鉄てつ屑くずと化している。


    　しかし、その絶技に対する吹スイ芽ガたちの感心は、すぐにそれを上回る驚愕へと変じていた。


    「……何だよ、これは！」


    　ケルフィナの駆る装甲車両に続いてランブルフィッシュが着地した計三車線の道路上を、一般車両が我先にと争うように行き交っていた。両りよう脇わきの歩道には、大量の歩行者たちの姿も見受けられる。


    　すんでのところで跳ね飛ばしそうになった一般車両を追い越しながら、珊サン瑚ゴが舌打ちする。


    『おいおいおいおい、勘弁しろよ……！』


    「どうして──非常事態宣言は解除されてないはずだ！」


    　吹芽の上げた疑問に、ザイシャが慄りつ然ぜんと呟つぶやく。


    「《セブンス》内のシステムがエレクトラたちに乗っ取られたのなら──偽にせの情報を流したのかもしれない。『この周辺は危険だ、今すぐに避難しろ』……そんなふうに」


    　ザイシャの推測は的中していた。不安と混乱の面おも持もちで歩道を駆ける人々の手には、避難警報を鳴らし続ける携帯端末が握られている。


    　市街地に入ったにもかかわらず、前方を走る装甲車両は速度を落とす気配など微み塵じんも見せない。それどころかさらに加速し、その強固な装甲と馬力を存分に駆く使しして、一般車両をボウリングのピンのように跳ね飛ばしていく。無論、運転していた民間人たちの生命いのちなどない。


    「まずい、珊瑚！」


    　吹芽が叫ぶ。敵車両に弾き飛ばされた一般車両の残ざん骸がいが激しくスピンし、または横転しながら、次々とランブルフィッシュに襲いかかってきていた。


    『野郎ォ……！』


    　珊瑚は両手のアームレイカーと両足のフットペダルを巧たくみに動かして機体をジグザグにスラロームさせ、全ての残骸を回避──なおも敵車両に追いすがる。


    　機体の背後からは、金属のひしゃげる音や甲かん高だかいスキール音、そしてクラッシュに巻き込まれた哀れな歩行者たちの断だん末まつ魔まが折り重なり合いながら響き渡る。死傷者たちがみるみる増えていくなか、吹芽はなすすべもなくライフルの銃じゆう把はを握り締め、血が滲にじむほど唇くちびるを噛かみ締めるほかない。


    　交差点に差しかかった装甲車両が後輪を滑らせながらドリフトし、歩道に乗り上げながら無理やり右折した。巻き込まれた十数人の歩行者たちが、悲鳴を上げる間もなく押しつぶされて即死する。


    　ランブルフィッシュも続いて右折。生き残った歩行者たちに接触することなく曲がり切り、大きく傾いた機体の体勢を立て直す。入った先は一方通行路。幸い歩行者の姿はないが、これでは左右への回避行動をとれない。


    　敵の装甲車両は損傷こそほとんどないものの、無茶な衝突を何度も繰り返したことで、その速度を幾分か落としていた。開いていた距離差が再び縮まっていく。吹スイ芽ガが構えたスナイパーライフルのスコープに、エレクトラの姿を再び捉とらえた。


    「珊サン瑚ゴ、またミサイルが来る！」


    　吹芽の警告とほぼ同時に、エレクトラは新たな発射筒を両手に形成し終えていた。対戦車ミサイル──ＦＧＭ-１４８・ジャベリン。道幅に余裕はなく、左右への回避は不能である。


    「ザイシャ！」


    「わかってる！」


    　吹芽とザイシャは、それだけのやり取りで互いの役割を把握した。


    　エレクトラが二基のミサイルを同時に撃ち放った。標的までの最短直線軌道をとるダイレクトアタックモード。着弾までには一秒もかからない。


    　吹芽は攻撃目標を、右から迫るミサイルへとスイッチ。スナイパーライフルを一いつ旦たん収納し、腰のベルトに装着していた自動小銃を抜いて撃ちまくる。


    　一方のザイシャも自みずからの自動小銃を把は持じし、左から迫るミサイルに向けて容よう赦しやのないフルオート掃そう射しやを浴びせる。


    　ふたりが放った弾丸が飛翔するミサイルを穿うがち、弾頭のタンデム成形炸さく薬やくに引火──二基のミサイルは標的にすら辿たどり着けず、空気を揺らがせる轟ごう音おんと共に空中で虚むなしく爆散した。


    　珊瑚はすかさず機体の左右マニピュレーターで吹芽とザイシャを覆い、路上に撒まき散らされる爆炎やビルの破片からふたりを庇かばう。


    「────」


    　これを好機と見た吹芽は、すかさずスナイパーライフルを再形成──爆炎が晴れると同時に、機体から銃口を覗のぞかせた。五〇メートル先のエレクトラに一息で照準を合わせる。


    　落ちて地面に磨すりつぶされろ──口内で呟つぶやくと共に、引き金を絞る。先ほどから響き続ける砲弾の撃発音や爆音に比べれば、あまりにささやかすぎる銃声が市街地にこだました。


    　狙いは左膝ひざ部。果たして弾丸は命中し、左脚を撃ち抜かれたエレクトラが車上で大きく体勢を崩した。しかし──。


    「……ッ、目標健在！　再生速度まで桁けた違いだ……！」


    　吹芽の与えた損傷は瞬またたく間に治ち癒ゆし、エレクトラは再び二本の脚で立ち上がっていた。スナイパーライフルの威力では、どこを撃っても同じだろう。吹芽は察する──アレを車上から叩き落とすのは不可能であると。


    『アハハハハ！　まだ凌しのぐ！　やァるじゃねえかァ！』


    　不意に、吹芽たちの通信機にエレクトラの無む邪じや気きな哄こう笑しようが響き渡った。なおも諦あきらめず追跡してくる吹芽たちを、心底嬉うれしそうな瞳ひとみで眺めている。


    『こういう趣向は久々だ。戦い──そうだ、これが闘争だ。ここが戦場だ！　悲鳴と炸薬と鮮血と恐怖と弾丸と憎悪と爆炎と臓ぞう物もつと快楽で彩られた地獄の釜かまのシンフォニーだ──愉たのしんでるかよ、埋まい葬そう官かんどもッ！』


    『おかげさんでな、狼ちゃん。いい加減、装甲車両ハラん中からウチの赤ずきんちゃん吐き出せや』


    　極度の躁そう状態にあるエレクトラの叫びに、コクピットから珊サン瑚ゴが軽口を返す。


    『なら死にものぐるいで止めてみろよ人間！　捕まえられたらイイことしてやる！』


    『いらねーよエロくねーんだよ死ねよ糞くそガキ。一〇年年食って出直せ』


    　そうして話している間にも、ふたつの機影は流星のごとく、激しい応酬を繰り広げている。ケルフィナの運転する装甲車両が再びドリフト──一般車両を次々と跳ね飛ばしつつ、再び三車線の高架道路に躍おどり出た。


    　続く珊瑚機も速度を保ったまま機体を器用に滑らせ、一般車両との接触をすんでのところで避けつつカーブし、直進を再開する。


    『───ハァ』


    　極度の緊張感が珊瑚の精神を消しよう耗もうさせ、息遣いを荒くさせる。この高速走行下で一歩間違えてクラッシュを起こせば、機体とパイロットは言わずもがな、乗せている吹スイ芽ガとザイシャの生命いのちはない。吹芽は察する──長くは持たない。


    「お願い……もう止まって、エレクトラ。これ以上、無関係の人間を巻き込まないでッ！」


    　ザイシャの声はほとんど悲鳴に近い。相手が本能で人を殺さつ戮りくする生ける屍レヴナントであることを理解していながら、そう叫ばずにはいられなかった。


    『……無関係？』


    　エレクトラがきょとんとする。まるで未知の言語を耳にしたかのように。


    　エレクトラは右手にＡＡ-12コンバット・ショットガンを生成すると、その銃口を並走する一般車両の運転席に向けた。中には父と母、そしてふたりの幼い子供の姿。四人はきょとんとした表情で、装甲車上のエレクトラを見つめている。


    　制止する暇もなかった。フルオートで放たれた散弾の雨が、車内を一瞬で血の海へと変えた。スピンした車が後続車を次々と巻き込んで衝突し炎上する。その地獄の光景すら、一秒かからず吹芽たちの背後へと消え去っていく。


    「な……」


    　唖あ然ぜんとする吹芽たちの耳に、エレクトラの不愉快そうな声が響く。


    『──見たか？　戦場に無関係な奴なんざいねェんだよ。そこに居合わせた時点で、そいつはとっくに状況の一部だ』


    「あなたは……」


    　ザイシャの瞳ひとみに浮かぶ激情は、すでに怒りを通り越した何かへと変じていた。


    「あなたは──壊れてる！」


    『そうさ、オレたちは壊れてるんだよ。戦う道具プレイアデスとして生まれ変わったその日から。気付いてねえのは──いや。認めらねえ駄々っ子はテメエひとりだけだ、間抜け！』


    　エレクトラがショットガンの銃口をランブルフィッシュに向け、残りの弾を発砲する。


    『チィ……！』


    　珊サン瑚ゴは左マニピュレーターで防御。散さん弾だんを正面から受けた装甲がひしゃげて剥はく落らくした。


    『前から気に食わなかったぜ、アステロペ。テメエのその──したり顔がなァ！』


    　エレクトラは剥むき出しの憎悪をがなり立てる。


    『化け物の分際でいつまでも人間ヅラしてんじゃねェ。《七姉妹プレイアデス》が壊れてるだと？　当然のことをほざくな。そんな体になっても人間として壊れてねえことこそが、テメエの欠陥だッ！』


    　ザイシャは肯こう定ていも否定もしなかった。ハンドルを掴む指先だけが微かすかに震えている。


    「……エレクトラ」


    　代わって吹スイ芽ガが、押し殺した声で敵の名を呼んだ。


    「おまえたちは、許さない」


    『ほう？　ならオレを殺やってみろよ、スナイパー！』


    　それ以上会話をする気はなかった。通信を切った吹芽は、自分でも意外なほど冴え渡った頭で、ＥｙＳに表示されるマップデータを再確認した。


    　ただひたすら、状況を打開する糸口だけを探す。


    「……ここは」


    　あることに気付いた吹芽は、携帯端末を取り出すとバイブモードをオンにした。震える端末をランブルフィッシュの装甲に押し付け、離すという動作を何度も繰り返す。機体の集音装置がそれを感知し、コクピットの珊瑚の耳に届ける。


    　モールス信号である。傍ぼう受じゆされる恐れのある通信機を介さず、吹芽は珊瑚に意を伝える。


    　内容はこうだ──《二三〇〇メートル先に分かれ道。敵車両を左に追い込め》


    「……行ける？　珊瑚」


    『無茶言うな──と、言いてえところだが』


    　珊瑚は即座に吹芽の企みを察し、苦笑を返す。


    『そんな頼りにされたらよ、先輩としちゃあ、カッチョイイとこ見せたくなっちまうだろうが』


    　了解するように機体をぶるんと一度だけ震わせ、ランブルフィッシュが一般車両の間を猛然と掻かいくぐりながら速度を上げた。


    



    　　　◇


    



    　装甲車両に閉じ込められた茴ウイ香カの意識は、夢と現うつつの狭はざ間まを秒刻みで彷徨さまよっていた。


    　元々の負傷に加え、たび重なる激しい震動と衝撃に襲われ、また盛大な殺さつ戮りくを見せ付けられていることで、彼女の心身は完全に疲ひ弊へいしきっていた。


    「────」


    　またもや意識が落ちる。白く染まっていく思考に、幼き頃の記憶が投影される──。


    



    　　　◇


    



    《ペルへ》の子供たちが皆寝静まった、静せい謐ひつなクリスマスイブの夜だった。


    　スノウの弾くピアノの音色に乗せたクリスマスキャロルの斉唱と、ささやかなディナーによるパーティを無事に終え、他の子供たちと共にベッドに潜もぐった後もなかなか寝付けずにいた茴ウイ香カは、夜空でも眺めようと思い立ってカーテンを少しだけ開いた。


    　降り積もった雪で覆い隠された、白く色付いた景色の真ん中に、誰かが独り佇たたずんでいた。


    　鮮あざやかなオレンジ色の髪が、夜風にさらさらと揺れている。どこか寂しげな、そしてそれ以上に空虚な瞳ひとみで、ケルフィナは冷たい夜空を見上げていた。


    　茴香はコートとマフラーを着込んで、教会の裏口からそっと外に出ると、降り積もった雪を踏み締めてケルフィナのもとへと向かう。


    「ケルフィナっ」


    　茴香が小さな声で呼ぶと、ケルフィナは白い息を吐きながら振り返った。


    「子供がこんな時間まで起きてると、サンタクロースから折れた小枝しかもらえないぞ」


    「……子供扱いしないでください。ケルフィナだって子供のくせに」


    　頬ほおを膨ふくらませてすねる茴香に、ケルフィナは優しげな微ほほ笑えみを返して再び夜空を仰あおいだ。


    　茴香もそれに倣ならう。視界いっぱいにちりばめられた星々が、醜みにくく荒こう廃はいした地上を慰なぐさめるように燦さん然ぜんと輝いていた。


    　星空を眺めているだけで心が落ち着く。両親を失い、先も果ても見えぬ未来のことに時おり胸が押しつぶされそうになっても、降り注ぐ温かな星々の光が、新たな家族ペルヘが傍そばにいることの幸せを茴香に優しく教えてくれるから。


    「……ケルフィナ。ありがとう」


    「どうした、急に」


    「あの時、ケルフィナが助けてくれなかったら、わたしはこんなに幸せになれなかった」


    　瓦が礫れきに閉じ込められ、押し寄せる寒さと暗くら闇やみと孤独に絶望した茴香を救った、ひとつの光。


    　それが、傍かたわらに寄り添うケルフィナだった。


    「スノウも、仲間たちも皆、今は大切な家族です。でも、わたしを最初に救ってくれたのは……ケルフィナだから」


    　囁ささやかれた感謝の言葉に、ケルフィナは数秒の沈黙を置いて、苦笑を返した。


    「あたしは、茴香が思っているような人間じゃないよ」


    「……え？」


    「茴香が向けてくれる真っすぐな感謝とか、スノウが注いでくれる優しさや信頼とか、懐いてくるチビたちの無む邪じや気きな愛情とかさ──そういうのが、あたしにはよくわからないんだ」


    　独白のように囁ささやかれるその言葉を、茴ウイ香カはただ目を丸くして聞くしかなかった。


    「茴香はさ、自分くらいの年の子供が、銃を持って人を殺しているのを想像できる？」


    　唐突にぶつけられた質問に、茴香は首を横に振る。


    「そうか。あんたの祖国じゃ無縁だろうね。……こんなふうになる前の世界中には、戦争をやりたがってる連中が山ほどいてさ。そいつらはひとりでも多くの兵士を常に求めてて、ついに子供を教育して武装させて、人殺しの道具に仕立てあげるようになった」


    「人殺しの……道具」


    「武器の軽量化やあらゆる洗脳技法の確立は、子供を兵士にすることの有用性と増加に拍車をかけた。ただのあどけない子供が、たった数時間の訓練で銃を扱い、そして大人の兵士を殺す」


    　言っていることの半分も理解できないまま、それでも茴香は震える声で訊ねていた。


    「もしかして、ケルフィナも……そうだったのですか？」


    「ああ。──あたしの祖国は、中東のある貧国でね。四六時中、そこらで銃声と地雷の弾ける音が鳴り響いてた。ある日、あたしは家に押しかけてきた兵士に刃物を渡されて、命じられるまま、両親の両手足を斬り落として、最後に首を斬り落とした。それが〝試験〟だった。あたしは合格して、兵士の一員にされたよ」


    「……酷ひどい」


    　初めて聞かされた、大切な人の秘められた過去に、茴香は思わず口元を押さえていた。


    　ケルフィナが、ではない。心優しいケルフィナにそんなことを強要した大人がだ。


    　レヴナントの殺さつ戮りくとはまったく方向性の違う──人の悪意や欲望というものをまざまざと感じさせる、あまりにも凄惨な手段。


    「それが奴らのやり方だ。自みずからの手で大切なものを破壊させることで、後戻りをできなくさせる。退路を失った子供ほど洗脳しやすいんだ」


    　言葉を失っている茴香に、ケルフィナは向き直るといつもの笑顔を向ける。


    「残念なことに、あたしは兵士としての才能があってね。ついには子供の兵士を育成するための専門機関なんていう、冗談じみたとこに入れられたんだ。そこは《サラーブ》なんて呼ばれてた。……笑えるだろ？　茴香たちが教室で、先生から四八文字の平仮名を教わっている頃、あたしはサラーブの《先生》から、四八通りの人殺しの技法を徹底的に叩き込まれた」


    　ケルフィナの手元には、いつ取り出したのか、一挺ちようの凶悪なナイフが逆さか手てに握られていた。


    　鋭い刃やいばが鎌のように湾曲した、折りたたみ式のカランビットナイフ。グリップエンドに取り付けられたリングに人差し指を通し、手慣れた様子で回転させる。


    「今だって、武器こいつが手元にないと満足に眠れすらしない。染み付いた戦場の記憶が、無防備でいることを本能のレベルで脳に警告してくる」


    　ケルフィナは再び夜空に向き直る。


    「あたしの心はもう、とっくに壊れてる。他人の血に塗まみれた吸血鬼ムブタズの魂は、もう二度と普通の人間には戻れない……」


    　ケルフィナの静せい謐ひつな横顔を、茴ウイ香カは見つめる。その側そく頭とう部ぶに穿うがたれた傷きず痕あとを凝ぎよう視しする。


    「ここに来るまでたくさん殺してきたし、死ぬような目にも遭ってきた。気持ちよかったからだ。そうすることで……そうされることで、少しは心が満たされたからだ」


    「──ケルフィナ？」


    「それなりに頑張って、普通の人の真ま似ね事をしてきたけど……いい加減、潮時かなって」


    　次の瞬間、茴香は驚愕に目を見開いた。


    　ケルフィナが何の前触れもなく、手にしたナイフの刃先を自らの首筋に押し当てていた。


    「やめてぇッ！」


    　茴香は悲鳴と共に、その腕にしがみついた。ケルフィナの手からナイフが滑り落ち、降り積もった雪の中に沈む。白い雪が、微かすかな紅色で穢けがされる。


    「何を──何をしているんですか！」


    「馬鹿。冗談だよ」


    　ケルフィナが悪戯いたずらっぽく笑う。その華きや奢しやな首筋を、一筋の血が伝っていた。深くはない。


    「わかったろ？　……あたしはさ、茴香が思っているような、綺麗な人間じゃない」


    　ケルフィナはしがみつく茴香の腕をそっと引き剥はがすと、落ちたナイフを拾い上げ、踵きびすを返して歩き出した。


    「さて、そろそろ中に戻ろう。いい加減、風邪を──？」


    　その背中に、茴香が抱きついていた。ケルフィナの凍えた体を抱き締める。力の限り、強く。


    「茴香……？」


    「……傷きず痕あとは癒いえなくても、失なくしたものはきっと埋められます。失ったものと同じくらい、大切なものができれば、きっと人は立ち直れるんです……わたしみたいに」


    　茴香は泣いていた。止めどなく頬ほおを伝う涙が、ケルフィナのコートの布地に染み込んで冷たく凍り付いていく。


    　ケルフィナが経験してきたであろう凄せい絶ぜつな過去など、茴香にはまるで想像が及ばない。


    「約束します──今度はわたしが、ケルフィナのことを救うって」


    　それでも茴香は告げていた。決意と共に放った言葉は、無ぶ様ざまに震えていた。


    　吸血鬼ムブタズなどであるものか。目の前の少女は、誰よりも心優しく、そしてか弱い。


    「約束、ね。……本当に馬鹿だな、茴香は」


    「むぐっ」


    　ケルフィナは茴香に向き直ると、涙と鼻水塗まみれになった小さな顔を自みずからの胸に押し付けた。なおも泣き続ける茴香の頭を、ぽんぽんと優しく叩く。


    「ありがとう、茴香」


    



    《ペルヘ》での殺さつ戮りくが行われたのは、それからひと月後の夜であった。


    



    　　　◇


    



    　速度を上げた珊サン瑚ゴの機体が一般車両をごぼう抜きにし、装甲車両の右側に回り込む。


    　彼ひ我がの距離がついに二〇メートルを切った。


    　運転席でステアリングを握っているケルフィナが、驚いた視線を向けてくる。なぜ無防備に突っ込んできた──そんな疑問の表情である。


    　一方のエレクトラは、愉ゆ悦えつの表情で新たな兵装を形成した。先ほど多数のＳＥＦと埋まい葬そう官かんたちを蹂じゆう躙りんした長大な航空機搭載機関砲──アベンジャーの威容が出現する。


    『──起動ステイク・ドライヴ』


    　珊瑚は怯ひるむことなく速度を上げながら、起動コードを口にする。同時にランブルフィッシュのマニピュレーターに、機体をほぼ覆い隠すほどの大型シールドが形成された。


    　珊瑚のエミュレイター──《コード・イマージ》は、彼の専用機たるＦＭＳの様々な大型兵装を形成する機能を持つ。


    　通常のエミュレイターを遥はるかに上回る質量を持つ兵装をいとも簡単に構築できるのは、その媒ばい体たいたる擬ぎ似じ粒子が珊瑚の体内だけでなく、ランブルフィッシュ内部にも充填されているがゆえだ。その形状の多彩さも、珊瑚自身の脳のみでなく、機体の中枢部に位置する演算装置をサブプロセッサーとして利用しているがゆえの芸当である。


    『おまえら──舌噛かむんじゃねえぞッ！』


    　珊瑚が警告すると同時に、トップスピードに達したランブルフィッシュが装甲車両目がけて突進した。下へ手たに回避行動を取れば、周囲を走る一般車両を巻き込んでしまう。


    　同時に、エレクトラが抱えたガトリング砲──その円えん筒とう形けいの砲身がモーターによる高速回転を始め、大量の空から薬やつ莢きようと共に、必殺の威力を秘めた猛火の群れを吐き散らす。


    『舐なめんじゃねぇ──ッ！』


    　珊瑚が絶叫する。機体を覆い隠すように構えられたシールドを、三〇㎜の豪雨が容よう赦しやなく叩き付ける。想像を絶する衝撃に、シールドを掲げる機体の肩部が悲鳴を上げる。


    　砲弾に込められた圧倒的なストッピングパワーは、シールドを貫通できずとも、絶えず機体を揺らがせ、軋きしませ、その巨体を地面に薙なぎ倒そうと襲いかかる。


    　しかしランブルフィッシュは止まらない。強固なシェルの下、ハイテクノロジーの手た綱づなを握る騎手の妙技が、黒き鋼鉄の戦馬に敗走を許さない。


    　砲弾による洗礼を耐え切り、ついに機体が目標に到達した。珊瑚は砕けかけたシールドでガトリング砲の砲身を跳ね上げると、装甲車両の無防備な横っ腹に向かって、思いきり体当たりを仕掛けた。激しい震動が吹スイ芽ガたちを襲う。


    　装甲車両のフロントベンチ硝子ガラスが開き、運転席のケルフィナが上半身を乗り出した。


    　ケルフィナは左手でステアリングを操作しながら、右手の義手を勢いよく薙なぐ。吹スイ芽ガとザイシャ目がけて計四挺ちようのスローイングナイフが襲いかかるが、珊サン瑚ゴは装甲の剥はく落らくした左マニピュレーターを盾たてにしてそれを庇かばった。


    『これでガトリング砲は使えねえ！』


    　珊瑚の声と同時に、吹芽とザイシャは弾倉を交換した自動小銃を構えた。エレクトラの姿はすでに目と鼻の先──二メートルの距離まで迫っている。


    　ザイシャが憤然と告げる。


    「捕まえたわ──エレクトラ」


    「ようこそゴミども！　飛び移る気かァ!?」


    　接敵されたエレクトラは、それでも嬉き々きとした表情で用済みのガトリング砲を放り捨てると、その両手にＵＺＩサブマシンガンを形成した。


    　その引き金に指が掛かるよりもコンマ数秒速く、吹芽とザイシャの制圧射撃が火を噴いた。撃ったそばから再生していくエレクトラの頭部を、腕部を、怒ど濤とうのフルオート射撃が削り取る。


    　──しかしその攻勢も、ふたりの弾倉が尽きた時点で終わりである。再さい装そう填てんの暇いとまなど与えられることなく、復活したエレクトラによって吹芽とザイシャは屠ほふられるだろう。


    『おォらあァッ！』


    　しかしそれよりも一瞬先に、珊瑚は与えられたオーダーを完かん遂すいしていた。


    　一度車両から距離をとったランブルフィッシュが、その横っ腹に再び、渾こん身しんの体当たりを繰り出していた。さしもの装甲車両も今度こそハンドルを取られ、フェンダーを歪ゆがませながら、その車首を僅わずかに左へと傾ける。


    　──吹芽が先ほどモールス信号で指定した分かれ道に、ついに到達したのだ。


    　周囲を走る一般車両が迷わず右方向へと走り去っていくなか、敵装甲車両とランブルフィッシュの二台だけが、『進入禁止』を示すフェンスを薙なぎ倒しながら左に曲がっていく。


    



    　　　◇


    



    　ランブルフィッシュが速度を落とし、その機影が後方に向かってみるみる離れていく。


    　封ふう鎖さされていた道への進路変更を余儀なくされたケルフィナは、運転席で愉快そうに笑う。


    「──なるほど。これが狙いか」


    　粒子で複製したＥｙＳのマップデータには、この先に続く道の状態が表示されている。


    　周囲に一般車両の姿は一台もない。それも当然、示されているステータスは『現在建設中』。


    　つまり、この先に待ち受ける高架道路は現在、一五メートルに亘わたって途切れているのだ。


    「無理やりにでも停車させようってわけだ。でも──」


    　ケルフィナは焦あせる様子もなく、ステアリングの中心のボタンを強く押し込んだ。


    　シフトチェンジ──多脚モード。


    　瞬間、走行中の装甲車両の車体が身震いするように唸うなり、車高がゆっくりと上昇していく。


    　シフトチェンジ完了。計六輪のソリッドタイヤは猛烈なトルクを保ったまま、瞬またたく間にして昆虫じみた六本の『脚部』へと変形していた。


    　ケルフィナが運転する装甲車両──正式名称《ＫＭ-18Ｂ・アラクネ》の本領発揮である。


    　元々、大戦によって荒こう廃はいしたいかなる悪路をも踏とう破はするために設計されたアラクネは、ＦＭＳと同じく柔軟かつ強きよう靭じんな磁じ性せい粘ねん性せいアクチュエータ人工筋肉を内蔵した、多脚モードと呼ばれる形態への変形機構を持つ。


    　跳躍するための機構では無論ない。しかしトップスピードを保ったまま人工筋肉をフルに駆く使しすれば、一五メートル程度の距離ならば跳び越すだけの出力は有している。


    「見てるか、茴ウイ香カ？」


    　ケルフィナはカーゴベイに拘こう束そくした茴香に向かって呼びかける。


    『────』


    　車内カメラに映る茴香は、俯うつむいたまま答えない。憔しよう悴すいしきっている。


    「お仲間さんたち、頑張ってるけどそろそろ限界だよ。機体も、本人たちもね」


    　追跡してくるランブルフィッシュの黒い装甲はところどころが煤すすけて歪ゆがみ、関節各部からは血潮のごとく火花が散っている。機体はあと数分も持たない。


    「この日を待ちわびたよ。茴香。──あんたが、あの日の約束を果たしてくれる時を」


    　ケルフィナの側そく頭とう部ぶが、ずきりと刺すような痛みを発する。レヴナント化してなお癒いえないその傷が、死者と化した彼女をなおも妄もう執しゆうへと駆り立てる。


    『……やく、そく……』


    　茴香の唇くちびるが、そんな言葉をなぞる。


    　幼かった茴香が、雪の積もった教会の中庭でケルフィナに向かって告げた想い。


    



    〝約束します──今度はわたしが、ケルフィナのことを救うって〟


    



    『──て、いた』


    「うん？」


    『あなたは……確かに愛されていた。……かつて戦場に身を置いたあなたの心が……たとえ、壊れてしまっていても……私も、それに《ペルへ》の皆も……家族として、愛していた』


    「────」


    『あなたが求めていた〝救い〟が何なのか……わたしは結局、最後までわからなかった。そのせいで、わたしがあなたに恨まれるのは構わない……』


    　あのクリスマスイブの夜以来、幼い茴香はケルフィナの心を理解しようと、必死に力を尽くした。具体的に何かを変えたわけではない。ただ、大切な人が胸に抱いだいた痛みを少しでも癒やそうと──いかなる時も寄り添い、語りかけ、そしてその手をとった。


    　しかし、惨劇は起きてしまった。


    『どうして皆を殺したんです。スノウを、仲間たちを──あなたを愛してくれた人たちを……わたしへの復ふく讐しゆうのためだけに、どうしてあんなにも簡単に殺せたのですか……ッ！』


    　茴ウイ香カは悲痛な声こわ音ねで叫んでいた。


    　どこまでも純粋なその言葉に、ケルフィナが返したのは乾いた冷笑だった。


    「美しい正論だね。──でもやっぱり、茴香はあたしを理解していない。相手を正しく理解できないまま向ける安易な優しさは、ただの罪だ」


    『……罪。わたし、の』


    「そうだ。スノウが遺のこした言葉を抱えて、茴香はこれから罪の贖あがないをするんだ」


    　表情を引き攣つらせる茴香に、ケルフィナは優しげな声音で返す。


    「心配しなくても実里ミノリたちは無事だよ。──あの子たちはこれから死ぬ。茴香のせいでね」


    　血ち塗まみれの茴香の相そう貌ぼうが、血よりも色濃い絶望の色で染まっていく。


    　ケルフィナはそれを満足そうに眺めながら、視線を前方に向け直した。


    　途切れた道路の終端は、すでに五〇メートル先に迫っていた。


    



    　　　◇


    



    　ランブルフィッシュの背に乗る吹スイ芽ガの手には、再びスナイパーライフルが現れていた。


    　吹芽はチークピースに頬ほおを付け、すでに狙撃準備を整えている。


    　チャンスは一瞬、たった一度のみ。それも高速走行中のＦＭＳ上で、激しい震動に晒さらされながら。


    「ハァ──」


    　高速走行するＦＭＳ上での長時間に亘わたる戦闘は、吹芽の体力と気力を容よう赦しやなく奪っていた。


    　しかし、それはザイシャも珊サン瑚ゴも同様である。特に、絶えず激しい緊張に晒され続けている珊瑚の消しよう耗もうは吹芽たちの比ではない。その働きを裏切るわけにはいかなかった。


    「……スイガ。敵車両、道路の終端に接近。跳躍までの残り予想時間、一〇、九──」


    　ザイシャのナビゲートに従い、吹芽はスコープのアイピースを覗のぞく。速度を落とさず走り続ける装甲車両との距離は、すでに一五〇メートルほど離れている。車上のエレクトラは余裕の表情を崩さぬまま、吹芽たちの出方を窺うかがっていた。


    「ザイシャ、熱源感知サーモ」


    「了解。熱源感知サーモオン」


    　スコープ越しの視界が、赤外線を分析・反映した熱分布図に切り替わる。


    　装甲車両の心臓部──水素バッテリーを収めた機関部は、やはり分厚い装甲に守られている。ライフルに装そう填てんされた・三三八マグナムでは、どうあがいても射抜くことなど不可能だ。


    「四、三──」


    　──それでも好機は必ず訪れる。珊サン瑚ゴが生命いのちを懸けて、そのように誘導したのだから。


    　吹スイ芽ガは呼吸を止める。バッドストックを強く右肩に押し付ける。銃を支える左腕を固定。全ての意識が、丸く切り取られたスコープの内側に凝ぎよう集しゆうする。


    「二、一──〇！」


    　果たして、ザイシャの見立ては正確だった。


    　多脚モードへとシフトチェンジした装甲車両が、バッタのごとく全ての脚部を縮め──轟ごう音おんと共に空高く跳躍した。


    　吹芽の口元が微かすかに歪ゆがむ──ようやく晒さらしたな。


    　銃口を持ち上げ、空中の敵車両をスコープに収めて照準するエイミング。


    　全方位を装甲で守られた車両が唯一、耐弾装甲を備えていない箇所がある。


    　それは、被弾する機会が極端に限られた車底部である。


    　堅けん牢ろうな鎧よろいに全身を守られた殺さつ戮りくの巨きよ猪ちよ──その無防備な腹の内が、ついに射しや線せん上に晒された。


    「撃ってフアイア」


    　ザイシャの指示と同時に、吹芽は標的目がけて引き金を絞った。銃口が吠え、斜め上に撃ち出された弾頭が空気を引き裂きながら、標的に向かって飛翔する。


    「──命中ヒツト」


    　ザイシャの落ち着いた声と共に、吹芽はボルトを引いて排はい莢きようする。息を深く吐く。


    　放たれた白き魔弾の一撃は、装甲車両の心臓を精確に貫いていた。


    



    「起動ステイク・ドライヴ！」


    　珊瑚が再び起動コードを叫ぶ。敵車両に続いて一五メートルの大穴を難なく跳び越えたランブルフィッシュの右マニピュレーターに、大型の機関砲が形成された。


    　急速に速度を落としていく装甲車両目がけて、単射モードで放たれた二〇㎜が、何事かと困惑を浮かべるエレクトラの上半身を四散させた。さすがに損傷範囲が大きかったのか、残った下半身が再生しきるよりも早く車両から転がり落ち、路面に叩き付けられた。


    　ややあって、機関部を破壊された装甲車両も完全に停止する。


    『俺がエレクトラを足止めする！　おまえらはユーザーをやれ！』


    　機体を停止させた珊瑚が、エレクトラの残ざん骸がいに絶え間なく単射を浴びせながら言った。


    　ふたりは即座に機体から飛び降りた。ザイシャは背中から四本の触しよく肢しを生せい成せいしつつ、停止した装甲車両に向かって慎重に歩を進める。スナイパーライフルを収納し、再さい装そう填てんした自動小銃を構えた吹芽がすぐ後方から続く。


    　ケルフィナは運転席から出てこない。車内の状態は、吹芽たちからは死角になっている。


    　車両までの距離が二メートルを切ったところで、ザイシャが触肢の一本を伸ばして振り上げ、その穂先で運転席を硝子ガラスごと串刺しにした。


    　しかしザイシャはすぐに首を横に振る。手て応ごたえがなかったのだ。


    　吹スイ芽ガは油断なく視線を動かし──微かすかに漏れる、確かな殺気を察知した。


    「下だ、ザイシャッ！」


    　吹芽が叫ぶと同時に、車の隙間から転がり出てきたケルフィナが、左手に挟んだスローイングナイフを二挺ちよう、同時に投とう擲てきした。すでに助手席側から脱出し、車の下に潜ひそんでいたのだ。


    　吹芽目がけて飛ぶナイフを、ザイシャが触肢で弾き飛ばした。残りの触肢を、未だ地面に伏せたままのケルフィナ目がけて次々と振り下ろす。


    　立て続けに繰り出された触肢の穂先を、ケルフィナは地面を転がって回避。そのまま全身のバネを使って跳ね起き、地を這はう蛇へびのようにザイシャに接敵する。


    　ケルフィナは左に握ったファイティングナイフで牽けん制せいしつつ、振りかぶった右手を横に薙ないだ。


    　防御したザイシャの触肢が二本、根本から細こま切ぎれにされる。義手に装着されたカランビットの爪つめは勢いを殺さず、とっさに後退したザイシャの脇わき腹ばらを浅く切り裂いた。


    「さよなら」


    　怯ひるんだザイシャの顎あご下した目がけ、ケルフィナがとどめとばかりに左のナイフを下から突き出す。


    　が、吹芽の援護射撃がその一撃を中断させた。頭部を狙った三点バースト。


    　ケルフィナの義手が扇のように大きく展開し、全ての銃弾を防ぎつつ一いつ旦たん後退する。


    　ケルフィナが再びザイシャに斬りかかった。絶え間ない斬撃の狭はざ間まにも左右へのステップを常に挟み、吹芽と自みずからを結ぶ射しや線せんに必ずザイシャを挟んでいる。これでは援護ができない。


    　ナイフと触しよく肢しの穂先が衝突し、断続的な金属音と火花を撒まき散らす。ケルフィナの左手に握られたナイフと右の義手は、まるで別個の生物のように予測不能の軌き跡せきを描えがき、ザイシャをして防戦一方に至らしめていた。対人戦の経験差が如によ実じつに現れている。


    「チッ……！」


    　埒らちが明かない。吹芽は舌打ちと共に一いつ旦たん後退する。


    　それに気付いたケルフィナが、ザイシャとの交戦を止めぬまま大きく口を開いた。


    「げぇぐ」


    　嘔おう吐とするような奇声と共に、ケルフィナの口内からナイフの刃が生えてきた。


    　吹芽とザイシャは同時に驚愕する。その刃が、後退する吹芽目がけてミサイルのごとく射ち出されたのだ。スペツナズナイフ──柄に内蔵した強力なスプリングの弾性エネルギーによって刀身を高速射出する特殊武器である。


    「───ッ！」


    　まさに奇策、奇襲であった。吹芽は手にした自動小銃をとっさに構えて急所を庇かばう。超高速で飛び出したダガー刃が、盾たて代わりの銃を軽々と貫いて破壊した。吹芽は構わず疾走する。


    「珊サン瑚ゴ、乗るよ！」


    『吹スイ芽ガ！』


    　ザイシャたちから三〇メートルほど離れた後方では、珊瑚がエレクトラの残ざん骸がいに一定のペースで弾を撃ち込んでいる。吹芽はその機体の肩部に飛び乗った。自動小銃の残骸を放り捨て、スナイパーライフルを呼び出して構える。


    　ケルフィナを見下ろす形で射しや角かくを取った。これならばザイシャを盾たてにされることはない。


    　刃と触肢の激しい応酬はなおも続いている。しかし吹芽の射撃を警戒するがゆえ、ケルフィナの攻勢は僅わずかに緩ゆるんでいた。


    「や──ッ！」


    　その隙を突いたザイシャが、ケルフィナの脹ふくら脛はぎを触肢で斬り付けた。ケルフィナが表情を歪ゆがませながらバランスを崩し、その動きが一瞬止まる。


    　吹芽はすでに照しよう準じゆんを終えていた。十字線クロスヘアの中心に、ケルフィナの胴体が大映しになる。もはや回避する術はない。


    「───!?」


    　しかし、次の瞬間に起きた出来事は、その場の何者にとっても予測の埒らち外がいであった。


    　停止していた装甲車両の上部ハッチが破壊され、中からひとりの少女が飛び出してきたのだ。


    「ケルフィナ───ッ！」


    　敵の名を叫びつつ巨大なブレードを振りかぶるのは、紛まぎれもなく車内に拘こう束そくされていた茴ウイ香カであった。──吹芽たちには与あずかり知らぬことであるが、茴香のエミュレイターを封じていたハッキングは、エレクトラが継続的なダメージを受け続けていることで解除されていた。


    　それに気付いた茴香は余力を振り絞り、車内でスノウドロップを召喚して拘こう束そくを破ったのだ。


    「────！」


    　引き金に掛けた人差し指の力を、吹芽はとっさに緩ゆるめた。ケルフィナとの射しや線せんに、茴香が意図せず割り込んでしまったのだ。


    「お利口さんだ、茴香──！」


    　ケルフィナは我が意を得たりとばかりに笑みを浮かべ、ブレードの振り下ろしを義手で受け止めた。そのまま左手を伸ばして茴香の首を鷲わし掴づかみにし、力任せにザイシャに叩き付けた。


    　悲鳴を上げて倒れるふたりには目もくれず、ケルフィナが吹芽たちに向かって疾駆する。


    　その手の中に、ブロック状の塊かたまりが生せい成せいされた。


    『プラスティックコンポジシヨン爆弾Ｃ─４──掴まれ吹芽、後退するぞ！』


    　珊瑚が射撃を中断し、肩に吹芽を乗せたまま全速力で後ろに下がる。


    　ケルフィナは爆弾を空中に放りつつ、たび重なる射撃で半ばクレーターと化している地面からエレクトラの残ざん骸がいを抱え上げた。


    　ほぼ同時に、空中の爆弾が盛大に炸さく裂れつした。広がる爆炎と轟ごう音おんが工事途中の高架道路一帯を覆い尽くし、激しい爆風が不安定な地面を激しく揺るがせる。


    『あいつら！』


    　もうもうと広がり続ける煙の奥に向かって、珊サン瑚ゴは機関砲の掃そう射しやをでたらめに撃ち込み続ける。無論手て応ごたえなどない。


    「……くそッ」


    　あと一歩のところで──吹スイ芽ガは瞼まぶたを閉じて呻うめき、ＦＭＳの装甲に拳こぶしを叩き付ける。


    



    　数分後、視界が再び晴れた頃には、ケルフィナとエレクトラの姿は完全に消え去っていた。

  


  
    04/Salvation ‐救済‐


    



    



    　幼い茴ウイ香カはいつだったか、ある日一度だけ、スノウに向かって訊ねたことがある。


    「……どうしてスノウは、こんなことをしているんですか？」


    　純粋な疑問だった。生きていくことすら困難なこの時代に、血の繋つながりも縁もない幼い子供を保護して養うなど、救われた茴香たちからすればともかく、端はたから見れば酔狂と笑われ、愚かと罵ののしられる行為だ。


    「そうね。理由はたくさんあるけれど……ひとつだけ選ぶのなら、自分自身のため」


    　礼拝堂でピアノを弾きながら、スノウは静かに答えた。マデトヤの『古い記憶』。彼女の人格を表したような、穏やかで、どこか物寂しい旋せん律りつが礼拝堂にこだましている。


    「私自身の、魂の救済のためよ」


    「たましい……？」


    　茴香は訳もわからず、きょとんと瞬まばたきを繰り返す。


    　鍵けん盤ばんに触れるスノウの指は痩やせていた。限られた食料をできる限り子供たちに回し、彼女自身は必要最低限の栄養しかとらないからだ。


    「そうすることで、私の体に染み付いた穢けがれが、少しは雪すすがれる気がするの」


    「……けがれ。スノウは昔、何か悪いことをしたんですか？」


    「ええ。だから子供あなたたちは、私に感謝することなんてないの。いいえ──感謝なんて、してはいけない」


    　そう告げるスノウの横顔は、天てん蓋がいから差し込む淡い陽光に照らされて、美しくも儚はかなく見えた。茴ウイ香カは思わず不安になって、スノウの服の裾すそを強く掴んでいた。


    「私は、スノウのことが大好きです。本当のお母さんみたいに思ってる……」


    　そう言って声を震わせる茴香の肩に、スノウは鍵盤から離した両手を置いた。


    「私も茴香を愛してるわ。他の子供たちも、ケルフィナも──」


    　なぜかケルフィナの名だけを特別なもののように告げたスノウに、その時の茴香は、疑問も疑念も感じることはなかった。


    「よく聞いて茴香。愛でも、悲しみでも、憎しみでも構わない。もしもいつか、あなたが他の誰かから揺るぎない感情をぶつけられた時には──まず、相手の心を理解する努力をすること」


    　スノウは茴香の瞳ひとみをじっと見つめながら、静かに、唄うたうように言った。


    



    「愛情には正しき愛情を。悲哀には正しき悲哀を。憎悪には正しき憎悪を示せ。魂の救いは、他者の心を正しく理解した、その向こう側にだけしか存在しないのだから──」


    



    　数秒の静寂が礼拝堂を満たした。茴香は惚ほうけた表情のまま、唇くちびるをつんと尖とがらせる。


    「スノウの言うことは、難しいです……」


    「もちろん、誰にとっても難しいことよ。だから常に正しい答えを出し続ける必要はない。大切なのは、相手の心を考えることを、決して諦あきらめないこと」


    「……相手の心を、考えることを、諦めない」


    　たどたどしく繰り返す茴香に、スノウは優しく微ほほ笑えみかけ、小さな体を強く抱き締めた。


    「そうすれば──きっと茴香は、誰よりも正しく生きることができるから」


    



    　　　◇


    



    　ケルフィナ及びエレクトラの逃亡から、すでに半日が経過していた。


    　夜の帳とばりが落ちた《セブンス》の各所は現在、鮮やかな光によって照らされている。


    　しかしその光の正体は、温かな文明の光ではない。


    　延々と燃え盛り、全てを焼き尽くす紅ぐ蓮れんの業ごう火かである。


    「逃げろ、炎に巻き込まれるぞ！」


    「邪魔だ！　どけ、邪魔なんだよッ！」


    　パニックに陥おちいった民間人たちは我先にとひしめき合いながら、滅め茶ちや苦く茶ちやな方向に逃げ回っている。その時、群衆を見下ろすビルの高層部が大爆発を起こし、降り注ぐ破片が数百名の人々を一瞬にして死傷させた。悲鳴と断だん末まつ魔まが混然となって響く。


    　現在《セブンス》各地では、このような大規模な爆発が相次いで発生していた。それは火災の延焼やビルの崩ほう落らくといった二次被害へと連れん鎖さし、犠牲者の数をみるみる増やしていく。


    「ママ、どこ？　ママ、パパぁ……」


    　逃げ惑う群衆の中で、延々と接続エラーを吐き続ける端末を胸に抱きながら、幼い少女が孤立して泣きじゃくっている。


    　エレクトラによるクラッキングを受けた《セブンス》の中枢制御システムが、依然として半ば以上機能していないのである。


    　情報、交通、通信手段、エネルギー供給といったあらゆるライフラインが麻ま痺ひし、つい昨日まで仮かり初そめの平和を謳おう歌かしていた人工浮島メガフロートは、今や無法の孤島と化していた。


    「おい、早く逃げないと！　む、向こうから奴らが……レヴナントが！」


    「でも逃げるったって、どこにだよ！」


    「畜生……Ｒ・Ｅ・Ｖの連中は何をし──ひぎゃあああッ！」


    　夜や闇あんにフルオートの掃そう射しや音おんが響き渡り、十数人もの民間人が全身から血を噴いて倒れた。


    「────キィイイイ」


    　レヴナントが立ち塞ふさがっていた。その手にはＲ・Ｅ・Ｖに配備されている自動小銃が握られている。警備に当たっていた隊員の装備を鹵獲コピーしたのである。


    「キィ──」「───キ」「キィ──キ」


    　射殺された者たちもまた時を置かずして蘇そ生せいし、生ける屍しかばねの仲間入りを果たす。


    「う、うわ……引き返せ、皆！　殺されるッ！」


    「だ、駄目だ！　後ろからも来て──」


    　飛び散る大量の血ち飛沫しぶきが、閃ひらめくマズルフラッシュを反射して紅あかく輝いた。


    



    　炎上する高層住宅の前ではひとりの女性が、救援活動中のＲ・Ｅ・Ｖ隊員に羽は交がい締めにされながら泣き叫んでいた。


    「お願い、放してっ！　行かせて！」


    「もう諦あきらめろ！　避難するんだ、あんたまで死ぬぞ！」


    「まだ、まだ中にまだ子供たちが……！」


    「だからもう無理だ！　もう死んでるんだよ！」


    「でも……！　──あ、ああ……奇跡だわ！」


    　絶望に暮れていた女性の表情が、瞬またたく間に喜びへと満ちていく。


    　際限なく黒煙を吐き出し続けるビルの出入り口から、中に取り残されていたはずの幼い姉妹が駆け寄ってきていた。


    「良かった！　ミザ、エリィ……無事──」


    　飛びかかってきた子供たちの爪つめが、女性の頸けい部ぶを容た易やすく引き裂いて即死させた。彼女を止めようとしていた隊員も、反撃する暇いとますらなく胴体を貫かれて崩れ落ちる。


    「─────キィイ」


    　紅く輝く子供たちの瞳ひとみは、数秒前まで母親であったものが自分たちと同じ存在と化して起き上がる光景を、じっと見下ろしていた。


    



    　　　◇


    



    　鮮あざやかな炎による艶つや紅べにの化粧を施された《セブンス》の景観を、吹スイ芽ガは薄暗い私室の窓から見下ろしていた。照明は点ついていない。


    　島内各地が阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれていくなか、《セブンス》の中心に屹きつ立りつする超高層多層建築物・シャフトだけは、普段と変わらぬ尊そん厳げんと静寂を保っている。少なくとも、表向きは。


    　果たしてその内情は、ありったけのオペレーターと各種防衛ソフトウェアを総動員し、断続的に仕掛けられてくるエレクトラからのクラッキング攻撃を、ほうほうの体ていで食い止めているといった惨さん状じようである。


    「…………」


    　外界の地獄絵図を、吹芽は虚うつろな瞳で眺めていた。


    　エレクトラとケルフィナの追跡に失敗し、一度シャフトに帰投した吹芽たちに告げられた命令は『待機』であった。敵の次なる出方が読めない状態で、対《七姉妹プレイアデス》の切り札たる吹芽とザイシャを使いつぶすことを、上層部は許さなかったのだ。


    「……電気くらい点けなさい」


    　照明が点くと共に、背後から呆あきれた声が掛けられた。吹芽は静かに振り返る。


    「ザイシャ。随分掛かったね、メンテ」


    「あんな無茶は久々だったしね。スイガは？　体に変調はない？」


    　吹芽は小さく微ほほ笑えんで答える。


    「大丈夫だよ。珊サン瑚ゴが気張ってくれたから、大した怪け我がもしてないしね」


    「……ならいいのだけど」


    　無表情で告げるザイシャの両手には、保温容器を収めた袋がぶら下がっている。


    「食事、持ってきたわ。今のうちに補給しておきましょう？」


    　ザイシャがテーブルの上に容器を広げた。食欲をそそる芳ほう香こうが漂ただよう。大きなオムライスがふたつ。ご丁てい寧ねいに『ファイト♥』とケチャップで描えがかれている。


    「ミホシから預かったの。いっぱしの兵士なら、食べられるときに食べておきなさい」


    「これ、『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』の……」


    　吹芽は思わず目を丸くする。


    『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』は、吹芽がヘルカ班に配属された当初、珊瑚に連れていかれた飲食店の名である。今ではその本格的な味にすっかり惚ほれ込み、吹スイ芽ガとザイシャは常連と化していた。


    「Ｒ・Ｅ・Ｖが今この状態でしょう？　炊事要員で駆り出されたって、ミホシが」


    「……良かった。海ミ星ホシさんもマスターも、無事だったんだ」


    　吹芽の表情に微かすかな安あん堵どが宿る。しかし、それもすぐに失われた。


    「スイガ……？」


    　眉まゆ根ねを寄せるザイシャに対し、吹芽は申し訳なさそうに微ほほ笑えむ。


    「ごめん。せっかく持ってきてくれたのに。後で必ず食べるから……」


    　すげなくそう告げ吹芽は再び窓に向き直る。


    「──ハンナのこと？」


    　ザイシャの問いに、吹芽の背中が一度だけ、びくりと震えた。


    　ハンナ。今日、吹芽の狙撃が殺あやめた罪なき女性。


    「────」


    　吹芽は口元を押さえる。喉のどを痛めるほど何度も吐いたはずなのに、再び吐き気が込み上げてくる。


    　いくら脳裏から消し去ろうとしても無駄だった。


    　思い出す。マリクを救うために自みずからを犠牲にしたハンナの決意は崇すう高こうなれど、スコープを通して目にした彼女の瞳ひとみは、確かな死への恐怖に満ちていた。


    　吹芽は自責する──何の罪もない人間を、僕は殺した。


    　それがハンナ自身が望んだ結末であろうと、言い訳にすらならない。彼女が身を挺ていして救おうとした人すら、吹芽たちは救えなかった。


    「あなたね……」


    　ザイシャは憤然と鼻を鳴らすと、乱暴な足音を立ててその背中に歩み寄った。


    　何事かと戸惑う吹芽の胸ぐらを、ザイシャが無理やり掴んで引っ張る。


    「うわ……！」


    　吹芽はたまらず膝ひざをつき、ザイシャの胸に向かって倒れ込んでいた。視界がザイシャの体で覆われる。


    　ザイシャは何も言わない。ただ黙って、吹芽の頭をきつく抱き締め続ける。


    　心音のない、鼓こ動どうの響かない、硝子ガラスのように冷たい体。


    「……僕は、もう、二度と迷ったら駄目なんだ」


    　数分の沈黙を置いて、吹芽は震える声で呟つぶやいた。


    「あの日、誓ちかった。ハンクに……僕のせいで死んだ人たちに……もう躊躇ためらわないって」


    　三か月前、吹芽は自らの手でハンク・ウェズレイを──レヴナントと化した最愛の家族を撃ち抜いた。狙撃手として、できる限り多くの人々を守るために。


    　守るべきものを守るためなら、それ以外のものを犠牲にできると──そう誓った。


    「僕が、こんなことで今さら折れたら……彼らの死は無駄になる。それがわかってるのに、僕は、まだ……」


    「折れることと、悩むことは違うでしょう」


    　抱き締める腕を緩ゆるめないまま、ザイシャは静かに言った。


    「私があなたのことを信じたのは、『できる限り多くの生命いのちを救う』──そんなお伽とぎ話ばなしのような理想を、本気で貫こうとしていたから」


    「でも……僕は、助けられなかった」


    　ハンナを、マリクを。あげくケルフィナとエレクトラを取り逃がし、《セブンス》はこの惨さん状じようである。犠牲者の数はもはや想像すらつかない。


    「そう。それが現実。だからあなたの母親も、あんな決断をせざるをえなかった」


    　ザイシャのかつてのユーザーであった円マドカ燦サン華カは九年前、息子である吹スイ芽ガの生きる世界を守るために、多くの生命を犠牲にしてプシュケを撃墜した。


    「それでも痛みに耐えて、前を向いて歩いていく決意を、私はとうにしている。あなたを見ていて、いつからかそう思えるようになった」


    「────」


    「私たちは、無痛の兵器なんかじゃない。あなたが今、悩むことを否定したら──こんな私を人間ひとと呼んでくれた、かつてのあなた自身の言葉まで否定してしまう。それは、とても悲しい」

  


  [image: ]


  
    　震える吹スイ芽ガの頭に、ザイシャがそっと顎あごを乗せながら言う。


    「悩むことをやめないで、スイガ。それでも溢あふれてしまったら、私が受け止めるから」


    　吹芽が嗚お咽えつを漏らす。涙が溢れていた。


    　ザイシャの背中に両手を回し、その華きや奢しやな体を抱き締め返す。


    　声を上げて吹芽は泣いていた。止めどなく流れ出す後悔と懺ざん悔げの奔ほん流りゆうが、ザイシャの胸を熱く濡ぬらしていく。ザイシャは瞼まぶたを閉じて、吹芽の頭を飽くことなく撫なで続ける。赤子のようなその有様を、笑う者もなじる者も、今はこの場にはいない。


    　三〇分ほどそうした後、ふたりはどちらからともなく離れた。


    　ザイシャは頬ほおを薄く染め、気恥ずかしそうな顔をしている。


    「……少しは落ち着いたかしら」


    「うん──少しすっきりした。もう、大丈夫」


    　服の袖そでで顔を拭ぬぐいながら、吹芽は弱々しく微ほほ笑えんだ。罪悪感も後悔も未だに消えてはいない。


    　それでも、その弱さを自覚したうえで、再び立ち上がれる気力だけは得られた。


    「そう。なら、ちゃんと食べなさい。戦いはまだ終わってない──私たちは次こそ失敗できないの。補給だって、戦いのうちよ」


    「……わかった。ありがとう」


    　吹芽はどうにか料理に口を付け、体力と気力の回復に努めた。全身に幾分かの力が蘇よみがえる。


    「スイガ、《セブンス》の状態は？」


    　口の周りにケチャップを付けたまま訊ねてくるザイシャに、吹芽は険けわしい表情で答える。


    「自動封ふう鎖さシステム、異常検知システム、情報リンクシステムほか、島内セキュリティ全般の六割以上が、エレクトラのクラッキングでダウン。同時に各地で、大規模な爆破事件が断続的に発生してる。被害地域の都市機能はほぼ完全に麻ま痺ひ。──各地でレヴナントが発生してるせいで、犠牲者は今も加速度的に増え続けてる。各地のコロニアからも応援が駆け付けて、Ｒ・Ｅ・Ｖ総出で大規模な駆く逐ちく・救助作戦が展開されてるけど……通信システムすら満足に使えない状態だから、連携が取れないせいで、レヴナントの駆逐も救助も、おそらくほとんど進んでない」


    　ザイシャは絶句し、悔しそうに目を伏せた。


    「ごめんなさい……エレクトラに電子戦の特化機能が備わっていたなんて、本当に知らなかったの。大戦中はほとんど活かされなかった能力だと思うから……」


    「ザイシャを責めてどうするのさ」


    　とはいえ、《セブンス》全体がレヴナントに包まれるのはもはや時間の問題であった。この惨さん状じようがエレクトラの狙いであるのなら、もはや見事という他ない。


    「すでにコロニア自体の放棄も視野に入る被害だけど……ここには《オクルス》がある。どんな手を使ってでも、この状況を打開しなくちゃならない」


    《オクルス》──八年前に開発された、大規模資源生産ユニット。現人類の食料と資源の五割以上を賄まかない、世界規模の大だい飢き饉きんによって崩ほう壊かいした秩序を取り戻した革新的システム。


    　それを失うことはすなわち、人類滅亡までの時計の針が急速に押し進められることを意味する。


    　ザイシャは滅め入いったように息をつき、話題を変えた。


    「……皆の様子はどう？」


    「珊サン瑚ゴは三時間前に目を覚ましたって。今は休んでる」


    　エレクトラたちを見失ってから数分後、遅れて駆け付けてきた救援部隊によって吹スイ芽ガたちは保護された。その時点で、極度の緊張感からようやく解放された珊瑚はＦＭＳのコクピット内で気を失っていた。


    「ランブルフィッシュは急ピッチで修復作業が進んでるみたいだけど、駆く動どう系けいの消しよう耗もうがかなり激しいみたいだ。戦線復帰はしばらく期待できない」


    「……でしょうね、あんな無茶な真ま似ね、ＦＭＳの運用限界を完全に超えていたわ。私たちが今生きてるのが不思議なくらい」


    「先にエレクトラたちと交戦したヘルカも、ひとまず生命いのちに別状はない」


    　吹芽たちが回収されたのとほぼ同じタイミングで、ヘルカもまた保護されていたのだ。


    「……とはいえ重傷だ。意識はあるけど、少なくともしばらくは戦えない」


    　ヘルカは茴ウイ香カを庇かばって、爆風をもろに受けた。あの状況で生命があっただけでも僥ぎよう倖こうである。


    　ザイシャは、複雑な表情をつくって言う。


    「……正直、意外だった」


    「ヘルカが茴香を庇ったことが？」


    「ええ。あれが他人を庇うなんて、あまり想像ができなくて……」


    「言いたいことはわかるけど、ヘルカは生命懸けで茴香を守った。悪く言うのは駄目だよ」


    　ザイシャは唇くちびるを尖とがらせて「わかってるわよ……」と呟つぶやき、はっとしたように言った。


    「──ウイカは？」


    　吹芽は口ごもる。少なくとも負傷は問題ない。傷は決して軽くはないが、常人と一線を画かくする回復力を持つ埋まい葬そう官かんにとって致ち命めい傷しようとはほど遠い。問題は──。


    「……会いに行こうか。面会は禁止されてないはずだから」


    　悄しよう然ぜんと告げる吹芽に、ザイシャは一度だけ小さく頷うなずいてみせた。


    



    　　　◇


    



    　ヘルカ・カーリアイネンは、医療区画の狭い個室に設しつらえられたベッドの上で、ＥｙＳに絶えず送信されてくる《セブンス》各地の被害状況を淡々と見つめていた。


    　死傷者は加速度的に増加し続けている。しかし通信システムが麻ま痺ひしている今、そのデータすら氷山の一角にすぎない。


    　その時、ＥｙＳのアイコンに面会者の来訪を報しらせる表示が灯ともった。


    　ドアがスライドし、ひとりの青年が病室に入ってくる。


    「お疲れっす、班長。打撲に火傷やけどに、一二か所骨折って、また随分とこっ酷ぴどくやられたもんで」


    　上官に対しても気安い笑顔を向ける珊サン瑚ゴであるが、ヘルカは怜れい悧りな鉄てつ面めん皮ぴを崩さない。


    「倉クラ守モリ。そう言う君もだいぶ無茶をしたようだが」


    「そりゃもう、ハリウッドばりのカーチェイスを堪たん能のうさせて頂きました。スタントマンにでも転身しようかっつーくらいの迫力満点なヤツをね。たっぷり休ませてもらったんで、体調はもう万全だ」


    「だが、機体は使えない」


    「ごもっともで。俺らふたり、この非常時に役立たずの木で偶くの坊だ」


    　珊瑚は大げさに肩をすくめると、ベッドの前に立ち止まった。


    「なんで暇人同士、ちっと雑談でもどうかと」


    　黙殺するヘルカに構うことなく、珊瑚はその場に立ったまま話し出す。


    「今け朝さ、ケルフィナたちと遭そう遇ぐうする前──実は俺、班長と茴ウイ香カの会話を聞いていた」


    　感情の見えないヘルカの瞳ひとみに、微かすかな驚きが宿った。


    



    〝……班長はその戦闘技術を、誰から、どのようにして手に入れたのですか？〟


    〝以前、ある人物に師事していた〟


    〝それは、何者ですか〟


    〝《サラーブ》の教官だ。それ以上答える気はない〟


    〝その人物は、今……〟


    〝一〇年前の戦せん禍かでおそらく死亡している。そうでなくても、すでに老齢だった〟


    



    「そん時はまだ、通信も生きてたんで」


    「回線は閉じていたはずだがな」


    「茴香の通信機にちょろっと悪戯いたずらをね。あの作戦前、茴香の言ってたことがどうしても引っ掛かっててさ──あんたとケルフィナの戦闘技術が似通ってるってヤツ」


    　珊瑚は少年のようにへらへらと笑う。


    　一方ヘルカは唇くちびるを閉じたまま、彫像のように表情ひとつ変えない。


    「顔が怖いっす、ほんとスイマセン……別に上告しようとか、過去をほじくり返そうとか、そんなつもりは毛頭ねえさ。そも、各隊員の経歴なんざ本部じゃとっくに調査済みだろうし」


    　珊瑚が手を振って弁解する。


    「それに、これでも班長のことは信頼してるつもりだぜ。あんたの采さい配はいで、俺は今も生命いのちを繋つないでる」


    　ヘルカは黙って瞳ひとみを閉じている。


    「にしたって今け朝さ、班長が体張って茴ウイ香カを庇かばった時にゃあ、正直ビビったがね。そーいうトコ、あんたはドライだと思ってたクチなんで」


    　あくまで軽けい佻ちような声こわ音ねを崩さぬ珊サン瑚ゴを、ヘルカは冷然と揺るがぬ瞳で見つめ返す。


    「──何が言いたい？」


    「いんや、別に。ただ、あんたにも人並みの後悔とかあんのな、と思ってさ」


    「……？」


    「後先考えずに動くっつーことは、過去に同じ後悔を抱いだいたことがあるワケだろ？　じゃなきゃ、そう簡単に自分の命なんざ懸けられねえさ」


    「……椚クヌギはあれで、育成にそれなりの手間がかかっている。貴重な埋まい葬そう官かんをみすみす失うような失態を犯したくはない。それだけだ」


    　淡々としたヘルカの返答を、珊瑚は腹の底の読めない笑みを浮かべて聞き届けていた。


    「──下らん前置きはもう良いだろう。訊ききたいことは何だ、倉クラ守モリ」


    　珊瑚は観念したように両手を軽く持ち上げた。軽薄な笑顔が消える。


    「目ぇ覚めてからついさっきまで、ざっと調べてみた。ケルフィナ・オズロワが兵士として活動していた当時の、《サラーブ》に関する情報を」


    　常に凄然とした無を湛たたえるヘルカの瞳が、一瞬──微かすかに揺らいだ。


    「敵の目的を推測して、これからの行動を先読みできねえかと思ってさ。だが、《サラーブ》ってのはいかんせん秘密主義の組織だったもんで、期待したほどの情報なんざ集まらなかった」


    「だろうな」


    「ただ──ひとつ、気になる〝事例〟を見つけた」


    「事例？」


    　疑念とも確信ともつかないヘルカの相あい槌づちに、珊瑚は立ったまま滔とう々とうと話し続ける。


    「大戦が始まる少し前に、数名の少年兵が西アフリカのダイヤモンド採掘場で保護された。いずれも《サラーブ》出身の吸血鬼ムブタズだ。もちろんケルフィナとは別人だが──そいつらは、薬物でもマインドコントロールでもない、ある〝特殊な洗脳処理〟を受けた痕こん跡せきがあったらしい」


    　珊瑚は不意に右手を持ち上げると、指先で自みずからのこめかみを軽く叩いた。


    「その子供たちは保護されてから三日後、精密検査を受けるのを待たずしてひとり残らず自害した。職員の銃を奪い、自ら頭を撃ち抜いて、だ」


    　ヘルカは一言も発さない。金砂色の瞳だけが虚こ空くうを睨にらんでいる。


    「そいつらは皆ケルフィナと同年代で、祖国まで同じくしていた。──もしも班長が当時、何らかの形で《サラーブ》と関わっていたのなら、何か知っているんじゃないのか？」


    　戦せん禍かと共に闇やみへ葬ほうむり去られたはずの過去が、刃やいばと化して喉のど元に突き付けられる感触を覚えながら、ヘルカは言う。


    「その〝特殊な洗脳処理〟とやらの実態が、ケルフィナの行動原理と結び付いていると？」


    「ご名答。今になってこんなことを考えていても仕方ないかもしれねえが──それでも俺は、そこに茴ウイ香カとケルフィナの、認識の〝ズレ〟が隠されているような気がする」


    「────」


    「状況はもう取り返しのつかねえところまで及んでる。俺らの力不足のせいでだ。……だからってわけじゃねえが、せめて茴香なかまひとりのことくらい、気にかけてやりたいと思ってる」


    　不気味なまでの沈黙が落ちる。


    　静寂はおぞましささえ伴って、狭い病室を押しつぶすように侵食していた。


    



    　　　◇


    



    　シャフト内はどこもかしこも閑かん散さんとしていた。大部分の人員が出動し、レブナントの駆く逐ちくと生存者の救出作業にあたっているのだ。


    　茴香の部屋の前に辿たどり着いた吹スイ芽ガとザイシャは、ドアの前に立ってインターフォンを押す。ややあって返答があった。


    『……吹芽。ザイシャ』


    「入っても平気？」


    　数秒を置いてロックが解除され、ドアがスライドした。吹芽とザイシャは静かに入室する。


    　初めて入る茴香の私室は、彼女の性格をそのまま反映したように整然としていた。ほのかに甘い匂におい。物は少ないが、無む味み乾かん燥そうな印象は不思議とない。


    　それは、整頓されたデスクの上に乗っているクマのぬいぐるみと写真立てのおかげだ。ところどころほつれた、作り手の健けな気げな努力が窺うかがえるぬいぐるみの首には、『いつもありがとう、茴香』と書かれたメッセージプレートが下がっている。


    　写真には、ハンナと施設の子供たち──そして、彼女たちに囲まれて明るい笑顔を浮かべる茴香の、幸せそうな姿。


    「傷は大丈夫？　茴香」


    「……はい」


    　茴香は部屋の片隅のベッドに、膝ひざを抱えてうずくまっていた。その頭や全身は包帯とガーゼで覆われており、痛々しいことこのうえない。


    「君が無事でよかった」


    　ベッドの前に立ち、本心から告げる吹芽だったが、茴香は視線を合わせようとしない。


    　ザイシャは不機嫌そうに溜ため息いきをつくと、そっぽを向きながら言った。


    「少しは感謝なさい。下へ手たしたら私たち全員、今頃こうして話せていなかったのよ」


    「ザイシャ……」


    　茴ウイ香カは憔しよう悴すいに塗まみれた顔を伏せたまま、消え入りそうな声で言う。


    「──一応、心配していたんだから」


    　ザイシャは視線を泳がせつつ、ぶっきらぼうな口く調ちようでぼそりと告げる。


    　しかし、その表情をすぐに厳げん然ぜんと引き締め、茴香の瞳ひとみを見み据すえた。


    「──でも、今回の一件で痛感したはずよ。もしもウイカがひとりで決着をつけることにこだわらなければ、さっきの時点でケルフィナを仕留めることができていたかもしれない」


    「…………っ」


    　茴香の表情が、後悔と罪悪感で凍り付いていく。


    　あの高架道路上で、もしも装甲車両から茴香が飛び出してこなければ、吹スイ芽ガたちはケルフィナを討伐できていた可能性があった。


    《七姉妹プレイアデス》を完全に葬ほうむるには、そのユーザーに埋め込まれた彼女たちの脳核の一部──制御核が必要不可欠となる。すなわちエレクトラを滅するには、ケルフィナから先に駆く逐ちくする必要があるのだ。


    　吹芽は言葉もなく、ただ立ち尽くすしかない。


    　あの時の茴香の横よこ槍やりは、完全に不可抗力であった。あの行動が単なる私情のみでなく、埋まい葬そう官かんとして責務を果たそうとしたがゆえのものであったことは揺るぎない事実である。


    　それでも、吹芽もザイシャも想像せずにはいられなかったのだ──もしも茴香が自みずからの手でケルフィナを討つことにこだわらず、仲間に全てを託してくれていれば、と。


    「わたしは──」


    　茴香は震える指先を、右の耳にそっと伸ばしていた。


    　赤みがかった輝きを放つ一粒の小さなダイヤモンドに、すがるようにして触れる。


    「わたしは……憎くてたまらない。スノウを……《ペルへ》の仲間を……ハンナさんを……マリクを……わたしが愛する人たちを、ことごとく奪い去ったケルフィナが──」


    　独白のように紡つむがれる怨えん嗟さの囁ささやきに、吹芽とザイシャは黙って耳を傾ける。


    「際限なく膨ふくらみ続けていたわたしの憎悪は、もう長い間、逃げ道も……落とし所も見つからないままだった……」


    　かつて家族を失った少女が、奇跡的な巡り合わせで手に入れた、大切なふたつ目の《家族ペルヘ》。


    　それが目の前で奪われたという凄せい絶ぜつな過去は、ふたりにとっても察するに余りある。


    「やっと、見つけたんです。やっと現れてくれたんです──わたしの胸を満たしているこの怒りを、憎しみを、吐き出すことのできる存在が、ようやく……」


    「…………」


    「この手で、復ふく讐しゆうを遂げないと──そうしないと、わたしは……」


    　茴香は両手で顔を覆い、涙を流して絶叫していた。


    



    「───わたしの魂は、あの日の礼拝堂から一歩も前に進めない……！」


    



    　それはあまりにも利己的な、あまりにもちっぽけな──そして何よりも切実な、心が上げる悲痛な叫びだった。


    　今、吹スイ芽ガたちの目の前で体を震わせてむせび泣いているのは、凜りん然ぜんとした佇たたずまいで周囲を引っ張る少女でもなく、勇ゆう猛もう果か敢かんにレヴナントを駆く逐ちくする埋まい葬そう官かんでもなく、そんな虚勢が剥はがれて地金が剥むき出しとなった、ただのひとりの幼い子供だった。


    「これだけの生命いのちが失われているのに、あなたはまだそんな……！」


    　憤ふん懣まんも露あらわに声を荒らげかけたザイシャを、吹芽は黙ったまま手で制した。


    　今、シャフトの外で繰り広げられている地獄の光景に比べれば、茴ウイ香カの悩みなど取るに足らないエゴにすぎない。


    　それでも、そのエゴが間違っているなどと──どの口が言えようか。


    　吹芽は想像せずにはいられない。


    　吹芽にとって、大切な父親であったハンク・ウェズレイ──レヴナント化した彼に引導を渡したのが、もしも自分ではなく他の誰かであったのなら、自分は今こうして狙撃手として、ひとりの人間として再起できていたであろうか──。


    「茴香。何かあったら、いつでも呼んで」


    　吹芽はそう言い残し、ザイシャの手を引いて茴香の部屋を後にした。


    



    「……本当にこれでいいの、スイガ」


    　後ろを付いてくるザイシャの声は憤いきどおっているようにも、悔くやんでいるようにも聞こえた。


    「ウイカの苦悩はわかるわ。でも私は、やっぱり認められない」


    　歩を進める吹芽の背中に、ザイシャの押し殺した声がぶつけられる。


    「だって……このまま《セブンス》がエレクトラの手に落ちてしまったら、最後に残った生命さえ失ってしまう。なのにウイカは……」


    「ザイシャ。ハンナを撃つ前に、ケルフィナが言った言葉、覚えてる？」


    　吹芽は立ち止まって振り返り、怪け訝げんそうに首をかしげるザイシャに向かって諳そらんじる。


    



    『愛情には正しき愛情を。悲哀には正しき悲哀を。憎悪には正しき憎悪を示せ。魂の救いは、他者の心を正しく理解した、その向こう側にだけしか存在しないのだから──』


    



    「あれを聞いて、何となくわかったんだ。皮肉だけど、ケルフィナの言葉は正しいと思う。誰かを救うっていうことは、単純に生命を守ることだけじゃなくて、その誰かの『心の在り方』を理解して、尊重することなんだ」


    「────」


    「たとえそれが、どんなにいびつな在り方でも、決して他人が軽々しく穢けがしていいものじゃない。誰かの心を──茴ウイ香カの魂を救いたいのなら」


    　綺麗事であると、吹スイ芽ガも自覚している。どこまで突き詰めたところで、それはただの一個人のわがままにすぎない。今、外で苦しみ、殺され、絶望する人々にとっては何の関わりもない。


    　胸の中で何かが疼うずいていた。


    　熱とも痛みともつかない、得え体たいの知れない不定形の何か。それはそっと手を伸ばし、吹芽の肩を叩いて問い掛けてくる。


    　次に対たい峙じした時、おまえはケルフィナを撃てるのか？


    　それが同時に、茴香の魂を粉々に砕く行為だとしても──？


    



    　　　◇


    



    　黒煙を巻き上げながら炎上する街並みを、ふたつの影が悠然と見下ろしていた。


    「見ろよケルフィナ──人類希望の地とやらが、今や焼け焦げたフライパンだ」


    《セブンス》内、とある高層ビルの屋上部。頭部に備えた一対のセンサーを嬉うれしげに蠢うごめかせながら、エレクトラは鋭い牙を剥むき出して笑う。


    「希望なんて、壊れる時は一瞬だよ。与えられただけのそれなんて、特にね」


    　屋上の縁へりに腰掛けたケルフィナ・オズロワが皮肉げに言う。地上から吹き付けてくる炎風と、絶え間なく響く断だん末まつ魔まが、オレンジ色の鮮あざやかな長髪を妖しくなびかせている。


    「確かにゴミどもにはふさわしい幕切れだ」


    　エレクトラはくっ、と短く喉のどを鳴らすと、その視線を遥はるか遠方へと投じた。


    　その愛らしくも凶暴な瞳ひとみが見み据すえる先は、《セブンス》の中心地点。


    　地上を包む騒乱と炎獄のさなかにあってなお、威厳を保って佇ちよ立りつしている超高層多層建築物──シャフトである。


    「そろそろクライマックスの時間だぜ。いい具合に掻き乱せた」


    　エレクトラが大きな尻しつ尾ぽをぶるんと振るう。それは大質量の物質構築を瞬時に行うための粒子収束器官であると同時に、大気中の粒子を超高速情報伝達媒ばい体たいと化すことで無線ハッキングを可能とする電子戦用装備でもあるのだ。


    「位置を調べ上げるまでにゃあ存外時間がかかったが──ネタバレしてみりゃ呆あつ気けないもんだ。行くぞケルフィナ」


    「……ね、エレクトラ。すごく今さらなんだけど」


    　ケルフィナは両目を細めて、ぽつりと言った。


    「あなた、何のために戦ってるの」


    　燃え盛る地上を見下ろしながら問うケルフィナに、出で端ばなを挫くじかれたエレクトラは髪を掻かき上げながら、苛いら立だちも隠さずに吐き捨てる。


    「なんだそりゃ。戦えて、殺せれば満足だ。それだけだろうが」


    「いや、それは見てればわかるけど──もっと何かさ、ないわけ」


    「別に含がん蓄ちくもなければ諧かい謔ぎやくでもねェよ。殺さつ戮りくだ。レブナントオレたちに、いったい他のどんな余分が要る？　それが全てで、それだけがオレの存在意義だからだ」


    「壊し尽くして、殺し尽くして……果てにあるのはきっと、ただの無だよ。虚むなしくならない？」


    　やぶから棒なケルフィナの問い掛けに、エレクトラは一瞬きょとんと目を丸くし、やがて腹を抱えて可お笑かしそうに笑った。まるで、そんなの考えたこともないと言いたげに。ケルフィナは憮ぶ然ぜんと目を見張る。その姿は、年相応の無む邪じや気きな少女そのものだったからだ。


    「そうだなァ。──そしたら仕上げに、このクソったれな世界に牙を突き立ててやるか」


    　ひとしきり笑ったエレクトラが、宙に右手を掲げた。開いた掌てのひらを強く握り締める。


    「クソ人間どもだけじゃなくてよ、姉妹も、偉そうに命令してくるあのクソどもも──喰い千ち切ぎって、噛かみ砕いて、跡あと形かたもなく壊す。それだけの力を、オレは今から取り戻すんだから」


    「……そうだね。そのためにエレクトラは、二か月間も頑張った」


    「そうさ。オレたちゃ死人だ。進む先なんざとうに失なくして、泥でい濘ねいの底でもがくだけの亡者。行き着く先が闇やみしかねぇなら──せめてその闇は、自分の意志で生み出したものでありてぇ」


    「……いいね、それは。とても──」


    　小さく微ほほ笑えんで立ち上がるケルフィナに、エレクトラは踵きびすを返しながら言う。


    「ついでだ。テメエのちっぽけな復ふく讐しゆう劇げきくらいなら、最後まで付き合ってやらァ」


    「ありがたいよ」


    「テメエはつくづくイカレてるな。あんな小娘ひとりに執着してよ」


    「そうだよ。あたしはイカレてる」


    　ケルフィナは夜空を仰あおぐ。地上から大量に舞い上がった火の粉こが星の光と混ざり合って、世界の終わりのようだと、何とはなしに思った。


    「馬鹿舌になったあたしのアタマには、歯が溶けるほどに甘い愛情か──舌が引き裂けるような憎悪しか、もう、てんで響かないんだ」


    　ぎちり、と右の義手が軋きしみを上げる。ずきり、と頭の傷きず痕あとが疼うずく。


    「あとエレクトラ、ひとつだけ訂正。あたしのこれは復讐劇じゃない」


    「何だよ？」


    　片かた眉まゆを上げて振り返るエレクトラに、ケルフィナは悪戯いたずらっぽい笑顔を浮かべる。


    「甘えん坊のガキが、大好きな人の気を惹ひくために滑こつ稽けいに踊って暴れて、最後には〝仕方がないなぁ〟と愛してもらう、ハッピーエンドの喜劇だよ」


    「そうかよ。ま、せいぜい好きなだけ踊れ」


    　エレクトラは皮肉げに口元を歪ゆがめると、ゆっくりと両手を広げた。


    



    「───死者の叫びスクリーモで構わねェなら、演奏くらいはしてやるさ」


    



    　盛大な爆炎が上がる。エレクトラたちの立っているビルが轟ごう音おんと紅ぐ蓮れんの嵐に包まれ、生命いのちと悲鳴を貪どん欲よくに飲み込みながら、砂の城のように崩ほう落らくしていく。


    　そうして、数秒後──積み重なった残ざん骸がいと炎の中には、すでに何者の姿もなかった。


    



    　　　◇


    



    　茴ウイ香カの部屋を後にした吹スイ芽ガとザイシャは、医療区画に続く通路で珊サン瑚ゴと鉢合わせした。


    「珊瑚。もう平気なの？」


    「あんだけ爆睡すりゃな。──と、ちょっと場所変えるか」


    　三人は人ひと気けのない休憩スペースに場所を移した。珊瑚が三人分のドリンクを購入し、ベンチに腰掛けた吹芽とザイシャに缶を投げてよこす。


    「さっきはお疲れさん──と言いてえところだが、事態はそう悠長でもねえ」


    　吹芽たちの正面に座った珊瑚が、缶コーヒーを啜すすりながら言った。


    「俺はさっきまで、班長とサシで話をしてた」


    「ヘルカと？」


    　吹芽とザイシャが揃そろって疑問の表情を浮かべる。


    「結論から言うと、現状の打開にゃ何も結び付かなかったわけだが……それとは別に、ひとつわかったことがある。ケルフィナ・オズロワについてだ」


    　珊瑚は険けわしい顔でそう前置きをすると、ヘルカ本人から今聞かされたという彼女の過去については伏せたまま、ケルフィナに関する情報を話し始めた。


    　話を聞く吹芽とザイシャから、みるみる顔色が失うせていく。


    　数分ほどかけて、珊瑚はひとまず話を終えた。


    「──それが、ケルフィナが《ペルヘ》の人たちを皆殺しにした理由だっていうの？」


    　慄りつ然ぜんと顔をしかめて呟つぶやくザイシャに、珊瑚は首を小さく横に振る。


    「あくまで可能性が高いってだけだ。いかんせん事例がなさすぎる。……〝それ〟が具体的に、どこまでの影響を個人に及ぼすのかはわからねえ」


    　吹芽は片手を強く握りながら、恐る恐る訊ねた。


    「そのことは、茴香には？」


    「さすがに、気軽に話せねえだろ」


    「……そうだよね」


    　もしも今の話を茴香が知ったのなら、彼女の心境は大きく変わってくるはずだ。それが、正負どちらの方向に向かうのかはわからないが。


    「っつうか正直なとこ、他人の口から話していいことなのかも、俺には判断がつかねえ」


    　頭を掻かきながらぼやく珊サン瑚ゴに、吹スイ芽ガも無言で同意した。それはあくまで茴ウイ香カとケルフィナの問題だ。その善悪や是ぜ非ひは、第三者が安易に問うていいものではない。


    　珊瑚は気を取り直すように缶の中身を空にし、話を続ける。


    「ただ、今《セブンス》を襲ってるこの惨さん状じようについては、ケルフィナよりもエレクトラの目的が反映されてるように、俺は感じる」


    「僕もそう思う。ケルフィナの執着は、あくまで茴香ひとりに向けられたものだ。ここまで大規模な騒ぎを起こす理由が見当たらない」


    「そうだ。……そしてエレクトラの目的とやらは、ただの殺さつ戮りくと《セブンス》の陥かん落らく、そしてザイシャの確保、ないし始末だけには留まらねえ。これだけ回りくどい真ま似ねをしたからには、もっと明確な目的があるはずだ」


    　珊瑚は納得したように頷うなずき、ザイシャに向き直った。


    「なあザイシャ。エレクトラの性能ってのは、大戦当時からあんなもんだったのか？」


    「いいえ。本部には報告済みだけれど──明らかに出力が低下しているわ」


    　ザイシャが顔を上げて言った。


    「アルキュオネもそうだったけれど、レヴナント化した《七姉妹プレイアデス》は再生が不完全みたいなの。性能の低下率には差があるみたいだけど、エレクトラの場合はそれが著いちじるしいわ」


    「……おいおい、あれでかよ」


    「ええ。当時の彼女のスペックなら、その気になればこの《セブンス》ですら、数分でこの世から消滅させることも可能だったはず」


    　途方もない話だった。吹芽は片手で頭を押さえ、珊瑚は目眩めまいをこらえるように瞼まぶたを閉じる。


    「なあ──そもそもだ。どうしてエレクトラは、二か月もおとなしく潜せん伏ぷくし続けてたんだろうな」


    　珊瑚の疑問に、吹芽は小さく唸うなった。


    「……ケルフィナの都合、じゃないかな。ハンナに化けて、茴香を深く追い詰めるための」


    　実際、ケルフィナの芝居は相当以上に効果的に、茴香の精神を揺さぶっている。


    「いや、ケルフィナはあくまでただのユーザーだろ？　あの傲ごう岸がんなエレクトラが、一個人のわがままを斟しん酌しやくするとは思えねえ。あの茶番はおそらく副次的なものだ」


    　珊瑚の予想を受けて、ザイシャが鼻にしわを寄せる。


    「性能がある程度まで回復するのを待っていたのかしら……」


    「それなら回復してから攻め込んでくれば済む話だ。……俺はこう思う。エレクトラは、《セブンス》から何かを探し出そうとしてたんじゃねえか？」


    「何か……？」


    「そうだ。その場所を探り当てたから、晴れて行動に移した」


    　ではその〝何か〟とは、果たして何なのか。


    　珊サン瑚ゴは顎あごに手を当てて考え込んでいる。


    「未だにあちこちで続いてる連続爆破事件が、重大なヒントだとは思うんだが──」


    「……各地で断続的な混乱を起こすことで、エレクトラにはどんなメリットがあるのかな」


    　切り口を変えた吹スイ芽ガの問い掛けに、ザイシャは自信なさげに言う。


    「……レヴナントの増ぞう殖しよく。手駒が増えるほど、《セブンス》の陥かん落らくに近づくでしょう」


    「そして、それに伴うＲ・Ｅ・Ｖの戦力の分散、ないしは陽動か？」


    　珊瑚が首をひねりながら言う。


    「エレクトラの再優先目標として考えられるのは、Ｒ・Ｅ・Ｖ本部があるシャフトここだが、さっき相あい対たいした時の火力がエレクトラの限界だとすれば……とてもじゃないが、物理的な突破は不可能だぜ」


    　あらゆる重要施設を内包したシャフトは、ひとたび厳戒態勢に入ればネズミ一匹通さず、核爆発にすら耐えうる堅けん牢ろうさを誇る。そして、それを管理する内部システムだけは未だに掌しよう握あくされていない。他システムと独立し、比較にもならぬほど厳重に守られた最後の砦とりでは、エレクトラをして未だに機能を乗っ取ることができていないのだ。


    「──！」


    　そこで吹芽は、はっと顔を上げた。思い付いた嫌な予感が胸の中に広がっていく。


    「……各地で起き続けてる騒乱の対処のために、シャフトはシステムのリソースを多少なりとも割く必要がある。もしもそれがエレクトラの狙いなら──」


    　吹芽の気付きに、珊瑚が表情を歪ゆがませる。


    「……シャフトのシステムを圧迫して、セキュリティに綻ほころびを発生させるためか」


    　では、シャフトを掌握したエレクトラが求めるものとはいったい何か──。


    　焦しよう燥そうのままに黙もつ考こうする三人は、やがてすぐに同じ結論へと達していた。


    



    「───《オクルス》システム！」


    



    　その詳細な仕様や格納場所については重大な秘ひ匿とく事項とされており、それを知る人間は極端に限られている。


    　ザイシャが音を立てて立ち上がった。


    「……《オクルス》が今の人類を支えている重要なユニットなら、格納場所はこのシャフト内部以外にありえないわ。そしてそれは、彼女に内蔵された『資源生成能力』と少なからず近似してる。きっとエレクトラは、それを──」


    「ああ、おそらく間違いねえ」


    　珊瑚は声を逼ひつ迫ぱくさせて言った。


    「エレクトラの目的はザイシャの排除でも、《オクルス》の破壊でもねえ。《オクルス》のユニットを無傷で確保することで、全盛期の性能を取り戻そうとしてやがる……！」


    　その時、ばしゅん、という音と共に、吹スイ芽ガたちの視界が一瞬にして暗転した。照明が落ちたのだ。空調の稼働音すら停止し、周囲は完全な暗くら闇やみと静寂に支配された。電源供給が絶たれたのである。


    　吹芽たちのＥｙＳがすぐさま暗視モードに切り替わり、緑がかった視界が蘇よみがえる。


    「──噂うわさをすれば、だね」


    　吹芽は憎々しげに呟つぶやきながら立ち上がり、ドアに向かって静かに歩み寄る。しかし──。


    「開かない。ロックされてる」


    「おいおいおい……マジかよ」


    　珊サン瑚ゴの引き攣つった声とザイシャの舌打ちを掻かき消すように、ドアの外からは激しい銃声と怒号、そして悲鳴が響き渡っていた。


    



    　　　◇


    



    　その異常事態は当然、ひとり自室にこもっていた茴ウイ香カも察知していた。


    　暗視モードに切り替わったＥｙＳの視界を頼りに立ち上がる。激しく痛む体を押して、通路に続くドアへと駆け寄った。


    「エレクトラ、ケルフィナ──！」


    　開閉アイコンをタップする。しかしドアは開かない。ロックされている。


    　茴香はドアに耳を押し当て、向こう側に誰もいないことを確認した。


    「起動ステイク・ドライヴ！」


    　幸い、エミュレイターの制御システムは生きていた。瞬時にして現れた大剣が、特殊合金製のドアをバターのように引き裂いた。ドアの残ざん骸がいを蹴けり破って通路に出る。


    　ほうぼうから聞こえてくる銃声や怒号──それに混じる、レヴナントが放つ特有の奇声。


    　──ついに侵入されたのだ。


    『やぁ、茴香。元気？』


    　不意に、茴香の耳元で軽けい佻ちような声が響いた。個人回線。何者かが通信機に呼びかけてきたのだ。それが誰なのか、もはや問い質ただすまでもない。スノウドロップの柄をぎしり、と握り締める。


    「ケルフィナ……！」


    『良い感じに昂たかぶってるね、茴香。でもさ、まだ足りない。全然だ』


    「どこにいるんです」


    『焦あせらないで。……大方予想はついてると思うけど、あたしたちはシャフトへの侵入に成功した。今はある場所に向かって移動中だ』


    「どこにいるのか、訊きいているんです……ッ！」


    　激情に任せるがままがなり立てる茴ウイ香カに、ケルフィナが挑発するように苦笑を返す。


    『それを今から教えてあげるって言ってる。ただしこれはオフレコ。来るのは茴香ひとりだけだ』


    「何ですって……？」


    『もっと喜んでほしいな。これは特別招待状だよ。せっかく誰にも邪魔されない、復ふく讐しゆうのチャンスを与えてあげようって言ってるんだ』


    「…………」


    『実里ミノリたちもここにいる。助けたいだろう？』


    　にわかには信じがたい申し出。真っ当に考えれば罠わな以外の何物でもない。


    「……わかりました」


    　しかし、茴香はそのあからさまな罠への誘いに乗った。敵は利害を超えた執着を自分に抱いだいている。少なくとも、対たい峙じもせぬうちに殺されるといった事態にはなるまい。


    『いい子だ』


    　満足気な声と同時に、ＥｙＳに経路を示すデータが送られてくる。


    『さあ、おいで。誰にも邪魔されない秘密の経路だ』


    　茴香はすぐさま駆け出した。ふと迷いが生じる。これは明らかな規定違反だ。まずはヘルカに報告し、上層部の指示を仰あおぐべき状況である。


    　その考えを先読みしたように、ケルフィナが言う。


    『ただしさっきも言ったけれど、来るのはあくまで茴香ひとりだけ。もしも仲間を呼んだり、情報を漏らしたら、あたしたちはその時点ですぐさま実里たちを殺して、目的を遂行する』


    　ケルフィナの言う目的とやらを茴香は知る由よしもないが、こうして侵入された時点で、シャフトはもはや丸まる裸はだかも同然の状態だ。次の瞬間にはこの《セブンス》全域が乗っ取られ、撃沈されてもおかしくない状況に置かれている。


    　もはや茴香に、選択の余地など残されてはいなかった。


    



    　茴香は息を切らせて、ひた駆ける。


    　ケルフィナが言った通り、シャフト内の所々で戦闘が起きているにもかかわらず、誰にも鉢合わせすることはなかった。厳重にロックされたまま機能停止しているはずの分厚い扉が、あるいはただの行き止まりでしかなかった壁面が、茴香を前にした時のみ従順な犬のようにその口を開き、巨城の深しん奥おうへと誘いざなっていく。


    　二〇分ほど入り組んだ移動を続け、ようやく辿たどり着いた先で、茴香は思わず息を呑のんだ。


    　目の前に悠然と立ち塞ふさがるのは巨大なエレベーターの扉であった。このようなエレベーターの存在を茴香は知らない。少なくとも公式には『存在しない』。


    『乗って』


    　楽しげなケルフィナの声が耳元で囁ささやくと同時に、重い排気音と共に扉が開いた。


    



    　下降に要した時間は五分以上にも及んだ。いったいどれだけの深さを下ってきたのか、茴ウイ香カには見当がつかない。


    　微振動が止まり、エレベーターの扉がゆっくりと開いていく。茴香はエミュレイターを携たずさえ、周囲を警戒しつつ、ゆっくりとエレベーターから歩み出た。


    　不思議な場所だった。寒い。ひやりと冷たく湿った空気が、傷付いた茴香の肌を撫なでてくる。奥深い洞ほら穴あなの中に迷い込んだようだ。


    　そこは薄暗く広大な、円えん筒とう形けいにくりぬかれた空間だった。


    　吹き抜け構造になっており、真円に切り取られた周囲の外壁に沿って通路が設しつらえられている。


    　茴香は通路のフェンスから身を乗り出し、注意深く下方を覗のぞき込んだ。


    　あれだけ長い時間、エレベーターで下降してきたにもかかわらず、その空間はまだまだ下に向かって続いていた。最下層には何か、ぼんやりとした光を放つ物体が確認できる。


    「────」


    　茴香は湧わき立つ感情を抑えながら、金属製の階段を一歩一歩下っていく。


    　やがて、空間の底に近付くにつれて、茴香の嗅きゆう覚かくがよく知る臭気が漂ただよい始める。


    　これまでの戦場で──そしてあの日、《ペルへ》で散々味わった、濃密な血と死の臭におい……。


    　茴香はようやく最下層に辿たどり着く。


    　まず目についたのは、床に転がる無数の死体だった。いずれもＲ・Ｅ・Ｖの技術者たち。皆、ナイフで頭部を貫かれて絶命している。漂う血けつ臭しゆうの源泉は彼らであった。


    　視線を持ち上げる。


    　半径五〇メートルほどの円形の空間──その中心に佇ちよ立りつする物体を目まの当たりにした茴香は、その奇妙さに思わず眉まゆをひそめていた。


    　それは大樹めいた、巨大なシリンダーであった。その頂点部からは幾百もの太いケーブルが枝葉のごとく無数に伸び、壁に設えられたコンソールと接続されている。


    　幹にあたる部位に張り巡らされた強化硝子ガラスの内側は、蛍光色の液体で満たされていた。


    　その内側で、ぷかぷかと浮かぶ〝それ〟を見た瞬間、茴香は息を呑のんだ。


    「子供──？」


    　少女であった。茴香の知る人物ではない。胎たい児じのように丸められたその背中には、やはり無数のケーブルが突き刺さっており、シリンダー内面を縦じゆう横おう無む尽じんに這はい回っている。


    　死んでいた。美しく穏やかな死相は、まさしく地下墓地カタコンベに安置された木乃伊ミイラの様相である。


    「まさか……これは……」


    　茴香は呻うめくように呟つぶやく。異様な確信があった。


    　その時、かつん、と足音がひとつ鳴り響いた。茴香は即座に音の方に振り向く。


    



    「スノウドロップの花言葉は、確か──『貴方の死を望みます』、だったか？」


    



    　果たしてどこに潜ひそんでいたのか──細くしなやかなケルフィナの体たい躯くが、暗くら闇やみの奥から幽鬼のように現れていた。


    「ようこそ。会いに来てくれて嬉うれしいよ、茴ウイ香カ」


    「ケルフィナ……」


    　茴香はスノウドロップの柄を強く握り締め、佇たたずむケルフィナを正面から睨にらみ付けた。距離は約二〇メートル。まだ間合いは遠い。


    「子供たちはどこです」


    　茴香は質問を投げつつ、接敵するための隙を窺うかがう。


    「そんな心配しなくても、ほら」


    　ケルフィナが背後に視線をやった。


    　外周の壁に、ふたつの小さな人影がうっすらと見えた。実里ミノリたち──ケルフィナによって拉ら致ちされていた養護施設の子供たちである。両手足をワイヤーで拘こう束そくされた子供たちは、悲鳴すら上げられず、ただ泣き腫はらした瞳ひとみで茴香を見つめている。大きな怪け我がをしている様子は見られなかったが、精神的な疲ひ弊へいはすでに限界に達しているだろう。


    「今すぐに、実里たちを解放しなさい」


    「まさか。ここにきてシナリオを台なしにするわけにはいかない」


    　ケルフィナが左掌てのひらを上に向けてせせら笑う。予想通りの返答であるが、それは燻くすぶり続ける茴香の怒りをなおも助長し、なけなしの冷静さを少しずつ削り取っていく。


    　極限下の緊張に晒さらされた茴香の額ひたいにふつふつと汗が滲にじむ。ケルフィナと対たい峙じしつつ、どこかに潜ひそんでいるであろうエレクトラへの警戒も怠おこたることができない。


    　しかし、そのような圧倒的不利な状況にもかかわらず、茴香の意識の一端は今も、目の前に佇む奇妙なシリンダーに釘くぎ付づけとなっていた。


    「気になる？　お察しの通り、そいつが大規模資源生産ユニット《オクルス》の正体だ」


    　茴香の内心を測ったように、ケルフィナが言った。


    「これが……」


    「そうだぜぇ」


    　不意に頭上から嘲あざける声がした。茴香はとっさに視線を上げる。


    「間抜けな話だろ？　血ち眼まなこになって《七姉妹プレイアデス》を倒そうとしているテメエらは、その実、《七姉妹オレ》の技術で今まで生き長らえてきたんだ」


    　高さ五メートルほどのシリンダーの上に悠然と足を組み、エレクトラが腰掛けていた。その尾部に装備された尾の先端は、《オクルス》の筐きよう体たいに接続されている。


    「《オクルス》が……あなたと？」


    　茫ぼう然ぜんと口にする茴ウイ香カに、エレクトラはさも可お笑かしそうな嗜し虐ぎやくの笑顔を返す。


    「正確には、コイツは失敗作だがな」


    　エレクトラは踵きびすで、シリンダーの硝子ガラスをこんこんと叩いて中の少女を指す。


    「こいつはいわば、《エレクトラ》になり損ねた試作品アーキタイプだよ。搭載された『資源生成能力』を制御できず、暴走して自滅した。その改良型──二号機がこのオレっつーワケだ」


    　口の中が渇いていく。茴香は凝ぎよう然ぜんとその話に聞き入る。


    「個としてのコイツはとうの昔にくたばっているが、搭載された『資源生成能力』だけは、変質した肉体と共に生きていた。大戦が終わった後、人類はコイツの残ざん骸がいに残った脳核をこうして制御することで、あらゆる資源を作り出し、今日まで糊こ口こうをしのいできたのさ」


    　エレクトラは鋭い牙を剥むき出して、心底愉快そうに笑った。


    「──それが、今テメエらが生きてる世界の真実さ」


    「そ。これが《オクルス》システムの正体だよ。その詳細な仕様が公開されてこなかった理由がよくわかっただろう？」


    　ケルフィナがくつくつと笑いながら引き継ぐ。


    　確かに、このようないびつなモノの存在を公おおやけにできるはずがない。


    　動揺を露あらわにする茴香を、エレクトラは路ろ傍ぼうの石でも眺めるかのように見下ろす。


    「安心しろよ。オレは今こいつと繋つながるので忙しい。テメエらの痴ち話わ喧げん嘩かにゃ手出ししねえよ」


    「……《オクルス》を手に入れることが、あなたの目的だったんですね。エレクトラ」


    「ご名答。オレの能力は、すでにその大半を大戦によって喪失している。一号機であるコイツを取り込んで解析すれば、以前の、無む尽じん蔵ぞうの出力を取り戻すことができると踏んだのさ」


    「そんなことは……！」


    　させない──エレクトラに向かって振り上げたスノウドロップの銃口は、いつの間にか接敵していたケルフィナの義手によって押さえ付けられ、封じられていた。


    「な──」


    「あなたの相手はあたしだよ……！」


    　スノウドロップのブレードを掴んだ右の義手を軸じくに、ケルフィナの体が跳び上がり、茴香の顔面を狙った横よこ薙なぎの蹴けりが放たれた。茴香はとっさに右腕でガードする。同時にスウェーバックし、骨をも砕く衝撃をどうにか殺し切る。


    「さあさあ、待ちに待ったお楽しみの時間だ！」


    　躁そう的な笑みと共に、ケルフィナは凶器の塊かたまりたる義手をぎちぎちと軋きしませる。


    　茴香はスノウドロップの刀身を下段に構え直し、紅あかく輝く敵の眼光を昂こう然ぜんと睨にらみ返した。


    「──今度こそ闇やみに還かえします。ケルフィナ・オズロワ」


    　あるいは、今こそ自分が待ち望んだ瞬間であったのかもしれない──。


    　憤ふん怒ぬとも歓喜ともつかない歪ゆがんだ感情が、全身の血液を湧わき立たせていた。


    



    　　　◇


    



    「キィ────」


    　明かりのない通路の角から飛び出してきたレヴナントの頭部を、吹スイ芽ガはハンドガンを連射して撃ち抜いた。これで四体目──脳核を失って床に倒れ伏した遺体は、またしてもＲ・Ｅ・Ｖ隊員のものであった。


    「……くそ！」


    　弾倉を交換しつつ吐き捨てる吹芽の横では、珊サン瑚ゴがハンドガンを構えながら周囲を警戒し、背後をザイシャが担っている。


    　停電からすでに二〇分。暗くら闇やみに落ちたシャフト内のそこかしこからは、警報と銃声が絶えず響き渡っていた。定期的に流れるアナウンスの内容は、各自の判断でシャフト内のレヴナントの駆く逐ちく及び、民間人を保護せよというものである。


    　休憩スペースを力ずくで脱出した吹芽たちは、時おり遭そう遇ぐうする隊員たちと情報交換しつつ、ヘルカのいる医療区画を目指していた。


    　通信系統すら封じられている今、《オクルス》のユニットが格納されている場所を知らない吹芽たちが頼りにできるのはヘルカだけである。


    　珊瑚が渋じゆう面めんをつくりながら言う。


    「エレクトラの野郎、とっくにシャフトのセキュリティを乗っ取ってやがったんだ。クソ、もう手遅れかもしれねぇな──いっててて！　痛ぇ！　ケツ痛ぇ！」


    「縁起でもないこと言わないで」


    　ザイシャが背中から展開した触しよく肢しの一本で珊瑚を突きながら呟つぶやく。


    「……ミホシたちは大丈夫かしら」


    「わからない──けど、僕らは僕らの仕事をしないと。ヘルカのところへ急ごう」


    　心配でたまらないのは吹芽とて同じである。ザイシャは気を取り直すように決然と頷うなずく。


    「そうね……あの女が、そう簡単にやられるとは思えないけど──」


    　通路を塞ふさいだまま停止しているドアを、ザイシャが触肢で引き裂いた。


    「────キ」


    　瞬間、珊瑚の足下で奇声。


    　蘇そ生せいしたてと思おぼしきレヴナントが、珊瑚の足首にしがみついていた。


    「どぉあ!?」


    　珊瑚が無ぶ様ざまな声を上げながらハンドガンを連射するが、いずれも脳核には届かず敵の活動停止には至らない。


    　後ろのザイシャがすかさず振り下ろした触肢の穂先がレヴナントの頭部を串刺しにし、珊瑚はすんでのところで足首を砕かれずに済んだ。


    「邪魔よ！　あなた、ＦＭＳに乗ってないと本当に駄目駄目じゃない……！」


    「人が気にしてるトコ突くな！　モヤシっ子舐なめんじゃねーぞ！」


    「ふたりとも、静かに」


    　吹スイ芽ガが冷然とたしなめた瞬間、前方から銃声が響き渡った。医療区画の方向からだ。


    　通路の中心──長身の女性が異い形ぎようの拳銃を振り回し、レヴナントを撃ち抜いていた。


    「ヘルカ！」


    「……君たちか」


    　駆け寄る吹芽たちにヘルカは銃口を向け、すぐに下ろした。


    　ヘルカの呼吸は荒い。その右手は今もギプスで固定されており、全身に巻いた包帯には血が滲にじんでいた。金砂色の髪は、返り血と脂汗でべっとりと濡ぬれている。


    「おいおい、大丈夫かよ班長……顔青いぜ」


    「おちおち寝てもいられまい」


    　事もなげに告げるヘルカの足下には、大量のレヴナントの残ざん骸がいが折り重なって転がっている。彼女がいなければ、多くの負傷者と非戦闘員で満たされた医療区画は今頃レヴナントの巣そう窟くつと化していただろう。ヘルカはこの異常事態発生から今まで、傷付いた体を押して孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていたのだ。


    　吹芽はこれまでの推測を、かいつまんでヘルカに告げた。


    「──狙いは《オクルス》の確保か」


    　ヘルカは壁にもたれかかって息を整えながら、小さく頷うなずいてみせた。


    「確かに腑ふに落ちる話ではある。この状況とも合致する」


    「……ヘルカ、《オクルス》の格納場所はわかる？」


    「《セブンス》の最下層部に厳重に隠されている。しかし──」


    　と、そこで吹芽たちが来た方とは反対側の通路から、武装したＳＥＦの隊員たちが慌あわただしく駆けてきた。ヘルカの前で立ち止まった彼らの表情には、色濃い困惑が滲んでいる。


    「どうだった」


    　ヘルカがＳＥＦ隊員に向かって訊ねる。


    「部屋の扉が内側から破られていた。エミュレイターで無理やりこじ開けたらしい」


    　分隊長と思おぼしき男性が切迫した声で答える。


    「椚茴香の安否は依然不明だ」


    　ＳＥＦ隊員が口にした決定的な一言に、吹芽たちは揃そろって表情を強こわ張ばらせた。


    　一方のヘルカは一瞬目をすがめたが、すぐに元の無表情に立ち返って言う。


    「了解した。君たちはこのまま医療区画の警護を頼む」


    　四方に散ったＳＥＦ隊員たちの背中を見送るヘルカの横顔を、ザイシャはじっと見上げた。


    「……あなたが、ＳＥＦにウイカの安否調査を命じたの？」


    「何かおかしな点でも？」


    「別に。あなたが、たかが部下ひとりをそこまで心配するなんて、意外だと思っただけよ」


    　あくまで反抗的な態度を崩さないザイシャに、ヘルカは視線を向けることなく答えた。


    「椚クヌギは少なからずこの設備に精通している。埋まい葬そう官かんという存在そのものも生きた機密だ。確保されれば事態は不利になる。下らん疑念を抱いだく前に、状況を大局的に見ろ」


    　顔色ひとつ変えず告げられたヘルカの正論を受け、ザイシャは不満げに黙り込む。


    　珊サン瑚ゴは苦虫を噛かみつぶしたような表情で舌を打つ。


    「で。その茴ウイ香カは十中八九、ケルフィナの奴に誘おびき寄せられた、ときてるんだが」


    「捜さないと……！」


    　吹スイ芽ガが焦しよう燥そうを顔に滲にじませながら言う。


    　茴香の居場所はわからないが──エレクトラの目的が《オクルス》の奪取であるのなら、そのユーザーであるケルフィナも近くにいるだろう。


    　それならば茴香もまた、《オクルス》を格納してあるフロアに連れ去られた可能性が高い。


    「ヘルカ。《オクルス》への最短ルートを教えてほしい」


    　吹芽が懇こん願がんする。傍かたわらのザイシャも口を噤つぐんだまま、ヘルカの瞳ひとみをじっと見つめる。


    「隊員間での連携も満足に取れない現状じゃ、エレクトラたちを止められるのは僕らだけだ」


    　しかしヘルカは冷然とした表情を崩さぬままに告げる。


    「かなり複雑なルートだ。いくつもの隔かく壁へきや隠し通路を経由する必要がある。内部システムを敵に乗っ取られている現状では、とても間に合わないだろう」


    　絶望的な一言だった。全身からみるみる力が抜けていくのを、吹芽は自覚する。ザイシャは悔しそうに親指の爪つめを噛み、珊瑚も口の端を歪ゆがめている。


    「真っ当な方法ではな」


    　ヘルカがふと付け加えた一言に、吹芽たちが揃そろって顔を上げた。ヘルカは動じたふうもなく、目線を階下へと向ける。厳重に閉鎖された大きな鉄てつ扉ぴ。ＦＭＳの整備フロアだ。


    「開かない扉なら、こじ開けるしかなかろう」


    



    　　　◇


    



    「ふ──ッ！」


    　茴香が放った一〇刀目の剣けん戟げきも、ケルフィナを捉とらえることはなかった。


    　長大なリーチと威力を誇るスノウドロップのブレードを、ケルフィナはまたしても逆さか手てに握った左のファイティングナイフ一挺ちようで軽く受け流す。


    「……ッ！」


    　赤熱していく茴香の頭を、屈くつ辱じよくと疑問が激しく乱舞する。


    　ケルフィナとはすでに一度、刃やいばを交えている。同じ愚を犯す茴ウイ香カではない。エミュレイターの性能と埋まい葬そう官かんの身体能力に頼った力任せの戦いではなく、これまで積み重ねてきた対人訓練の成果を最大限に反映させた、慎重な戦い方にスイッチしている。


    　にもかかわらず、茴香の攻撃は掠かすりすらしない。


    　今さらのように思い知る──養護施設の中庭での戦いは、この元少女兵が秘めていた戦闘力の片へん鱗りんでしかなかったのだ。


    「せぁ──！」


    　弾かれたブレードを、茴香は全力で斬り上げる。その一撃もファイティングナイフの鋸刃セレーシヨンによって受け止められ、容た易やすくいなされた。


    　──ただのナイフであればとうにひしゃげ、砕けているはずの黒い刃には、刃は毀こぼれどころか傷ひとつ付いていない。


    　当然である。ケルフィナの武器は、エレクトラの特殊な物質構成能力を活かした超高密度の粒子の刃なのだ。単純な剛性で言えばエミュレイターさえ凌しのいでいる。


    「シィ──ッ！」


    　ケルフィナが仕掛ける。無駄のないモーションから突き出される刺し突とつは、もはや光としか知覚できない。茴香の反射神経をもってしても捉とらえることは叶わず、できるのはかろうじて身を捻ひねり致ち命めい傷しようを避けることのみ。しかし大おお雑ざつ把ぱな回避は、茴香の体を確実に削そぎ取っていく。


    　続いて、義手による水平方向の薙なぎ払い。変へん幻げん自在のコンビネーションを描えがくケルフィナの攻撃は、重く大きなスノウドロップの刃では防御が間に合わない。


    　五指の代わりに装備された鋼鉄の爪つめが、茴香の右脇わき腹ばらから右大だい腿たい部ぶを斬り裂いた。鋭い痛み。血ち飛沫しぶきが飛び散り、《オクルス》のコンソールを赤く汚す。


    　一いつ旦たん大きく後退。ゼロ距離ではスノウドロップの威力は殺される。


    「……どうした？　終わり？」


    「────ッ」


    　茴香の全身に刻まれた刀傷の数は、もはや数えるのも馬鹿らしいほどだった。先の二戦のダメージは確実に響いており、出血も夥おびただしい。もはや長くは持たない。


    　茴香は自問する──アレを使うか？


    　一度目の対たい峙じの際は、粒子残量の配分ミスで使い損ねた。


    　──駄目だ、と内心でかぶりを振る。隙が大きすぎる。高度な戦術を持たぬ通常のレヴナントならばともかく、卓越した対人戦の技量を持つケルフィナに当てられるとは到底思えない。


    「…………」


    　ケルフィナの背後に視線をやる。囚とらわれの身となった実里ミノリたちは表情を凝ぎよう固こさせたまま、えもいわれぬ瞳ひとみで両者の戦いを見守っていた。


    　茴香に向けられている感情は、紛まぎれもなく怯おびえだ。当然だった。レヴナントと同じ紅あかく輝く瞳ひとみを持ち、得え体たいの知れない武器を振るう茴ウイ香カに、子供たちは明らかに恐怖している。


    　──それでもいい。茴香は自分に言い聞かせる。


    　子供たちを助ける。ケルフィナを倒す。もはやどちらの目的の熱量が上なのかもわからなくなったまま、茴香は開いた間合いを再び詰めにかかる。


    「あああああああ───ッ！」


    　鬼気迫る形ぎよう相そうと共に、声の限り叫ぶ。ついに冷静を欠いた──と相手に思わせるためのフェイク。同時にスノウドロップを肩に担いで振り上げた。見え見えのオーバーモーション。


    「当たらないって」


    　案の定、ケルフィナは冷笑も露あらわに義手を前方に構えて防御する。


    　それを待っていた──茴香は口の端を歪ゆがめる。


    「おっと？」


    　ケルフィナの戸惑う声。大きく振り下ろしたブレードが、展開した義手と衝突する間際、粒子と化して跡あと形かたもなく霧む散さんしていた。エミュレイターの緊急解除モード。


    　ついに隙が生じた。茴香は徒と手しゆになった両手のみを振り下ろし──。


    「───起動ステイク・ドライヴッ！」


    　再びエミュレイターを起動。義手による防御を素通りした形で再形成されたブレードの先端は、すでにケルフィナの頭部を捕ほ捉そくしていた。


    　砕けろ──。


    　柄を握ると同時に、茴香が刺し突とつを繰り出す。もはやナイフで防ぐには遅すぎる間合いとタイミング。同じ相手に二度とは使えない──エミュレイターだからこそ実現できる奇襲攻撃。


    「──!?」


    　が、必殺であったはずの茴香の一撃は、虚むなしく空を切っていた。


    　標的の姿がない。ケルフィナの姿が、視界から忽こつ然ぜんと消え去っていたのだ。


    　いや、違う──刹せつ那なの思考で茴香は理解する。躱かわされた。


    　後方に大きくのけぞったケルフィナは、そのまま両手を床につけ、浮いた片脚を蹴けり上げる。


    「が……ッ」


    　遠心力を乗せた背転脚が、無防備な茴香の顎あごをかち上げていた。奥歯が砕け、揺さぶられた脳が不協和音を上げる。視界がぐにゃりと歪み、思考が端切れになる。


    　即座に体勢を立て直したケルフィナは、左のファイティングナイフを順手に握り直しつつ、迫ってくる。殺やられる。防御。いや。回避。


    「────ぁ」


    　避けなければ。もはや反射行動に近い危機回避本能が、茴香の体を後ろに下がらせようとする。しかし──。


    「？」


    　後退しようとした茴ウイ香カの体が突然、がくんと停止した。右足先に激痛が走る。


    　ケルフィナの義手から射出されたスペツナズナイフの刃やいばが、茴香の右足の甲を貫通し、床に縫ぬい付けて固定していた。


    「おしまい」


    　ケルフィナは甘く囁ささやくような声と共に、手にしたナイフを茴香の右肩口から左脇わき腹ばらにかけて一いつ閃せんした。数秒遅れて夥おびただしい量の血霧が舞い散り、驟しゆう雨うのごとくケルフィナの全身に降り注ぐ。


    「──────……」


    　エミュレイターが霧む散さんした。茴香の体が力を失い、血溜まりの床に膝ひざをつく。


    　それでも倒れない。急速に霞かすみゆく意識を、燃えるような感情だけが支えていた。


    　その感情が何なのかさえ──血液を失い、急速に冷却されていく茴香にはもう、わからない。


    「つまらねぇ幕切れだなァ、埋まい葬そう官かんサマよぉ？」


    　シリンダーの上から観戦に興じていたエレクトラが、軽けい蔑べつも露あらわに吐き捨てる。


    　ケルフィナはナイフを霧散させると、茴香の前に自みずからもそっと膝をついた。血ち塗まみれの茴香の体たい躯くを生身の左手でそっと抱き寄せ、滑らかな黒髪を愛いとおしそうに指で梳すいた。


    「茴香。ようやく、ふたりきりになれた」


    「……ける、ふぃな……？」


    　茴香はぼんやりと霞む意識に身を任せ、かつての幸せな思い出に逃避する。緩かん慢まんに、しかし確実に迫り来る死の恐怖から逃のがれるように。痛いのも、苦しいのも、もうたくさんだった。


    「どうしたん……ですか。泣いて、いるんですか……？」


    　優しげに目を細める茴香の問い掛けに、ケルフィナは首を横に振る。


    「なぁ、茴香……昔、約束してくれたよな」


    　茴香の耳元で穏やかな声が響く。大好きだったひと。自分を救ってくれたひと。尊敬していたひと。大切なひとのこえ。ケルフィナ・オズロワのこえ。


    「クリスマスイブにさ、雪の積もった《ペルヘ》の中庭で──」


    「……忘れる、はず……ないじゃないです、か……」


    　茴香は思わず笑ってしまう。忘れるはずがない。冷たい雪。透き通った星空。サンタクロースの折れた小枝。白く色付いた息。ナイフ。吸血鬼。癒いえない傷きず痕あと。


    



    〝約束します──今度はわたしが、ケルフィナのことを救うって〟


    



    　ケルフィナは心底嬉うれしそうに微ほほ笑えみ、茴香の頬ほおに自らの頬を寄せる。オレンジ色の髪が血で斑に汚れるのも構わずに。冷たい温度。死者の体温。


    「その約束を、果たしてもらう時が来たんだ。ようやく──」


    　茴香は霞かすみゆく頭で思う。ああ、そうか。それなら約束を果たさないと。


    　ケルフィナは自分を救ってくれたんだから。


    　それなら自分も、ケルフィナのことを最期まで救ってあげないと──。


    「わた、し──は」


    　掠かすれた茴ウイ香カの喉のどが、かろうじて声を吐き出す。


    「その、約束を──ついに、果たせなかった」


    　不意に正気を取り戻した茴香の言葉に、ケルフィナは一瞬驚いたように目を丸くした。


    「あなたが抱いだいた、わたしへの憎しみは……大勢の人を、巻き込んでしまった……」


    　ケルフィナの心を救えなかった──それが、あの日の惨劇を招いてしまった。約束を守れなかった。そこから生じた深い憎悪が、結果的に多くの生命いのちを死に至らしめた。


    　後悔してもしきれない。茴香はようやく自覚する。自分がケルフィナへと向ける憎悪は、浅せん薄ぱくで愚かで無力な、自分自身への憎悪でもあったのだ。


    「ああ、もう──本当に馬鹿だな、茴香は」


    　ケルフィナはさも可お笑かしそうに笑うと、何を思ったか──不意に茴香の唇くちびるを奪った。


    「────？」


    　思考が混乱の一色に染まる。氷のように冷たい舌が茴香の唇を割って押し入り、くまなく舐なめ回す。血の匂においで満たされていた口こう腔こうが、ケルフィナの唾だ液えきで蹂じゆう躙りんされていく。


    　湿った音が薄うす闇やみに響く。恋人のように甘く、毒蜜のように苦い一方的なキス。


    「───ん」


    　ケルフィナは小さな吐息と共に、唇をそっと離した。絡み合った唾液が糸を引く。


    　愛らしく膨ふくらんだ唇の端から、紅あかい筋すじがつ、と垂れ落ち、真っ白い相そう貌ぼうに華を添えていた。


    　その淫いん靡びな様は、想い人に純血を捧ささげた乙おと女めにも、生き血を啜すする吸血鬼ムブタズにも見えた。


    「ケルフィナ……」


    「よりによってさ──あたしが茴香を憎むなんて、ありえないだろ」


    「…………え？」


    　あまりにも予想外の返答に、茴香は苦痛も、唐突な口づけすらも忘れて愕がく然ぜんと目を見開いた。


    　ありえない。それでは、ケルフィナの行動原理の全てがおかしくなってしまう。


    　教会で繰り広げられた殺さつ戮りく。《セブンス》で繰り広げられた暴ぼう虐ぎやく。


    　茴香への憎しみが皆かい無むであるのなら、ケルフィナの行動全てが覆くつがえってしまうではないか──。


    　ケルフィナは呆あきれたように肩をすくめると、ぽつりと話し出した。


    「……あたしってさ、これでも昔は寂しがり屋で、もの凄い甘えん坊だったんだ。父さんにも母さんにも、いつだって愛されたくってたまらなくって、そのためだったら必死で何でも頑張ってた。そんな子供」


    　意外だった。幼い茴香にとって、ケルフィナは誰よりも大人で、優しくて、スノウと同じくらい頼りがいのある人間であった。


    「《サラーブ》に引き取られたのは七歳の時。兵士として見込みがあると判断されたあたしは、さらに能力を伸ばすために、当時まだ実験段階だったある特殊な洗脳処理を施された」


    　ケルフィナは茴ウイ香カからそっと顔を離すと、義手の爪つめを左側そく頭とう部ぶの傷きず痕あとに突き立てた。鋭い刃先が白い皮ひ膚ふを裂き、ずぶずぶとこめかみに沈み込んでいく。目を背そむけたくなるような光景であるにもかかわらず、ケルフィナの表情に苦痛の色はない。


    「精神外科。──有り体に言えば脳手術ってヤツだ」


    　茴香は凝ぎよう然ぜんと目を見開く。いつも気になっていた。ケルフィナの左側頭部に刻まれた、一筋の痛々しい古傷──癒いえない傷痕。


    　爪が引き抜かれる。損傷はみるみるうちに再生していく。


    　なのに、傷痕だけが、消えない。


    「脳の一部に手を加えることで感情を希薄にして、兵士としての適性をローコストで高める──そんな、馬鹿みたいな手術だ。結局、被験者の大部分が様々な不具合をきたして、定着はしなかったみたいだけど」


    　不具合、とケルフィナは確かに言った。


    　ならばその不具合は、ケルフィナの人格にいったいどのような影響をもたらしたのか。


    「あたしの場合は、感情の判別ってやつがつかなくなった」


    「感情の、判別──？」


    「かろうじてわかるのは、単純な『感情の強弱』だけ。よく聞こえなくなった耳と同じだ。甘いラブソングだろうと、醜みにくい罵ば詈り雑ぞう言ごんだろうと──体が壊れるくらいの大音量じゃないと、まず音として認識すらできない。そして聞こえたとしても、その両者はあたしにとって、等しくただの『音』でしかない」


    　酷ひどい目眩めまいに襲われる。茴香は必死に耐えながら、今にも消えそうな意識を繋つなぎ止める。


    「わかるか？　一度壊されたあたしの心には、もう人並みの『優しさ』とか、『悲しみ』とか、『愛』とか、そういうのが全然響かないんだよ」


    「あなたは──」


    「だからまあ、戦場はある意味で楽園だったよ。あたしが殺した奴らはさ、死ぬ前に皆、強烈な『怒り』やら『憎悪』をあたしに向けてくれた。嬉うれしかったよ。父さんや母さんが、あたしの頭を撫なでて褒ほめてくれた時と同じような心ここ地ちでさ。──知ってるか、茴香？　生なま半はん可かな愛情やら友情よりも、憎しみってヤツはすごくわかりやすいんだ」


    　茴香には想像すら及ばない。


    　大切な人からの愛をいつも求めていただけの、ありふれたひとりの少女が、唐突に叩き落とされた異世界──全ての価値観が変転し、混こん濁だくし、破壊された、頭ず蓋がいの内側の地獄。


    「兵士としてそこそこやれるようになった頃に大戦が起きてさ。その混乱に乗じて、あたしを鍛えてくれた《サラーブ》の先生が、こっそりあたしたちを逃がしてくれた」


    「…………」


    「でもさ、そんな欠陥品の人間が、いきなり外にほっぽり出されて何ができると思う？」


    　わからない。茴ウイ香カには、何も答えられない。


    「まあその後、いろいろあってスノウに出会って、それから後は茴香の知る通りだよ」


    　ケルフィナは自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「もう理解できただろう？　──《ペルヘ》の人たちが向けてくれる愛とか、好きとか、そんなのはあたしにとって、そよ風が肌を撫なでる程度の取るに足らないものでしかなかったんだ。……たとえそれが、大切な茴香から向けられるものでさえ」


    　ケルフィナは茴香の右耳に──赤く染まった人工ダイヤに触れながら、陶とう然ぜんと告げる。


    



    「ありふれた『愛』よりも、吹けば飛ぶような『好き』よりも──あたしは茴香の『憎悪』が欲しかった。世界でひとりだけの、あんたの唯一になりたかったから」


    



    　それが、あの日の夜、《ペルヘ》で起きた惨劇の真実であり、そして唯一の理由だった。


    「────」


    　ようやく。吸血鬼ムブタズと畏い怖ふされたひとりの少女が、その心の奥底に孕はらみ続けていた深い闇やみの正体を、茴香はようやく理解した。気付くのがあまりにも遅すぎた。


    　ケルフィナを救おうとしたかつての茴香の尽じん力りよくは、全てが無意味で的外れな茶番だった。


    　愛情も、悲哀も、憎悪も、ケルフィナには存在しなかったのだ。心の壊れた彼女にとって、それらは全てが一緒くたで、『感情』という名の些さ細さいなノイズでしかなかった。


    　これは復ふく讐しゆうではない。茴香の激しい憎しみを渇かつ望ぼうしたケルフィナ・オズロワが、世界で誰よりも茴香から憎まれるためだけに行った所業。


    「どうして」


    「ん？」


    「──どうして、わたしだったのですか？」


    　茴香は問うた。茴香は確かにケルフィナのことが好きだった。しかしそれは《ペルヘ》の人々も同様だったはずだ。なぜ自分だけが、ケルフィナにとっての特別な存在と成りえたのか。


    「さあ……今となっては、よくわからないんだ。でも──」


    　ケルフィナは笑う。これまでの笑顔に比べれば遥はるかに弱々しい、儚はかない笑顔で、


    「好きとか、愛してるとかじゃなくて──救ってくれるなんて言葉をかけてくれたのも、本気で救おうとしてくれたのも、茴香ひとりだけだったから」


    　静寂が戻る。エレクトラは退屈そうにふたりのやり取りを眺めている。拘こう束そくされた子供たちはふたりの様子を怯おびえた瞳ひとみで眺めている。《オクルス》のシリンダーが微かすかな稼働音を立てている。


    　ぞぶり、と音がする。腹部が熱い。茴ウイ香カの腹に突き立てられた義手の爪つめが引き抜かれる。


    「…………あ、れ？」


    　気付けば、茴香は血の海の中に沈んでいた。


    「まだ目は見えてるか？」


    　ケルフィナが憐れん憫びんに満ちた声で告げてくる。


    　見えている。でも、それが何だろう。


    「そうか。……もう辛つらいだろ。痛いよな。だからさっさと終わらせよう」


    　終わらせる？　何を。


    　ケルフィナは茴香に背を向けると、壁際に向かってゆっくりと歩み寄っていく。


    　その先に何があるのか、冷め切った茴香の頭はもうよく思い出せない。


    「仕上げだ。──ごめんなチビたち。でもあたしはこうする以外に、もう何も残ってないんだ」


    　茴香の血で濡ぬれた義手を持ち上げながら、ケルフィナが誰かに何かを言っている。


    　茴香の瞼まぶたが落ちる。そこにいたのは果たして誰だったか。ケルフィナはいったい誰を殺そうとしているのか。


    　意識はヒビだらけで、もうよくわからない。


    「────け、て」


    　その時、茴香の耳に誰かの声が聞こえた。ケルフィナの声でも、エレクトラの声でもない。それは初めて聴く声だった。


    「…………たすけて、茴香お姉ちゃん…………」


    　幼い少女の、掠かすれた声。この静寂の中においてすら今にも掻かき消えてしまいそうな、それはあまりに弱々しい声だった。


    「……実里ミノリ」


    　茴香は呟つぶやいた。もう指一本動かせなかった。自分が初めて救えた少女。せっかくその可愛らしい声を聴けたのに、彼女の生命いのちは今にも失われようとしていた。


    　不意に、茴香の脳裏に誰かの言葉が響いた。


    〝ウイカ。あなた自身がしつこいくらいに何度も繰り返していたことよ。わたしたちは仲間だって。力量差を自覚しているのなら、私たちは協力する努力をするべきだと思う〟


    「…………ザイシャ」


    　茴香は思う。もしも自分が仲間たちのことを信頼して、心の傷も、復ふく讐しゆう心しんも委ゆだねていたのなら、こんな結果にはならなかったのだろうか。


    「さよなら、チビたち」


    　ケルフィナが爪を振り上げる。実里たちの顔が恐怖で凍り付いていく。


    　全てが遅かった。茴香は何も成し遂げられなかった。復讐も、救済も、何ひとつとして。


    「──？」


    　その時、状況を高みから眺めていたエレクトラが、ふと眉まゆ根ねを寄せた。頭部センサーをぴくぴくと震わせ、上に視線を向ける。瞬間、その瞳ひとみが驚愕に見開かれた。


    「ケルフィナ！　上だッ！」


    　エレクトラの叫びと、上方からの銃声はほぼ同時だった。


    　即座に振り返ったケルフィナの左上腕と左脹ふくら脛はぎを一発のマグナム弾頭が撃ち抜き、紙かみ屑くずのように吹き飛ばしていた。エレクトラの警告がなければ、ケルフィナは頭部から胴体にかけて貫通され、一撃の下に脳核と制御核を破壊されていただろう。


    「……まさか」


    　床に倒れ伏したケルフィナは壁際の死角に飛び退のき、遥はるか上方を睨にらみ付ける。


    　その紅あかい瞳が、激しい憤ふん怒ぬに見開かれた。


    「円マドカ、吹スイ芽ガ──ッ！」


    



    　　　◇


    



    　──外した。吹き抜けの最上部からスナイパーライフルの一撃を放った吹芽はボルトハンドルを引いて排はい莢きようし、次弾を装そう填てんする。その全身には、深い爪つめ痕あとや銃弾の掠かすった痕こん跡せきがありありと刻まれている。レヴナントのひしめくシャフト内を無理やり正面突破してきたのだ、むしろこの程度の負傷で済んでいるのが奇跡的であった。


    　ヘルカの独断により整備中のＦＭＳを持ち出し、シャフトの内装を破壊しながら、正規のものとは別のルートを通って、吹芽たちは《シャフト》の格納フロアへと辿たどり着いたのである。


    　第一目標ケルフイナは死角に逃のがれたが、左腕及び左脚を破壊。標的を速やかに第二目標エレクトラへとスイッチする──しかし射しや線せん上には《オクルス》の筐きよう体たいがある。下へ手たに撃ち抜いてしまえば事である。


    「茴ウイ香カ、大丈夫？」


    　吹芽はスコープを覗のぞいたまま通信機を近距離通信モードに切り替え、茴香に直接呼びかける。


    『───吹、芽？』


    　微かすかに響く茴香の声は、驚いているようにも、憤いきどおっているようにも、吹芽には聞こえた。


    　当然だと吹芽は自じ嘲ちようする。茴香があれだけ執着していた復ふく讐しゆうの機会を、自分は今、容よう赦しやなく奪おうとしたのだから。


    　吹芽はエレクトラの顔面に十字線クロスヘアをポイントしたまま、静かに口を開いた。


    「……この復讐に横よこ槍やりを入れれば、君は今度こそ過去の落としどころを失うかもしれない」


    　かつて吹芽自身がそうであったように。あるいは、茴香への妄もう執しゆうを抱いだいたままレヴナント化し、ついにはそれを果たすための怪物と化したケルフィナのように。


    「確かに復讐は果たされるべきだ。だけど──それで茴香自身が不幸に向かおうとするなら、僕は全力で君を止める。たとえそれで君が、塞ふさがらない心の傷を負ったとしても」


    『────』


    　茴ウイ香カが嗚お咽えつする。吹スイ芽ガは諭さとすように告げる。


    「その代わり、その傷きず痕あとに、僕たちはいつまでだって寄り添うよ。消えない痛みでも、癒いえない過去でも──それを理解して、共有するのが仲間の役目なんだ」


    　スノウや《ペルヘ》の人間たちが、かつての茴香にとってそんな存在であったように。


    　過去に囚とらわれていたかつての吹芽を、茴香たちが仲間として受け入れてくれたように。


    「それが、僕らの出した答えだ」


    　吹芽は引き金に掛けた人差し指に力を込める。


    



    　　　◇


    



    　癒えない傷痕に、いつまでも寄り添う──。


    　昂こう然ぜんと告げられた吹芽の言葉は、奇くしくも幼い茴香がケルフィナにかけたものと同じだった。


    



    〝……傷痕は癒えなくても、失なくしたものはきっと埋められます。失ったものと同じくらい、大切なものができれば、きっと人は立ち直れるんです……わたしみたいに〟


    



    　茴香の瞳ひとみに涙が滲にじむ。そのような綺麗事を、したり顔でケルフィナに告げた自分自身こそが、その言葉の本質を理解していなかったのだ。


    　その時、上から白い影が舞い降りてきた。四本の触しよく肢しを器用に使って吹き抜けを跳ね降りながら、少女は《オクルス》に陣取ったエレクトラの胴体を斬り付ける。


    「アス──テロペェエ」


    「そこまでよ、エレクトラ」


    　防弾ケープをたなびかせながら床に降り立ったザイシャが、倒れ伏した茴香を庇かばうように立ちはだかる。


    「……上ッ等だ愚妹。たまには姉貴直々にヤキ入れてやるよ」


    　エレクトラは手の中にボール大の金きん属ぞく塊かいを生成し、上に向かって放った。破裂音と共に広がった白煙が吹き抜けを一瞬で満たし、上方からの視界をゼロにする。ＲＰ発煙弾──赤外線を遮断する性質を持つため、熱源感知サーモが利かなくなる。吹芽の狙撃が封じられた。


    　エレクトラは《オクルス》に接続した尻しつ尾ぽを根元から切り離パージした。複雑かつ膨ぼう大だいなデータ量を有する《オクルス》の脳核の乗っ取りクラツキングは、やはり粒子を用いた無線接続では不足なのだ。


    　エレクトラは筐きよう体たいから飛び降り、一〇メートルほどの距離を置いてザイシャと対たい峙じする。


    「……いいのかしら？　大切な装備なしで私に勝てるの？」


    　首をかしげて挑発するザイシャを、エレクトラは闘争心も露あらわに睨ねめ付ける。


    「粋いきがるなよ仔こウサギ。格の違いを思い知らせてやる」


    　強力な兵装を自みずから手放しておきながら、なおも不敵に牙を剥むくエレクトラ。ザイシャは展開した触しよく肢しで目の前の敵を牽けん制せいしつつ、背後に向かって小声で言う。


    「ウイカ、大丈夫？」


    「────はい」


    　すでに体は瀕ひん死しだった。刻まれた刀傷の数は夥おびただしく、なかには骨に達しているものすらある。とりわけ胸の裂傷と腹部の刺し傷が深い。失血量は常人であればすでに致死域に達しており、視界は重く淀よどんで霞かすんでいる。


    　──だというのに、茴ウイ香カ自身ですら正体のわからない活力が全身に漲みなぎっていた。血溜まりに両手をつき、ゆっくりと立ち上がる。


    「きっと私は、エレクトラの足止めで精いっぱい。吹スイ芽ガもすぐには来られない。──結局、ケルフィナはあなたに任せるしかなさそう」


    「大丈夫。……ザイシャは心置きなく戦ってください」


    「せいぜいそうさせてもらうわ」


    　ザイシャが飛び出し、エレクトラが応じる。茴香はその光景から視線を引き剥はがし、足を引きずりながら、自らが討つべきレヴナントのもとへと歩み寄っていく。


    「……ケルフィナ」


    「が──ぐ」


    　ケルフィナは、破壊された左脚の代わりにいびつな義足を形成し、どうにか立ち上がっていた。しかし右手の時のような〝慣らし〟の期間がないせいか、その動作はかなりぎこちない。左腕に至っては義手を形成する余裕すらないらしく、半ばから失われたままだ。


    　エレクトラの能力のリソースが、《オクルス》へのクラッキングに割かれているのだ。ここに至って、ケルフィナの戦闘力は大幅に低下していた。


    　傍かたわらの実里ミノリたちは、ケルフィナが狙撃された瞬間を間近で見たことで気を失っている。


    「茴香ぁあ」


    　ケルフィナの瞳ひとみはどこか虚うつろだった。死してなおも夢見続けた、呪いじみた悲願──その達成を、目前にして阻止されたことへの憤ふん怒ぬと焦しよう燥そうが、彼女の理性に亀き裂れつを生じさせていた。


    　凶悪な義手が、唸うなる獣けもののように金属の擦こすれ合う不気味な音を立てる。


    「決着をつけましょう。起ステイク───」


    　揺るぎなき意志を携たずさえた茴香の瞳が、決然と前だけを見つめる。


    　傷だらけの右腕を、静かに前方へと掲げた。その手を広げる。蛍のような燐りん光こうが閃ひらめく。


    「───動ドライヴ」


    　そうして現れた巨大なブレードの柄を、茴香は握り締める。


    　スノウドロップが再び顕けん現げんする。傷付いた全身で躍動する擬似粒子が、想像を絶する痛みと化して、茴香の肉体を内側から灼やき尽くしていく。


    　互いの凶器を振りかぶる。ふたりの体が同時に前方に弾け、刃やいばと爪つめが交差した。


    　金属同士の甲かん高だかい衝突音は、夜や闇あんに響く悲鳴のようだ。茴ウイ香カが繰り出した剣けん戟げきが無ぶ様ざまであるなら、応じるケルフィナの一撃もまた、あまりに稚ち拙せつだった。


    「憎め、憎め、憎め、憎め──あたしをッ」


    　百の刃を備えた鋼はがねの義手が踊り狂う。暴れる獣けもののごとき理性を欠いた猛攻は、迎え撃つ茴香のみならず、凶器を振るうケルフィナ自身までもを傷付けていく。


    「あたしにはもうそれしかないんだ！　あんたのせいだ！　茴香さえいなければ、あたしは空っぽな吸血鬼ムブタズのままでいられたのに──！」


    　ケルフィナが吠える。


    　茴香は怯ひるまない。全身を蝕むしばみ続ける痛みも、頭ず蓋がいの奥で響き続ける憎しみの鐘も、遥はるか遠い世界の出来事であるかのようだ。確かなのはただひとつ──己おのが剣の、確かな重みのみ。


    「あたしを殺すのか！　あたしを救うと言った茴香が……！」


    　ケルフィナの振るった一撃が、茴香の腕を深く引き裂く。


    　繰り広げられるその光景は、もはや戦闘と呼ぶに値あたいする代しろ物ものではなかった。


    　ただの力のぶつけ合い。感情の鬩せめぎ合い。子供同士の殴り合いでも、もう少しは駆け引きというものがあるだろう。


    「どうしてあの日、《ペルへ》の礼拝堂であたしを殺さなかったッ!?　茴香が憎んで、殺してくれれば、あたしの存在はあそこで完結できたのに──！」


    　なぜだろう──茴香は自問する。


    　チャンスは充分にあった。当然だ、ケルフィナは茴香に殺されたがっていたのだから。なのに、過日の幼い自分は、憎かったはずの仇かたきを殺せなかった。なぜだろう──。


    「そうさ、それが茴香の正体だ！　あたしを救うなんてのたまっておきながら、その実──自分の手すら穢けがす覚悟のなかった臆おく病びよう者ものだ！」


    　そうなのかもしれない。ブレードを振るいながら、茴香は悔かい恨こんに歯は噛がみする。


    　ケルフィナの心に刻まれた癒いえない傷きず痕あとに、茴香はついぞ気付くことができなかった。あの日の冬の礼拝堂でも──レヴナントと埋まい葬そう官かんとして再会してからも。


    　大切な人の痛みに寄り添い、その心を救うことができなかった。


    　もはや何もかもが遅かった。自分は臆病だった。


    「茴香にはもう憎むことしか残されていない！　誰よりもあたしを憎んで憎んで憎しみ続けて──その憎しみを抱いだいたまま、永遠に生きるんだ！」


    「────違う」


    「な……？」


    　返すスノウドロップの刃が、初めてケルフィナの肉体に到達した。斜め下から斬り上げた剣戟が、ケルフィナの左脇わき腹ばらから胸骨にかけてを削そぎ取る。


    　憎しみしかない、とケルフィナは確かに言った。


    　茴ウイ香カの心が叫ぶ──それは絶対に違う。そんな戯ざれ言ごとを断じて認められるはずがない。


    「そんなの、違います……！」


    　再び閃ひらめいたスノウドロップの剣先が、ケルフィナの胸部を袈け裟さ懸がけに斬る。


    　確かに、さっきまではその通りだった。憎悪と復ふく讐しゆう、ただそれだけの激烈な感情に手足を手た繰ぐられ、茴香の体と魂は衝つき動かされていた。


    　今は違う。吹スイ芽ガとザイシャがその身をもって、茴香自身がかく在るべき姿を示してくれた。


    　スノウが遺のこした言葉の本当の意味を、ふたりは教えてくれた。


    　どんなに自分から憎まれようとも、蔑さげすまれようとも──存在の全てを懸けて、寄り添い続けると言ってくれた。


    　その揺るぎない在り方──高潔で、どこまでも真っすぐな意志こそが、他人の心を救うのだ。


    　どこまで拒絶されようとも、どんなに否定されようとも、どれだけ理解できなかろうとも──決して目を逸そらさず、その手を差し伸べ続けることが、やがては救済に繋つながるのだと。


    「スノウ……」


    　愛情には正しき愛情を。悲哀には正しき悲哀を。憎悪には正しき憎悪を示せ。


    　その言葉を授けてくれた、今は亡き恩人の声が茴香の耳元で響く。


    　目の前の少女をどうか救って──そう叫んでいる。


    「わたしは、ケルフィナ。あなたを……」


    　憎んでいないといえばもちろん嘘うそになる。多くの仲間たちが、母のように慕したっていた女性が、ケルフィナの手によって無む惨ざんに殺された。それでもと、茴香は告げる。


    「今度こそ、あなたの魂を救います。だって──！」


    　だって、こんなにも憶おぼえている。


    　今でも時おり悪夢に見る。崩れた瓦が礫れき。身を包む冷気。圧おしつぶされそうな闇やみ──。


    　その中に差し込んだひとつの光を、決して忘れない。


    



    　かつて、あの冷たい絶望の底から自分を救い上げてくれた──


    　──目の前の少女の、確かな手の温もりを、忘れられるはずがない。


    



    「その眼を……あたしに、向けるなァアッ！」


    　ケルフィナの義手に寄り集まった無数の刃やいばが蠢しゆん動どうした。いびつな義手が、彼女の叫びに呼応して急速に膨ぼう張ちようし続け、ついには彼女の身の丈を優に超える毛蟲キヤタピラーと化す。


    　茴香は一いつ旦たん、後ろに飛び退のいて距離を取った。不気味に蠢うごめくそれを見上げる。鋭い刃を無数に生やした超質量の鉄てつ塊かいは、ひとたび振るわれれば、茴香の肉体など一撃のもとにミンチへと変えるだろう。


    「──温存しておいた甲か斐いがありました」


    　茴ウイ香カは呟つぶやく。今回の戦闘において、茴香は一度もショットガンを撃っていない。肉体は満まん身しん創そう痍いなれど、粒子残量及び残弾は充分以上である。


    　武器の柄のトリガーに指を掛ける。擬似核とリンク──音声コード入力。


    「フルブルーム」


    　スノウドロップの巨大なブレード各部が瞬時に展開──その機関部に内蔵された計九発分のショットシェルが、峰みねの側にずらりと露出して整列した。


    「消えてぇえええッ！」


    　ケルフィナが絶叫と共に、その禍まが々まがしい巨腕を振り下ろした。刃やいばで受けるという選択肢などあろうはずもない。全てを巻き込み圧あつ搾さくする鋼鉄の怪かい蟲ちゆうが、茴香の頭上から迫り来る。


    「────」


    　次が最後の一撃になる。茴香は全ての力を振り絞って大きく踏み込み、武器を肩に担いだ。長い黒髪が翻ひるがえる。ケルフィナの巨腕が眼前まで迫った瞬間、トリガーを引くと同時にブレードを振り下ろす。


    「───!?」


    　次の瞬間、ケルフィナは驚愕の面おも持もちを浮かべた──ありえない、と。


    　鼓こ膜まくが破けるほどの轟ごう音おん。同時に急加速したスノウドロップのブレードが巨大な蟲むしを真っ二つに引き裂き、ケルフィナの右半身をも両断していた。


    　スノウドロップ・フルブルームモード。


    　機関部に内蔵された全ショットシェルの炸さく裂れつエネルギーを推力へと変換し、たった一度きりではあるが、斬撃の威力とスピードを爆発的に高める──エミュレイターの可変性能をフルに活かした、文字通りの切り札である。


    　ここに、雌し雄ゆうは決した。


    



    　スノウドロップが手の中から掻かき消える。弔とむらいの花が散り、枯れるようにして呆あつ気けなく。


    　茴香はその場で床に膝ひざをつくと、ケルフィナの残ざん骸がいにそっと手を伸ばした。


    　茴香の全身に刻まれたダメージは甚じん大だいだった。忘れていた苦痛が、振り戻しのように押し寄せてくる。気がふれそうになる痛みに耐えながら、ケルフィナの体を抱き起こす。


    「…………」


    　破壊されたケルフィナの断面から、小さな球体が床に転がり落ち、茴香の前で止まった。


    　エレクトラの制御核である。


    　レヴナント化した後もユーザーによる制御を必須とする《七姉妹プレイアデス》は、他のレヴナントに制御核を埋め込むことで死者の生前の記憶と人格を再現し、自みずからの能力を使し役えきさせている。


    　それは先ほどの茴香の一撃によって大きく抉えぐられ、破壊されていた。


    「…………茴、香」


    　半分方失われたケルフィナの相そう貌ぼうが、掠かすれた声でその名を口にした。その断面からは、やはり大部分が抉えぐられた急所──脳核が覗のぞいている。もう長くはない。


    「これが……あたしの、救いか……？」


    「ケルフィナ」


    「本当に、残酷だな……。最期まで……あたしの願いを、叶えて、くれない」


    「ええ。……あなたの思い通りになんて、わたしは、絶対になりません」


    　生ける屍しかばねと化したかつての親友を見下ろす茴ウイ香カに、表情らしい表情は浮かんでいなかった。ただ冷然と、目の前の現実のみを見み据すえる瞳ひとみがそこにはあった。


    　残されたケルフィナの左顔面が、諦あきらめたように薄く笑った。


    「でも、まあ、いいか……。死に損ないの化け物の、最期にしちゃあ……上等すぎる」


    　ケルフィナの残ざん骸がいがみるみるうちに崩れ、腐り落ちるようにして溶けていく。死した後も、歪ゆがんだ妄もう執しゆうの鎖で現世に縛られていた魂は、あと数十秒ほどで現世から消え失うせるだろう。


    　復ふく讐しゆうが終わる。待ち望んだ瞬間が。


    「──うい、か？」


    「──ケルフィナ」


    　消えゆくその体を、茴香は抱き締めていた。無意識の行動だった。


    「結構、頑張って……考えたんだ……。どうすれば、茴香から……この世の誰よりも、強く、強く、憎んでもらえるか……」

  


  [image: ]


  
    「ええ──憎いです。多くの人を殺したあなたが、とても」


    「ああ……。でも、結局……茴ウイ香カはその憎悪に呑のまれなかった……。だって、こうして今も、こんなあたしを……抱き締めてくれてる。こんなにも、強く」


    「当たり前でしょう。他の誰が──」


    　茴香がしゃくり上げる。幼おさな子ごのように声を震わせて、告げる。


    「──いったい誰が、今のあなたを愛してあげられるんです」


    　子供のように、止めどなく涙を零こぼしながら、茴香はケルフィナを抱き締める腕に力を込めた。ぐずぐずと崩れていくその屍しかばねを、これ以上は決して取りこぼさぬように強く、強く。


    　ケルフィナは茫ぼう然ぜんと目を瞬またたかせていたが、やがて心底から満たされたような、穏やかな微ほほ笑えみを浮かべた。


    「……そうか。こういうことだったんだな。スノウ」


    　ケルフィナはそっと瞼まぶたを閉じると、茴香の耳元に唇くちびるを寄せ、


    「──────………………」


    　嗄かれた声で、何事かを囁ささやいた。


    「え……？」


    　茴香が驚いて顔を上げた頃には、ケルフィナは無数の粒子と化して跡あと形かたもなく消え去っていた。手の中の重さも、オレンジ色の綺麗な髪も、その全てが亡霊のように。


    「茴香」


    　背中から、低く抑えた声が聞こえた。吹き抜けの最上階から降りてきた吹スイ芽ガが、戦いを終えた茴香を見守るように立ち尽くしている。


    「──これを。吹芽」


    　茴香は哀しみを振り払うように目元を拭ぬぐうと、床に転がったエレクトラの制御核を拾い上げ、血ち塗まみれの手を持ち上げて差し出した。


    　吹芽はこくりと頷うなずき、その小さな球体を受け取った。糸が切れたように意識を失った茴香の体を支え、視線を横に向ける。


    　すぐ傍かたわらで繰り広げられていた《七姉妹プレイアデス》同士の対決もまた、趨すう勢せいは決していた。


    



    　　　◇


    



    　エレクトラの四し肢しを、ザイシャの四本の触しよく肢しが余さず貫き、背後の壁に縫ぬい付けていた。


    「ここまでよ、エレクトラ」


    　全身を裂傷に覆われながら、それでも毅き然ぜんと告げ渡すザイシャの瞳ひとみを、エレクトラは忌いま忌ましげに睨にらみ返す。平時であればいざ知らず──《オクルス》のクラッキングと同時並行しての戦闘はエレクトラの能力の半ば以上を制限し、紙一ひと重えの差でザイシャに軍ぐん配ばいを上げていた。


    「……殺やられたかよ、ケルフィナ」


    　エレクトラの視線がザイシャを通り越し、茴ウイ香カたちの方へと向く。ユーザーであるケルフィナはすでに跡あと形かたもなく消滅していた。


    「終わりよ。制御核は、私たちの脳の一部を加工した装置──それを破壊されたあなたに、もう先はないわ」


    　ザイシャの言う通り、ユーザーに埋め込まれた制御核は《七姉妹プレイアデス》の素そ体たいとなった少女たちの脳を分離加工した重要機関である。脳の一部を破壊されれば、その崩ほう壊かいが本体にまで及ぶのは自明であった。


    「は。は、はははは──ハ」


    　エレクトラが哄こう笑しようを吐き出す。Ｐ粒子の集合体である肉体を人の形状に保たもつための拘こう束そく服ふくは、すでに半ば以上が原形を失い、そのたおやかな裸ら身しんを露あらわにしていた。《オクルス》の筐きよう体たいに接続されていたエレクトラの尾部も、すでに霧む散さんして消え去っている。


    「……どうしてだ、エレクトラ」


    　壊れたように笑い続けるエレクトラに、吹スイ芽ガは押し殺した声で訊たずねていた。


    「どうしてプシュケは──レヴナントおまえたちは、人を殺すんだ」


    　外宇宙からもたらされた超常の無機知性体・プシュケ。その暴走に端を発したレヴナントの誕生と増ぞう殖しよくは、一〇年前から今日まで、多くの人間の生命いのちを奪い去った。


    「オレたチは所しよ詮せん、プシュケの遺志を代行スる、機械仕掛けの、デク人形にすぎねェよ」


    　吹芽の怒りを嘲あざけるように、エレクトラは口の端をいびつに曲げる。


    「延々と……アタマん中で、響き続ケてる。人を殺セ──終わラない死で世界を埋メ尽くせ──そんナ、女神様プシユケの叫び声がな」


    「アルキュオネも、同じことを言っていたわ」


    　ザイシャが表情を悲痛に染める。


    「理由も、意味も、何ひとつ存在しない殺さつ戮りく衝動……そんなわけのわからないものを、あなたたちは抱えているっていうの？」


    「……さテな。オレらには解読不明だろウと、プシュケにとっチゃ、何かしら意味のあル行為なんだロウぜ。オレには、どうでモいいがな」


    　エレクトラは吐き捨てるように言うと、未だ褪あせぬ闘争心に満ちた瞳ひとみをすがめた。


    「──そもソも、疑問に思わねエのか。テメエらは？」


    　微かすかに首をかしげるザイシャを見下ろしながら、エレクトラは愉快そうに告げる。


    



    「大戦後、機能停止していた《七姉妹オレたち》が、いったい誰の手によッテ───蘇よみがえっタのか」


    



    　エレクトラが発した予想外の問い掛けに、ふたりは表情を愕がく然ぜんとさせた。吹芽は思わず身を乗り出し、引き攣つった声で訊たずねる。


    「《七姉妹プレイアデス》の残ざん骸がいに退避されていたプシュケのデータが、おまえたちをレヴナントとして蘇よみがえらせた──そうじゃ、ないのか？」


    「順序ガ逆だぜ。機能停止していたオレたちは、アる人物によって再起動させらレた。それに伴ってプシュケのデータが再構成サれ、二度目のレヴナントショックが起きタのさ」


    「ある人物、だって？」


    　吹スイ芽ガの全身から、嫌な汗が噴き出る。


    　人の理解を超えた、超常の意志によって引き起こされたとばかり思っていた死者蘇そ生せい現象。


    　今も世界を襲っている災さい厄やくは、その実──何者かの明確な意志によって手た繰ぐられていた。


    「ソイツは、《七姉妹オレたち》の脳核内にあるデータの断片と──そこにいるザイシャを使って、何かを為なそウとしてる。消滅したプシュケを、完全な形デ蘇らせる──ソれ以上の、何かをな」


    「──私を？」


    　ザイシャは茫ぼう然ぜんと立ち尽くしながら、震える瞳ひとみをエレクトラに向ける。


    「オレのユーザーとシて、ケルフィナを選別しタのもソイツさ。実際、状況を掻かき回すニは、良い搦からめ手だっただろウが？」


    「誰だ、そいつは……ッ！」


    　全身に纏まとわり付く不気味な恐怖を紛まぎらわすように、吹芽は声を荒らげて問い質ただす。


    「は───テメエらが、よぉく知っテる奴だよ」


    「なに……？」


    　エレクトラはもう、それ以上答えなかった。ただひたすら笑い続ける。何にも憚はばからず、さも可お笑かしげに、もはや我慢できないといった風ふ情ぜいで。


    　その様子がさすがに妙であると、ザイシャと吹芽もようやく気付き始めていた。


    　瞬間、《オクルス》の筐きよう体たいと接続されたコンソールが次々とエラーを吐き出し、甲かん高だかい警告音を撒まき散らし始めた。


    「な……」


    　顔色を変える吹芽たちを嘲あざ笑わらうように、磔はりつけにされたエレクトラが赤い舌を覗のぞかせる。


    「一歩遅かっタな。《オクるス》ノ脳核とのデーたリんクは、ザイシャとの交戦中に、すでに完了シていた。──もうお終しまイだよ、人間共テメエら」


    　にわかには信じがたいその宣告に、吹芽とザイシャが表情を凝ぎよう固こさせた。


    　とたん、ザイシャに拘こう束そくされていたエレクトラの体が無数の粒子へと拡散して消え失うせた。


    　同時に床から、木の根にも酷こく似じした無数の触手が次々と湧わき出しては《オクルス》の筐体に絡み付き、その全体を完全に覆い隠した。


    　空間全体が激しく震動する。特殊金属製の外壁に次々と亀き裂れつが生じ、あちこちで不協和音が鳴り響く。


    「ザイシャ、子供たちを！」


    　ザイシャは大きく頷うなずき、壁際に拘こう束そくされた実里ミノリたちを触しよく肢しで担ぎ上げる。吹スイ芽ガも意識を失っている茴ウイ香カを背負う。


    　そうしている間にも、床や壁一面からは幾百幾千もの不気味な触手が、まるで繊せん毛もうのごとく次々と湧わき出ては、みるみるうちに周囲を侵食していく。《オクルス》の無む尽じん蔵ぞうの資源生成能力とリンクしたエレクトラの仕業であった。この空間ごと、吹芽たちを押しつぶす気だ。


    「スイガ、早く退避しないと──」


    「わかってる！　でも……！」


    　次々と周辺を侵食していく触手は、すでに全ての階段を破壊していた。際限なく増ぞう殖しよくし続けていく触手の海が、退路を断たれた吹芽とザイシャに迫り来る。


    　その時、頭上から二〇㎜のフルオートをばら撒まく轟ごう音おんが響き渡った。ふたりは上を仰あおぐ。


    　バックパックに降下用装備のワイヤーを接続したＦＭＳが、左右のマニピュレーターに携たずさえた機関砲を乱射しながら勢いよく降下してきていた。吹芽とザイシャの目と鼻の先まで迫っていた触手が、蜘く蛛もの子を散らすように薙なぎ払われる。


    『掴まれ！』


    　通信機から聞き慣れた声。機体は漆黒ではなく、都市迷彩に彩られた通常仕様のランブルフィッシュであったが、そのパイロットは紛まぎれもなく珊サン瑚ゴであった。


    　床に着地したランブルフィッシュに吹芽とザイシャがしがみつくと同時に、バックパックのウインチが再び回転し、ワイヤーを高速で巻き取る。追いすがってくる触手の群れを、ＦＭＳが手にした機関砲で撃ち抜く。


    　機体はものの十数秒で、吹き抜けの最上部に到達した。それぞれ茴香と子供たちを抱えた吹芽とザイシャが通路に降り立ち、最後にランブルフィッシュが着地。天井に接続していた電磁ワイヤーを回収する。


    　茴香を背負ったまま、吹芽が機体を見上げて言う。


    「助かったよ、珊瑚……」


    『降下用装備、用意しといて正解だったな──にしても、ひでえ有様だ』


    　ＦＭＳのカメラアイを下方に向けた珊瑚がうそぶいた通り、地の底で無数の触手が蠢うごめきながら空間を満たしていく光景は、見る者に生理的な嫌悪感を催させる。


    『ひとまずここから退避だ。皆、エレベーターに乗れ』


    「でも、エレクトラと《オクルス》が……」


    　珊瑚の指示に、子供たちを抱えたザイシャが眉まゆ根ねを寄せて言い淀よどむ。


    　そんなザイシャたちの耳元に、抑よく揚ようのない女性の声が響いた。


    『もう無駄だ』


    　通信が回復する──ヘルカからだ。ヘルカ班の中で、彼女だけは地上部のコントロールセンターに残り、現在も状況把握に努めていた。彼女は淡々と言う。


    『《オクルス》は完全にエレクトラの手に落ちた。もはや奪還は不可能だ』


    「そんな──」


    　ザイシャが愕がく然ぜんと目を見開く。決して敵の手に渡してはならなかったシステムが、争奮戦も報むくわれず陥かん落らくした。暗あん澹たんたる雰囲気が広がっていく。


    『エレクトラの制御核は回収できたか』


    「──うん。茴ウイ香カがやってくれた」


    　ヘルカの質問に吹スイ芽ガが答える。ポシェットの中には、ケルフィナの体内に埋め込まれていたエレクトラの制御核が今も収まっている。


    『了解した。総員、まずは速やかにその階層から離脱しろ』


    　エレベーターの扉が開いた。珊サン瑚ゴ機と吹芽にザイシャ、未だに意識を失っている茴香とふたりの子供を乗せたエレベーターが上昇を始める。


    　吹芽たちの足下からは、獣けものの鳴き声のような、あるいは悲鳴のような奇妙極まりない物音が絶えず響き渡っている。エレクトラがこのコロニアと同化し、徐々に侵食していく気配。あの禍まが々まがしい触手の群れに、この鉄の箱ごと今にも絡め取られそうな悪お寒かんに吹芽たちは襲われる。


    　ヘルカが命じる。


    『総員、よく聞け。我々はこれより、格納区画もろとも《オクルス》を海中に放棄。その後、ザイシャの出力開放形態での砲撃を敢行──エレクトラ及び《オクルス》を撃滅する』


    　躊ちゆう躇ちよなく言い渡された命令に、エレベーター内の全員が驚愕に息を呑のんだ。


    『プシュケ由来の技術であり、安全性の保障のない《オクルス》を格納する区画は、不測の事態に備えて切り離せる仕様になっている。それを利用する』


    「本当にいいの？　そんなことをしたら、人類は──」


    　ザイシャの躊躇は当然である。疲ひ弊へいした人類を養う糧かて──その生せい成せいを一手に担っていた《オクルス》システムの破壊はすなわち、かつて世界を襲った大だい飢き饉きん時代の再来を意味する。


    『エレクトラを野放しにはできん。制御核を失ったとはいえ、《オクルス》の脳核を取り込んだ奴が、どこまでの規模に成長するかわからん』


    「……最悪だわ」


    　ザイシャが血の気の失うせた顔で悄しよう然ぜんと呟つぶやく。珊瑚も口には出さないが、機体のシェルを通じて、深い落らく胆たんと無力感を振り撒まいている。


    「違う──」


    　押し殺した声で口にしたのは吹芽だった。ザイシャが伏せていた顔を持ち上げる。


    「最悪なのは、この場で何もできないことだ」


    　エレクトラの制御核を、吹芽は強く握り締めていた。今も背中で響く、か細い息遣いを確かに感じる。茴香が過去と向かい合い、そして掴み取った希望の欠片かけら。


    「僕たちにはまだできることがある。戦う術がある。希望がある」


    『……だな。ヘコんでる場合じゃねぇ』


    　珊サン瑚ゴが笑い飛ばす。絶望などしてやるものかと──人類を絶え間なく襲い続ける絶望に対して抗あらがうように。


    「楽観的すぎるでしょう……」


    　ザイシャが唇くちびるを尖とがらせて不満げに呟つぶやく。しかし辛しん辣らつな言葉とは裏腹に、その表情には先ほどまでの暗あん澹たんなどすでに微み塵じんも残っていない。


    　エレベーターが一いつ旦たん停止し、ドアが開く。


    『円マドカとザイシャはそこで降りろ。倉クラ守モリは保護児童二名と椚クヌギを連れて上へ』


    『了解。……んじゃふたりとも、また後でな』


    「うん、茴ウイ香カを頼んだ」


    　吹スイ芽ガは、未だに意識を失っている茴香をエレベーター内にそっと横たえる。血と涙に濡ぬれたその寝顔をもう一度心に刻み込み、エレベーターから降りる。


    「せっかく助けたんだから──傷でも付けたら許さないわ」


    　ザイシャもまた、機体のマニピュレーターに実里ミノリたちを託し、吹芽の後に続く。


    　エレベーターのドアが閉まり、再び上昇を始めるのを見届けたふたりの元に、ヘルカから通信が入る。


    『円、ザイシャ、よく聞け。これから二分三〇秒後、《オクルス》及びエレクトラのいる最下層区画を《セブンス》からパージ──海中に放棄する。ふたりはそこから、下方に向けてザイシャの出力開放形態による砲撃を敢行。エレクトラを撃滅後、速やかに退避しろ。撤退が済み次第、今君たちがいる第二下層区画も放棄する』


    　これから行われるのは、この《セブンス》の──ひいては人類の命運すら左右する作戦である。にもかかわらず、命じるヘルカの声にはいささかの興奮も躊ちゆう躇ちよも聞き取れない。


    『威力の調整には細心の注意を払え。区画ごと君たちまで吹き飛んだら目も当てられん。エレクトラを確実に駆く逐ちくし、なおかつ溺おぼれ死ぬ前に生還を果たせ』


    　吹芽の表情が僅わずかに曇る。ふたりがいる第二下層区画は、《オクルス》が格納されていたフロアと同じく長大な吹き抜け構造になっている。造りこそ堅けん牢ろうであるものの、出力開放形態による砲撃を行うとなると、やはり不安が残る。


    「……不安そうな顔をしていないで、私に任せなさい」


    「そういうわけじゃ」


    　吹芽の内心を読んだように、ザイシャがむっとした表情になる。手頃な壁際に歩み寄り、決意の表情と共に吹芽の方に向き直った。


    「始めましょう。エレクトラの《制御核》を挿入して」


    　ザイシャが告げると共に、その胸の中心が淡い輝きを放ち始める。


    　ザイシャに歩み寄り、吹スイ芽ガは握り締めていたエレクトラの制御核を彼女の胸にそっと押し当てた。黒い球体がザイシャの体内にずぶりと沈み込み、音もなく飲み込まれていく。


    　やがて制御核を挿入されたザイシャの胸から、眩まばゆい輝きと共に巨大なパーツが出現する。グリップとトリガー──吹芽は右手を伸ばしてグリップを掴み取り、静かに告げた。


    「起動ステイク・ドライヴ───」


    　瞬間、吹芽の肋ろつ骨こつの内側が、煮え滾たぎるような熱で満たされた。その体内に封じられた、獣けものの檻おりを解き放つための鍵かぎが痛みと共に打ち震えている。


    　湧わき上がる高こう揚よう感かんと共に、吹芽は体内の制御核と対となる起動コードを厳おごそかに口にする。


    



    「───《アステロペ》」


    



    　それこそ、《七姉妹プレイアデス》の一員としてザイシャに与えられた本来のコードネームである。


    〈認証アクセプト──《出力開放形態》へ移行〉


    　ザイシャの全身を覆っていた白い拘こう束そく服ふくが煌きらめく粒子となって除装され、白い裸ら体たいが晒さらされる。ユーザーである吹芽の認証によって、その機能を制限していた全ての枷かせが解き放たれ、人の形を保っていたザイシャの肉体が光り輝く無数の粒となって霧む散さんしていく。


    《七姉妹プレイアデス》にはそれぞれ、内蔵された兵装の威力をフルに発揮するためのモード──出力開放形態が存在する。《オクルス》を取り込んだ今のエレクトラが、人の姿を捨てて巨大な異い形ぎようと化しているように。


    　しかし大戦による損傷と、長年の放置状態に晒されたザイシャの変形機構は、今や完全な形では残っていない。ゆえに他の《七姉妹プレイアデス》の制御核を取り込み、今のようにシフトチェンジに要する演算出力を補う必要がある。


    〈分解完了デコンポーズ──再構築開始リビルド・スタート〉


    　吹芽が右腕に握るグリップを起点にし、拡散した粒子が再び収束を開始する。


    〈《アステロペ》──再構築完了リビルド・エンド〉


    　ザイシャの宣告と共に、偽神を射抜く白はく亜あの砲が完成する。


    　これこそ、ザイシャが兵器としての能力を余さず発揮するための戦闘形態。吹芽の右腕と半ば一体化した異形の兵装──アステロペの威容である。その本体は射しや手しゆである吹芽の身の丈など優に上回っており、その内に秘められた圧倒的な暴ぼう威いを主張する。


    　──レヴナント化した《七姉妹プレイアデス》たちは、それぞれの脳核を並列接続することで膨ぼう大だいなネットワークを構築し、自みずからの存在のバックアップデータを有している。


    　ゆえに彼女たちの肉体は、エミュレイターを用いても完全に破壊することはできない。


    《七姉妹プレイアデス》を消滅させる唯一の手段は、アステロペによる一撃のみである。


    　姉妹間の脳核同士を繋つなぐケーブルの役割を果たしている周辺一帯のＰ粒子を、アステロペの大出力の砲撃によって消し飛ばすことで、対象をネットワークから一時的に断絶──それと同時に、敵の制御核そのものを砲弾として用いることで脳核と相そう殺さいさせる。


    〈射しや角かく調整──〉


    　ザイシャのナビゲートに従い、吹スイ芽ガはその砲口をゆっくりと下へ傾けていく。それに合わせて吹芽自身も移動を開始──その足底が床から離れ、垂直の壁面へと移る。


    　兵装本体から張り出した四本の姿勢制御用アンカーが、昆虫の脚のように蠢うごめきながら次々と壁に食い込み、吹芽の体と砲身を強固に固定した。長く伸びた砲口が真下──暗くら闇やみの広がる吹き抜けの底を指す。


    　その時、ヘルカの声が厳げん然ぜんと耳元で響いた。


    『一〇秒後、《オクルス》の格納フロアを切り離す。砲撃準備』


    「了解」


    　吹芽は静かに答え、遥はるか下方を見み据すえる。射しや手しゆの冷静さとは裏腹に、《アステロペ》の巨大な砲口は、獲物を吹き飛ばす瞬間を今か今かと待ちわびながら、軋きしむような激しい唸うなりを上げ続けている。


    　ごがん、とフロア全体が激しく震えた。警報がけたたましく鳴り響き、浸水を防ぐための隔かく壁へきが吹き抜けを塞ふさいでいく。エレクトラが侵食を続けている最下層フロアが、ついに《セブンス》から切り離されたのだ。


    「────」


    　吹芽はアステロペに接合されたスコープを覗のぞき込んだ。意識を集中し、耳を澄ませる。体内の制御核を通して、高度な演算能力を持つザイシャの脳核と繋がったことで、吹芽の五感の精度は爆発的に跳ね上がっている。


    　浸水を防ぐ隔壁のせいで、目標の直接視認が不可能であるにもかかわらず、吹芽とザイシャは海中へと沈んでいくエレクトラの姿を鮮明に認識していた。


    　極限まで性能を引き上げられた聴覚センサーが、対象が発するありとあらゆる音を視覚化し、スコープに直接投影しているのだ。


    　海中にみるみる沈降していくエレクトラの全ぜん貌ぼうは、もはや見るに堪たえない醜しゆう悪あくさだった。切り離された最下層フロアと完全に一体化した巨きよ躯く──その表面からは夥おびただしい数の巨大な触手がびっしりと突き出し、海中で激しくのたうち回っている。その異様な姿は北欧伝承のクラーケンもかくやといった有様である。


    「……あれが陸に上がったら、誰も止められない。ここで仕留める」


    〈当然よ〉


    　つい先ほど、エレクトラから告げられた真実の断片──胸の内で膨ふくらみ続ける疑念も混乱も、今だけは頭から締め出す。


    　研ぎ澄まされた意識の中心を、標的を排除するための数式が駆け抜けていく。けたたましく回転し、火花を上げながら目標排除のための演算を続ける脳のう髄ずいさえ、今は狙撃という行為を完かん遂すいするための演算装置の一部にすぎない。


    〈弾頭形成──薬室装填リロード──完了エンド〉


    〈第一熱量開放フアースト・リリース。第二熱量開放セカンド・リリース。第三熱量開放サード・リリース──全エネルギーライン接続完了コネクト・エンド〉


    〈ライフリング回転開始。セイフティ開放リリース。全工程完了コンプリート──撃てる〉


    　アステロペの全発射シークエンスが完了する。後は照準を合わせて撃つのみ。


    『──オレを墜おとすかよ、アステロペ』


    　その時、激しいノイズと共に、吹スイ芽ガたちの回線に粗野な少女の声が割り込んできた。


    〈ええ、跡あと形かたもなく消滅なさい、エレクトラ。せめて私が見送ってあげるわ〉


    『面おも白しれェ。テメエなんかにできるもんならやってみろよ──このヘタレが！』


    　海中のエレクトラの全身が、一際激しく蠢うごめいた。全ての触手が蕾つぼみのごとく一点に窄すぼまり──その中心に、巨大なミサイルのシルエットが一瞬にして形成される。


    　現れたのは全長約七メートルのスピアフィッシュ魚雷。


    　それも、一基のみではない。生せい成せいされた膨ぼう大だいな量の魚雷は、合計にして優に一〇〇基以上。《オクルス》を取り込んだことで本来の出力を取り戻したエレクトラの妙技である。


    　そして、それらの弾頭部に据すえ付けられた円えん錐すい形けいの塊かたまりを目まの当たりにした瞬間、吹芽とザイシャは同時に息を呑のんだ。


    「核弾頭……！」


    　あの魚雷群のうち、たった一撃でもコロニア底部に炸さく裂れつすれば、吹芽たちの生命いのちはおろか、《セブンス》そのものが撃沈され海の藻も屑くずと消えるだろう。


    〈〝あれ〟を試しましょう、スイガ〉


    「了解。ぶっつけ本番になるけど、やるしかない」


    　しかしふたりの思考は依然として冷静そのものだ。焦あせりは照準を狂わせ、照準の狂いは破滅をもたらす。機械のように呼吸し、巨大な標的の内部で躍動する急所の位置を探り続ける。


    〈弾頭再形成──形態モード・分裂弾頭フレシエツト〉


    　ザイシャの宣言と共に、制御核の弾頭を装そう填てんされたアステロペの機関部が生き物のように蠢いた。合わせてその砲身が延えん伸しんし、鰐わにの顎あぎとのごとく上下に展開する。モードチェンジ完了。


    「照準完了」


    　──ようやく見つけた。吹芽は静かに告げる。


    　大量の魚雷を抱いたエレクトラの巨影。その中心部に、ようやく脳核の存在を認めた。


    『クソどももろとも残らず吹き飛べ──アステロペェエエエエエッッッッ！』


    〈撃ってフアイア〉


    　昂こう然ぜんと告げられたザイシャの声と共に、吹芽はトリガーを引き絞った。胸の中心が灼しやく熱ねつに包まれ、右腕に接合された白亜の偽神アステロペが、その巨大な砲身を待ちかねたように震わせる。


    　両者の切り札が同時に放たれた。真下に向かって轟ごう然ぜんと撃ち出された特殊弾頭は鮮あざやかな光の軌き跡せきを振り撒まいて直進し、《セブンス》に向けて発射された大量の魚雷もまた、海中を突き進んでいく。


    　竪たて穴あなに沿って飛翔したアステロペの弾頭は、分厚い隔かく壁へきをやすやすと引き裂き、海中へと飛び出した。スーパーキャビテーションによる減げん摩ま擦さつ効果によって、弾頭は一切速度を低下させず、海中深くに潜ひそむエレクトラ目がけて突き進んでいく。


    　しかし吹スイ芽ガとザイシャの一撃に対し、エレクトラが放射状に放った核弾頭の数は比較にすらならない。今さらエレクトラを貫いたところで、すでに放たれた一〇〇基を超える魚雷は余さずコロニアを直撃し、無数の生命いのちを塵ちりへと還かえすだろう。


    「……させない」


    　吹芽の聴覚はすでに、海中を突き進む魚雷群の座標を余さず把握していた。


    　ザイシャの脳核と直結することで拡張された全感覚を総動員し、吹芽はエレクトラが放った弾頭……その一基一基の座標データをアステロペの脳核に送信する。そうしている間にも、人ならざる偽神の意識と接続された吹芽の脳のう髄ずいは限界を超え、軋きしむような激痛と悲鳴を上げ続けている。構わない。告げる。


    「──ザイシャッ！」


    〈分裂デイバイド〉


    　瞬間、撃ち出された巨大な弾頭が海中で瞬時にして分裂し、流星群のごとき無数の矢と化して広範囲に拡散していた。


    　──三か月前、アルキュオネの制御核を取り込んだことで、アステロペは失われていたかつての性能の一部を取り戻していた。


    　その名を、形態モード・分裂弾頭フレシエツト。撃ち出された弾頭を分割・再形成することにより、たった一度の砲撃で、精密な複数範囲攻撃を可能とする特殊射撃モードである。


    　海中にくまなく降り注いだアステロペの弾頭が、敵の放った魚雷の群れをことごとく貫通し迎撃する。魚雷の先端の核弾頭は、核爆発を起こすよりも先に起爆装置を精確に破壊され、秘めた莫ばく大だいなエネルギーを一切炸さく裂れつさせることなくスクラップと化していく。


    〈さようなら、エレクトラ〉


    　ザイシャが厳おごそかに告げる。


    『────やりゃあよ、できるじゃねェか────』


    　笑う声が微かすかに響く。それは敗北を喫した者が絞り出す怨えん嗟さの声か──それとも、最期まで地獄の渦中に身を置き、戦火に灼やかれて散り逝ゆく者が奏かなでる歓喜の声か。


    　海中深くに向けて放たれた光の矢──その中でも一際眩まばゆく輝く一撃が、遥はるか海中アビスで蠢うごめく巨大なクラーケンの心臓を貫き、跡あと形かたもなく消滅させていた。
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    　任務を終えてシャフトに帰投した吹スイ芽ガとザイシャは、その足で医療区画へと向かった。


    「八八──八九──九〇──九一──」


    　かくして辿たどり着いた個室では、ひとりの少女が、なぜか懸けん垂すいに励んでいた。可愛らしいピンク柄のパジャマと包帯の隙間から、小さなおへそがちらりと覗のぞいている。


    「何してんの、茴ウイ香カ」


    「あっ……！　その……こんにちは、吹芽」


    　茴香は気まずそうにカーテンレールから手を離すと、すごすごとベッドの上に戻った。


    　吹芽の後ろから顔を覗かせたザイシャが、呆あきれた半眼で茴香を睨にらむ。


    「……病室でトレーニングするの、いい加減よしなさい。この間も怒られてたじゃない」


    「そうだよ。おとなしくしてないと」


    　吹芽は小さく肩をすくめつつ、窓の脇わきに置かれた花か瓶びんの水を取り換える。


    「でも医療用の特殊栄養食はカロリーがその、高すぎて……というか、実際太りましたし……」


    　顔を赤くしながら、ごにょごにょと言い訳する茴香の声はみるみる萎しぼんでいく。


    「それにしてもウイカ……今回といい、その前の一件といい恐ろしい回復力ね。もしかして、とっくにレヴナントになっているんじゃないの？」


    「あら。ザイシャもようやく冗談を身につけたのですね」


    　溜ため息いきと共に告げるザイシャに、茴香がくすくすと微ほほ笑えむ。


    　──エレクトラの討とう伐ばつから、すでに三週間が経過していた。


    　ケルフィナによって瀕ひん死しの重傷を負わされた茴香であったが、その傷も快方に向かっており、現在は一週間後の復帰を控えている状態であった。


    「──？　あの、吹芽。その負傷は……」


    　茴香が疑問の声を上げた。吹芽の側そく頭とう部ぶには、血の滲にじんだガーゼが貼はり付けられていた。


    「さっきまで、《セブンス》内の暴動の鎮ちん圧あつに当たってたんだ。それでちょっと……」


    　微かすかに表情を曇らせる吹芽に代わって、ザイシャが唇くちびるを尖とがらせて言う。


    「──石を投げられたのよ。民間人からね。つくづく自分勝手な奴ら」


    　憤然と呟つぶやかれたザイシャの苦言に、茴香はベッドのシーツを握り締めて俯うつむいた。


    　死者数──七六万八五六二名


    　行ゆく方え不明者数──三八万二三三一名。


    　それが最終的に公おおやけに発表された、今回の一件での犠牲者数であった。


    　エレクトラが消滅し、彼女に乗っ取られていた各種セキュリティが機能を取り戻したことで、Ｒ・Ｅ・Ｖはコロニア内に拡散した全てのレヴナントを駆く逐ちくし、からくも事態を収束させることに成功した。シャフト内にいた『ｍ[image: ]ｍｏｉｒｅメモワール』の海ミ星ホシたちも、幸い無事だった。


    　しかし、《セブンス》に残された爪つめ痕あとはあまりに大きい。安住の地であると信じていた楽園で起きた突然の惨劇により、身も心も深い傷を負った者たちの数は計り知れない。


    　茴ウイ香カは悲痛な面おも持もちで、窓の外の景色を見つめる。


    　瓦が礫れきと焼け跡に覆われ、無む惨ざんに崩ほう壊かいした街並みは、大戦によって荒こう廃はいした陸地と何ら変わりない。各地では混乱に乗じた暴動や事件が後を絶たず、現に吹スイ芽ガもこうして負傷している。


    　──何より、人類の生活を大きく支えていた《オクルス》システムが失われた事実は、生き残った人々に対する致命的な打撃となった。


    「……わたしのせいで」


    「それは違う、茴香。エレクトラの侵入は必然だった」


    　妄もう執しゆうに取り憑つかれたケルフィナを引き寄せ、あげく二度も取り逃がした──そんな自責の念に駆られる茴香の肩に、吹芽はそっと手を置いた。


    　ザイシャが毅き然ぜんとした声で言う。


    「スイガの言う通りよ。自分を責めて楽になるのならそれで良いけれど……今、私たちがすべきは、悩むことじゃなくて抗あらがうことでしょう」


    「……ふたりとも、強いのですね」


    　肩に置かれた吹芽の手をそっと取りながら、茴香は弱々しい声で言う。


    「人類は今、再び確実な滅ほろびへと向かっているのに……」


    《オクルス》の喪失は間違いなく、人類滅亡までの針を急速に押し進めていた。


    　それに、エレクトラが言い遺のこした『ある人物』に関する情報も明らかにはなっていない。


    　今も世界を包んでいる災さい厄やくは、偶然ではなく、何者かの手によって引き起こされている──それが事実であるのなら、これから先に待ち受ける苦難は想像すらつかない。


    　重い沈黙が病室を満たしていく。窓から差し込む日の光だけが、場違いなまでに暖かい。


    「……それでも、僕たちは戦うんだ」


    　吹芽は静かに言った。


    「たとえどれだけの希望が失われても……僕たちは、立ち止まったらいけないんだ。救えなかった人たちのためにも、この手で討ち倒した人たちのためにも」


    　ザイシャが大きく頷うなずく。絶望に淀よどんだ空気を掻かき消すように、唇くちびるを引き結ぶ。


    「全てのレヴナントを滅ぼすまで、諦あきらめてなんてやらない。……それが私たちの意志よ」


    　強く響いたその宣告が、昏くらく沈んでいた茴香の瞳ひとみに再び火を点ともす。


    「──はい」


    　茴香は自みずからの胸に手を当てて微ほほ笑えんだ。怖おじ気け付いた自らを勇気付けるように、強く。


    



    　　　◇


    



    　再びひとりきりになった茴ウイ香カは、退屈さに耐えかねてこっそりと病室を後にした。


    　向かった先は医療区画の奥に設しつらえられたリハビリスペースである。人工芝に覆われた広い空間は吹き抜けになっており、天てん蓋がいからは柔らかな陽光が差し込んで芝生しばふを淡く照らしていた。


    　ふと、遠くに見知った子供たちの姿を見つけた。


    「実里ミノリ……皆も」


    　茴香が資金援助をしていた養護施設の子供たちだった。茴香には気付いていない。


    　ハンナやマリクといった大切な人を喪うしなった子供たちは、それでも辛つらい出来事など忘れたかのような無む邪じや気きさでボール遊びに興じている。


    　──違う、と茴香は思い直す。


    　彼らは忘れたのではなく、忘れようとしているのだと。


    　その証拠に、かつて子供たちが失った声は今も戻っていない。彼らは心底から楽しそうな笑顔を浮かべていても──笑っているその口からは、一切の感情を音にできないのだ。


    「いっくよー！」


    　そんな中で、幼い少女の一際元気な声が響き渡った。


    　実里だった。茴香たちが奇跡的に救出した少女──実里だけは、奇跡的に元の声を取り戻していた。茴香の表情が思わず綻ほころび、胸に温かなものが満ちていく。


    　子供たちの輪に加わろうと、茴香が一歩踏み出した瞬間だった。


    　子供のひとりが高く蹴けり上げたボールがあらぬ方向へと飛んでいき、ひとりの女性の足下に当たって止まった。ボールを追いかけようと駆かけ出した実里の表情が、硬く強こわ張ばる。


    「……班長」


    　茴香が掠かすれた声で呟つぶやく。


    　ヘルカ・カーリアイネンの冷然とした金砂色の瞳ひとみが、足下のボールと、戸惑う実里とを交互に見つめていた。今回の一件で重傷を負ったヘルカもまた治療を受けている身である。リハビリスペースにいたところで何ら不思議はない。


    　ヘルカはおもむろに床に手を伸ばし、ボールを拾い上げる。


    「────」


    　怯おびえたように立ち竦すくむ実里をじっと見つめ、少しの間を置いて、ヘルカは手にしたボールを優しく放った。


    「ありがと、お姉さん！」


    　実里は礼儀正しくお辞儀をし、仲間たちのもとへと戻っていく。


    　その一連の光景を、茴香は茫ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、信じられない気持ちで見つめていた。


    「……笑った？」


    　間違いない。ほんの一瞬、ヘルカは確かに微ほほ笑えんでいた。吹けば飛ぶような──けれど、とても穏やかな優しい笑みを浮かべていた。


    　茴ウイ香カの脳裏に、誰かの言葉が不意に蘇よみがえる。


    



    〝──ヘルカ・カーリアイネンに気を付けて〟


    



    　それは消滅間際のケルフィナが、茴香の耳元で最期に囁ささやいた言葉だった。


    　あの時の一言が、具体的にどのような意味を持っていたのかはわからない。それを問い質ただす前に、ケルフィナはこの世から今度こそ去ってしまった。


    　──今は考えなくていい。茴香は静かに首を振った。


    　得え体たいの知れない人間であることに変わりはない。ただの無力な少女にすぎなかったかつての茴香が、ひとりの埋まい葬そう官かんとしてレヴナントを屠ほふる力を手に入れることができたのは、間違いなくヘルカの導きのおかげである。


    　慈悲もなく、感情の片へん鱗りんすら見せず、淡々と死者を墓はか穴あなに蹴け落とす執行者。


    　それでもあの時──マリクに埋め込まれた爆弾が無情にも炸さく裂れつした時、ヘルカは身を挺ていして茴香を守った。


    　その行動だけが真実であり、今の茴香の信じるべきものだった。


    　いろいろと考えを巡らせている間に、ヘルカの姿はどこかへと消え去っていた。


    「……皆！　私も仲間に入れてくださいっ！」


    　今度こそ実里ミノリたちのもとへ行こうと、茴香は快活な声を上げながら、力強く一歩を踏み出した。過去を振り切るように。魂に染み付いた、憎しみの残ざん滓しすら掻かき消すように。


    　その右耳に輝く一粒のダイヤは、天てん蓋がいから差し込む陽光のように暖かく、透き通った色をしていた。憎しみの赤色はいつしか褪あせて、もうどこにもない。


    



    　　　◇


    



    　──その日の深夜〇時、吹スイ芽ガたちヘルカ班の面々は、シャフト内の作戦会議室に緊急招集されていた。最前列の席には吹芽とザイシャ、茴香と珊サン瑚ゴの四人がすでに着いている。


    　正面の大型モニター前にはヘルカが佇たたずんでいる。その傍かたわらにはＲ・Ｅ・Ｖの技術者が一名。広い作戦会議室内には、他に誰の姿もなく閑かん散さんとしている。


    　ヘルカは怜れい悧りな瞳ひとみで吹芽たち全員を見渡すと、やがて静かに口を開いた。


    「……ザイシャの脳核のメモリー内から、とあるデータがスクープされた。解析の結果、消滅したエレクトラが今いま際わの際きわに送信したデータであることが判明している」


    「データだって……？」


    　吹芽たちの表情に、驚きと疑問が浮かぶ。ザイシャは眉み間けんにしわを寄せた。


    「……何よそれ。私は知らないわ、そんなの」


    「巧妙に暗号化、隠いん蔽ぺいされていた。他の《七姉妹プレイアデス》に悟られず、データをザイシャに受け渡すためであった可能性が高い」


    「おいおい、イタチの最後っ屁ぺか？　タチの悪いスパムメールじゃねえだろうな」


    　珊サン瑚ゴは唇くちびるの端を吊り上げて、さも興味深そうに笑った。ヘルカが首を横に振って答える。


    「ネットワークから切り離した端末で厳重に精査している。現段階では、少なくともウイルスの類いは検出されていない」


    「敗者からの餞せん別べつってヤツか。らしいっちゃらしい真ま似ねだね」


    「……どうしてそんなに愉たのしそうなんです、珊瑚は」


    　傍かたわらの茴ウイ香カが、軽口を叩く珊瑚を横目で睨にらみつつ、挙手と共に発言する。


    「それで、そのデータの内容はどんなものだったのですか？」


    「送信途中で完全消滅したのだろう──データは大部分が破損していたが、つい先ほど、内容の一部を復元することに成功した」


    　そこで、底知れぬ虚無を湛たたえたヘルカの瞳ひとみが、ふと吹スイ芽ガとザイシャのふたりに向いた。


    「……ヘルカ？」


    　得え体たいの知れないプレッシャーが両肩にのしかかるのを自覚しながら、吹芽は恐る恐る訊たずねる。


    　ヘルカの傍らの技術者が端末を操作した。正面モニターに画像データが出力される。


    「エレクトラの視覚データの……キャプチャーか？」


    　珊瑚が小さく呟つぶやく。


    　画像には色濃いノイズがかかっている。かなり不鮮明であり、場所も室内であることを除いて判然としないが、その中心には何者かの姿が見て取れた。


    　若い女性であった。紅あかい瞳に白い肌は、確かにレヴナントの容よう貌ぼうだ。どこか凜りん然ぜんとした佇たたずまいは、ハンクやケルフィナと同じく、生前の記憶と理性を継承した特殊なレヴナント──ユーザーに違いない。


    　その片手に把は持じされている長大な銃器のシルエットは、紛まぎれもなくスナイパーライフルであった。現在の吹芽の愛銃と同じ、ブレイザーＲ93・ボルトアクションライフル。


    「──────あ」


    　吹芽の視界が、瞬またたく間に色と形を失っていく。足下が崩れていくような錯さつ覚かくに襲われる。


    



    〝は───テメエらが、よぉく知っテる奴だよ〟


    



    　エレクトラの嘲あざ笑わらう声が蘇よみがえる。


    　ありえない、ありえない、ありえない、ありえない──そんな空虚な現実逃避が、頭ず蓋がいの内側を猛然と跳ね回り、痛みと化して理性を苛さいなむ。


    「こんなの……嘘うそよ」


    　一方、大きく見開いた瞳でモニターを凝ぎよう視しするザイシャの表情は、泣き出す直前の幼おさな子ごのごとく震え、歪ゆがんでいた。彼女は悲鳴のような声で、画像に映る人物の名を──かつて共に戦場を戦い抜いた、最愛の人の名を口にした。


    「───サンカ」


    　円マドカ燦サン華カ。円吹スイ芽ガの実母であり、かつてザイシャの《アステロペ》を駆っていたユーザー。


    　九年前、息子スイガの生きる世界を守るためにプシュケを撃墜し、帰らぬ人となった英雄の亡霊が、破滅の紅色を宿した瞳ひとみで、ザイシャたちを冷たく見み据すえていた。

  


  
    　あとがき


    



    　あとがきでは初めまして。水みず野の昴すばるです。


    「狙撃兵」というやつは、味方が最前線で傷付きながらも奮闘しているなか、安全地帯に陣取って悠々とライフルを構えつつ、標的をぱすぱす撃ち抜いたりしていて、とってもスマートで楽チンな兵科よねー。


    　──フィクション・ノンフィクション問わず、狙撃手と呼ばれる方たちに対して、そんな失礼なイメージを漠然と抱いていたかつての筆者は、本作を執筆するにあたって色々と資料を漁っていくうちに、それがとんでもなくおろかな偏見であることを思い知らされたのです。


    　特に、敵陣へ単騎で乗り込み、長期間にわたる監視や偵察を担うこともある前ぜん哨しよう狙撃兵は、長距離射撃能力だけではなく、他にも多くの優れた能力を要求されるそうです。卓越した基礎体力や戦闘力は言わずもがな、様々な種類のセンサーや警備犬へ対処するための幅広い知識。収集した情報を正確に覚える記憶力。風や地表の丸みを考慮した弾道計算や、狙撃のための陣地の作成を手早く行う知力や状況判断能力。気配や痕こん跡せきを消すため、時には掘った穴の中に排はい泄せつし、全身虫刺されにまみれようが身じろぎひとつせず、酷い喉のどの渇きと眠気に耐えながら、ひたすらに標的を待ち続ける恐るべき胆力。エトセトラエトセトラ……。


    　ああ、全然スマートじゃなかった……。自分の見識の狭さに呆あきれた瞬間でした。


    　そんな、選ばれし一握りの戦士だけが任命を許される狙撃兵ですが、標的とはいえ、同じ人間の生命を奪うその瞬間をスコープ越しに直視しなければならない彼らは、その心に大きな傷を負いやすい、とも言われています。


    　本作は、そんな「直視しなければならない現実」と戦う人たちの姿を描えがいた物語です。


    　死人という存在はある意味、今を生きる人がどんなに後悔し、悲しみ、憤ったところで、決して覆くつがえることのない「究極の現実」であります。


    　そんな後悔や悲しみ、怒りの結晶たる死人という存在が、元の姿形と記憶を持ち、敵意や殺意をもって蘇よみがえってくる……というのは、想像するだに恐ろしいことであると思います。


    　それでも、目を背そむけたくなるような現実と向き合い、立ち向かおうとする登場人物たちの姿から、貴方あなたが何かを見出だすことができたのなら、筆者としてそれに勝る喜びはありません。


    



    　謝辞です。


    　企画段階からいろいろと無茶だった本作を出版させて下さったガガガ文庫編集部の皆様。


    　朝昼夕深夜問わずの二人三脚で、本作を一冊の本として結実させて下さった担当の小こ山やま様。


    　登場人物に、咲き誇る花のように鮮やかな生命を吹き込んで下さったイラストのまごまご様。


    　そしてこの本を手にとって下さったすべての皆様に、最大の感謝を。

  


  
    水野　昴


    Subaru Mizuno


    



    皆様のおかげで二巻が出せました。本当にありがとうございます。今回は健全な男の子なら大好きであろうサービス要素満載でお送りします。銃撃戦！　白兵戦!!　市街地での激しいカーチェイス[image: ]　大好き……ですよね？
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